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平成２９年６ 月定例会日程 表  
 

    会期１３日間（６月１５日～６月２７日） 
 

月 日 曜日 区 分 会     議     内     容 会期 

６．15 木 本会議 
会期の決定、諸般の報告、請願第５号及び請願第６号、 

議案第４２号ないし第４９号 
１ 

  16 金 休 会   ２ 

  17 土  〃                              ３ 

  18 日  〃                              ４ 

  19 月  〃   総務教育常任委員会  10：00～ ５ 

  20 火  〃   民生常任委員会  10：00～ ６ 

  21 水  〃   産業建設常任委員会  10：00～ ７ 

  22 木 本会議 

一般質問  13：00～ 

  ①鎌田 礼二 議員  ②阿部かほる 議員 

  ③小野 幸男 議員  ④土見 大介 議員 

８ 

  23 金  〃   

一般質問  13：00～ 

  ⑤志賀 勝利 議員  ⑥西村 勝男 議員 

  ⑦志子田吉晃 議員  ⑧曽我 ミヨ 議員 

９ 

  24 土 休 会                             １０ 

  25 日  〃                              １１ 

  26 月  〃    １２ 

  27 火 本会議 委員長報告  13：00～ １３ 
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塩竈市議会６月定例会議案審議一覧表  

付託委員会名 議案番号 件       名 議決結果 議決年月日 

総務教育 

議案第42号 塩竈市復興産業集積区域における固定
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議案第49号 工事請負契約の一部変更について 原案可決 29.6.27 

民  生 
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部を改正する条例 
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議案第44号 塩竈市障がい者福祉推進委員会設置条
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議案第45号 平成29年度塩竈市一般会計補正予算 
 

原案可決 29.6.27 

議案第46号 平成29年度塩竈市国民健康保険事業特

別会計補正予算 
 

原案可決 29.6.27 

議案第47号 平成29年度塩竈市介護保険事業特別会

計補正予算 
 

原案可決 29.6.27 

産業建設 議案第45号 平成29年度塩竈市一般会計補正予算 
 

原案可決 29.6.27 

 議 員 提 出 

議案第３号 
 

「共謀罪」と同趣旨の「テロ等組織犯罪

準備罪」を含んだ「改正組織犯罪処罰法」

に反対する意見書 
 

否  決 29.6.27 

議 員 提 出 

議案第４号 
 

核兵器禁止条約（草案）の締結に向けて

の取り組みを求める意見書 
 

否  決 29.6.27 

議 員 提 出 

議案第５号 
 

宮城県国民健康保険運営方針案に係る

意見書 
 

原案可決 29.6.27 
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塩竈市議会６月定例会請願審議一覧表  

受理番号 件      名 受理年月日 付託委員会名 審議結果 議決年月日 

第５号 国保財政調整基金を使っ

て、国民健康保険税の大幅

引き下げの決議を求める請

願 
 

29.6.9 民  生 継続審査 29.6.27 

第６号 宮城県国民健康保険運営方

針に係る意見書の提出を求

める請願 
 

29.6.9 民  生 採  択 29.6.27 
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平成２９年６月１５日 塩竈市議会定例会 
 

請 願 文 書 表 
 

番 号 第 ５ 号 

受 理 年 月 日 平成２９年６月９日 

件 名 
国保財政調整基金を使って、国民健康保険税の大幅引き下げの決議を求める請

願 

要 旨 

【請願の趣旨】 

塩釜市の国保税は、平成２４年度・３．８８％、平成２６年度・３．２

２％、平成２７年度・３．３３％、平成２８年度・６．０５％と５年間で４回

の引き下げを行いましたが、４０歳代夫婦と未成年の子ども２人、年間所得２

００万円のモデル世帯で年間約３８万３千円となり、所得に占める割合は１

９．２％と依然高い状態にあり、近隣自治体と比較しても多賀城市より年間約

３万３千円、利府町より年間約８万５千円高い国保税となっています。 

一方、平成２７年度決算では、高額薬剤により薬剤費が増加していても単年

度では１億８６百万円の黒字であり、基金残高は１４億１１百万円に増加して

います。この基金残高は、塩釜市の年間国保税収に相当し、年間保険給付額の

約３割に達しており、宮城県内自治体では２番目に多い基金残高となっていま

す。 

一方、高すぎる国保税のために国保税支払いができず、平成２７年９月末で

短期被保険者証となる世帯が７５７世帯、短期被保険者証のいわゆる「留め置

き」世帯が２０８世帯となり、病院で医療費１０割負担となる被保険者資格証

明書世帯も４７世帯にのぼっています。「留め置き」世帯と合わせて手元に被

保険者証がないのと同様の世帯が２５５世帯となり、国保世帯数の３．１％に

もなります。 

塩釜市議会として、塩釜市に対して、年間国保税収に相当する額でもあり、

年間保険給付費の３割にも達する国保財政調整基金残高１４億円を使って、こ

れまでの引き下げ率を大幅に超える平成３０年度国保税の引き下げを実施する

決議を採択するよう下記の通り請願いたします。 

 

【請願事項】 

１．塩釜市議会は、塩釜市に対して、年間保険税収に匹敵し年間保険給付費の

３割にも達する国保財政調整基金を活用し、平成３０年度の国保税について大

幅な引き下げを求める決議を採択すること。 

提 出 者 
住 所 ・ 氏 名 

塩竈市錦町１６－５ 坂総合病院 気付 

塩釜市の国保を良くする会 会長 虎川 太郎 

紹 介 議 員 
氏 名 

志子田 吉晃、伊勢 由典、曽我 ミヨ 

付 託 委 員 会 民生常任委員会 
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平成２９年６月１５日 塩竈市議会定例会 
 

請 願 文 書 表 
 

番 号 第 ６ 号 

受 理 年 月 日 平成２９年６月９日 

件 名 宮城県国民健康保険運営方針に係る意見書の提出を求める請願 

要 旨 

【請願内容】 

以下の点について、宮城県への意見書を提出されるよう請願する。 

１．宮城県国民健康保険の事業納付金および標準保険料の試算を一刻も早く

公表すること 

 

【請願の趣旨】 

平成３０年４月からの国民健康保険都道府県単位化にむけて、厚生労働省は

平成２８年１０月に事業費納付金及び標準保険料率の簡易計算システムを都道

府県におろし、平成２８年１１月末と平成２９年１月末の２回の試算を報告す

ることとしていました。しかし、未だにその試算内容が明らかにされず、各市

町村は来年度の保険料がどうなるのかさえ議論できない状況となっています。 

保険料がどのように設定されるかということは、被保険者にとって暮らしを

左右する大変な問題であり、同時に各市町村においても来年度予算策定に大き

な影響を及ぼすものです。 

よって、貴議会から上記の内容で、宮城県に対して意見書を提出されるよう

請願いたします。 

提 出 者 
住 所 ・ 氏 名 

塩竈市錦町１６－５ 坂総合病院 気付 

塩釜市の国保を良くする会 会長 虎川 太郎 

紹 介 議 員 
氏 名 

志子田 吉晃、伊勢 由典、曽我 ミヨ 

付 託 委 員 会 民生常任委員会 
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議員提出議案第３号 

 

「共謀罪」と同趣旨の「テロ等組織犯罪準備罪」を含んだ「改正組織犯罪 

処罰法」に反対する意見書 

 

 上の議案を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出いたします。 

 

平成２９年６月２７日 

 

提出者 塩竈市議会議員 

 

山 本   進  伊 勢 由 典 

 

小 高   洋  曽 我 ミ ヨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩竈市議会議長 香 取 嗣 雄  殿 
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「別  紙」 

 

 

「共謀罪」と同趣旨の「テロ等組織犯罪準備罪」を含んだ「改正組織犯罪 

処罰法」に反対する意見書 

 

 政府は２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックに向け、テロ対策を口実に国民の

強い反対で過去３度廃案となった、いわゆる「共謀罪」創設と同趣旨の法案を今期通常国会

に提出し、この度、衆議院・参議院において可決された。 

日本国憲法では、第１９条で「思想及び良心の自由」を、第２１条で「表現の自由」を保

障しているが、いわゆる「共謀罪」は、国民一人一人の内心にまで、国家が介入することと

なり、基本的人権を否定する法律以外の何物でもない。 

同法律の提案理由の一つに、「国際組織犯罪防止条約の締結のため、国内法の整備が必要

である」ことを挙げていたが、既に我が国は国連において、主要な１３本のテロ防止関連条

約を締結している。テロ対策には条約に対応して整備された国内法や現行の刑法で十分対応

可能であり、国際的な要請としての「共謀罪」を新設するは必要ない。 

以上のことを踏まえ、当市議会は「改正組織犯罪処罰法」に反対するものである。 

 

 以上、地方自治法第９９条により意見書を提出します。 

 

 

 平成  年  月  日 

塩竈市議会議長 香 取 嗣 雄 

 

関係機関あて（内閣総理大臣、法務大臣、外務大臣） 
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議員提出議案第４号 

 

核兵器禁止条約（草案）の締結に向けての取り組みを求める意見書 

 

 上の議案を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出いたします。 

 

 

平成２９年６月２７日 

提出者 塩竈市議会議員 

 

山 本   進  伊 勢 由 典 

小 高   洋  曽 我 ミ ヨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩竈市議会議長 香 取 嗣 雄  殿 
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「別  紙」 

 

核兵器禁止条約（草案）の締結に向けての取り組みを求める意見書 

 

 本年３月27日、ニューヨークの国連本部で、史上初めて核兵器禁止条約を主題とした第１

会期「国連会議」が開催され、核兵器禁止条約交渉においては115カ国の参加・討論が行わ

れてきました。 

この交渉を踏まえ、５月22日、国連会議エレン・ホワイト議長が、６月15日から７月７日

まで開催される第２会期「国連会議」にあたって、核兵器禁止条約草案を発表しました。 

草案では、条約前文で、「核兵器のあらゆる使用がもたらす人道上の破滅的な結果」や

「核兵器使用の被害者（ヒバクシャ）及び核実験被害者の苦難に留意」をうたっています。

さらに、「核兵器完全廃絶の呼びかけのような、人道原則を促進するための市民的良心の役

割を強調し、その目的のための国連、赤十字国際委員会、多数の非政府組織及びヒバクシャ

の取り組み｣を高く評価しています｡ 

また、その条文において、核兵器の法的禁止の内容として、核兵器の「開発、生産、製造、

取得、所有、貯蔵、移転、使用、実験爆発」などを禁止し、締約国は、その領域で核兵器の

配置、設置、展開などを禁止・防止する義務を負うこととしています。これらは、核兵器の

法的禁止の主要な要素を包括的に規定したものとなっています。 

さらに、草案は「自国の核兵器を廃棄した国のための措置」を盛り込み、すべての国に条

約の批准、受諾、承認、加盟を促し、核兵器保有国にも条約参加の道を開いています。 

そして、この草案が各締約国に「核兵器の使用、または実験によって影響を受けた諸個

人」に対する「支援を十分に提供」することを義務づけていることは、長年にわたって被爆

者援護を求めてきた被爆者の切望に応えるものであります。 

以上のことから、当市議会は政府に対し、下記の事項について強く要請いたします。 

 

記 

 

１．６月15日から７月７日まで開催される、第２会期「国連会議」における、核兵器禁止条



-19- 

約交渉に参加し、その採択に向けて尽力されること。 

以上、地方自治法第９９条により意見書を提出します。 

 

 

 平成  年  月  日 

塩竈市議会議長 香 取 嗣 雄 

 

関係機関あて（内閣総理大臣、外務大臣） 
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議員提出議案第５号 

 

宮城県国民健康保険運営方針案に係る意見書 

 

 上の議案を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出いたします。 

 

平成２９年６月２７日 

 

提出者 塩竈市議会議員 

 小 野 幸 男   菅 原 善 幸 

浅 野 敏 江   西 村 勝 男 

阿 部 眞 喜   阿 部 かほる 

山 本   進   伊 藤 博 章 

志 賀 勝 利   今 野 恭 一 

菊 地   進   鎌 田 礼 二 

志子田 吉 晃   土 見 大 介 

伊 勢 由 典   小 高   洋 

曽 我 ミ ヨ 

 

 

 

 

 

 

塩竈市議会議長 香 取 嗣 雄  殿 
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「別  紙」 

 

宮城県国民健康保険運営方針案に係る意見書 

 

 国が示した平成30年４月からの国民健康保険財政運営責任の都道府県への移行に伴い、宮

城県においても制度設計の検討が進められている。本年４月に示された宮城県国民健康保険

運営方針案では、標準的な保険料（税）算定方式や将来的な保険料（税）水準の統一、収納

率目標の設定などについて明らかにされた。 

しかし、厚生労働省が作成した国保事業費納付金等算定標準システム（簡易版）により県

が試算した国保事業費納付金及び標準保険料率については明らかにされておらず、本年12月

末に予定されている国による係数確定を経た後、公表することとされている。 

 保険料（税）がどのように設定されるかということは、被保険者にとって暮らしを左右す

る大変重要な問題であり、同時に各市町村においても来年度予算の編成に大きな影響を及ぼ

すものである。 

 よって、宮城県は国民健康保険の納付金及び標準的な保険料（税）の試算結果について、

早急に明らかにされるよう強く求めるものである。 

 

 以上、地方自治法第９９条により意見書を提出します。 

 

 平成  年  月  日 

塩竈市議会議長 香 取 嗣 雄 

 

関係機関あて（宮城県知事） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 ６月定例会  
６月 15日    開 会 

６月 27日    閉 会 

 

 

 

         塩 竈 市 議 会 会 議 録 

 



 

 

 

 

 

平成29年６月15日（木曜日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

塩竈市議会６月定例会会議録 
 

（第１日目） 
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   議事日程 第１号 

  平成２９年６月１５日（木曜日）午後１時開議 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期の決定 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 請願第５号及び第６号 

 第 ５ 議案第４２号ないし第４９号 

─────────────────────────────────────────── 

   本日の会議に付した事件 

 日程第１ないし日程第５ 

─────────────────────────────────────────── 

   出席議員（１８名） 

  １番  小 野 幸 男 君       ２番  菅 原 善 幸 君 

  ３番  浅 野 敏 江 君       ４番  西 村 勝 男 君 

  ５番  阿 部 眞 喜 君       ６番  阿 部 かほる 君 

  ７番  香 取 嗣 雄 君       ８番  山 本   進 君 

  ９番  伊 藤 博 章 君      １０番  志 賀 勝 利 君 

 １１番  今 野 恭 一 君      １２番  菊 地   進 君 

 １３番  鎌 田 礼 二 君      １４番  志子田 吉 晃 君 

 １５番  土 見 大 介 君      １６番  伊 勢 由 典 君 

 １７番  小 高   洋 君      １８番  曽 我 ミ ヨ 君 

─────────────────────────────────────────── 

   欠席議員（なし） 

─────────────────────────────────────────── 

   説明のため出席した者の職氏名 

市 長 佐 藤   昭 君  副 市 長 内 形 繁 夫 君 

市立病院事業管理者 伊 藤 喜 和 君  

市 民 総 務 部 長 

兼 政 策 調 整 監 小 山 浩 幸 君 

健 康 福 祉 部 長 阿 部 徳 和 君  産 業 環 境 部 長 佐 藤 俊 幸 君 
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建 設 部 長 佐 藤 達 也 君  震災復興推進局長 熊 谷 滋 雄 君 

市立病院事務部長 
兼 医 事 課 長 荒 井 敏 明 君  水 道 部 長 高 橋 敏 也 君 

市民総務部次長 
兼 総 務 課 長 川 村   淳 君  

健康福祉部次長 
兼社会福祉事務所長 
兼生活福祉課長 小 林 正 人 君 

産業環境部次長 
兼 環 境 課 長 木 村 雅 之 君  

建 設 部 次 長 
兼都市計画課長 本 多 裕 之 君 

水 道 部 次 長 
兼 業 務 課 長 大 友 伸 一 君  

市 民 総 務 部 
危 機 管 理 監 安 藤 英 治 君 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 菊 池 有 司 君  

市 民 総 務 部 
政 策 課 長 相 澤 和 広 君 

市 民 総 務 部 
財 政 課 長 末 永 量 太 君  

市 民 総 務 部 
税 務 課 長 武 田 光 由 君 

健 康 福 祉 部 
長 寿 社 会 課 長 鈴 木 宏 徳 君  

健 康 福 祉 部 
保 険 年 金 課 長 志 野 英 朗 君 

産 業 環 境 部 
水 産 振 興 課 長 並 木 新 司 君  

建 設 部 

下 水 道 課 長 

 

関   陽 一 君 

震災復興推進課長 鈴 木 良 夫 君  

市 民 総 務 部 
総 務 課 長 補 佐 
兼 総 務 係 長 伊 藤  勲 君 

教 育 委 員 会 
教 育 長 髙 橋 睦 麿 君  

教 育 委 員 会 
教 育 部 長 阿 部 光 浩 君 

教育委員会教育部次長 
兼教育総務課長 本 田 幹 枝 君  

選挙管理委員会 

委 員 長 

 

坂 井 盾 二 君 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 相 澤  勝 君  監 査 委 員 高 橋 洋 一 君 

監 査 事 務 局 長 菅 原 秀 一 君    

─────────────────────────────────────────── 

   事務局出席職員氏名 

事 務 局 長 鈴 木 康 則 君  
事 務 局 次 長 

兼議事調査係長 鈴 木 忠 一 君 

議事調査係主査 平 山 竜 太 君  議事調査係主事 片 山 太 郎 君 
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   午後１時  開議 

○議長（香取嗣雄君） 去る６月８日、告示招集になりました平成29年第２回塩竈市議会定例会

をただいまから開会いたします。 

  直ちに会議を開きます。 

  本議場への出席者は、市長、教育委員会教育長、選挙管理委員会委員長、監査委員並びにそ

の受任者であります。 

  これより、去る５月24日に開催されました第93回全国市議会議長会定期総会において、同会

の表彰規程により表彰の栄に浴されました方々に対し、表彰伝達式を行います。 

○議会事務局長（鈴木康則君） それでは、表彰伝達式を行います。初めに、議員在職10年以上

の方々に対する表彰状の伝達を行います。 

  小野幸男議員、演壇にお進みください。 

○議長（香取嗣雄君） 表彰状 

  塩竈市 小野幸男殿。 

  あなたは市議会議員として10年市政の振興に努められその功績は著しいものがありますので

第93回定期総会にあたり本会表彰規程により表彰いたします 

  平成29年５月24日 全国市議会議長会会長山田一仁 代読でございます。 

  おめでとうございます。（拍手） 

○議会事務局長（鈴木康則君） 阿部かほる議員、演壇にお進みください。 

○議長（香取嗣雄君） 表彰状 

  塩竈市 阿部かほる殿。 

  あなたは市議会議員として10年市政の振興に努められその功績は著しいものがありますので

第93回定期総会にあたり本会表彰規程により表彰いたします 

  平成29年５月24日 全国市議会議長会会長山田一仁 代読でございます。 

  おめでとうございます。（拍手） 

○議会事務局長（鈴木康則君） 鎌田礼二議員、演壇にお進みください。 

○議長（香取嗣雄君） 表彰状 

  塩竈市 鎌田礼二殿。 

  あなたは市議会議員として10年市政の振興に努められその功績は著しいものがありますので

第93回定期総会にあたり本会表彰規程により表彰いたします 
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  平成29年５月24日 全国市議会議長会会長山田一仁 代読でございます。 

  おめでとうございます。（拍手） 

○議会事務局長（鈴木康則君） 次に、議員在職30年以上香取議長へ表彰状の伝達を行います。 

○副議長（伊藤博章君） 表彰状 

  塩竈市 香取嗣雄殿。 

  あなたは市議会議員として30年の長きにわたって市政の発展に尽くされその功績は特に著し

いものがありますので第93回定期総会にあたり本会表彰規程によって特別表彰をいたします 

  平成29年５月24日 全国市議会議長会会長山田一仁 代読でございます。 

  おめでとうございます。（拍手） 

○議会事務局長（鈴木康則君） 引き続き、香取議長へ感謝状の伝達を行います。 

○副議長（伊藤博章君） 感謝状 

  塩竈市 香取嗣雄殿。 

  あなたは全国市議会議長会評議員として会務運営の重責にあたられ本会の使命達成に尽くさ

れた功績は誠に顕著なものがありますので第93回定期総会にあたり深甚な感謝の意を表します 

  平成29年５月24日 全国市議会議長会会長山田一仁 代読でございます。 

  おめでとうございます。（拍手） 

○議会事務局長（鈴木康則君） 以上で伝達式を終了いたします。 

○議長（香取嗣雄君） 本日の議事日程は、日程第１号記載のとおりであります。 

  傍聴人の方に申し上げます。携帯電話等を持参されている方は、電源を切るようにお願いを

いたします。 

───────────────────── ◇ ──────────────────── 

   日程第１  会議録署名議員の指名 

○議長（香取嗣雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員には、16番伊勢由典議員、17番小高 洋議員を指名いたします。 

───────────────────── ◇ ──────────────────── 

   日程第２  会期の決定 

○議長（香取嗣雄君） 日程第２、会期の決定を行います。 

  本定例会の会期は、13日間と決定することに、ご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（香取嗣雄君） 異議なしと認め、本定例会の会期は、13日間と決定いたしました。 

───────────────────── ◇ ──────────────────── 

   日程第３  諸般の報告 

○議長（香取嗣雄君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  まず、地方自治法第180条第１項の規定により、市長に指定しておりました専決処分の報告

であります。 

  専決第３号車両損傷事故による和解及び損害賠償の額の決定について、専決第４号平成28年

度塩竈市一般会計補正予算、専決第５号平成28年度塩竈市交通事業特別会計補正予算、専決第

６号平成28年度塩竈市国民健康保険事業特別会計補正予算、専決第７号平成28年度塩竈市魚市

場事業特別会計補正予算、専決第８号平成28年度塩竈市下水道事業特別会計補正予算、専決第

９号平成28年度塩竈市漁業集落排水事業特別会計補正予算、専決第10号平成28年度塩竈市介護

保険事業特別会計補正予算、専決第11号平成28年度塩竈市後期高齢者医療事業特別会計補正予

算、専決第12号平成28年度塩竈市北浜地区復興土地区画整理事業特別会計補正予算、専決第13

号平成28年度塩竈市藤倉地区復興土地区画整理事業特別会計補正予算、専決第14号塩竈市職員

の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例、専決第15号塩竈市市税条例の一部を改正す

る条例、専決第16号塩竈市都市計画税条例の一部を改正する条例、専決第17号塩竈市国民健康

保険税条例の一部を改正する条例、専決第18号塩竈市消防団員等公務災害補償条例の一部を改

正する条例、専決第19号車両接触事故による和解及び損害賠償の額の決定について、以上17件

については、専決第３号については３月10日に、専決第４号ないし第18号については３月31日

に、専決第19号については４月21日にそれぞれ専決処分がなされ、地方自治法第180条第２項

の規定により６月８日付で議長宛てに報告がなされたものであります。 

  次に、報告第１号一般会計・魚市場事業特別会計・下水道事業特別会計・漁業集落排水事業

特別会計・介護保険事業特別会計・北浜地区復興土地区画整理事業特別会計・藤倉地区復興土

地区画整理事業特別会計繰越計算書については、地方自治法施行令第146条第２項及び第150条

第３項の規定により、報告第２号病院事業会計繰越計算書及び報告第３号水道事業会計繰越計

算書については、地方公営企業法第26条第３項の規定により、それぞれ６月８日付で議長に報

告がなされたものであります。 

  また、監査委員より議長宛てに提出されました定期監査の結果報告４件であります。 

  さらに、塩釜地区消防事務組合議会議員より議長宛てに提出されました平成29年第１回塩釜
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地区消防事務組合議会定例会の概要報告１件であります。 

  これより質疑に入ります。 

  13番鎌田礼二議員。 

○13番（鎌田礼二君） 専決第３号及び第19号について、質問させていただきます。 

  車両損傷事故それから接触事故といずれも車に関する事故の専決でありますけれども、まず

専決第３号ですが、これについてはこの説明書きをいろいろ読みますと、強風で学校の扉が開

いてそれに車が接触したということでありますけれども、これが風ということが一つの大きな

要因だと思うんですね。そんな関係上ここで過失割合が10割あるというのは、どうも私として

は納得がいかない。いわゆる風であれば、運転していた人もある程度風の状況は把握している

はずであって、そうすると、安全運転の一つの義務に入るのではないかというふうに考えるわ

けです。まず、この専決第３号について、どういう状況でどうして10割になるのかというとこ

ろをご説明いただきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部教育委員会教育部長。 

○教育委員会教育部長（阿部光浩君） 塩竈市立杉の入小学校敷地内車両損傷事故についてお答

えいたします。 

  市の過失割合が10割になった経過についてですが、学校行事のため開放していた校庭を走行

中の保護者の車両が強風により動いた南門フェンスに接触し、車両を損傷させたものでありま

す。今回の事故は、学校長が管理する敷地内で起きた事故であり、風が強くフェンスが動くこ

とを予測して開放していたフェンスを固定する措置を取らなかったこと、発生時に誘導員を配

置していなかったことが過失割合10割になった原因と考えております。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） ちょっと、今の回答では私は納得がいかないんですけれども、10割とい

う、いわゆる自然災害に等しいようなところであって、学校の敷地であろうとちょっと10割は

余り高過ぎるんではないのと、せめて８割とか７割になるんじゃないかと私は思うわけですけ

れども、それから先ほどの繰り返しになりますけれども、やはり運転していた人もやはり風は

察知しているはずですね。そんな中での運転ですから、やっぱりそういったことに配慮するの

も運転者として当然だと思うんですが、そういった10割、やはり敷地内で起きたのは全部そう

いった100％ですね、どういった災害であろうが事故であろうが、こういったぐあいになるん

でしょうか。そこをちょっとお聞きしたい。 
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○議長（香取嗣雄君） 阿部教育委員会教育部長。 

○教育委員会教育部長（阿部光浩君） 先ほど申し上げましたように、やはり事前に、風が吹い

ていたということでフェンスを固定していればこのような事故にはならなかったということ、

今回、誘導員も配置していなかったといったことが認められますので、市のほうで10割という

ことで判断させていただいております。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 今の、最後に、市のほうの判断ということなんですか、それとも保険の

関係もあるんでしょうが、これについてそれなりの論議をしてですね、ある程度それで結果が

10割になったんでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部教育部長。 

○教育委員会教育部長（阿部光浩君） 保険会社のほうでもその辺協議いたしましたけれども、

市のほうが10割ということでこういった結果となっております。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） これに関しては、ちょっと平行線になりそうなので、次、専決第19号の

ほうに移らせていただきたいと思います。 

  これについては、図面を見ますと、道路側に向いていて車両をとめていると、事故を起こし

た車ですね。それで後ろにバイクがあるという構図なわけですが、これがバックで入っていっ

たとすると後ろを見ながら入っていっているわけですからね。まずぶつかることはないなと私

は思うんですよ。それから、車が前もってとめてあったと、その後にバイクがとまったという

ことであれば、出る前はそのバイクの存在を認識しながら運転席につくわけですよね。そして

帰るんでありますから、道路側に向かうと。どうしてもこのバックに結びつかないんですが、

この状況を、私、不自然ということはないんですが、私の考え方としては不自然といいますか、

考えづらいところがあるわけですけれども、この辺の事情はどういうふうになっているのかち

ょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） お答えさせていただきます。 

  専決第19号に関しましては、お手元の資料番号１の２の図面のほうをごらんいただきたいと

思います。 
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  今、議員からご指摘をいただきましたように、車と先方のオートバイとの位置関係というの

は、オートバイがＢの位置に駐車をあらかじめしておりまして、それに対しましてＡの私ども

の市の車両が利府方面から走ってきまして、後方にバックをしながら駐車する際に後方の確認

を怠って、先に駐車しておりましたオートバイに接触して倒してしまったということでござい

ます。 

  以上であります。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） そうすると、車をバックして入れる際の後方の安全確認を怠ったという

ところになるんでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） ご指摘のとおり、後方の確認を怠ったためというとで、大変

恐縮に存じております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） それなら、やっぱり10割かなという、仕方がないというところあります

ね。どうもありがとうございます。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 16番伊勢由典議員。 

○16番（伊勢由典君） 私のほうからも何点か、専決処分それから繰り越しについて少し確認の

意味で質疑をさせていただきます。 

  最初に、繰越明許費が先ほど示されて、資料№４というところでそれぞれ写しが配付されて

おります。２ページを開きますと土木費で、海岸通地区震災復興市街地再開発事業でざっと繰

越金額3,178万円ぐらいの金額で翌年度繰り越しが約2,296万円となっている内訳が示されてお

ります。事前に資料をいただいた際には、887万6,000円という減額をしたということでの説明

的なものが配付されましたが、その辺の捉え方、平成28年度の関係で言うと、平成28年度の予

算を改めて見ますと、海岸通の市街地再開発事業の補助金が３つぐらいあるんですね、それで

どの部分のところで今回減額になったのか、主に減額の理由についてお尋ねしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 熊谷震災復興推進局長。 

○震災復興推進局長（熊谷滋雄君） 海岸通地区震災復興市街地再開発事業についてお答えいた
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します。 

  まず、翌年度繰越額が下がった理由についてですが、これは１番地区の建物除去工事に係る

費用の補助金額の確定に伴い請負差額費として887万8,200円が減額となったものです。具体的

には再開発組合から権利変換計画認可がおくれたことにより、１番地区建物除去工事について

年度内の工事実施が見込めないという報告がありましたので、補助申請額3,178万3,000円を２

月の定例会において繰越限度額の設定をしておりました。その後、２月下旬、再開発組合から

実施報告書により補助金の額が決定いたしましたことから、確定額2,290万6,800円をもって翌

年度繰越額の報告としたものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） そこで、再開発事業、市民の着目するところで、こういった繰り越しを

しつつ事業が展開するという、皆さんのお手元のところにもこの事業のペーパーなどが渡され

ております。現場をちょっと見ますと、ちょうど１番地区のほうのこっちのほうですね、壱番

館よりのほうのところで、今既にプレハブですとか覆いとか囲いとかそういうものがつくられ

ているようです。設置されているようです。そうしますと、そういうものも含めて事業が進み

つつあるのかなと思うんですが、説明の中では６月21日に入札というような運びにもいってい

るようです。したがって、過般の２月定例会で認めた予算も含めて、全体として事業がどのよ

うに今年度繰り越ししつつ今年度の事業としてどのように展開されつつあるのか、少しその辺

について確認をさせていただきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 熊谷震災復興推進局長。 

○震災復興推進局長（熊谷滋雄君） 再開発事業における現在の状況についてですが、海岸通地

区市街地再開発事業につきましては、本年３月に権利変換計画認可を受け、いよいよ具体的な

段階に進んでおります。なお、今後の事業進捗につきましては、所管の委員会において適時説

明させていただきたいと思います。ご理解願います。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） わかりました。適切な情報提供は、この間ペーパーなどが組合のほうか

ら来ていますので、やはり全議員の共通の認識にして、事業がどのように進んでいっているの

か、適時報告をしていただければありがたいなと思いますので、その辺はよろしくお願いをし

たいと思います。 
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  以上でまず海岸通については終わらせていただきます。 

  次に、専決処分の関係で、専決第17号について触れさせていただきます。 

  専決第17号の関係でいうと、資料№１の26ページに国民健康保険税の条例改正というものが

示されております。簡単にしか条例に触れてないので、改めてその辺の条例改正の主な柱につ

いてお尋ねしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 今回は、国民健康保険税の軽減対象となる所得基準が引き上

がったというものに伴いまして条例を改正するものでございます。地方税法の施行令の改正を

受けて対応するものでございまして、内容的には、軽減判定所得の算定において２割軽減の方

が現行48万円であったものが49万円に、それから５割軽減の対象となる方の軽減判定所得が現

行26.5万円であったものが27万円というものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） そこで、全体として、つまりそれぞれ軽減額が引き上がったことによる、

新年度の影響する世帯等々について、あらあらでも結構なんですが、どのくらいの世帯が軽減

の対象になるのか確認させていただきたいと思います。と言いますのは、過般、６月１日にそ

れぞれ健康保険についての事業の健康チェックというこういうペーパーがそれぞれ広報と一緒

に回されました。その際、その中に、２ページのところでしょうか、表Ａというところで軽減

基準額ということで今述べたようなことが述べられております。そうしますと、この軽減策に

ついて、市民的に、軽減策を打つわけですから、その辺のところでどのような影響があるのか、

どのくらいの軽減策としていくのかその辺の事務的なお尋ね、確認させていただきたいと思い

ます。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 今、お尋ねいただきました今回の軽減に関しての対象となる

世帯でございますが、現在のところ国民健康保険税の賦課額が確定しておりませんので、参考

として昨年度の賦課情報からの推計値をご報告させていただきます。 

  低所得者への軽減措置に係る対象世帯につきましては、新たに５割軽減に該当する者として

50世帯、それから新たに２割軽減に該当する世帯として110世帯になっております。今、新た

にと申し上げましたけれども、５割軽減に該当する方は既に２割軽減を受けていた方が５割軽
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減のほうにシフトするということで、その世帯が50世帯ということでございます。７割軽減に

つきましては、変更がございませんので全体的には約8,612世帯、７割軽減も入れますと8,612

世帯の方々が何らかの軽減措置を受けているということになっておりまして、割合的には国保

加入世帯の約58％が何らかの軽減措置を受けることになっていることになります。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） わかりました。8,612世帯といいますと、大体ほぼ今の国保世帯の加入

世帯と同じぐらいなんでしょうかね。たしか私の記憶では八千……、（不規則発言あり）そう

か、今の世帯だけちょっと確認させてください。（不規則発言あり）人数ね。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 軽減が全くない世帯が3,680人、約9,000世帯ございますので、

軽減を受けられている世帯というのが先ほど申し上げましたように約58％ということになりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） 人数と、世帯、割合が58％というふうに捉えればいいのかなと思います。 

  そこで、今回の専決処分で例えば塩竈市の一般会計のところで、あるいは特別会計のところ

で専決として予算書が示されておるわけですね、こういった資料№２、№３なりでですね。今

回の軽減策の予算措置というのはこの中の特別会計の中に、例えば資料№１、№２のところに

予算措置されているのかどうか、その辺だけ確認させてください。 

○議長（香取嗣雄君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） ただいまの軽減策の予算対応についてでございます

けれども、先ほど健康福祉部長のほうからお話しさせていただきましたとおり、あくまで現在

は本賦課の前の状況でございます。したがいまして本賦課につきましては、７月に本賦課させ

ていただきますので、それらの金額につきましては今後その後の人数等の確定をした後で補正

予算で計上させていただくと。歳入予算についても同様の形で計上させていただくという考え

であります。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 
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○16番（伊勢由典君） そうしますと、本賦課が７月ごろでしょうか。そうすると実際上この、

軽減されるわけですから、当然予算もが伴います。それはいつごろの時点で議会に示していた

だくのか、ちょっとその辺の流れだけ確認させていただきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） 予算の計上につきましてですけれども、先ほど本賦

課は７月と申し上げましたが、さらに対象被保険者数の増減もございます。これらのことも考

慮しまして例年ですと２月ぐらいに被保険者数の変動並びにこういった軽減の拡充を踏まえま

して補正予算、歳入歳出の補正予算を計上するという流れになっています。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） そうしますと、来年の、平成30年の２月定例会の冒頭の補正予算の計上

で大体ほぼ予算上の枠組みは確定するというふうに確認してよろしいですか。 

○議長（香取嗣雄君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） 今、ご指摘のとおりでございます。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） 影響がかなり広い税の関係ですので、改めて確認をさせていただきたい

と思います。そこで、確認の意味合いで軽減そのものが国の税法の改正に伴うもので、予算措

置も先ほど言ったようにいろいろな、本賦課をして、いろいろ手配があるでしょう。最終的に

世帯、加入者が決まって来年の２月補正ですよというようなのはわかりました。そこで、さら

に軽減をしていく上で、基金の運用という課題もあるのかなと思います。そこでちょっと前段

だけお聞きしたいんですが、以前私も決算か諸般の報告かで聞いたときに、国保の保有してい

る基金については医療費の５％分については確保したいというような旨の回答があったと、私

の頭の中で記憶しているんですが、この基準は変わっているのか変わっていないのか、そこだ

けちょっと確認させてください。 

○議長（香取嗣雄君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） 今、ご質問いただきました基金の水準についてのご

質問かと思われます。この基金の水準につきましては、確かにご指摘のとおり保険給付費並び

に後期高齢者支援金、老人保健拠出金、介護納付金等の額の拠出額の５％程度を、過去３年間

の平均の５％程度、さらにそれに加えて若干の上積みというような趣旨の話でさせていただい
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た経緯がございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） わかりました。そこでちょっと、なぜ確認したかというと、これ小高議

員のほうに譲りまして、そういう国のほうでの一定の基準、目安が示されたというところで理

解をするところでございます。これは、この５％というのは、今現在でもそういった国の目安

は、国としては指針的に示されているんでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） 国の指針は、予算の編成方針についてということで、

平成12年にそういった通知があるのは承知しておりますが、その後国からそういった通知が現

状ないという状況でございます。 

  よろしくお願いたします。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） わかりました。かなり前の通知というのは了解をしたところです。 

  続いて、次に、専決の関係で何点か確認をさせていただきたいと思います。 

  国保のほうから次は下水道事業の関係でちょっと確認させてください。専決第８号というこ

とになります。 

  それで資料でいいますと専決第８号の関係で、資料№２のほうが、あるいは№３ということ

になります。そこでちょっと確認をさせていただきたいのは、主に起債の変更、減額というこ

とでちょっと確認させていただきたいと思います。主には資料№３の115ページですね。これ

をみますと、これまで下水道会計全般的に起債額、つまりは借金ですね、地方債の借り入れが

多かったということのさまざまないずれの推移がございました。これを見ると、平成27年度末

をもってざっと約300億円、当年度の現在見込み、当年度の起債見込額が、補正で最終的に確

定した数字でしょうから約288億円、ざっと11億9,000万円、約12億円ぐらいが起債としては減

りましたというふうになっております。そこで、下水道事業そのものはかなりお金のかかる事

業だと思いますし、設備投資もかなり多大だったと思うんですね。そこで主に起債が減った理

由等々について、まず、最初に確認させていただきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤建設部長。 

○建設部長（佐藤達也君） 起債のほうの115ページにつきましては、本年度中の起債見込額に
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つきまして、18億4,270万円という形になりますし、それから元金のほうの償還見込額30億

4,186万5,000円という形で、近年復興事業等を実施する際に起債の発行額、そういったものが

抑制傾向にありまして、一方で起債のほうの償還額そのものは毎年同じようなペースで支払っ

てきていますので、こういった傾向の中で起債額が減ってきているということになります。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） ということは、起債が減ってきているということは、借金の、いわば下

水道会計の負担なり、行く行くの今後の償還が減っていくと。前段、予算特別委員会で質疑し

たときには、かなり先の話でしょうけれども、100億円台の起債になっていくんだというよう

な回答があったようにちょっと記憶しているわけですけれども、そうすると、一方でこういっ

た起債が減るということは、今の下水道料金の値上げをして、たしか幾分かは引き下げたもの

の、起債が減っていくことによって、全体としては下水道の使用料の引き下げの取り組みに連

動していくのかどうか。いろいろな意見があると思います。そこらへんで、今後29年度末をも

って下水道事業の計画、資金計画というかそういうものはほぼ終了しますので、平成29年度、

今回の専決処分を見ると、起債が減っている、借金が減っているということは、そういうもの

に考えられていくのかどうか。何せ市民負担がですね、やっぱり下水道事業にとっては一定の

負担を行っているということも含めての話ですので、その辺の取り扱い等は今後どういうふう

にしていくのか、ちょっと確認させていただきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤建設部長。 

○建設部長（佐藤達也君） 下水道の料金というか経営そのものになりますけれども、地方債

そのものが減額になってきているというふうなこともありますけれども、一方で、前段議員が

おっしゃるとおりですね、平成27年度から平均改定率2.1％の値下げを行いながら経営を維持

してきております。この間、事業運営、安定的な経営に取り組んできているわけなんですけれ

ども、今後ともこうった水準を維持できるように、効率的、効果的な維持管理に努めてまいり

たいと考えております。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） 市民的には大事な課題ですので、ぜひ平成29年度の水道事業計画ですか

ね、資金計画というんでしょうか、そういうものについて、ぜひ引き下げの方向を、下水道使

用料金引き下げの方向をぜひご検討していただいて、市民負担を幾ばくかでも軽くするような

取り組みをぜひ進めていただきたいなと思いますので、これは今回そういうことでの専決を見
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た上での考えについて、ちょっと確認させてもらいます。 

  次に、専決第７号について確認をさせていただきます。 

  専決第７号ですので、魚市場事業特別会計というところになります。ページ数で、資料№３

の82ページから98ページのところ……、82ページからだと魚市場事業特別会計の最終的な整理

というか決算、歳入歳出について示されております。これを見ますと、魚市場事業特別会計で

言いますと、全体として使用料の補正前が、使用料及び手数料でいうと6,661万円、総枠とし

て97万円の増、全体としては6,738万円。よくよく見ると、資料№３の84ページところで見る

と、魚市場使用料で457万円の使用料のプラスと、こういう結果になっているんですね。そこ

で、今回改めて魚市場が９月、10月なんですか、新たに供用開始という形になっていますが、

そうしますと最終的に今回使用料上がったけれども、実際の平成27年度と平成28年度の水揚げ

の数量ないしは金額等についてはどのような形になって、結果取り組んできたのか、少しその

辺の点だけ報告していただければと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） お答えさせていただきます。 

  平成28年度の水揚げ金額ということで、前年度の比較をいたしますと前年度よりも8,640万

4,000円少ない104億4,580万円という水揚げ金額となってございますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） そこでこういった、前年度と約8,600万円ほどでしょうか、金額上、下

がったというところで言うと、大きなところではどの辺が水揚げ上の減なりだったのか、まず

その辺ちょっと確認をさせてください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 水揚げの内容ということでございますが、まず減の額といた

しまして、減の要因といたしましてはマグロはえ縄船の水揚げ、これで約７億円の減となって

ございます。ただ、その一方で、増の要因としましてはカツオ・マグロ巻き網漁業の水揚げが

好調であったこと、あるいはサバやカツオ、遠洋トロールによります冷凍搬入魚等の水揚げ、

こういったものが好調だったということで、はえ縄船の減少分を穴埋めをいたしまして、先ほ

ど申しました全体としての減の金額としましては8,640万円ほどになっているという状況でご

ざいました。以上でございます。 
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○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） 決算を見渡しますと、前年よりも残念なことに8,600万円ほど金額上は

減ってしまったということは比較できるのかなと思います。そこで、今回改めて、カツオ、マ

グロあるいはイワシ、サバの巻き網なんですかね、はえ縄ではなくて巻き網のところでの増な

りなんですが、これは全体としては、もちろん塩竈市の漁船誘致等々にてこ入れをしたという

ことも含めて、業界のさまざまな対応努力もあったのかなと思うんですが、その辺も含めてト

ータルで考えて、今回の水揚げでそういうふうに捉えてよろしいのかどうか、確認させていた

だきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 水揚げそのものといいまして、塩竈市の魚市場としましては、

やはり生のマグロというのがまず水揚げの中心であるということは事実として捉えていく必要

があるかと思います。ただ、その一方で、やはり先ほど申しましたように漁協によりましては

上下動がかなりありますものですから、こういったところで第３、第４の柱をつくっていかな

ければならないというのが業界としての考え方を持っているところでございます。そういった

ところで、先ほど申しましたイワシ、サバ、特にサバの部分ですね、そういったとことで業界

のほうで漁船誘致等に努め水揚げを増進するということで、イワシ・サバ巻き網につきまして

は平成27年度と平成28年度を比較した場合には隻数で９隻、年間水揚げの隻数で９隻の増、数

量でも1,250トンほどの増、金額では１億3,600万円ほどの増ということで、そういった努力を

していただいているということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） わかりました。今後の課題といいますか、決算、ここの補正を踏まえて

ですね、私ども一般会議ということで、業界の方々との懇談といいますか、情報提供等々など

が行われて、先ほどお話があったようにサバの水揚げを図りたいと、こういうお話もございま

した。それに付随して凍結施設等が決定的に足りないというところで、せっかく水揚げしても

それを保管できる保有能力がないというところもあるんですが、前段、２月の定例会などでも

触れさせていただいたわけですけれども、その辺のいわば取り扱い、特には水揚げを進めてい

く上での背後地の整備との関係は、今現在どのような進み方になろうとしているのか、進んで

いるのか、あるいは協議中なのか、まだまだこれからということなのか、ちょっとその辺だけ
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確認させてください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 今、議員おっしゃられました一般会議等でも業界から凍結設

備等々の整備というのが声として上がっているところでございます。市の動きといたしまして

は、今現在活用できるメニューとかが何かあり得るかどうかそういったところいろいろ協議を

させていただいているという状況ございます。凍結施設をつくるということになりましても、

当然土地ですとかそういったものの、どこに建てるという現実的な話から始まっていくことに

なりますので、そういうところまた今後も業界とも意見交換をさせていただきながら進めて、

検討させていただきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） ８番山本 進議員。 

○８番（山本 進君） 私からは、報告第１号一般会計、資料№４、繰越計算書報告に対して若

干質問させていただきます。 

 資料の２ページ、商工費、塩竈水産品ＩＣＴ化事業2,900万円の事業費のうち翌年度繰越額が

673万円となっております。まず、この繰り越しの理由と根拠についてお尋ねいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） お答えさせていただきます。 

  繰越計算書にございます商工費、塩竈水産品ＩＣＴ化事業の翌年度繰越額673万円の繰り越

し理由、それからその根拠ということでございます。繰り越し理由でございますが、本予算に

つきましてましては平成28年８月末に地方創生加速化交付金の交付決定を受けましてから、事

業推進に当たりまして市内の業者、関係機関とのヒアリング等を重ねてきたところでございま

す。この受け皿となります協議会の設立までに時間を要した、実際この協議会の設立が１月だ

ったということ、そこからデータベース構築に向けての事業の契約を行い、実際の事業を進め

たということで、そのデータベースの構築につきましても不測の時間を要したということで、

一部を平成29年度への繰り越しをさせていただいたところでございます。なお、繰り越しにつ

きましては国ともご相談をさせていただいた上でお認めいただき、事業の一部を繰り越しさせ

ていただいたところでございます。その額が673万円という内容となってございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 山本議員。 
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○８番（山本 進君） 今、部長からご説明ありましたように、昨年度当初、地方創生加速化交

付金事業として申請しましたが、残念ながら不採択となり、その後改めて認めた事業でありま

す。言うまでもなく、塩竈の水産食品を全国にＰＲする、それをしかもＩＣＴ化事業として、

これは業界も大変期待していた事業であります。ただ、今聞きますと、平成28年８月採択とな

った後、所要の手続等があって、結局本年の１月に、水産団体、６団体で構成される塩竈水産

品協議会が設立されたと。そこまでなぜ時間がかかったのかと。既に塩竈の水産食品の業界で

は、業界みずからいわゆるフード見本市ということで、そういうような実績を持っており、全

国各地からバイヤーが大挙して会場に来ているという実態があるわけですから、余りにも時間

がかかり過ぎたのではないかと。そして、今回その成果品となるものが実質２カ月の間でまと

められたということになりますが、これは間違いないですか、私の認識で。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） ２カ月という分につきましては、実際の事業のデータベース

構築の発注をしてから成果品として完成するまでということでよろしいでしょうか。実際の発

注の時期としましては平成29年の２月の中旬ということになってございます。最終的に事業と

してデータベース化が終了いたしまして本格稼働いたしましたのは本年６月１日ということで

ございますので、正式には４カ月ということでの構築という形になるかと思います。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 山本議員。 

○８番（山本 進君） 市の発注仕様が、いかなるものについては後ほど詳細について質疑され

ると思いますけれども、これまでのような単なるデータベース化ではなくて、いわゆる国、特

に総務省が進めていこうとしているｕ－Ｊａｐａｎ政策、つまりいつでも、どこでも、何でも、

誰でもネットワークが利用できる社会、いわゆるユビキタスネット社会を実現しようとするの

がこのＩＣＴ化事業であります。実は私も早速その成果品を見ようと思って検索いたしました

が、検索すれどもヒットせず、という実態でありました。最初、私は塩竈市のホームページか

ら行きましたが当たりません。その後、「塩竈市 水産食品」、「ＰＲ」とか、あるいは「販

路拡大」とか、そういうのもやったんですけれども当たらない。これに対して部長、どのよう

にお考えでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） まず、一つ目ありました市のホームページ経由ということで
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ございます。６月１日に本格稼働いたしました。その際、私どもとしましても、直後において

市のホームページからのいわゆるリンクと言いますか、そういったのが失念していたというの

は正直なところ確認しております。それで、実は今週初めに改めて市のホームページの産業・

ビジネスのところのお知らせのところに、新しくこういったうまいもんサイトができましたと

いうことで掲示させていただきまして、そこからリンクを張らせていただいたと、遅まきなが

ら今週そういった対処をまずさせていただいております。 

  それから、キーワードの検索でございます。キーワードにつきましては、一般的にインター

ネット上でサイトにたどり着くということであれば、例えばヤフーとかそういった検索サイト

で今おっしゃっていいただいたようにキーワードを入力させていただくのが近道ということに

なります。また、キーワードで、同じキーワードで多くの人が検索していただけるとそれが上

位に当然出てくるということになるところでございます。今、私どもといいますか、事業主体

であります塩竈水産品協議会のほうでは、例えば「塩竈商談会」ですとか、「塩竈ＰＲサイ

ト」ですとか、「塩竈旨いもん」、そのタイトルになっているようなキーワードを入れていた

だくと、比較的、５番目とか６番目にヒットしてくるという状況は、私自身も確認をさせてい

ただいております。ただ、今、議員からございましたように、キーワードによってはかかって

こないということもありますので、そういったところは今、ご意見をいただきながらさらにヒ

ットするようなキーワードというのをふやしていきながら対応をさせていただきたいと考えて

います。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 山本 進議員。 

○８番（山本 進君） いまさら申すまでもなく、全て今、ネットでもってバイヤーは商取引を

しておる時代でありますので、５番目、６番目ではなくてやはりトップに来るような仕組みを

つくっていかないと、このいわゆるＩＣＴ化に2,900万円も予算をかけているわけですから、

そしてやっぱり水産加工業界の、東日本大震災後に絶たれた販路の拡大、販売チャンネルの回

復というものにつながっていくのかなと。 

  それで、次にお聞きしますけれども、これ、まず市内の水産加工業者、会社全何社あります

か。そのうち、今回これに参加した業者さんは何社ですか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 現在、サイトの登録業者数ということでお答えさせていただ
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きたいと思います。現在の登録業者数50社強というところで塩竈水産品協議会のほうには加入

していただいているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 山本議員。 

○８番（山本 進君） 平成27年度の事業所統計からすれば、大体半分のメーカーさんが今回こ

の事業に参加しているということで、半分の方々がまだ未加入でございます。ぜひ、早急にこ

の事業に参画し、名実ともに水産塩竈というものを世界、全国にＰＲするようにしていただき

たいというように考えておるところであります。 

  そうした場合、一つ、今回塩竈水産品協議会という団体をつくってやったわけですけれども、

行政とのかかわり、行政はどういったようなスタンスでこの協議会とかかわりを持ちましたか。

つまり、1,900万円の予算を持って委託契約して、「はい、じゃあつくってくださいよ」とい

うようにしたのか、あるいは一緒になってそういうのをつくりあげしたのかということだけち

ょっとお聞きいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 今回の事業実施に当たりまして、今、議員から委託という言

葉がありましたけれども、実際に補助金の支給という形で、塩竈水産品協議会のほうが事業主

体となっていただいて取り組んでいただくという手法になってございます。本市といたしまし

ては、それに対してただ傍観ということではなくて、やはり全ての会議にも出席をさせていた

だいておりますし、また、事務局は塩竈市団地水産加工業協同組合にお願いをしておりますが、

今回の６月６日、７日、仙台市で開催されました見本市のほうの出展に際しましても、業者は

それぞれ商談を持たれたようでございますが、我々としても一緒に出向きましてこのサイトの

ＰＲブースを設けさせていただいて、事務局の方々とともにバイヤーさんのほうにセールスを

させていただいて、80弱の方々に立ち寄っていただきまして、登録をお願いしますというよう

な呼びかけをともに行わさせていただいております。今後も、今年度さまざまな事業展開をま

たしてまいりますので、一緒にやっていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（香取嗣雄君） 山本議員。 

○８番（山本 進君） 今月の６日、７日の仙台国際センターでのイベントについては承知して

おりますし、そこでどういった形で出されたかも承知しております。それで、お聞きしますけ
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れども、やはりバイヤーからするならば、どのような新しい商品が開発されて、それがいわゆ

る消費者ニーズに合致しているかと。そして値段はということが一番の興味なんですね。です

から、各メーカーが、新商品が開発されたならば、その都度リアルタイムに情報として提供で

きるようなシステムでなければいけないと思うんですが、そうなっていますか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） このサイトにつきましては、もちろん業者さん、バイヤーさ

ん側が見るということが一つ、そしてそれは商品の検索をかけられるというのも一つです。そ

れから、こちらの地元側といたしましては、そこに登録されているＡ社さんだったらＡ社さん、

そこが自社の商品のカルテつきでこれを随時アップできるような形、これをとらせていただい

ておりますので、やはり自社の製品を強く売り込みたいということにつきましては、例えばど

こかに委託をしてデータを更新していただくということではなくて、会員としてみずからもそ

れができるような仕組みをとらせていただいておりますので、今おっしゃっていただいていた

ようなスピード感というのは、従来よりは上がっているかと思います。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 山本議員。 

○８番（山本 進君） 私聞き及んだのとちょっと違う。やっぱり自社でもってそれの、新商品

の、サイトアップということをしなければならないということも聞いておりましたし、そうで

はなくてせっかく協議会というものがあるわけですから、また実際のメーカー、専門のメーカ

ーがあるわけですから、その都度カスタマイズするなりなんなりして使い勝手のいいものに改

修していくといった作業もこれからぜひやっていただきたいと思います。 

  なお、最後に、これは、そういう意味で国が進める地方創生加速化交付金を使っての事業で

あります。塩竈、申し上げても500億を超す工場出荷額、生産出荷額ともっている水産加工業

界でありますので、世界、そしてやっぱり国内的にもＰＲされ、そしてますます振興すること

を期待しております。そのための一つのツールであるということ十分ご認識の上、今後業界と

もども、この事業の効果的なかつ効率的な推進に邁進されますことと期待して終わります。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） ただいまありました、データの更新という部分でございます

が、今、議員おっしゃいましたように、まず各社がみずから更新することができると、場合に



-22- 

よっては、不得手な業者さんもいらっしゃるかもしれませんので、今年度当然サイトの運用と

いうことではメンテナンスが必要になってまいりますので、そこでは第三者がかわりに更新す

ると、預からせていただくと、そういったところも当然平行してやらせていただくという考え

方でありますので、よろしくお願いします。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 17番小高 洋議員。 

○17番（小高 洋君） それでは、私のほうからも３点ほどお伺いをしてまいりたいと思います。 

  それで１点目ですが、専決第３号車両の損傷事故の関係でありますけれども、一番初めのと

ころで鎌田議員、さまざまお聞きをしておりましたが、ちょっとそこから視点をかえてといい

ますか、全体的な管理の部分等を含めてちょっとお聞きをしてみたいと思います。 

  それで、小学校内での事故ということもありまして、大変なことになりかねないことであっ

たのかなというふうに、大変びっくりをしたわけでありますが、そういった中で、どういった

状況であったかというところでお聞きをした中では、津波警報が発生していた中で、慌ただし

い中での急遽な学校行事であったというようなことで、なかなか現場としても大変な状況もあ

ったようでありますけれども、その発生状況についてもう一度お聞きをしてみたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部教育委員会教育部長。 

○教育委員会教育部長（阿部光浩君） 当時の状況について説明させていただきます。 

  事故当日、平成28年11月22日は、１校時から３校時までフリー参観授業の予定でありました

が、当日の朝、震度４の地震が発生し、津波注意報、警報が発令され児童が自宅待機となって

おりました。しかしながら、10時30分に避難勧告が解除されたことにより、市内小中学校では

午後から登校となりました。杉の入小学校では予定されていたフリー参観を午後に実施するこ

ととし、児童の送迎等を含め自家用車で来る保護者も想定されたことから、特例として校庭を

駐車場として開放することを決定いたしました。校庭の開放につきましては、校長、教頭、主

幹教諭、教務主任で検討し、最終的には校長の判断で決定いたしましたが、この日、避難所開

設いたしておりまして、用務員がそちらのほうに当たっておりましたので、車の誘導等はいた

していなかったという状況であります。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） 当時の状況については理解いたしました。 
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  それで、先ほど鎌田議員のお聞きなさった中でも、実際、門扉の開放というところについて、

開放について固定をされていなかったと、あるいは誘導される方がそういった慌ただしい状況

の中でおらなかったということでございましたけれども、これまで過去、こういった慌ただし

い、その状況のみならず、例えば運動会ですとかそういった状況の中で、中に車を入れて、帰

りの段階にはあちら側、南側のゲートから出していくというようなこともあったかと思います

けれども、そういった状況においての管理のあり方という部分ではどうだったのかお聞かせい

ただきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部教育委員会教育部長。 

○教育委員会教育部長（阿部光浩君） まず、運動会の際はＰＴＡのほうで会費を負担して、警

備員を２名配置しております。あと、学習発表会のときは用務員ですとか、調理員の男性職員

等で２名配置して誘導いたしております。あと、修学旅行等の宿泊の学習行事があった場合は

教員等２名を、配置して誘導いたしておりました。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） わかりました。確かに先日の運動会の際にも警備の方おられるなと記憶

はしております。しかしながら、対策という部分で考えますと、私もちょっと学校にお邪魔を

して実際に先生方のお話をいただきながら見てくるということは、ちょっと時間がなくてでき

なかったんですが、実際この門扉そのものを見ますと、非常に重い鉄製の門扉であるなと感じ

ておりまして、そういった状況の中で、これが例えば強風で閉まってくるということになった

際に果たして人力で動く柵をとめるだとか、なかなかその手立てというのも難しいところもあ

るのかなというふうに感じております。それでまた、この車両の損傷状況を見ますと、ウイン

カーミラーといいますかそのあたり、あるいはドアの部分ということで、昨年の11月であれば

窓を全開にして手を出してということはなかったかもしれませんが、仮にこれ運動会の時期に

運転者の方、窓を開けたりということもあったりなどすると、非常に大きな事故にもつながり

かねないということもありますので、それが全てということではありませんが、設備的な部分

で、一度門を開いてそこで何らかの形で固定するような設備的な施策をとるようなお考えはな

いかどうか、そこをお聞きしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部教育部長。 

○教育委員会教育部長（阿部光浩君） 今回、このような事故が起きましたことから、もちろん
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誘導員の配置に加えてフェンスを固定する支柱を今回既に発注しておりますけれども、こうい

った設備の改善を行いながら安全対策に努めてまいりたいと考えております。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 17番小高 洋議員。 

○17番（小高 洋君） わかりました。しっかりと、といいますのは、設備的にもしっかりした

動かないようなものでぜひ安全第策をとっていただきたいということでお願い申し上げまして、

次に移ってまいりたいと思います。 

  続きまして、専決第６号のいわゆる国保事業の特別会計補正予算の部分でありますけれども、

全体的に見ますと２億200万円ぐらいですか、減額補正でありますが、特にその中身をざっと

見ますと、基金繰入金という部分を見ますと、３億六千万何がしというところが減額になる一

方、積み立てのほうでは4,000万円ほど増額となっているということが見られるわけでありま

す。そのほか、例えば保険税収あるいは国庫補助金と、こういったところが増額となっている

一方で、歳出では給付費ということも一定減っている部分があるということで、こういった部

分さまざま鑑みまして、この特に基金の増減こういった部分見ながら平成28年度の国保財政の

運営というものが大体どんなぐあいだったのかというところでお聞きをしてみたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 平成28年度の国民健康保険事業特別会計の専決補正について

でございます。 

  国民健康保険の財政調整基金ですけれども、当初３億6,627万円の取り崩しから、今回の専

決で4,092万2,000円の積み立てとなったというふうな理由でございますが、主に２つございま

して、最大の理由は今議員がおっしゃられましたように、保険給付費の２億を超える減額によ

るものでございます。年度後半にかけて医療費の伸び、これが思ったよりも伸びなかった、鈍

化したということで、給付費が伸びなかったと。もう一つの理由につきましては、主に上半期

の給付実績をもとに年間分が交付される、概算交付される、国や県などの交付金でございます

が、これが非常に多めに、過大に交付されたものによるものです。ですから、これは、過大に

交付された分については、一旦基金のほうに積ませていただきまして、翌年度の平成29年度に

基金を財源として清算して返還するというふうなものになるものでございます。主な要因とし

てはこの２つということでお話をさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 
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○17番（小高 洋君） その理由というところについてお聞かせをいただきました。それで、そ

の一つに給付費の減というところでは、これまでさまざまな手立ての中で一定効果も上がって

いるのか、もしくは先ほどおっしゃられましたように、その予測に対する伸びという部分で変

動があったかというところついては、一定理解をいたしました。それで、国からの交付金の関

係で、さまざま清算をしていくという部分でも、これは基本的には毎年そういった部分ではや

っていることかと思っておりまして、そこで大幅な増減というところで大きく影響するもので

はないのかなというような考えを抱いております。それで、先ほど伊勢議員のほうから給付費

と基金の関係でご質問がございました。大体、平成12年の数値で５％ということでございまし

たけれども、この５％というところ、これまで議会でもお聞きをしてまいりまして、大体３億

円、４億円といったような間だったかなと記憶をしているんですが、その額についてお示しを

いただければと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 基金の残額についてでございますが、基金の積み立てとして

は、歳入超過分の今回4,092万2,000円を基金に積み立てしております。その結果、今回の補正

後の基金残高は、平成27年度の決算剰余後の14億1,143万7,000円に、運用利子を加えた4,131

万5,000を加えまして、14億5,276万2,000円ということで今のところ見積もっておるものでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） わかりました。ちょっとその５％の額が大体幾らになりますかというこ

とでお聞きしたかったわけですが、大体その14億円というところから見ますと、非常にそこに

開きがあるのかなというふうにも感じております。それで、基本的な考え方として、この５％

という一定の基準といいますか、そういった部分において、例えば突発的な医療費増があった

だとか、こうしたところを踏まえての５％だということで私は理解しているわけですが、それ

でよろしいということでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） 基本的にはそのとおりでございますが、先ほど私の

ほうから答弁させていただきましたとおり平成12年現在の水準での５％ということになります。

当時の国民健康保険の年齢構成等踏まえましても、医療給付はその当時から比べて過大といい
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ますか、相当一人当たりの給付もふえているという状況でございます。この水準が正しいかど

うかというところでございますけれども、この部分につきまして、今現在ですけれども、最低

ラインが５％であるということで、その後にあっても国のほうから安定的かつ十分な基金の保

有が望ましいので、所要の基金の造成に努めることとしております。ですので先ほどの５％程

度等につきましては、最低ラインということでご承知をいただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） それでは、塩竈市としていわゆる５％、最低ラインということでありま

すが、いわゆる適正な保有額といいますか、その割合といいますか、それは大体いかほどとお

考えなのかお聞きをしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） 適正な水準につきましては、先ほど答弁させていた

だきましたとおり、まずはこの５％が最低ラインということで、先般税率改正におきましても、

この水準を基準として一定期間の試算を踏まえまして、その期間後にその水準に残るような基

金ということで水準を定めておりますが、議員ご承知のとおり、平成30年度から国民健康保険

の都道府県単位化がされます。加えまして、これの部分につきまして、本市がどれだけの納付

金を納めるかどうか不明な点ございます。この部分の不明な点も踏まえての基金残高の造成が

必要かと存じますので、現段階では最低ラインが５％というところでお答えさせていただきた

いと思います。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） わかりました。平成30年度からの県単位化ということで、なかなかそこ

まで踏み込んだ議論、この場で行うつもりはなかったんですが、５％を最低ラインとして、そ

れにプラスアルファで一定程度基金を持たなければいけないというふうにお考えなんだという

ふうに思います。そういったところと比べて14億円がどうなのかというような視点が一つある

ほかに、国保税との関係で見ますと、平成28、29年度の２カ年計画で平均6.05％引き下げを行

っていただいているわけでありますが、その２カ年の初年度でこういった見通しとなってきた

ということもありまして、その引き下げを行ってもこういった基金の積み上げとなるような数

字が出てきたわけであります。それで、これまで何度もお聞きをしてまいりましたけれども、
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やはり国保というものの、どうしても制度上あるものではございますが、どうみても所得に対

して非常に高額であるというような中で、例えば収納率という関係から見ましても、その大き

な割合で引き下げを行うことで例えば収納率も向上していくというようなことも考えていける

のかなというふうに思っておりますが、その当たり、こうした基金の部分の数字を見た上で、

今現在どういったお考えなのかをお聞きをしてみたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 先ほど、担当課長も申し上げましたように、県単位化という

大きな波がこの後控えておるわけでございます。そしてその後に市町村が県のほうに納める金

額というのがまだどういう水準で計算されて、どういう保険税になって、幾ら納めるのかとい

うのがまだ不明な段階でございます。それを、余り国保税の負担、納める金額が上下したので

は、やはり納める方としても非常に難しいと。例えば県に納める金額が大きいのであれば、基

金があればある程度その基金の中で塩竈市が納めるものとしては相殺できるのかなというふう

な運用が考えられます。まずは県単位化の後に、この後全県下の市町村がどういうふうな割合

で国保税を設定して、どういうふうな金額になるのかというのを推移を見ながら検討はさせて

いただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） なかなか他市町村との関係を見ましても、塩竈市でこれだけの基金を持

っていながら、県単位化というところを非常に心配をなさっているという中で、例えば当然給

付費が塩竈市は高いだとか、そういった一定の要素ございますけれども、そういった状況の中

で、来年度以降県単位化というものがなされた際に、国保の運営、特に市民の皆さんからいた

だいていく国保税という部分で、塩竈市ほどの基金がなければやっていけないというようなこ

とになるのであれば、それはもう既に県単位化としては成り立っていないという状況にもなっ

てくるかと思います。それで、県としてもそういったところを鑑みながら、さまざま今検討な

さっているようでありますが、当然そのなかなか試算というものも出てこないという中で、当

局の皆さんもご苦労なさっている部分は、非常に我々としては理解をするわけでありますが、

そういった状況の中でも、例えば一つ、県のいわゆる財政安定化基金のようなものに対しては、

市から拠出を求めないというようなこともありましたし、議論を戻せばその6.05％の引き下げ

ということを行っても今の段階で財政を圧迫するということにはならなかったというふうに、
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この数字からも見てとれるかと思います。そういった状況の中で、今後も引き続き求めてまい

りますけれども、いわゆる収納率、そういった部分鑑みましても、ぜひ払いやすい国保税とい

うところを市民の皆様からもお声たくさん上がっておりますので、その引き下げという部分を

強く求めて、次に移ってまいりたいと思います。 

  それで、最後になりますが、専決第19号の車両の接触事故の部分、これも車両の事故という

ことでございます。 

  これも、市内幼稚園での事故というところで、背筋の凍る思いといいますか、その後方の運

転、安全確認を怠ってしまったということで、鎌田議員の質疑の中でもありましたように、仮

にそこに、なかなか駐車場に園児、児童がいることは考えにくいことではありますが、そうい

ったことが起きてしまったら果たしてどうなっていたかというところでは恐ろしい思いをいた

しました。それで、逆にといいますか、全体的なお話をさせていただきますと、この間、議会

におきましてもさまざま事故のご報告というものがこんなにあるものなんだなというふうに、

率直な思いを抱いておったことも事実であります。そういう中で、無人のオートバイ、もとも

ととまっていたオートバイへの接触ということでありましたけれども、どういった状況あるい

は業務といいますか、そういった中でこうなってしまったのかを、初めにもう一度お聞きをし

たいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） お答えさせていただきます。 

  まず、事故現場に出向いた業務ということでお答えさせていただきたいと思います。こちら

につきましては、本市が実施しております公共施設等の空間放射線量の測定業務という業務を

行っていくために、ここが設定箇所になっておりまして、こちらに出向いた際に起こった事故

ということで、本市の非常勤職員が運転する公用車での事故ということでございました。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） わかりました。非常勤職員の方が、放射能測定に出向く際の事故だとい

うことで、当然その車両を運転するような業務に従事をする職員の方々一人一人については、

ぜひ今後もさらに、もう一歩進めて意識といいますか気をつけていただくということは当然な

わけでありますが、そういった状況の中で業務のあり方ですとか、車両運転に係る管理、ルー

ルの取り決め、そういった部分でちょっと確認をしてみたいと思うわけであります。それで、
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ちょっと前段のお話に戻りますが、この放射能測定という業務に関しては、事前、ちょっとお

聞きをしてもよかったんですが、私のほうで事前に聞いたのでお話をしますと、毎日５カ所、

週1回回るところを含めて１日当たり８カ所ということで、こういうところを基本的に１度で

13カ所を１日のうちに回っていくという中で、ざっくり時間を見ると２時間少しの業務であっ

て、それを週５日やるということで、普段例えば民間の企業で営業活動なさっているようなそ

ういった方々からすると、いわゆる車両の運転時間というものは少ないというふうに見られる

かもわかりませんが、車両の運転にかかわる業務に従事される方というところについて、ある

いはどの車両を誰がいつどのように運転しているのかというようなところについて、管理のほ

うで把握しているということはあるんでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 小山市民総務部長。 

○市民総務部長（小山浩幸君） 公用車両の運転等に関することでございますので、私のほう

からお答えさせていただきたいと思います。 

  まず１点目といたしまいては、公用車を運転する職員の範囲ということかと思います。本市

におきましては、公用車を運転する職員の範囲といたしましては、非常勤あるいは臨時的任用

職員含めました全ての職員が運転できるということになってございます。ただし、いわゆる正

職員ではない非常勤職員等につきましては、業務の性質上、例えば介護認定に係る訪問調査を

行うような業務、あるいは今回のような放射線量の測定業務のような市内循環がそもそも必要

だというような業務、そういった業務の性質上運転することが必要だというような場合には運

転することができるということで、平成25年にそういった運用を定めているところでございま

す。 

  ２つ目でございます。いつ、誰が運転するのか、そういったところの管理をしているのかと

いうことでございます。これは、公務により公用車等を運転するような場合は、運転者は所属

長の指揮のもとで運転を行えるというようなことになってございます。また、公用車の使用法

におきましては、車両ごとに自動車の運転日誌というものを配備しておりますので、行き先で

すとか、乗車人数、使用時間、走行距離等記載するということで管理をさせていただいている

というような状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） わかりました。その所属長のほうでいわゆる許可をいただくといいます
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か、実際こういった業務で運転しますということで管理をなさっているというお話があったわ

けですが、日々のさまざまな業務の中で、なかなかその一つ一つを全て捉まえて把握をしてと

いうことはなかなか難しいのかもわかりません。例えば、国際線のパイロットみたいに一回運

転したら何日休めだとかそういったことを申し上げるつもりは全くなかったんですが、職員の

方の例えば体調だったり、運転技術と言ってしまうとあれですけれども、そういった日常的に

変動する部分においてそういったところをしっかりと捉まえて、それをきちんと業務に反映さ

せていくような仕組みが何かできないものかなというふうに考えておりまして、そういった部

分で何かお考えといいますか、対策といいますか、そういった部分も考えておられればお聞き

をしてみたいなと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 小山市民総務部長。 

○市民総務部長（小山浩幸君） 通常、どちらの職場も大体の場合は朝、きょうの行事予定等

をミーティングするようなことが、ほとんどの職場であるかと思います。そういった中で、き

ょうはどこどこ行きますよっていうようなことを職員が大体お話しするということで、全員が

それを周知しているというような状況があるかと思います。あと、運転にかかわらず、管理職

あるいは係長のほうで、きょう体調悪いのかどうかっていうような声がけなんかは日頃からし

ているかと思いますけれども、なお、今回の場合は２人体制で運転をするというようなことが

ございましたし、そういった何か異常があった場合にはかわりの者が運転するというようなこ

とも実際にあったというようなことは聞いております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） わかりました。なかなか難しいというか、どこまでやればいいのかとい

うところにもなってくるかと思うんですが、体調、運転技術等、日々変化する要素の前段階だ

とか、そういったところでなるべく事故が起きない体制をつくっていくというところを含めて、

今後こういった部分、ぜひ起きないように強くお願い申し上げまして、私からの質疑とさせて

いただきます。 

○議長（香取嗣雄君） 10番志賀勝利議員。 

○10番（志賀勝利君） 私のほうからは、先ほども山本議員のほうからも質疑出ましたけれども、

塩竈水産品ＩＣＴ化事業のことでちょっとお聞きしたいと思います。 

  まず、私も先日ホームページを拝見いたしました。これに尽力された担当部課長にちょっと
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お伺いしたいんですが、このホームページを見られてできばえはどういうふうに評価されます

か。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） お答えさせていただきます。 

  できばえということでございますが、私はこの４月から産業環境部長を仰せつかりまして、

そのサイトを拝見させていただきましたが、まず色的にはブルーを基調にしたものということ

で、塩竈のイメージを強く出されているというのが一つ、それから商品の具体的な検索という

部分につきましては、品目ごとの検索あるいは種類といいますか、例えば練り製品であるとか、

冷凍品だとか、そういったところのチェックをかけての検索。それから、それから業者メニュ

ーの検索、そういったものも可能いなっているということで、非常に見やすくそしてたどり着

きやすいサイトではないかと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） じゃあ、実際に担当された前課長にお聞きしたい。お隣に座っている佐

藤達也部長。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤建設部長。 

○建設部長（佐藤達也君） 私のほうで、商工港湾課のほうで担当して、塩竈水産品ＩＣＴ化

事業そのものは、協議会組織を立ち上げていただきまして、地元の方々と議論しながらつくっ

ていただいたというふうなことになります。先ほど山本議員がおっしゃるように１社でも多く

の企業が参加するということもまず大事なことかなと思っておりますので、これからも多分産

業環境部のほうで、普及啓発しながら、１社でも多くの方々が参加するように努めていってい

ただきたいと思っております。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 問いかけへの答えになっていないですね。できばえについて聞いている

んですよ。誰が参加する話聞いていません。そこのこと聞いています。もう一回お願いします。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤建設部長。 

○建設部長（佐藤達也君） 前段、産業環境部長も申し上げたように、私のほうとしては地元

の事業者の方々と議論してつくり上げたものだというふうなことなので、よくできたというふ

うに思っております。 
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○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） あと、市長はホームページをごらんになってますでしょうか。もしごら

んになっていたら感想を聞きたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 拝見いたしておりますし、私は使いやすいシステムになっているなとい

うふうに感じたところでございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 使いやすいシステム、確かにこのホームページだけ開けば使いやすいと

ころもあるのかもしれませんけれども、そこにたどり着くまで、先ほどの質問にもありました

けれども、結局ホームページのアドレスを入力しないとたどり着かないと。文言入れても、私

も幾つか関連文言を入れましたけれども出てこない。市のホームページ見ても、市のホームペ

ージにもないという状況を見て、まず、市のホームページにこれをバナーとして載っけるとい

うことを、第一の基本でなかったのかなと思うわけです、私は。塩竈市がそれを予算とってや

っているわけですから。インターネットということをやったときに、それぞれの事業者のアド

レスが全部違うわけですから、そういうのにアクセスするときに、塩竈市の顔としてこの協議

会のホームページをつくったわけですから、それはやっぱり塩竈市のホームページにまず第一、

最初の画面にそれを導入部分として載っけておくというような考えが最初からなかったのか、

あったのか、ちょっとお聞かせください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） このサイトにつきましては、先ほど申しました６月１日から

の正式運用ということになりました。先ほど山本議員からのご質問にもお答えさせていただい

たとおり、塩竈市のホームページの中からリンクということで対応させていただいたのが、実

は今週初めということでございました。２週間ほどのブランクがあったということでございま

す。これは大変恐縮に存じているところでございまして、本来であればやはり６月１日を持っ

てＰＲのためにもリンクを張らせていただくというのがベストな対応だったかと思います。今

後またこういった機会があれば、十分に注意をしてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） きのうきょう話が始まったわけではないわけですし、やっぱりそれはそ
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まずシステム会社に頼むときに、そういうことを第一前提、仕様としてきちんと伝えておくと

いうことがあって初めて、当たり前なんじゃないかなと思うわけですけれども、結局２週間た

ってまだそういうのが使われてないというところに何か問題を感じました。それと、このシス

テム会社の、請け負った業者の選定というのは、どういう形で選定されたのか、ちょっとお聞

かせください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） この事業は市として実施したということではなくて、塩竈水

産品協議会が事業主体ということで補助金を出してお願いしています。ホームページを、この

データベースを構築するに当たっての業者の選定といたしましては、塩竈水産品協議会のほう

で公募型のプロポーザル方式で行っていただきました。複数の業者さんから企画提案を受けま

して、また価格の提案を受けまして、それらを、塩竈水産品協議会は６団体からなっておりま

すので、そこからお一人方ずつ審査員に出ていただきまして、その方々によりまして実際プロ

ポーザルを受け、それで判定をいたしまして事業者の決定をしたという結果でございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） そうすると、市当局としては一切、請け負った業者とは接触なしに、こ

の協議会が独自でこの業者とホームページ作成の話をしたということでよろしいんですか。う

そ言わないでくださいよ。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 先ほど山本議員のご質問にもありましたとおり、市としてこ

の事業そのものに対して、会議とかも随時入らせていただいて、一緒に進んできたというとこ

ろがございます。ただ、業者選定という部分につきましては、先ほども申しましたように公募

型のプロポーザルということで、募ってやらせていただいたということでございますので、例

えば市のほうの何か恣意が入ったとか、そういったことはないというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） そういうことは、そのシステムについては塩竈市が考えていたとき、昨

年からいろいろ取り組んでいたわけですよね、そのときには、そういうシステム会社にそうい

う相談も一切することなく、市の担当の方々が独自でそういうことを考えていらしたというこ
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とでいいんですか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 大変恐縮でございますが、ちょっと私４月以降ということで、

その前段のことは、今ちょっと手元に資料がございませんので、改めてお答えさせていただけ

ればと思います。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 隣に座っている人は答えられるんですか、隣に座っている佐藤建設部長、

お願いします。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤建設部長。 

○建設部長（佐藤達也君） 今回の水産品ＩＣＴ化事業データベース化システム、こちらのほ

うの業務につきましては、前段申し上げたように協議会のほうで仕様書を取りまとめて発注を

させていただいたという形になります。それとは別に、塩竈市のほうで、全体の事業を立ち上

げていく際に、特に海外への販路拡大のための検討作業をしていたんですけれども、そのとき

に市のほうで業務を委託をしたというのがございます。そのときに、複数の企業さんのほうか

らいろいろな形の企画提案をいただいているわけなんですけれども、そういったときに、例え

ば電算のほうの関係会社さんも含めた企業体として提案を受けたということは事実関係として

あります。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 多分、この概算金額出すときにですよ、ホームページの作成の、じゃあ

担当部課で何の根拠もなく自分たちで出したんですか。それともどこかにやっぱり相談したわ

けですよね、作成会社に。そういうことで見積もりを出したことはなくて、全く自分たちで独

自に考えられたんですか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 今、おっしゃっていただきましたようなどこからかの見積も

り等があったかというとそれはないということでございます。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） ということは、役所の担当の方々が独自で例えば3,000万円という予算

を国に申請したという理解でいいわけですね。わかりました。 
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  それと、残りの670万円ほどあるわけですけれども、これの用途はどういうところに今後使

えるようなことになるのか、ちょっと教えてください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 今、ご質問ございました673万円、これは平成28年度から平成

29年度へ繰り越しをさせていただいた額ということになります。その用途といたしましては、

データベースの開発をして行った分の残事業ということで、具体的にはホームページ等から見

た場合の消費者の方々からのアンケートとか、そういったものをとるためのシステム部分の作

成が若干残りました。そうったことが３月31日まで業者さんとの協議の中で終わらないという

ことがございましたので、その部分の金額のみ繰り越させていただいたということでございま

す。現在は、６月１日からの正式運用ということになりましたので、５月31日までの間にそう

いった事業も一応終わらせていただいています。ただ、今、そういったアンケートとかは、今

のこのタイミングでは行っておりませんので、ホームページ上からはこれがアンケートページ

だよというのはごらんいただけないような状態になっておりますが、それは今後キャンペーン

とかアンケートを行う際にはたやすくそこからリンクが張れるというような状況までたどり着

いているという状況でございます。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） それと、先週末に全登録業者のところを開いてみたわけですけれども、

複数商品掲載しているところ１社だけでした。あとは全部１品、またはいまだに掲載なしとい

う状況であります。ということは、個々の事業者の方が掲載はしたもののそういうことをでき

るノウハウを持ったスタッフがいないのかなと私思ったわけですね。ですからあくまでその辺

のところをきちんと役所のほうでフォローしていただかないと、3,000万円もかけたシステム

が結局水の泡と化すような形になるやもしれませんので、その辺のところをしっかりとフォロ

ーしていただきたいなと思うんですがいかがでしょう。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） お答えいたします。 

  ホームページにデータを上げる、一番早いのは多分各業者さんが自分でＰＲしたい商品を直

接上げていただく、これがもちろん一番早いと思います。ただ、やっぱり、議員からご質問あ

りましたように不得手、先ほど山本議員にもお答えさせていただきましたが、場合によっては
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そういったところに不得手な皆さんもいらっしゃるということでございますので、協議会のほ

うを中心にしましてそういったところのフォローはさせていただくということで進めておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） それともう一つ、再確認なんですが、先ほど佐藤産業環境部長からコメ

ント入れてもらうところがこれからだという、コメントというのは要は買った人が感想、評価、

要するにインターネットでの評価という項目がある。商品を買いました、買った方がおいしか

った、まずかった、よかった何だっていう評価を入れる項目があるわけです。そういう評価と

いう項目を見て、やっぱり次に買う人も見たときにその評価を見てじゃあ買ってみようかとい

うところに、一般消費者は移るわけですね。また、量販店とかそういった流通業界の方々も、

そういう評価を見てこの商品は売れそうだなとかという判断もされることになろうかと思いま

す。そこのところはちゃんと、私の見た限りではそういう評価の項目はなかったんですが、そ

このところは、そのコメント入れる云々という話の中に入っているのか、入っていないのか、

これからなのか、ちょっとお知らせください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 現時点で見ていただく限りにつきましては、例えば個別の商

品について評価を入れていただくというところまではまずはいっておりません。先ほど私が申

し上げた部分につきましては、販促活動の一環として行う、例えばキャンペーンサイト、つま

り塩竈の商品について、今おっしゃっていただいたように評価をいただく、そしてそれに対し

て何か抽選でお礼を送るとかそういった、そういった部分のそういうコメントを寄せていただ

くようなサイトをつくっていくということになりますので、今ご指摘のようなものも含めて対

応をできるようにしてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） せっかくインターネットというものを使おうとするわけですから、これ

はネットユーザーは、必ず評価があって、これは商品の評判に限らず、そういった販売店の評

価も必ずそこにやるようになっているわけですから、そういうものをきちんと最初から、やっ

ぱりやっていただきたいなと。あとは、主体が塩竈水産品協議会だからというところで逃げた

んでは、この方々は多分困ると思うんですよ。そこのところをぜひともしっかりとフォローし
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ていただきたいと思いますので、こういうお願いをして、この件について質問は打ち切りたい

と思います。 

  それともう一つ、ＩＤナンバー、流通業者の方ですか、卸売のそういった方にはＩＤナンバ

ーとパスワードがホームページ上登録しなさいよとなっていますが、今現在どのぐらいそうい

うものが集まったのか、確認はされていますか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 先ほど申しました６月６日、７日に実施させていただきまし

た見本市、そこでＰＲをさせていただきました。その際に立ち寄っていただいたバイヤーさん

から、登録をさせてくれと、お願いしますということでお預かりしているのがその２日間で78

件ございました。その後、この１週間でどのぐらいというのは確認しておりますが、まず80件

前後のところが今、バイヤーさんのほうに登録いただいているものと考えております。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） ありがとうございます。 

  次ですね、監第６号のほうから質問させていただきます。 

  ３ページ。この中に貸事務室等使用料、これは魚市場事業特別会計なんですけれどもね、そ

れから入場車輌登録許可証手数料、雑入という項目があるわけですが、その中で事務所の予算

現額が1,017万円に対して調定額が191万円と。入場車輌登録許可証手数料については予算が

232万円に対して調定額が29万5,000円。雑入については300万円だったものが1,358万円と、

1,000万円ほどふえているというように書いてある。この中身についてちょっと教えていただ

きたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 高橋監査委員。 

○監査委員（高橋洋一君） まず、ただいま３点ほどご質問ありました。 

  貸事務所使用料につきましては、これは１月13日現在の収入額ですけれども、予算現額に対

してかなり低い状態にあるということで、お話としては入居の遅れがあったという話を聞いて

おります。私のほうとしてはそういう形で聞いておるところです。 

  それから、入場車輌の部分の手数料ですけれども、これにつきましては、これも現額に対し

て１月13日時点では29万円という数字ですけれども、これについては例年３月末に更新する車

両についてはまとめてやっているということのようで、ここ29万円については新規の分だけと
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いうことで、あと３月末にはこういった予算現額に近いような形での調定及び収入がなされる

んだろうというふうには見ております。ただ、これは決算の段階であと確認させていただくと

いうことになります。 

  あと、ちょっと第３点目がちょっと聞き取れなかったんですけれども、もう１点何かあった

と思うんですけれども。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 雑入、300万円が1,358万円になったんですね。1,000万円以上ふえてい

るわけです。この辺の中身がどういう雑収入があったのか教えてください。 

○議長（香取嗣雄君） 高橋監査委員。 

○監査委員（高橋洋一君） ちょっと雑入については、確認しておりませんで、予定よりも

1,000万円ほどふえているような形になりますが、ちょっとこれについては後ほど回答させて

いただきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 結局、こういうところの報告書の内容が、前にも言いました、通り一遍

の文言になっているというところで、今回は幾らか書き加えていただいたところもあるようで

すけれども、やはり、見る限り結構紙面のスペースは余っているんですから、そういうところ

もやはりちゃんと書いていただくと、いちいちこの場で質問しなくても済むと思うんですよね。

それだけで理解できると思うんですよ。ですからその辺のところ、もうちょっとやっていただ

ければなと思うんですがいかがでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 高橋監査委員。 

○監査委員（高橋洋一君） 前回の定例会で、議員からそういうお話ありまして、今回一応、一

部だけですけれども入れておきました。それで、あとは今後、今回のようなお話をいただきな

がら、どういったところが必要かということを検討しながら、またコメントを入れるような形

は検討していきたいと思っております。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） よろしくお願いします。 

  それと、同じ監査のほうで、５ページで、災害復旧費国庫補助金、これが１億1,350万円、

こが満額残っていて、監査のコメントとして今後執行予定であると書いてあります。今後執行

予定というのはいつまで執行するのかということまでつけ加えていただくと、よりわかりやす
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いのかなと。今後執行予定でも来年度執行だよとか、というようなこともありますし、その辺

のところを、今後というのが、１月に監査したわけでありますから、３月までなのか３月以降

なのかということも明確にわかるようにしていただくとありがたいと思いますので、その辺も

よろしくお願いします。それで、この理由については、執行だっていうことだからいいですけ

れども、コメントだけちょっと、もう一つひねっていただいて、丁寧にやっていただければあ

りがたいのかなと思います。 

  今度は、同じく監第６号で、６ページ、商工港湾課の担当で観光物産費というものが577万

円、これが満額残っているということなんですが、これについてはどういう理由なのか教えて

ください。 

○議長（香取嗣雄君） 高橋監査委員。 

○監査委員（高橋洋一君） ６ページの観光物産費の繰越明許の分ですね。申しわけございませ

んけれども、これちょっと確認しておりませんので、後で回答いたします。もし担当課のほう

でわかるのであれば、お答えさせていただきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 担当課のほうでこの事業の内容と、いつ、なぜおくれたのか教えてくだ

さい。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 恐縮でございます。ちょっと今、積み上げの部分で確認とり

ますので、後ほどご回答させていただければと思います。恐縮でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） それでは、次に、同じく７ページ、監第６号の。ここには観光交流課で

観光物産費というのがありまして、予算配当額が6,045万円、４分の３経過して３月時点で

3,875万円残っているんですね。ですからぱっと見るとかなり事業がおくれているなというよ

うに思うわけですけれども、この理由と6,045万円という大きな金額の使用等についてちょっ

と教えていただきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 高橋監査委員。 

○監査委員（高橋洋一君） この観光物産費については、商工港湾課と観光交流課と両方で使っ

ている科目になります。それでここの中で一番おくれているといいますか、執行が進んでいな

かった部分が浦戸地区の遊歩道、避難路の整備というのが、監査時点ではまだ契約がされてい
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ないということで3,200万円ほどだと思いますけれども、このぐらいの金額がまだ未執行、未

契約になっているということで、支出負担行為がまだとられていないということでこの数字が

出てきていると考えております。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 遊歩道ということでよろしいですか、担当課の方。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 資料７ページの歳出の部ということでございますが、残額と

して3,895万円ほど残っております。これにつきまして、浦戸の桂島寒風沢の遊歩道のほうの

災害復旧、こうったものが工事が不調ということで執行残として残っているということでござ

います。それから、先ほど６ページで繰越明許のほうでお尋ねいただきました観光物産費のほ

うの577万6,000円のほうですが、こちらにつきましては、先ほど関連で答弁させていただきま

したが、平成27年度におけます国の地方創生加速化交付金のほう、これを２月補正予算で計上

したところでしたが、国のほうで不採択ということになりまして、この歳入というのが、その

事業の分が未執行ということで残っています。これはあと、不用額ということで整理をさせて

いただくという内容でございました。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 不採択ということですね。だからそういうことをきちんと書いていただ

ければ、一番わかりやすいと思うんですよね。なぜそれが書けないのかということですね。そ

このところぜひ、クリアにしていただけないかと。金額が多い少ないにかかわらず。あの港奥

部のテントについても、私、産業建設常任委員会の委員だったんですけれども見過ごしていま

したよね。何であんなのできたんだろうと思ったら、一応産業建設常任委員会の議案に載っか

ってたけれども、私は説明受けた記憶もなかったものですから。そういうこともありますので、

一応今回はよくよく見てやっているんですけれどもね。ですからそういうことで、ひとつお願

いしたいと思います。 

  それからあと、専決第４号で一般会計の補正予算の中で、市民税、固定資産税、都市計画税

の税の収入が大分ふえていると。これはこれで結構なことだと思いますけれども、それぞれの

ふえ方の率がちょっと違うものですから、例えば固定資産税と都市計画税の金額のふえ方がち

ょっと違うということは、土地が上がっただけでなくて何かほかの要件もあるのかなと。要す
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るに評価額が上がっただけではなくてね。そこのところちょっとご説明いただければと思いま

す。 

○議長（香取嗣雄君） 小山市民総務部長。 

○市民総務部長（小山浩幸君） ただいま、専決第４号の平成28年度一般会計補正予算の中の

市税、固定資産税、都市計画税の収納状況ということでございました。 

  固定資産税につきましては、こちら資料で申し上げますと資料番号３の３ページ、４ページ

となります。固定資産税につきましては、今回補正額としまして7,963万4,000円、固定資産税

ではなくて都市計画税のほうはその下の第１款第５項第１目となりますけれども、2,229万

6,000円、それぞれ増額補正をさせていただいております。これは、震災により被災しました

建物の新築や修繕が進んだことによりまして調定額の増、新築ですと256棟ぐらい新築になっ

ておりまして、そういったものの評価に伴いまして増額されているということでございます。

固定資産税と都市計画税それぞれの割合ということでございますが、これは税率の差というこ

とで考えております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 高橋監査委員。 

○監査委員（高橋洋一君） 先ほどの質問の中で３ページの雑入について1,300万円ほどといい

ますか、大体1,000万円ぐらいふえている部分ということですけれども、消費税の還付額が

1,100万円ほどございまして、建設工事が進められているという関係だと思いますけれども、

それが予定外の1,100万円ほどの、消費税の還付があったということでふえたものだというこ

とです。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） あと、同じ専決第４号で総務管理費がですね、１億9,217万円増加して

いるわけですが、これの理由だけ一つ聞いていて、最後にしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 末永財政課長。 

○市民総務部財政課長（末永量太君） お答えいたします。 

  第２款第１項の総務管理費１億9,217万円の増の理由でございます。 

  まず、本市が近い将来、海岸通地区の震災復興市街地再開発事業、それでもって、保留床の

駐車場を取得する可能性があるということで、財源の確保という意味で、ミナト塩竈まちづく
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り基金に対して１億8,831万8,000円の積立金を計上させていただきました。もちろん、これは

実際に取得するときというのは当然歳出予算、商工費ですとか土木費ですとか、そちらのほう

に歳出予算を計上して議会にお諮りするというような話になっていくかと思います。 

  あと、あわせまして、市債管理基金のほうに災害援護資金貸付金、被災者に対して貸し付け

していますが、それの償還がございまして、それを県に対して償還するのが、県の償還日が平

成29年度になっていますので、一旦基金に積んで、平成29年度側で取り崩しをして、県のほう

に償還、お金を返すための一時的な積立金が含まれております。主にはこういった内容でござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） では、最後に私から質疑を行わせていただきたいと思います。 

  先だって山本議員それから志賀議員と、多々質疑されていたものなんですけれども、私も塩

竈水産品ＩＣＴ化事業について少しだけ質疑を行わせていただきたいと思います。 

  資料№４の２ページになります。 

  まず、さきのお二人から多々質疑があった中で、私としてもいろいろ情報を得させていただ

いた部分があるんですけれども、わずか３カ月足らずの中で仕様を決めて、システムを構築し

て、データベースの情報を得て、デザイン考えてつくるというところで、事業者さんを初め、

協議会の皆さん、そして市当局の皆さんも大分苦労されたんじゃないかというふうに感じてお

ります。それを踏まえた上で、今後このシステムをじゃあどうやったら多くに方に利用しても

らえるのかという観点から少しだけ質問させていただきたいと思います。 

  まず初めに、この事業の目的というのを確認させていただきたいんですが、私のほうとして

以前の資料から認識させてもらっているものとしては、一般消費者もしくは国内外のバイヤー

さんへの情報提供、それから商談会を行えるような機能をつけるということが挙げられると思

っていましたが、その点について間違いはないでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） はい。結構でございます。一般消費者の方々も、一般の方は

こちらからということで商品検索等行えるようになっております。それから、多言語対応とい

たしましては、商品のレシピそういったものにつきまして説明の部分を英語等の外国語対応が

できるような形をとらせていただいているというような状況になってございますので、ご指摘
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のとおりということでございます。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 土見議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。多言語対応ということだったんですけれども、

それはこれからされるということでしょうか。私もホームページ確認させていただいたんです

けれども、今のところはまだ日本語だけだったように感じていたのですが、今後ということで

考えてよろしいでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 今現在のところ、英語の対応というところまでご希望に応じ

てさせていただいておりますので、あとはそういったところ拡大をちょっと考えていきたいと

考えております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 土見議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。あと、今後重要なところとしては、やっぱり多

くのバイヤーの方もしくは一般の消費者の方にこのシステムというものを、まず目に入れても

らうというところからだと思うんですけれども、その観点から何点か質疑を行わせていただき

たいのですが、一般消費者向けということを考えた場合に、なかなか多分ウエブで検索してこ

こにたどり着くという行動を起こされる消費者の方は、意外と少ないんじゃないかというふう

に私としては考えております。特に、一般の消費者の方というのをターゲットにすると、今、

ウエブの中での動向を踏まえて考えると、意外と利用されているのはＳＮＳというもので、そ

の中に広告というのを差し込んでいくという形にすると、一般の消費者の方は比較的目に触れ

やすいのかなと考えているのですけれども、市としてといいますか、このシステムを開発する

中としては、どのような広告方法というものを考えていらっしゃるのでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 今、ご指摘いただきましたＳＮＳを使っての広告、そういっ

たところまでは今は検討させていただいておりませんでした。ただ、その一方で先ほどもちょ

っと繰り越しの部分でのご説明をさせていただきましたが、一般消費者の方々に多く来ていた

だくためのいわゆるキャンペーンサイト、ごらんをいただいて評価していただく、それで何か

プレゼント等を行っていけるようなものとか、そういったところをちょっと開発をしておりま
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すので、適宜そういったものを開催しながら足を運んでいただくようなきっかけにしてまいり

たいというふうに考えております。それによって求評もしていくというのが一番の目的になる

かと思います。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 土見議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。ぜひ、先ほどＳＮＳという話もあったんですけ

れども、ウエブのことで考えてみる、インターネットの世界で考えてみるとすれば、ほかにも

最近はやりでは、実際にその商品を使った調理動画を上げるようなものも一つ、はやりとして

ですけれどもあります。比較的こういうものも、実際に食べ物を、その調理方法を学ぶだけじ

ゃなく、見るだけでも楽しいというお客さんも大分いて、結構人気の動画になっておりますの

で、参考にしていただければと思っております。 

  あと、一つ、素朴な質問なんですけれども、一般消費者の方はこのウエブサイトを見た後ど

こに行けば購入ができるのか、もしくは次のアクションとしてはどのようなことを起こすと想

定して作成されてますでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 今現在のサイト構成といたしましては、今ご指摘いただいた

まず商品をごらんいただくというところでつくっているか、どういう商品内容かというところ

まででちょっととどまっているような状況にございます。今後の展開としまして、先ほど申し

ましたいわゆるキャンペーンとかの展開によって、買っていただけるような部分とか、そうい

ったところを広くご紹介できるような仕組みをつくっていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 土見議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。ぜひ、消費者の方がこのサイトに来る理由とい

うか意味があるような、その先の行動につながるようなものになっていければなと思っており

ます。その中であと、どのような一般消費者の方をターゲットにしているのかなというのを考

えたときに、一つは例えば贈答品のような使い方をされる方ですとか、もしくはもちろん夕飯

に使われる方もいるかもしれません。そのときに、どんなようなところでＰＲすればいいか、

先ほどＳＮＳという話もあったんですけれども、実は今現状、あそこでは見ることしかできな

いことを考えたりするとＳＮＳというのも一つですが、それよりはもっとアナログな方法で、
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例えば保育所ですとかもしくは主婦の方々が多く集まる場所、そういうところに対してチラシ

をまくというのが一番実は効率的なんじゃないかというふうに考えているのですけれども、今

後のＰＲのやり方ということなんですが、どのようなお考えをお持ちでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） ただいまのようなことも参考にさせていただきたいと思いま

す。なおちょっと論点が少しずれるのかもしれませんが、現在塩釜市水産振興協議会でも魚食

普及の部分で新しい市場の中央棟のキッチンスタジオとかも使いまして、子供たちを対象にし

た料理ですとかもやっていますので、そういったところの機会を捉えて、こういったサイトの

ＰＲとか、そういったものもタイアップしてやっていければいいかなというふうに、今、ご意

見を聞きまして感じたところでございますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 土見議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。もう少し一般の方々に対してのところなんです

けれども、先ほど、山本議員のどうやってこのサイトにたどり着くんだという質疑に対して、

検索キーワードを入れていけば行けますよという話でありました。今、その例として挙げられ

ていた検索キーワード幾つかあったんですけれども、このサイトをご存じであればあれば多分

そのキーワードというのが連想されるのですが、なかなか一般の方が塩竈のお魚どこで買える

かなとか、そう考えたときになかなか連想しづらいキーワードなのかなと。実際どのような検

索キーワードでものが検索されて商品にたどり着いているかというものは、ウエブ上のほうで

もちろん統計として出ているものですので、ぜひ、魚を商品として扱っているときにどのよう

な検索キーワードがいいのかというは調査してみるのも一つなのかなと思っています。 

  最後に、一つだけ、バイヤー向けに関して伺います。先ほど、各議員からのお話があったん

ですけれども、なかなかこのシステムに対して登録するのが不得手な業者さんもいるんじゃな

いかというところがあったのと、その中で商談会機能としてウエブのサイトのほうにはチャッ

トができますよという形でうたっていたというふうに思うのですけれども、このチャットとい

うものをすると考えた場合に、各事業者さんのほうにもそれなりのパソコンを置いたりですと

か、そういう、常に起動しておいてという、いろいろシステムを構築する必要というのもある

かと思います。実際、このチャットができるということで、チャットを申し込んで受けられる

業者さんというのは五十数社の中の何社ぐらい今あるんでしょうか。よほど大きい企業でない

限りその担当を置くというも厳しいんじゃないかと、正直感じておりますが。 
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○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 今、チャットという言葉が出ましたけれども、ウエブ上で商

談ができるという仕組みとして、そのような仕組みをつくらせていただいたというところでご

ざいますが、６月からの本格開設ということもございまして、今こちら側、メーカーさんのほ

うで何社がそれに対応できるかというところまでは、確認しておりませんでした。今後確認さ

せていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 土見議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。ウエブ、ＩＣＴ化、聞こえとしてはすごいいい

ものなんですけれども、ぜひ、一番今事業者さんとして受け入れやすい方法としては、例えば

電話だったりＦＡＸだったりということもあるというふうに思います。なかなかＩＣＴ化、Ｉ

ＣＴ，ＩｏＴ、インターネット、ウエブ何でもいいんですが、聞こえはいいものなんですけれ

ども、やはりシステムというのをどう使うかというところが一つ鍵になってきます。対応をす

る必要があるのかというのも一つ考えなければいけないと思っておりますので、ぜひ、今の事

業者さんたちがもちろん使いやすい方法で、このシステムというのを活用するという形で、ぜ

ひ、インターネット、ウエブとアナログの世界のハイブリットの、しっかりした形のものをつ

くり上げていただきたいなと思います。私からは以上です。 

○議長（香取嗣雄君） これをもって質疑を終結することにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（香取嗣雄君） 異議なしと認め、質疑を終結いたします。 

  以上をもって、諸般の報告を終わります。 

───────────────────── ◇ ──────────────────── 

   日程第４  請願第５号及び第６号 

○議長（香取嗣雄君） 日程第４、請願第５号及び第６号を議題といたします。 

  今定例会において、所定の期日まで受理した請願につきましては、お手元にご配付の請願文

書表のとおり、所管の常任委員会に付託いたします。 

  暫時休憩いたします。 

  再開は15時25分といたします。 

   午後３時１２分  休憩 
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─────────────────────────────────────────── 

   午後３時２５分  再開 

○議長（香取嗣雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

───────────────────── ◇ ──────────────────── 

   日程第５  議案第４２号ないし第４９号 

○議長（香取嗣雄君） 日程第５、議案第42号ないし第49号を議題といたします。 

  議案の朗読は省略いたします。 

  当局より提案理由の説明を求めます。佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） ただいま上程されました議案第42号から第49号までにつきまして、提案

理由の説明を申し上げます 

  まず、議案第42号「塩竈市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の

一部を改正する条例」でありますが、復興推進計画に定める復興産業集積区域において、対象

施設等を新設または増設した事業者への固定資産税の課税免除の適用期限を１年間延長するた

め、所要の改正を行おうとするものでございます。 

  次に、議案第43号「東日本大震災による被災者に対する国民健康保険税の減免に関する条例

の一部を改正する条例」であります。これは、原子力発電所の事故に伴う国の避難指示等によ

り本市に転入されてきた被保険者の国民健康保険税の減免について、平成29年度分の税額も対

象とするため、所要の改正を行おうとするものでございます。 

  次に、議案第44号「塩竈市障がい者福祉推進委員会設置条例」であります。これは、塩竈市

障がい者プラン及び障がい者の福祉に関する重要事項を審議する附属機関として、塩竈市障が

い者福祉推進委員会を設置するため、新たな条例を制定しようとするものでございます。 

  続きまして、議案第45号「平成29年度塩竈市一般会計補正予算」でありますが、本市復興交

付金事業計画に基づきます東日本大震災復興交付金事業の計上のほか、割増商品券事業などの

災害関連事業やコミュニティ助成事業、学校現場における業務改善加速事業などの本市の長期

総合計画実現のための予算を計上し、歳入歳出それぞれ２億8,499万2,000円を増額いたしまし

て、総額を286億4,499万2,000円とするものであります。 

  歳出の主なるものといたしまして、 

  東日本大震災復興交付金事業のうち、新浜町七号線道路整備工事のための新浜地区漁業集落

防災機能強化事業といたしまして                    5,508万3,000円 
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  同じく、港町地区津波防災拠点施設における展示物の製作・設置及び防災備蓄品等の整備事

業といたしまして                            5,490万3,000

円 

  同じく、海岸通地区道路整備事業といたしまして            8,643万9,000円 

  災害関連事業のうち、認知症予防のための健康づくり教室の開催や啓発事業を行う「脳と身

体の健康づくり事業」の増額補正予算といたしまして            496万8,000円 

  同じく、地域経済の活性化を目的とした割増商品券事業といたしまして     4,500万円 

  通常事業のうち、一般財団法人自治総合センターがコミュニティ活動用備品を整備する町内

会や、防災資機材を整備する地域防災組織に対して助成金を交付いたしますコミュニティ助成

事業といたしまして                              730万円 

  同じく、学校現場における教職員の多忙化解消の推進に係る調査研究のための県委託事業と

いたしまして                                 63万円 

  同じく、寄附金の活用により、市内中学校の吹奏楽部が使用する楽器の整備及び市民交流セ

ンターのトイレの一部洋式化のための事業費といたしまして         229万3,000円 

などを計上いたしております。 

  これらの財源につきましては、 

  東日本大震災復興交付金事業に係る震災復興特別交付税といたしまして  4,187万9,000円 

  学校現場業務改善加速事業などに係る県支出金といたしまして      249万円1,000円 

  中学校部活動備品等整備事業及び市民交流センタートイレ改修事業に係る寄附金といたしま

して 

                                        200万円 

  東日本大震災復興交付金基金やふるさとしおがま復興基金などの基金繰入金といたしまして 

                                  ２億2,405万4,000円 

  脳と身体の健康づくり事業及びコミュニティ助成事業に係る諸収入といたしまして 

                                    1,226万8,000円 

などを計上いたしております。 

  債務負担行為につきましては、市税等のコンビニ納付のための塩竈市市税等収納事務業務委

託及び契約期間の満了による住民情報システム賃貸借の２件を追加をいたすものであります。 

  地方債につきましては、錦町東地区災害公営住宅整備事業における道路整備工事の財源とい
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たしまして、公営住宅整備事業債を増額変更するものであります。 

  次に、議案第46号「平成29年度塩竈市国民健康保険事業特別会計補正予算」でありますが、

歳入歳出それぞれ8,736万円を追加し、総額を73億6,126万円とするものであります。 

  歳出では、国民健康保険被保険者の一部負担金免除の延長により、保険給付費を増額いたし

ますとともに、歳入では、国庫補助金及び基金繰入金を増額するものであります。 

  債務負担行為につきましては、国保税のコンビニ納付のための塩竈市国保税等収納事務業務

委託を設定するものであります。 

  次に、議案第47号「平成29年度塩竈市介護保険事業特別会計補正予算」でありますが、歳入

歳出それぞれ3,558万8,000円を追加し、総額を53億5,998万8,000円とするものであります。 

  歳出では、介護保険被保険者の利用者負担金免除の延長のほか、介護職員の処遇改善に向け

た加算取得促進のための事業費として、介護給付費及び総務費を増額をいたしますとともに、

歳入では、国庫補助金及び支払基金交付金を増額するものであります。 

  続きまして、議案第48号及び議案第49号は「工事請負契約の一部変更」についてでございま

す。 

  まず、議案第48号でありますが、内容につきましては、「26－復・交 越の浦雨水ポンプ場

（土木・建築）築造工事」の一部変更でありまして、工事の施工に伴います発生土の処分地の

変更により運搬費用が増となりますこと等により、契約金額14億2,236万円を2,573万1,000円

増額し、14億4,809万1,000円に増額変更するものであります。 

  次に、議案第49号でありますが、内容につきましては、「28－復・交 越の浦雨水ポンプ場

放流渠築造工事」の一部変更でありまして、関連工事でありますＪＲ受託工事において、支障

物の検討及び対策により現場維持管理費が増となりますこと等により、契約金額３億7,238万

4,000円を2,578万1,760円増額し、３億9,816万5,760円に増額変更するものであります。 

  以上の結果を受けまして、議会の議決に付すべき契約に関する条例第２条の規定に基づき、

提案を行うものであります。 

  以上、各号議案についてご説明を申し上げましたが、なお、補足を必要とする部分につきま

しては、担当部長からご説明をいたさせますので、よろしくご審議の上、ご協賛を賜りますよ

うお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。 

  私からは以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 小山市民総務部長。 
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○市民総務部長（小山浩幸君） それでは、私から、議案第45号「平成29年度塩竈市一般会計

補正予算」の概要についてご説明を申し上げます。 

  恐れ入りますが、資料№８の10ページをお開き願います。 

  この表は、一般会計及び特別会計の６月補正後予算額の総括表でございます。今回補正いた

します金額は、補正額の欄にありますように一般会計２億8,499万2,000円、国民健康保険事業

特別会計8,736万円、介護保険事業特別会計3,558万8,000円、合計では一番下段にありますよ

うに４億794万円となるものであります。これによりまして、一般会計及び特別会計の補正後

の予算総額は、その右にありますように497億5,544万円となりまして、補正前に比べますと

0.8％の増となります。 

  次に、一般会計の補正予算の概要につきまして、歳出からご説明をいたしますので、13ペー

ジ、14ページをお開きください。資料№８の13、14ページでございます。 

  ここでは、歳出予算を目的別に分類しております。補正額の欄で費目２の総務費490万円で

すが、右ページ備考欄をごらんください。市民活動推進費につきましては、市内２団体に対し

て助成いたします一般コミュニティ助成事業を計上しております。 

  この後同様に費目の主な内容を右側の備考欄を用いましてご説明をさせていただきます。 

  費目３の民生費931万8,000円でございますが、脳と身体の健康づくり事業については、企業

東北応援助成金を活用し、タブレットの増設と効果検証の充実を図るための増額補正を、また、

介護保険事業特別会計繰出金については、介護保険利用者負担免除に係る一般会計からの繰出

金を計上いたしております。 

  費目６の農林水産業費5,941万4,000円でございますが、塩竈市新魚市場落成記念式典事業に

つきましては、落成記念式典に本市魚市場に水揚げをいただいております漁業協同組合の組合

長を招待するための事業費を計上しております。漁船乗組員救急救命推進事業補助金につきま

しては、本市船籍の漁船に対し、ＡＥＤ設置の一部を補助する補助金を、新浜地区漁業集落防

災機能強化事業につきましては、新浜町七号線道路整備工事に係る事業費を計上いたしており

ます。 

  費目７の商工費4,562万1,000円ですが、割増商品券事業につきましては、地域経済の活性化

を目的として商工会議所が行う割増地域商品券事業に対する補助金を、観光プロモーション事

業につきましては交流人口の増加を図る地域間交流事業の取り組みや、住んでみたいまち塩竈

に関する情報発信を行うための増額補正を計上いたしております。 
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  費目８の土木費１億6,041万6,000円でございますが、これは港町地区津波防災拠点施設備品

等整備事業につきましては、津波防災拠点施設における展示物の製作・設置及び防災備蓄品の

整備に係る事業費を、海岸通地区道路整備事業につきましては、海岸通地区内の道路整備に係

る事業費を、また、災害公営住宅整備事業につきましては、錦町東地区災害公営住宅整備事業

において工事車両の通行を原因として破損いたしました市道西塩釜駅東口線の補修にかかる事

業費を計上いたしております。 

  費目９の消防費240万円ですが、防災対策事業につきましては、玉川小学校少年消防クラブ、

南錦町自主防災会に対する地域防災組織育成のためのコミュニティ助成事業を計上いたしてお

ります。 

  費目10の教育費292万3,000円ですが、学校現場業務改善加速事業につきましては、学校現場

における教職員の余裕時間創出による業務改善の推進に係る調査研究のための県委託の事業費

を、中学校部活動備品等整備事業につきましては、寄附金を活用し市内中学校吹奏楽部に楽器

を整備する事業を、また、市民交流センター管理運営費につきましては、寄附金を活用し交流

センタートイレを一部洋式化するための事業費を計上いたしております。 

  次に、歳入の内容につきましてご説明いたしますので、同じく資料№８の11、12ページをお

開きいただきたいと思います。 

  費目10の地方交付税4,187万9,000円ですが、こちらは東日本大震災復興金事業にかかる震災

復興特別交付税でございます。 

  費目15の県支出金249万1,000円ですが、漁船乗組員救急救命推進事業補助金や、観光プロモ

ーション事業に係る市町村振興総合補助金と、学校現場業務改善加速事業に係る県委託金でご

ざいます。 

  費目17の寄附金200万円ですが、中学校部活動備品等整備事業並びに市民交流センター管理

運営費に係る一般寄附金でございます。費目18の繰入金２億2,405万4,000円ですが、財政調整

基金からの所要一般財源としての繰入金のほか、各災害関連事業に係るふるさとしおがま復興

基金と東日本大震災復興交付金基金からの繰入金でございます。 

  費目20の諸収入1,226万8,000円ですが、脳と身体の健康づくり事業にかかる企業東北応援助

成金とコミュニティ助成事業に係る助成金でございます。 

  費目21の市債230万円でございますが、災害公営住宅整備事業に係る地方債の増額補正でご

ざいます。 
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  なお、この資料の15、16ページにつきましては、歳出予算の性質別比較表を掲載しておりま

す。また、17ページは投資的経費の内訳書となりますので、後ほどご参照いただきますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

  私からの説明は以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤建設部長。 

○建設部長（佐藤達也君） それでは、続きまして議案第48号「26－復・交 越の浦雨水ポン

プ場（土木・建築）築造工事の一部変更について」ご説明申し上げます。 

  同じく、資料№８の38ページをお開きいただきたいと思います。 

  左上をごらんいただきたいと思います。平成27年２月20日に契約締結いたしました工事であ

りますが、３の金額のところでございますけれども、変更前の請負金額に対しまして2,573万

1,000円を増額させていただきまして、変更後の請負金額を14億4,809万1,000円にさせていた

だくものでございます。率にいたしますと1.8％の増額変更となるものでございます。 

  ６の表に、主な変更内容を記載しております。 

  まず、土工についてですけれども、当現場における発生土を県の東部土木事務所発注の災害

復興関連事業に有効活用することになったため、１キロ以内の近郊としていた残土処分先を、

ページの右側にあります写真の②になりますけれども、このとおり東松島市へ変更し、運搬距

離が32キロ以内に変更となっております。また、搬入条件に見合った土壌への改良を行ったこ

とから、改良費とともに運搬土量も１万490立方メートル増加しまして、残土処分地の変更に

伴う費用として3,176万円の増嵩となっております。 

  次に、本体築造工では、写真の③、④にあります本体基礎部の地盤改良に当たり、改良剤の

価格や添加量が減となったため、2,048万円の減嵩となっております。また、場内・進入道路

工では、写真⑤にありますように現場内の地盤条件が悪いため、写真６にありますような場

内・進入路確保のための敷鉄板設置費、こちらの追加等を行いまして89万4,000円の増嵩とな

っております。 

  これらを合計しまして、表の中段にございます直接工事費が1,217万4,000円の増嵩でござい

ますけれども、これに諸経費であります共通仮設費、現場管理費、一般管理費の経費率により

算出した額を加えますとともに、当初契約から工期が延びておりますことから、敷鉄板のリー

ス料など工期に連動させて算出額を加えまして、工事価格の増額分の合計として2,694万2,000

円の増積算をさせていただいております。 
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  さらに、この工事価格に、表の下段にございます請負率88.43％と消費税を乗じた税込み価

格2,573万1,000円を契約変更の増額分とさせていただいたものでございます。 

  続きまして、議案第49号「28－復・交 越の浦雨水ポンプ場放流渠築造工事の一部変更につ

いて」ご説明申し上げます。 

  39ページをお開きいただきたいと思います。 

  こちらも左上をごらんいただきたいと思います。３の金額のところでございますけれども、

変更前の請負金額に対しまして2,578万1,760円を増額させていただきまして、変更後の請負金

額を３億9,816万5,760円にさせていただくものでございます。率にいたしますと6.9％の増額

変更となるものでございます。 

  ６の表に、主な変更内容を記載しております。 

  （１）の泥濃式推進工についてですけれども、隣接しておりますＪＲ仙石線の下部を横断す

る工事となりますが、左側の図面では丸印を示している箇所となります。この工事の施工につ

いて、ＪＲとの協議により夜間施工への変更を行いまして236万8,000円ほどの増嵩となってお

ります。また、漁港管理者であります宮城県との協議によりまして変更となった工事ですけれ

ども、（２）のボックスカルバート工では他事業と現場内の施工ヤード調整が必要となり、ま

た施工方法がオープン掘削から土留工法への変更を行いまして580万6,000円ほどの増嵩となっ

ております。 

  また、（３）の吐口工では、写真の③にありますようなスライド式のゲートの設置を追加い

たしまして435万6,000円ほどの増嵩となっております。 

  これらを合計しまして、前段の説明と一緒になりますけれども、中段にございます直接工事

費1,253万1,055円の増嵩となっております。それに諸経費であります共通仮設費、現場管理費、

一般管理費の経費率に算した金額を加えますとともに、関連工事となりますＪＲ仙石線線路下

の地盤改良について、この工事はＪＲの委託工事ですけれども、地下支障物の検討、対策に不

測の日数を要したため、本工事を一時中止しております。この中止した期間164日分の現場の

維持管理費、これが必要となりましたので、この経費を加えました金額、これらが工事価格の

増減額の合計として示させていただいておりますけれども、2,983万9,000円を積算させていた

だいております。さらにこの価格に、前段と同じように請負率、あるいはあと消費税を乗じた

価格を計算しまして、税込み価格2,578万1,760円を契約変更の増額分とさせていただくもので

ございます。 
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  以上、これらの変更契約につきましては、当現場内における発生土を災害復興関連事業へ有

効活用するためのものですとか、ＪＲあるいは県施工の工事との調整等によって必要性の生じ

たものでございます。どうぞご理解賜りますようお願い申し上げ、説明とさせていただきます。

よろしくお願いします。 

○議長（香取嗣雄君） これより議案第42号ないし第49号の総括質疑に入ります。 

  13番鎌田礼二議員。 

○13番（鎌田礼二君） 市民クラブの鎌田礼二でございます。よろしくお願いいたします。 

  議案第45号「平成29年度塩竈市一般会計補正予算」のうち、学校現場における業務改善加速

事業の取り組みについてお聞きをいたします。 

  事業概要に、経過といたしまして、宮城県教育委員会は県学校運営支援本部を設置し、教職

員の多忙化解消、メンタルヘルス及び不祥事防止を調査・研究し、学校現場への支援に努めて

きたこと、そして、教職員の多忙化解消に向けたさまざまな施策に取り組んできたことが記載

されております。 

  本市は、学校現場における業務改善加速事業を活用して調査・研究に取り組もうとするもの

であるが、実際は、部活動における負担軽減のみであります。この学校現場における業務改善

加速事業の取り組みは、宮城県ではどういった方向性を持って進めているのかをお聞きをいた

します。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 鎌田議員から、議案第45号「平成29年度塩竈市一般会計補正予算」のう

ち学校現場業務改善加速事業についてご質問いただきました。教職員の負担減に対する抜本的

な解決策等について議論されているのかというご質問でありました。 

  学校現場の教員の職務は、やはり授業実践が中心であり、その準備と事務処理の時間を含め、

勤務時間の大半をこのことに充当されております。また、教員には授業力、生徒指導力、子供

理解力等の資質、能力の向上が求められており、定められた研修以外でも使命感を持ち、日夜

研修・研究を続けていただいております。 

  その中で、職員が負担を感じている主なるものといたしまして、１つは生活指導、保護者対

応であります。２つ目でありますが、事務処理についてであります。３つ目でありますが、複

数の会議等々といったようなものが挙げられ、特にでありますが、中学校の場合にはやはり部
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活動指導に対する負担感を持つ教員が多いという状況が続いております。このような現状を受

け、今もお話をいただきましたが、宮城県教育委員会では平成25年４月に学校の業務改善に向

けた支援組織として、宮城県学校運営支援本部を設置をし、その中で、教職員の多忙化解消に

向けて教職員の在校時間の調査でありますとか、学校事務共同化の推進、あるいは運動部活動

における外部指導者の活用、部活動のあり方の適正化、会議等の見直し、精選等、15項目を提

示しており、本市の場合もこれらを受け、市内の各小中学校に働きかけながら、さまざまな改

革に向けた取り組みを進めてきております。 

  このような中で、今回本市が学校現場の業務改善策の一つとして、部活動の負担軽減に取り

組む理由でありますが、本市が平成28年度に行った学校現場の時間外勤務の調査によりますと、

月80時間を超える時間外勤務を行った教職員でありますが、小学校で月平均2.3人であります。

全体の２％でありました。このことに対し、中学校では月平均26.3人、全体の30％に達してお

り、中学校での、やはり時間外勤務、特に部活動指導が深刻であることと、その時間外の25％

から50％が部活動指導という結果が出ておりますことから、部活動に焦点を当てた業務改善の

取り組みがまずは必要ではないのかということから、教職員多忙化解消につながる第一歩と判

断し、今回取り組むための予算を計上させていただいたところでございます。 

  よろしくお願い申し上げます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 私は今回、この重点モデル地域に塩竈市が入っているので、いろいろ県

側では進めているその一環の一項目を、部活動の指導ということで、モデルとして塩竈が今回

対応しているというふうに思ったわけですけれども、そういうことではないんですか、まずは。 

○議長（香取嗣雄君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） 本市におきましては、外部指導者を導入しての部活動の推

進というのを、ここ過去３年間行ってまいりました。そしてそういった大きな成果があるとい

うことを県教委のほうでも認めていただいて、ぜひ塩竈のほうで新しい取り組みとしての多忙

化解消に向けた部活動の改善ということについて、研究をしていただけないかということでの

打診があってのことであります。 

  以上であります。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） それから、教職員としては、私も多忙を極めているんだろうなというふ
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うな思いがありまして、本来教職員としては、授業に集中できるというそこが一番のポイント

になるのかなと思うんですね。そのほかに、先ほど言ったように会合が多いとか、事務的な処

理が多いとか、そういったところが入ってくると思うんですよ。それにあとは部活動の指導と

か。ですから、授業をやっぱりきちんとやれるようなシステムに持っていかないと、昨年度の

私一般質問で質問させていただいたんですが、今塩竈市いじめ防止対策推進条例がありますが、

仙台市のこの間の中学２年生の事件がありました。これも先生がかかわりがあるということで、

私はやはりこういった教職員がある程度多忙化を極めているそのはけ口といいますか、ストレ

スが、そういったことに向かう可能性があるというふうに考えているわけなんですね。そんな

意味で、この取り組みはすばらしいものだと、いわゆる授業に集中できるといいますか、余裕

を持って授業をやれる、取り組めるというところにやっぱり重点を置いていく、そんな意味で

これは評価ができるものだと思っております。今後、これがいい成績ということもないですけ

れども、いい提案が県のほうにできて、宮城県全体に広がればいいものだなと思っています。 

  あと、もう一つは、事務の合理化やらなんやらも平行して進んでいるんでしょうから、それ

もいずれは塩竈に戻ってくるようになるというふうに考えるわけですね。そういう形でいわゆ

る方向性としてはいいのでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 前段、部活動も含めて学校の現場にさまざまな課題、問題があるという

ことについては私も同じ認識を持っております。その第一歩としてまずは今回この部活動とい

うことに取り組みましたので、これから先も多忙化解消のためにさまざまな取り組みをいたし

てまいりたいというふうに考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） ８番山本 進議員。 

○８番（山本 進君） ４月１日付を持ちまして新しく会派結成したつなぐ会の山本でございま

す。よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第45号、資料№８の27ページになります、港町地区津波防災拠点施設備品等

整備事業について、総括的に質疑させていただきます。 

  当該防災拠点施設には、災害時における避難設備施設及び通常時におけるいわゆる震災伝承

施設としての利用に必要な展示物の製作・設置及び施設備品、防災備品等の整備を行おうとす

るものであり、既に今年度当初予算におきまして、整備費の予算8,000万円が予算化され、い
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わゆるソフト面における調査委託を実施しているものと理解しておりますが、その内容が明ら

かになっているのでしょうか。そして具体的に、伝承するための施設、展示物、その方法、そ

してその対象は誰かについてお尋ねいたします。 

  ２点目に、同じく議案第45号、学校現場における業務改善加速事業の取り組みについて、基

本的な点につきましては、鎌田議員から質疑されました。また市長のほうから答弁あったので、

おおむね理解はしておるものの、改めて私の疑問とするところについてお尋ねいたします。つ

まり今回の加速事業というものは、いわゆる教職員の方々の多忙化解消、そしてメンタルヘル

ス、そして不祥事防止ということでございます。いわゆる負担軽減を図ろうとするものである

わけでありますが、宮城県が平成25年度から進めてきたが、その成果が芳しくないため、今年

度改めて塩竈市を重点モデル地域として指定し、当該業務改善加速事業を実施しようとすると。

つまり、県が平成25年度から進めてきて成果が芳しくなかった、何ゆえ芳しくなかったのか、

その検証がされたのかどうなのか。しからばそれを加速というのではなくて、新興事業という

か、新たにもう一回再構築して進めるというふうにすべきではないのかと私は思うんですが、

その辺について県教育委員会とどのような事前協議がされたのかお尋ねいたします。 

  そして、もう一点、確かに鎌田議員がご指摘のとおり、今、教職員の方々の事務量というの

は非常に多くなってきており、深刻な状態になってきておるわけですが、平成26年度の地方教

育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正、法律に基づいて、本市では平成28年度、いわ

ゆる教育大綱が市長部局そして教育委員会において策定され、今年度からまさに塩竈市独自の

小中一貫教育の取り組みを始めようとしておるところであります。いわゆる中１ギャップを解

消ということを目標としておるわけですが、その中で県教育委員会のほうから部活動に随時県

職員が派遣される、これは玉川中学校が指定されておるようでございますが、そういうことで、

子供にとって地域と連携しそして学ぶことの喜びを与えようとするこの小中一貫教育が、一方

では教職員の方々の多忙化解消ということで、目的がそれぞれ相異なるのではないかなと。そ

の辺に現場に混乱を来しはしないかということが大変心配されるところであります。また、部

活動におきましては、いわゆる生徒と地域とそして先生との間での信頼関係が非常に大事だと

いうふうに私は理解するわけですが、県教育委員会から来られた先生方の指導、そして実際の

これまで指導してくれた先生方の中で、指導方針に違いがあった場合、やはり生徒たちは混乱

するのではないかと思うんですが、その辺が私の危惧するところでございます。 

  以上、質疑させていただきます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） ただいま、山本議員から議案第45号「平成29年度塩竈市一般会計補正予

算」につきまして、２点についてご質問いただきました。ご答弁申し上げます。 

  初めに、津波防災拠点施設備品等整備事業についてのご質疑でありました。計画作成業務委

託をしておりますが、そういったものが既にまとまっていて、そういった内容を踏まえて今回

このような予算を計上したのかというご質疑であったかと思います。契約締結につきましては、

平成29年４月に契約をいたしております。まだ１カ月程度であります。一方では、復興庁から

はこれから必要となる復興交付金については全て平成29年５月８日まで、全て項目を提出する

ようにというような依頼がされております。当然、全国市長会でも大変大きな問題になりまし

て、まだ３年、４年残っている中で、今この段階でということについては我々も大きな不満が

あったところではありますが、一方では提出をしなければ計上されないものについては今後復

興交付金の対象とはしないということが明言をされているわけでありますので、まずは５月８

日に塩竈市として今後の所要額を復興庁のほうに提出をいたしております。したがいまして、

このことにつきましても期限が限られておりましたので、その時点で判断される内容で提出を

させていただいたところあります。 

  整備の内容についてのご質疑をいただきました。震災伝承、防災情報の発信を行うための展

示パネルや模型等の製作・設置及び映像音響装置やテーブル、椅子等、施設備品の整備に関す

る費用として4,923万9,000円であります。また、港町地区の想定避難者数であります。全体で

1,386名がマリンゲートに避難をされ、それを防災センターと振り分けをするということであ

りますが、備品についてはまだ備蓄をいたしておりませんので、1,386人分の毛布や飲料水、

アルファ米等の防災備蓄品の整備に要する費用として566万4,000円、合計5,490万3,000円を要

求をさせていただいております。なお、最終的な整備計画書、展示等がまとまりましたら、ま

た議会のほうにもご説明をさせていただきたいと思っております。 

  ２点目であります。鎌田議員からもご質問いただきましたが、業務改善の類似の事業につい

てであります。山本議員のほうからは、平成26、27、28年と３年間にわたってこの事業に取り

組んできた成果がまだ検証されていないのではないのかというようなご質問でありました。基

本的には、私ども毎年成果については検証させていただいております。特に、実は後ほど触れ

させていただきたいと思っておりましたが、３年間の実践研修・研究の成果から見ますと、や

はり１週間まるまる部活動を行うというのは困難な状況でありまして、実は、平成29年度以降
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は塩竈市内の中学校におきましては部活動を休む日を週２日設定をさせていただいております。

これらもこの３年間の取り組みの一定の成果、結果ではないのかというふうに考えているとこ

ろでありますし、また、部活動での指導ガイドラインといったようなものについても公表を開

始をしているところであります。 

  次に、今年度から取り組む学校現場における業務改善加速事業についてでありますが、今ま

ではどちらかというと部活動担当職員の補助的な、技能的な部分を補うということが３年間の

中心でありましたが、これからは、県のほうから派遣をされます部活動指導員が中心になって、

部活動を運営していくということになるものと思っております。 

  ご質問いただきました先生と部活動指導員の指導方法が違うなどの問題についてご心配いた

だきました。本事業におきましては、県から派遣される部活動指導員は、単独で部活動実技の

指導等をすることができるとされておりますが、実際にはやはり部活動指導員と部活動顧問と

いう日常的に指導内容や生徒の様子、また事故等が発生した場合の対応等について相互に情報

を共有するといったようなことも必要でありますので、この点についてしっかりと確認をした

上で取り組みをさせていただきたいと思っております。 

  次に、小中一貫教育がいよいよスタートしている中で、先生方がさらに多忙になるのではと

いうご心配を頂戴いたしました。大変恐縮をいたしておりますが、例えば今回この学校現場に

おける業務改善加速事業を導入いたします玉川中学校でありますが、モデル地区として担当の

１名加配教員を配置させていただきます。担任教諭と指導いただく指導員との間を緊密に連携

を図るということであると思っております。また、小中一貫教育のほうで忙しいというご心配

をいただきました。非常勤職員を１名配置いたしまして、各学校におきましてできるだけ過度

の負担が生じないような配慮をさせていただいているところでありますし、今後もさらに学校

の現場としっかりと情報を共有しながら対策に当たってまいりたいと思っております。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 山本議員。 

○８番（山本 進君） まず、津波防災拠点施設備品等整備事業についてですけれども、既に４

月に既定予算4,923万9,000円をもってプロポーザル方式にてコンサルタントと契約したという

ことについては承知しております。ただ、今、市長答弁されておりますように復興庁との関係

で、どうしても復興繰入基金の取り崩しに当たっては予算協議のためには議決が先決だと、先

議だということが条件に付されているというふうに私も理解しておりますが、所管の常任委員
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会において予算審議する際に、具体的な内容がわからない中でただ予算だけ認めてくれという

ことはないのではないかなと。ですから、現時点で知り得る情報は全て委員会に提示し、そし

て慎重審議していただきたいということを一つ要望しておきます。 

  ２点目の学校現場における業務改善加速事業でありますけれども、大体理解はしたところで

ありますが、やはり一番心配されるのは、この県から派遣される先生の業務管理、人事管理、

この権限はどちらがお持ちですか。 

○議長（香取嗣雄君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） こちらは、県からの派遣ということでありますので、県教

委に服務監督権はございます。ただ、現場で実際に活動するわけですので、そこは学校長との

連携をとりながらやっていただくような方向を考えております。あわせて、県から来るという

と何か地元の人間でないような感じを持たれるかと思いますが、今までも学校の外部指導者と

して活動してきた人の中で資格を持っている方が県からの派遣という形で従事するということ

になります。 

  以上であります。 

○議長（香取嗣雄君） 山本議員。 

○８番（山本 進君） それで、市内の中学校の部活が活発になり、そして県下でも優秀な成績

をおさめられることを期待するわけでありますが、最近ちょっとダーティーなニュースも出て

おりますので、県人事委員会に服務の管理権限があるにしても、現場の校長先生の管理という

ものもきちんとした中で、円滑に初期の目的が達成されるような部活指導をされることを期待

して、私の質問を終わります。 

  ありがとうございました。 

○議長（香取嗣雄君） 17番小高 洋議員。 

○17番（小高 洋君） 日本共産党市議団を代表して、６月定例会に提案された議案に対する総

括質疑を行ってまいります。よろしくお願いを申し上げます。 

  さて、今回お伺いをいたしますのは、議案第46号「平成29年度塩竈市国民健康保険事業特別

会計補正予算」について、そして並びに議案第48号、第49号「工事請負契約の一部変更につい

て」、どちらも越の浦ポンプ場の関連でありますので、そのあたりについてお聞きしてまいり

たいと思います。 

  まず初めに、議案第46号について、全体的な部分で総括的にお聞きしてまいりたいと思いま
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す。今回の補正の中身を見ますと、震災により被災なされた国民健康保険被保険者の一部負担

金免除に係る給付費の歳出増の補正8,736万円ということで、歳入で見ますとこの分に係る８

割分の国庫支出金並びに残２割分に関しての基金繰り入れというふうなことになっております。 

  そこで、まず初めに、総括的な部分ということでお聞きをしたいのは、まだ６月ということ

でもありますので、今の段階でこの先の見通しどうなんだということでお聞きをするには先が

長いということもあるかと思いますが、前段、平成28年度補正の中で諸般の報告に対する質疑

で確認させていただいた中で、当初３億6,600万円ほど基金からの繰り入れを見込んでいたと

ころが、保険給付費の減等さまざまな要因の中で基金の繰り入れを減額し、一方積み立てを増

額をしたということもありますので、こういったところも踏まえながら、じゃあ平成29年度、

国保会計の今後についてどういった見通しとなっていくのか、今の段階で考え方をお聞きして

１問目の質問とさせていただきます。 

  よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 小高議員から国民健康保険事業特別会計についてのご質疑がありました。

特に、今後の方向性についてということであったかと思いますが、まず、今回の補正予算につ

いて若干触れさせていただきたいと思いますが、今回、被災者一部負担金免除の継続実施に伴

う財源と、給付の補正をさせていただきました。この補正により、事業規模でありますが、73

億6,100万円余り、収支差を補塡する基金取り崩し額は３億8,000万円を超える規模となってお

ります。 

  今後の見通しというご質疑であったかと思いますが、前段、平成28年度の国保の動きについ

てはそれぞれ担当からご説明をさせていただきました。例えば、医療費制度がどう変わるかと

いうだけで数億から数十億の費用が動いてしまうというような状況であります。また、最近お

耳にされておるかと思いますが、高額医療費負担というものが国保会計にとっても大変大きな

ものになりつつある状況であります。したがいまして、年間を通して当然見通した上で予算編

成を行っているところではありますが、年度前半と後半でかなり大きな差が出てきているとい

うことについては事実であります。今後もでき得る限り情報の収集を行うとともに、例えば国

保連合会等のビッグデータを活用させていただきながら、今後本市の国保会計がどのような趨

勢をたどっていくかということについては精査をさせていただきながら国保の運営に当たって

まいりたいと考えているところでございます。 
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  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） ということでお答えを頂戴いたしました。 

  それで、総括的な部分ということでありましたので、その部分に留意してお聞きをしたいと

思うんですが、まず一つ整理をしたいなと思いましたのが、今回の一部負担金免除にかかる部

分のことでありますが、２月定例会で一定その内容が示される中で、予算としては反映されて

いなかった部分、既決予算でその部分を行っていくというようなことで、改めてこれからの部

分に関してこういった基金というか補正というようなことになったんだと思うんですが、その

あたりのところを初めに少し整理をしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 制度継続につきましては、２月定例会の際にも多くの議員の皆様方から

ぜひ継続をしていただきたいというようなお話でありました。議会開会中に国のほうにおきま

しては一部負担を継続いたしますという情報が入ってきたと記憶いたしております。ただし、

８割２割ですかね、というような内容でありましたので、定例会におきましても私のほうから

ぜひこのことについては継続した取り組みをさせていただきたいというお話をさせていただい

たと思っています。ただし、予算については、当然もう議会が始まっておりましたので、予算

については６月補正とさせていただきますと。年間予算をお認めいただいておりますので、そ

の中でやりくりをしながら制度は４月から適用させていただくということでご答弁を申し上げ

たと記憶いたしております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） ありがとうございました。そういったことで今回の補正というようなこ

とになったんだと思いますが、なかなか、当然平成29年度始まってすぐだということもありま

して、なかなか今後の見通しというところでは難しいところがあるというようなことで、それ

は確かに理解するところでありますけれども、一方でその平成28年度等の動き、こういったと

ころを引き続き見ながら、委員会の審議等もございますので、時間ですので、このあたりで次

に移ってみたいと思います。 

  それで、議案第48号、第49号に関しての部分でありますが、越の浦ポンプ場の関連、特にこ

こを分けて質疑をするということではなくて、この関連ではこれまでも迅速な施工とそして稼
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働というところについて、再三住民の皆さんのお声をたくさん頂戴しておりましたので、そう

いったところで求めてきた経緯もございます。その中で、今回の議案の中身を見ますと、当現

場における発生土を災害関連事業に有効活用するということで、さまざまお聞きをして、県と

の協議の上で東松島の残土置き場に持っていくと。要は、有効に活用できるところで活用する

ことで、復興に係る費用の中で全体的に見た場合に一定の削減効果、効率化が見込めるという

ことでご説明を頂戴しまして、そこについては一定理解はしたつもりであります。それで、じ

ゃあ第49号はどうでしょうかということで見ますと、ＪＲ主体の工事等となかなか難しい条件

も絡む中で、我々素人が見れば、これ予算的に見ればかからなくてもよかったのかなというよ

うな予算もあるのだろうけれども、難しいところもあったのだろうというふうに今の段階では

理解をしております。そこのところを深める部分については、委員会のほうでも理解は深めら

れると思っておりますが、今回総括的という部分でお聞きをしたいのは、やはりその周辺にお

住まいの住民の方々の願いは何かというところで考えますと、もうこれは一刻も早く該当地区

の治水状況といいますか、そういった部分が改善されることでございます。そういった中で、

これから梅雨の時期あるいは台風の時期を迎えるということもありますので、今回の契約変更

あるいは工事の中身の変更等について、この稼働という部分に向けてそのスケジュールという

ところに何らかの変化が生じてくるのかどうか、このあたりをお答えを頂戴したいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 越の浦ポンプ場につきましては、周辺の住民の方々から大雨が降るたび

に冠水をしてしまうという悲痛なお声を寄せていただいておりました。そういったことを踏ま

えまして、今回抜本的な解消を図るために越の浦ポンプ場の建設ということに着手をしたもの

と認識をいたしています。議会等でも、平成29年の９月ぐらいに完成を目途にという説明をさ

せていただいてまいったかと思います。先ほどのＪＲとの協議があって、着手ができなかった

という部分につきましては、実は放流渠の部分であります。ポンプ場本体については、そちら

のほうに余り引っ張られるということはなくて、順調に工事が進められてきているものと思っ

ています。また、160日間ほど中止をした東北本線の地下の部分につきましても、大分工程を

挽回をさせていただいておりまして、今の状況でまいりますと、できれば９月末まで、若干ず

れても10月初めぐらいまでにはなんとか工事を完了し、いずれポンプ場でありますので試験運

転をしなきゃないということがありますので、本格的稼働については当初の予定どおりの10月

末ぐらいから、地域住民の方々に安心していただけるような環境をご提供できるようなことに
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なるものと判断をいたしているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） わかりました。何らかの、さまざまあるかもわからないけれども、これ

までどおり９月末、10月末というところで稼働が見込めるということで確認をさせていただき

ました。それで、そういったことで一つ市民の方もちょっとほっとしたところあるのかもわか

りませんが、そこに関連いたしまして、ポンプ場への流入経路といいますか、そういった部分

について、例えばダブル踏切付近、丁字路付近、あのあたりの流入する水路の関連で、設計の

ための予算というものに関してもお話、これまでもあったかと思いますが、ここもしっかりと

整備をされなければポンプ場になかなか水が行かないと、行きにくいというようなこともある

かと思いますので、その進捗といいますか考え方について確認をさせていただきたいと思いま

す。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 上流の流入水路の整備についても、議会の皆様方からたびたびご心配い

ただいてまいりました。復興庁のほうと話をさせていただき、基本的に調査については認めて

いただいているところであります。また、工事費用につきましても今の復興庁の考え方は、今

内示をしております越の浦ポンプ場全体事業費の中で賄える部分については認めますというこ

とは確約をいただいているところであります。ただ、我々が懸念いたしますのは、ＪＲ線と並

行して水路を整備していかなければならないという問題であります。特に、踏切周辺、具体的

な名前で恐縮でありますが、森商店さんの周辺については、ＪＲのほうに影響が出ないような

形で流入渠を果たしてどういった形で整備できるかといったようなことについては、まだ委託

の内容が詳細まとまってきておりませんし、ＪＲとの協議はしたがってまだ開始をしていない

ところであります。委託設計がまとまり次第、またＪＲのほうと施工協議をさせていただきた

いと思いますが、その結果でまた所要額を確保するよう努力をいたしてまいりたいと思ってい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 小高議員。 

○17番（小高 洋君） わかりました。なかなか難しいところだということで、これまでもお話

をお伺いしておりまして、この点については非常に心配をしておりました。それで、その復興
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予算という関連に関しましても、なかなか復興庁のほうでせかすというか、そういった部分も

さまざまお聞きをしておりますので、ぜひその最大限のご尽力を持ってして、この流入水路の

部分の整備というところに関してもぜひ進めていただきたいということを強くお願いを申し上

げまして、私からの質疑といたします。 

  ありがとうございます。 

○議長（香取嗣雄君） 16番伊勢由典議員。 

○16番（伊勢由典君） 日本共産党市議団を代表いたしまして、議案第42号「塩竈市復興産業集

積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例」、議案第44号「塩

竈市障がい者福祉推進委員会設置条例」、議案第45号「平成29年度塩竈市一般会計補正予算」

２億8,499万2,000円について総括質疑を行います。 

  質問の１番目は、議案第42号「塩竈市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関

する条例」について伺います。今回の条例は、被災地における投資雇用促進を図るとしており、

最長５年の延長で固定資産税の免除を行おうとするものであります。資料№８によれば、平成

25年から平成28年までで76件、うち新規30件、免除額が２億9,693万2,000円が行われたとなっ

ております。そこで、次の点を質疑いたします。民間投資推進特区あるいは千賀の浦観光推進

特区の認定を受けて、こうした固定資産税免除を受けた業種、それぞれの企業数あるいは雇用

増につながったのかどうか、雇用数です。大体そういうところについて、経済効果についてお

聞きをいたします。 

  質疑の２番目は、議案第44号「塩竈市障がい者福祉推進委員会設置条例」についてお聞きを

いたします。塩竈市は、平成29年度で障がい者計画の計画期間の終了を迎えます。その上で、

平成30年度から平成35年度、５年間ですが、塩竈市障がい者プラン策定に着手するとしており

ます。策定のため、塩竈市障がい者福祉推進委員会を設置するとしています。そこで、関連で

次の点についてお聞きをいたします。 

  質疑の第１点目は、第２期障がい者プラン、第２期障がい者福祉計画、第４期障がい者福祉

計画の塩竈市としてこれらについて到達点、課題について市の考えをお聞きいたします。 

  ２点目は、児童福祉法改訂で新たに障がい児福祉計画が第１期として計画されるということ

になっております。どういった現状、課題なのかお聞きをいたします。 

  第３点目は、障がいをお持ちの方々の、親亡き後の入居施設の課題について、一体どうなっ

ているのかお聞きをいたします。 
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  質疑の３番目は、議案第45号「平成29年度塩竈市一般会計補正予算」についてお聞きをいた

します。今回の補正予算は、先ほども述べましたように２億8,499万2,000円です。今回の予算

で本塩釜駅前商店会のある海岸通地区の地盤沈下対策として8,643万9,000円が提案されており

ます。東日本大震災から６年が既に経過をしております。その中で、同商店会では道路が大き

く沈下し、建物と道路の落差があり、こうした道路のかさ上げの工事が関係者の間でも大変待

ち望まれていた件であります。今回の案件について、塩竈市の対応について感謝をいたすとこ

ろでございます。そこで、次の２点についてお聞きをいたします。 

  第１点目は、平成29年度当初予算と今回の６月補正を含めて、復興事業の到達点そして今後

の課題等はどういうものなのかをお聞きをいたします。 

  ２点目は、割増商品券事業4,500万円が計上されました。既に数日前からお中元商戦が開始

され、テレビでも報じられております。２割増商品券そのものの活用という点で、２月定例会

で提案していたならば、大体今ごろあたりから実際に２割増商品券の活用、運用ができて、商

店街のさまざまな活性化に期するのかなと思いますが、改めて２月当初予算でなぜ予算化でき

なかったのか、その辺の事情についてお聞きをし、質疑とさせていただきます。 

  よろしくお願い申し上げます。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 伊勢由典議員のご質疑にお答えいたします。 

  初めに、塩竈市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正

する条例についてのご質疑でありました。 

  業種別の免除内訳についてのご質疑でありました。総額２億9,693万2,000円でありますが、

うち製造業が約１億9,700万円、全体の66.4％であります。続きまして運輸業が4,300万円で

14.6％。以下、卸売・小売業が3,800万円で12.9％、複合サービス業が1,700万円で5.6％、専

門技術サービスが150万円ほどで0.5％という内訳であります。 

  雇用の影響についてというご質問でありました。事業者が雇用を行う際にはさまざまな要因

がございますので、この課税免除による影響とは一概には申し上げられない部分もございます

が、各事業者に対し初年度の課税免除を行った年度と、その前後年度との本市住民の雇用人数

の変化を申し上げさせていただきます。平成25年度でありますが、５事業者で16人の増。平成

26年度は12事業者で２人の増。平成27年度は８事業者で８人の増。平成28年度は５事業者で24

人の増となっており、これらを合計いたしますと50人の雇用が増加したものと推計をいたして
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おります。 

  次に、塩竈市障がい者福祉推進委員会設置条例について、何点かご質問いただきました。 

  初めに、現状の障がい者プランの目標到達度、課題についてのご質問でありました。本市で

は、平成27年度に障がい者プランの個別実施事業であります第４期障がい福祉計画を策定し、

平成29年度までの計画期間における障害福祉サービスの具体的な推計値を定め、推進をいたし

ております。その計画に位置づけました各種福祉サービスの主な実施状況でありますが、代表

的なものを申し上げますと、在宅でヘルパーの訪問を受ける居宅介護サービスでは、目標値73

人に対し実績値は79人と、ほぼ目標値に近い状況であります。また、短期入所、いわゆるショ

ートステイでありますが、定期的な入所、緊急の預かり先としての必要性が増したことに伴い、

目標値33人に対し、実績値は47名で目標値を43％と上回った状況であります。また、障害児支

援につきましては、障害があるお子さんたちが全国的に増加している中で、本市におきまして

も45人の数値に対し実績値が118人ということで、目標値の2.6倍といった状況であります。全

般的な課題認識といたしましては、こうした需要に的確に応え、障害のある方々が地域で私た

ちと一緒に生活できる環境を二市三町圏域で整えられますよう、サービス事業者の事業拡大の

促進と、医療等の関係機関との協力連携が必要ではないのかと考えております。具体的な課題

につきましては、今年度に策定をいたします新たな障がい者プランの策定を通して、これまで

の課題整理、分析を行ってまいりたいと考えております。 

  続きまして、新たに障がい児福祉計画を策定することになった状況と課題についてのご質問

でありますが、現在、全国的に重度の障害や発達障害を抱える児童が増加をしている状況であ

り、医療的ケアを伴う短期入所施設や、放課後デイサービスの利用ニーズが高まっており、重

症心身障がい児への支援の拡大と、障害児通所支援サービスの質の確保が課題になっておるも

のと考えております。国は、こうした状況を踏まえ、障がい児通所支援、障がい児相談支援の

提供体制の整備等を確保するために、平成28年６月に障がい者総合支援法及び児童福祉法の一

部を改正し、８月に発達障害者支援法の一部改正を行い、市町村において国が定める基本指針

に即した障がい児福祉計画を策定するよう義務づけられたものであります。この障がい児福祉

計画では、障がい児通所支援、障がい児相談支援の提供体制の確保についての目標や、支援の

種類ごとの必要な量の見込みを定めることとなりますことから、本市におきましても新しい障

がい者プランの策定に合わせ取り組んでまいりたいと思っております。 

  障がい者の親亡き後の対応についてであります。全国的に、障がい者の日中の活動の場や、
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生活の場となる受け入れ施設が不足をしている状況であり、本市におきましても障がい者の

方々の親亡き後の生活をどのように支援をしていくかということについては、大変大切な課題

であると受けとめております。国では、障がい者の高齢化、重度化や、親亡き後を見据えまし

て、全国の都道府県及び市町村の第４期障がい福祉計画の策定に当たり、平成29年度までにグ

ループホームへの入居の体験の機会の提供や、ショートステイによる緊急時の受け入れ態勢の

確保などの機能を有した地域生活支援拠点施設を、市町村または圏域に１カ所整備することを

成果目標として設定することとし、本市におきましても二市三町共通の方針として計画の中に

位置づけてまいりました。これまで、二市三町で構成する宮城東部地域自立支援協議会におき

まして、検討・協議を重ねてまいりました結果、現在利府町に地域生活支援拠点施設の施設整

備を、特定ＮＰＯ法人さわおとの森が進め、ことし４月に一部開所し、７月には全て開所する

運びとなっております。本市といたしましては、この拠点施設の整備に伴い地域生活への意向

等の相談、グループホームの入居体験機会の提供、ショートステイによる緊急時の受け入れ態

勢の確保などの新たな機能を活用し、地域で安心して生活ができますよう、親元から自立を促

すための居住支援を行ってまいりたいと考えているところであります。 

  次に、復興交付金事業の達成状況についてご質問いただきました。復興交付金事業全般にお

ける進捗状況でありますが、現在、総額592億3,460万円の採択事業費に対し、決算前ではござ

いますが平成28年度の実績見込みとして、発注済額が約460億円、うち執行済み額では429億円

となっており、率にいたしますと発注率で77％、執行率では72％の状況であります。一方で、

課題となっております事業といたしましては、海岸通地区震災復興市街地再開発事業あるいは

浦戸地区における漁業集落防災機能強化事業等が、計画から大幅におくれている状況でありま

す。このうち海岸通地区市街地再開発事業につきましては、権利者同意の取りまとめ等に時間

がかかりましたが、本年３月に権利変換計画の認可を県から受けましたことを踏まえ、いよい

よ本格化してくると期待をいたしております。また、漁業集落防災機能強化事業でありますが、

ご案内のとおり防潮堤高が決まらなかったためになかなか関連する施設の着手ができなかった

という状況でありましたが、防潮堤の高さが昨年８月に住民合意が整いましたことから、現在

急ピッチで事業促進をいたしておるところでございます。 

  次に、割増商品券についてであります。なぜ、当初予算に計上できなかったのかというご質

問でありました。平成26年度から国の交付金等を財源として活用しながら３カ年間実施をいた

してまいりました。平成29年度の当初予算編成段階におきましては、国県の活用できる制度を
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模索をいたしましたが、残念ながらそのような制度がなかったために見送ったところでありま

す。新年度に入りましてからも、該当する制度を模索いたしましたが、残念ながら該当するも

のがありませんでしたが、一方では市内の状況を見ますといまだ景気回復が半ばという状況で

あります。このようなことを勘案し、昨年度本事業にご参加をいただいた皆様方から事業実施

の効果が得られたというお話を頂戴いたしましたほか、９割を超える皆様方から事業継続の要

望等をいただきましたことから、今回６月補正予算に計上させていただいたところであります。

時期的にお中元商戦に間に合わないということについてはお詫びを申し上げるところでありま

すが、お正月商戦にはぜひご活用いただければと考えているところでございます。 

  よろしくお願い申し上げます。 

○議長（香取嗣雄君） 伊勢議員。 

○16番（伊勢由典君） お正月そしてお盆にも間に合うように、しっかりと策を打って、商店街

の支援に役立てるように、ぜひご支援方よろしくお願いしたいと思います。これについてはわ

かりましたし、あと、障がい者の計画の特に児童のそういった発達障害とか、最近この問題が

随分クローズアップされていますので、しっかりとしたプラン、計画を立てていただいて、ぜ

ひともよろしくお願いをしたいというふうに思います。あとは委員会のほうでしっかりもんで

いただいて、よろしくお願いします。 

○議長（香取嗣雄君） これをもって総括質疑を終結することにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（香取嗣雄君） 異議なしと認め、総括質疑を終結いたします。 

  ただいま議題となっております各号議案につきましては、お手元にご配付の議案付託表のと

おり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。 

  お諮りいたします。本日はこれで会議を閉じ、明16日から21日までを常任委員会開催のため

休会とし、22日定刻再開したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（香取嗣雄君） 異議なしと認め、本日はこれで会議を閉じ、明16日から21日までを常任

委員会開催のため休会とし、22日定刻再開することに決定いたしました。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでございました。 

   午後４時５３分  散会 
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   午後１時  開議 

○議長（香取嗣雄君） ただいまから６月定例会２日目の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、日程第２号記載のとおりであります。 

───────────────────── ◇ ──────────────────── 

   日程第１  会議録署名議員の指名 

○議長（香取嗣雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員には、18番曽我ミヨ議員、１番小野幸男議員を指名いたします。 

───────────────────── ◇ ──────────────────── 

   日程第２  一般質問 

○議長（香取嗣雄君） 日程第２、一般質問を行います。 

  質問の通告がありますので、順次発言を許可いたします。なお、本日の一般質問は全て一

問一答方式にて行います。 

  13番鎌田礼二議員。 

○13番（鎌田礼二君）（登壇） 市民クラブの鎌田礼二でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

  本日は、質問の機会を与えていだたきありがとうございます。皆様に感謝申し上げます。 

  まず、幼児教育において。 

  昨年春に、町内の方から孫が保育所に入れなくて困っているという相談がありました。そ

の後、何とか入所はできましたが、あれから１年が経過し、今月初めの新聞に待機児童３年

連続増という見出しで、全国に保育所に入れない待機児童の実態が掲載されました。人口減

少が続く塩竈市としては問題ないものと思いますが、現在、どういった状況なのかをお聞か

せください。また、塩竈市の幼児保育の見通しについてもお聞かせください。 

  今回の一般質問では、幼児教育についてのほか、教育関係について、そして市立病院につ

いて、この３項目を通告しておりますが、残りの２項目については自席で質問させていただ

きます。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君）（登壇） ただいま鎌田議員から大きく３点にわたりご質問いただきま

したが、初めに幼児保育についての御質問でありました。 

  まず、本市の待機児童の状況についてでありますが、平成29年４月１日現在の待機児童数
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は３名となっております。また、公立及び私立の認可保育所10カ所の入所児童数であります

が、定員が715名に対しまして682名であり入所率は95.4％でありました。待機児童３名とい

うご報告をさせていただきましたが、１つは病院の院内保育所に入所された方であります。

もう１点は、市外の認可保育所に入所している児童、都合３名であります。昨年度までは認

可外保育所を利用している児童は、基本的に待機児童数に含めないということで取り扱って

まいりましたが、今年度より国の待機児童の要領が変わり、市が運営支援等を行っていない

認可外保育所に入所している場合は待機児童とみなすということになりましたことから、３

名の待機児童が発生したものであります。 

  次に、塩竈市の幼児保育の見通しについてのご質問でありました。 

  将来的な保育ニーズにどのように対応していくのかというご質問であるかと思います。本

市では、平成27年度に策定いたしました新のびのび塩竈っ子プランをもとに、子育て支援の

サービスの提供を行っているところであります。計画の中では、平成27年度から平成31年度

までの教育、保育、地域子どもあるいは子育て支援事業の利用料と提供料の見込みをお示し

しております。 

  ご質問の今後の保育料につきましては、長期的には少子化傾向にあり、子供の人口が残念

ながら減少すると推測いたしております。したがいまして、保育利用者や各種子育て支援事

業の利用者が緩やかに減少するものではないかと見込んでおります。したがいまして、現行

定数の有効活用により保育所については充足できるものではないのかと考えているところで

ございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 先ほど説明ありましたが、新聞によりますと厚生労働省でことし４月

から待機児童の定義を見直して、保護者側の育児休業中であっても仕事につきたいと、復職

したいという意思がある場合はカウントするということが新聞に掲載されていたわけですが、

こういった形のやつはないというかパターンはなかったのでしょうか。まず、そこをお伺い

したいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 厚生労働省の保育所等利用待機児童の定義が変わったのではないかと

いうご質問であったかと思いますが、前段、３名の待機児童が発生いたしておりますという

ことについては、先ほどご説明させていただいたところであります。 
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  本市の場合、待機児童に含まれない人数でありますが、６月１日現在で76名となっており

ます。内訳でありますが、今、議員からご質問いただきましたが、求職活動休止中というの

が35名であります。それから、認可外保育施設や事業所内保育施設利用といったような方々

が９名であります。このことにつきましては、塩竈市から一定の補助金を充当させていただ

いておりますので、そういった違いが先ほどの数字との違いだと思っています。それから、

特定の保育所を希望される方、例えば、お兄ちゃんと一緒のところに入りたい、あるいはぜ

ひ近い場所にということの方々が28名であります。それから、育児休業中の４名ということ

で、いずれも厚生労働省の基準にのっとった形の人数ということで把握いたしております。

以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） わかりました。 

  それから、今後の見通しですけれども、少子化で現在の施設で十分間に合うという回答だ

ったと、概略はそういう回答だったと思うんですが、毎回、私が申し上げたとおり、ある程

度余裕を持って、これをいっぱいにするつもりでやはり動かないといけないんじゃないかな

という、いわゆる保育所関係が十分塩竈に行けば入れるよということになれば、これもやは

り塩竈に移り住もうという人たちの１つの要素になると思いますので、そういった方法も考

えて取り組んでいただきたいなと思います。 

  次に、教育について移らせていただきます。 

  塩竈市いじめ防止対策推進条例が昨年制定されまして、１年が経過したわけです。それで、

今までの実績という表現はよくないんですが、いじめの去年１年の実態と成果は、やっぱり

この条例による成果があったと捉えられるものはあったのかどうか、その辺をお伺いしたい

と思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 昨年４月、塩竈市いじめ防止対策推進条例を施行させていただきまし

た。その取り組みの成果的なものはというご質問であったかと思います。大きくは３点と考

えております。 

  １点目といたしましては、教職員のいじめに対する意識改革が進んだということでありま

す。教職員のいじめに対する気づき、理解が深まり、結果としていじめの早期発見でありま

すとか、いじめ問題に対する組織的対応というものが進んだものと考えております。 
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  ２点目でありますが、学校と関係機関との連携が進んだということであります。本人、保

護者のいじめに関する相談窓口が複数整備されまして、関係機関からの情報が即座に学校に

集まる体制の整備が進んでおり、現在も学校と関係機関が連携して問題解決に当たらせてい

ただいているところであります。 

  ３点目でありますが、児童・生徒の意識の変容であります。各学校ごとにいじめ防止に関

する年間指導計画を作成し、さまざまな角度からいじめ防止対策を進めてきておりますが、

やはりいじめは重篤な問題行動であり、決して許されないものであるという意識が児童・生

徒の中に広く浸透してきているものと考えています。 

  こういったことから、条例が制定された平成28年度のいじめ解消率が98％と高い数値に至

っているところでございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） まずは意識改革ですか、教師の。それから、２番目として学校と関係

機関の連携が目的だと。それから、３番目に児童の意識の高揚ですか、高くなったというこ

とだったと思います。 

  それで、最後に、聞き損じたんですが、いわゆるいじめから解消したのが98％ということ

でしょうか、その辺がちょっと聞きづらかったんですが。 

○議長（香取嗣雄君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） いじめの認知件数から解消したということは98％という

ことであります。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） どうもありがとうございます。 

  これは認知から98％ということは、２％を解決していないというところになるわけですけ

れども、いわゆる最近であればまだ時間が必要で解消していないということもありますが、

そういったいわゆる長期にわたる問題とは違いますか。そういう２％の中にそういったこと

は入るんでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） 割合でいうと２％ということですが、人数でいうと１人

ということなんですけれども、長期にわたってということになりますと、いじめを原因とし

て30日以上休みますと重篤な事態ということになります。重篤な事態には至っておりません
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ので、解消してはきております。ただ、この時点でまだ解消されていないということでござ

います。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） わかりました。 

  それで、先ほど認知数という数が出ましたが、これはアンケートをとられて、それで把握

していると以前聞いたかと思うんですが、アンケートの内容、文面といいますか概略はどう

いった形になっているのかなというところをお聞きしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 遠山学校教育課長。 

○教育委員会教育部学校教育課長（遠山勝治君） アンケートですけれども、学校生活アンケ

ートというものをとっております。いじめという名称ではなくて、学校生活アンケートとい

う名称でとっておりまして、中身としましては、学校が楽しいですかというところから始ま

りまして、いじめを受けておりますかと、いじめを見たことありますかと、相談したいこと

がありますかと、そのような項目でアンケートをとっております。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） アンケートの内容としては妥当なのかなと私は思うわけですけれども、

これを先生が回収するということは、クラスの中の状況としてこういったことが書いてある

ということがまず先生の一番最初に目に入るのだろうと想像はするものですけれども、私が

考えているのは、本来の生徒の実態を聞くにはその方法ではちょっと十分とはいえないので

はないか思っているんです。後段、学校の先生とのかかわりについても触れたいと思うんで

すが、いわゆる学校の担任の先生のことについては、そこには書ける項目はないし、あった

としても生徒としてはまず書けない話ですよね。そういうふうにまずは思われませんか。 

○議長（香取嗣雄君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） 学校生活アンケート、それからいじめの調査であります

が、基本的に条例で規定しておりますのは、子供同士のということが前提になりますので、

そういった観点で調査しているところであります。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 後で質問しようと思っていたんですが、昨年の12月に、やっぱりいじ

めについて質問させていただきました。その折に、私の息子もいじめられていたんですよと、

そのいじめられていたのは子供たちからではなくて学校の先生だったんです。そういうこと
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もありますし、仙台の中学２年生の子、自殺した子については、子供もそれは悪かった部分

もあるのかもしれません。それは実態、私は細かなところはわかりませんけれども、報道に

よりますと、やはり子供たちからのいじめもあって、なおかつ学校の先生からの体罰もあっ

たということがあるわけです。そして、昨年の12月も話をさせていただきましたけれども、

福島の原発からの避難者で菌扱いを、菌づけで呼ばれたりというそういうあれもありました

し、その前でしたっけ、同時期ぐらいだったと思うんですが、仙台のやはりこれも中学校で

何かありましたよね、そういった。 

  そんなわけで、これは我々はどうしても子供対象で子供たちだけのいじめを考えているよ

うですけれども、実際はあると思うんです。それを昨年の12月の定例会で言わせてもらった

んですが、これについては何ら検討もされなかったのか、教育委員会の中では。どういった

方向で進んできたのか、これは検討する必要はないよということでそれっきりになっている

のか、その辺を、教育委員会の中の内情で悪いんですが、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） いじめという規定については、先ほど申しましたように

子供同士のということではございますけれども、教員による体罰の問題ということも今回問

題になっております。これは調査との関係も出てくるのだと思いますが、アンケート調査だ

けでいじめがあるなしということには考えておりません。先ほど、市長からご答弁申し上げ

ましたとおり、関係機関との連携によりまして保護者、それから本人が相談する場を複数と

ご答弁申し上げましたが、例えば、青少年相談センター、スクールソーシャルワーカー、ス

クールカウンセラー、コラソン、ケア教室も含めて、そういったところに相談があったもの

については全て学校に吸い上げるように、すぐに上がってくるようになっています。 

  そういう中で、例えば、教師による体罰であるとか、そういったものがあれば当然上がっ

てまいりますし、学校の中でも、例えば、アンケート調査には上がっていないものの最近何

となく元気がないなということがあれば、チャンス相談といいまして、何か悩んでいること

ないかということで相談に乗るということを通して、子供自身の課題、問題を解決していく

という方向で進めているところでございます。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 今の話はその話でわかるんですが、いわゆる相談センターとか関係機

関からの吸い上げを図るということですけれども、ということは、いじめられている子やら
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なんやらにとっては遠回りになるわけです。やはり、ダイレクトに吸収するようなシステム

を、いわゆる１経路だけではなくて多経路にわたってそういったことがあれば、自殺やらな

んやらもある程度防げてくるのかなと私は思うんです。先ほど私が質問した、昨年12月に私

は一般質問させていただいたんですが、その後、教育委員会ではそういったことを審議はさ

れたんでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） 当然、議会で話題になったことについては持ち帰って、

教育部として話し合いを持っておりますし、それからいじめ防止対策委員会というのを年２

回開いておりますが、そういった中でも話題にさせていただいております。 

  ただ、先ほど来、申し上げておりますが、いじめということになりますと、条例上、子供

同士のということでありますので、教師側のということになりますと、これは不適切な指導

もしくは体罰ということで、そういう扱いでもって学校現場からそういったものをなくすと

いうことはもう従来から取り組んでいることでございますので、今後ともそういう指導をし

てまいりたいと思っております。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） そうすると、それで若干話題にはなったが、特別それで進んでいるわ

けではないんですよね。そして、私は、いじめという１分野といいますか、それは子供にと

ってはストレスやら将来に与える影響やら、ひどければ自殺に追い込む、私は、いじめだけ

ではないと思うので、いじめに限定して論議するのはよくないというか、狭い見方ではない

かと私は思うわけです。 

  12月の一般質問でも、やはりきょうと同じようなことを教育長は回答されているんです。

いわゆるいじめ防止法の法上の捉えとしては、あくまで子供のことを対象にしたものですと、

先ほども教育長は言われたわけですけれども、これはやはり目を広げて、もっと枠組みを広

げて、いじめといえどもいわゆる学校の先生のいじめもハラスメントになるのかもしれませ

んし、そういった部分についても十分検討していく必要があると思うんです。現実に、その

後、仙台市で起こっているわけですから、その点。 

  ですから、もうちょっと深く捉えていただいて、私はこの間も言いました。ほかの自治体

ではただ単にいじめ防止条例だったと。でも、ここに、塩竈市については何でしたっけ、も

う完璧に近いぐらいの名前に入っていると思うんですけれども、塩竈市いじめ防止対策推進
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条例ということでいじめ防止だけではなくて対策推進、ここまで入っているんです。それな

らば、もっと踏み込むべきだと私は思うんですが、いかがなものでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） 議員ご指摘の教師の不適切な指導もしくは体罰というこ

とについては、あってはならないことですので、重々今後とも指導してまいりますが、塩竈

市いじめ防止対策推進条例について、その第２条にいじめとはということで、ここに子供同

士のということを規定しておりますので、あくまでこの条例上のいじめということについて

は、子供同士のということで捉えさせていただきたいと。余り大きくすることによって焦点

がぼけてしまいますので、ここは、この条例上はこういう押さえにしておいていただいて、

学校の運営上いろいろ問題があることについては、さらに今後とも指導していきたいなと思

っているところであります。以上であります。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 条例に書いてあるからこうだという話では、私的な表現で悪いんです

けれども、ちょっと情けないなと私は思うんです。いわゆる、やっぱり１年間経過したわけ

ですけれども、実際に使ってみて、これは使い勝手が悪いよと、ここはちょっとこれが抜け

ているんじゃないかというやつは条例を変えればいいんです、何ら。悪いほうに変えるのは

困りますけれども、いいふうに、いいふうといいますか、子供たちにとって我々塩竈市を担

う、それを育てるための条例ですから、もうそういったぐらいの労力を費やす必要は十分私

はあると思うわけですけれども、それについてはいかがですか。もう変えればいいんです、

ですからそういうふうに。いじめられる子にとっては先生も生徒もないんです。そう思いま

せんか。ですから、対象を広げるべきだし、これを変えるのであれば別なやつをつくって何

らかの形でやはり子供たちを守っていかないといけないなと思うんです。 

  それで、先ほどの話にちょっと戻りますけれども、そういった意見を吸収するのに遠回り

で青少年相談センターやらなんやらで受けるのではなくて、直接目安箱を置いておいて、自

分の意見を直接箱に入れれば先生経由ではなくて校長先生に見てもらえるとか、そういうシ

ステムをつくりませんか。 

○議長（香取嗣雄君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） まさにそのとおりでございまして、子供がさまざまな場

面でどれだけ苦悩しているかということを的確に捉えるということは非常に大事なことでご
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ざいますので、さまざまな手だてを講じております。一番、我々、新しい取り組みとしても

特に力を入れておりますのは、子供同士でいじめが起こるわけでありますので、子供同士で

逆にいうといじめを防止するような風土をつくっていくということが大事だと捉えておりま

す。 

  ということから、アルカス塩釜という生徒会、児童会を中心とした子供たちが話し合いの

もとにいじめ防止についてのスローガンを考えたり、それから各学校における取り組みを考

えたりして、実際に活動しているところであります。こういった活動を通して、いじめを許

さない風土づくりにつながっていくんだろうなと思いますし、そういったことが遠回りなよ

うにして最終的には子供たちを守ることになるのではないかということで、そういった取り

組みをしているところであります。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 教育長の言わんとすることはわかります。やっぱり子供同士でいろい

ろそういったレベルアップを図って、いじめなんて悪いんだと周りから防止していくという、

横のつながりで。それは大切なことで、悪いとは私は否定はしません。 

  しかし、去年の12月に私は一般質問させていただいて言いました。それが現実として仙台

市で起きているんです、もうすぐ隣の。学校の先生絡みで。それをどう捉えているんですか。

私はかなりそれを教育委員会としてきっちりと受けとめていかないといけないと思うんです。

そして、なおかつ私が12月に言っているんです。言っていて、なおかつこういうことに、塩

竈市ではないんですが、ならないという保証は何もありません。子供たちだけのいじめがな

くなれば、じゃあいいのかと、それでそういったことが防げるのということなんです。現実

に起きているのでどう考えるのか。仙台市のいじめで自殺した件がありましたけれども、こ

れを受けて塩竈市教育委員会としては何かアクションとられているんですか。 

○議長（香取嗣雄君） 遠山学校教育課長。 

○教育委員会教育部学校教育課長（遠山勝治君） 先ほどからあります教師によるいじめ、体

罰も含めてですけれども、ハラスメント等も含めてやっぱり不適切な指導になっておりまし

て、これにつきましては、ことしの４月に塩竈市コンプライアンスマニュアルというものを

作成いたしました。それで、年に４回、教員はセルフチェックをして、それを教頭に提出す

ると、また教頭も目視で普段の様子を見ていくと。また、それぞれでおかしいなと思った部

分にはすぐに教頭に情報を一元化して集めて、それについて校長を含めて対応するという形
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をとっております。また、校長についても、昨年来、校長の不祥事等もありましたので、そ

こにつきましても校長みずからがセルフチェックをして、それを教育委員会に年に２回、校

長面談を通して報告するという体制をことし４月からとっております。その第１回目を先日

の５月にやっているところでございます。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 今の話を聞くと、かなりよさそうに私は思うんですが、でも学校の先

生からとったら、何でそんなことまで指導を受けて、忙しいのにこんなものまでやっていら

れるかという思いがあると思うんです、私は。そういうストレスが子供への不適切な指導に

つながるんだと私は思っているんです。そんな意味もあって、余りそういったもので縛るこ

と自体がかえってストレスを先生方に与えて、矛先が生徒に行く事態になりはしないかとい

うことを私は言っているんです。それを去年から言っているわけです。今回の仙台市のあの

事件を見て、そういうところに走っているわけですか、塩竈市教育委員会は。 

○議長（香取嗣雄君） 遠山学校教育課長。 

○教育委員会教育部学校教育課長（遠山勝治君） 塩竈市はというお話でしたけれども、実は、

これは昨年度、やはり県内全てで不祥事等が散見されるというところで、まずは県立学校で

スタートして、各市町村ではそれを独自のものとして、このようなコンプライアンスマニュ

アルを作成したところであります。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 先生は、今、忙しいと思います、かなり。今回の議案にも部活動の指

導のための議案も盛り込まれておりますけれども、かなりそういったことの対策ももちろん

必要なんですが、根本たる解決にはなっていないんじゃないのと私は考えるんです。やっぱ

り意識をぼんと変えていかないとよくはならないと私は思うんです。やはり、学校の先生は、

一番はやっぱり勉学を指導する、そこにもう傾注できるような体制をとらないといけないと

私は思うんです。そのほかに、いわゆる学級内担任であれば、生徒たちのいろいろあるんで

しょうけれども、それがほかの部分でエネルギーを費やしていないかなという心配をしてい

るわけです。そういったことがあれば、ストレスもたまって矛先が子供たちへ行くんじゃな

いのと、そういうことを心配しているんです。 

  先ほど、クラブ活動のあれも出ましたが、クラブ活動自体が、中学校の部活動ですか、こ

れは必ず入らないといけないんですか。大体の子供たちはみんな入るようですけれども、必
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ず入らないといけないのか、もうほぼ強制的に入れるのか、やらなくてもいいですよといっ

て入らない子も何人もいるのか。部活動に入るいわゆる実態としては何％ぐらい入るのか、

自由であれば。その辺の事情を、強制なのか、強制でないのか。強制でないなら何％ぐらい

加入するのか。その辺をお聞かせください。 

○議長（香取嗣雄君） 遠山学校教育課長。 

○教育委員会教育部学校教育課長（遠山勝治君） 部活動の加入についてご質問いただきまし

た。 

  塩竈市の５つの中学校におきましては、全て全員加入を原則としております。その理由と

いたしましては、現行の学習指導要領にも部活動の教育的意義というのが明記されておりま

して、部活を通して社会性を身につけたり体力向上を図ったりと、そのような教育効果があ

るというところで、教育課程としっかりと連動させながら運営するというところを今やって

いるところでございます。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） そこが、全員加入というのがちょっとおかしいなと私は思うんです。

やりたくない子もいるわけです、そういうのは。ですから、早く帰って自分で勉強したいと

か好きなことをやりたいとかという子がいるわけです。それはなぜ全員を加入させるのかと。

もともとの部活動のスタートは、もう子供たちが非行に走らないようにエネルギーをそぐよ

うに、部活動でエネルギーを消費させようというところがスタートだったと思うんです、私

の認識では。そういう時代はもう終わっているんじゃないかなと私は思うんです。 

  実際、やりたくなくていわゆるどこかの部活に所属していると、その所属すること自体が

子供にとってはえらいストレスになっているという場合だってあり得るわけです。それから、

教える先生にとってもストレスになるというところも、それを喜んで、それが私としては喜

びとしているというような先生ももちろんいるはずなんです。でも、ストレスを持っている

先生もいらっしゃると。こういうシステムからみんな変えていくようなシステムで考えない

と、大きく広く。子供たちのやりとりだけでいじめがどうのこうのという時代はもう終わっ

ているんじゃないのと私は思うんです。そういう解釈についてはどう思われますか。 

○議長（香取嗣雄君） 遠山学校教育課長。 

○教育委員会教育部学校教育課長（遠山勝治君） お答えしたいと思います。 

  今年度から塩竈市の独自の小中一貫教育をやっておりますけれども、キーワードは活躍と
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交流というところでやっております。これについては、現代のいろいろな子供たちの問題、

メディア依存であるとか先ほどのいじめ問題であるとか、その辺の根本的な解決には、子供

たちの学校生活の中で授業初め全ての教育活動でしっかりと活躍させることが大事だと私た

ちは捉えております。 

  例えば、部活動の加入について自由にしてしまったときに何％の子供たちが加入するかと。

加入しなかった子供たちが時間を持て余してうちに帰ってまたゲームに没頭してしまうとか、

その辺も懸念されるところでありますので、まずは勉強で頑張る子供たち、またはスポーツ

で頑張る子供たち、音楽で頑張る子供たち、絵画で頑張る子供たち、そういう子供たちにい

ろいろな活躍の場を設けるのが部活動であると考えているところでございます。以上でござ

います。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 私は、活動の場を設定するのが悪いと言っているんじゃないんです。

強制するのが悪いと言っているんです。ですから、好きなことを、お好きな部に入らせれば

いいし、やめたければやめればいい話であって、全員が加入しないといけないという考え方

はもう古いのではないでしょうかという話をしているんです。帰ればゲームやっているんだ

から、そんなクラブのほうが有意義だろうという話も今ちらりとありましたけれども、そう

いうことではないと思います、私は。ゲームの中ではえらいお勉強するゲームもあるんです。

知り合いの中学生から、三角形の垂直に底辺から上げていったところの、頂点から何ぼにな

るんだとか、そういうクイズをもらったり、そういうクイズのゲームもあるわけです。 

  ですから、一概にはいえないと。いわゆる脳の活性化のためにはある程度必要なゲームも

あるし、お年寄りもそれを使って脳トレをやっているということもあるわけです。塩竈市だ

って、ていのいいといったら表現悪いですけれども、そういったゲームなんでしょう、この

間、議案に出された。そういうわけで、ゲームが全部悪いわけではないと。 

  私は、強制することに悪いと言っているのであって、どこに加入してもいいと、でも強制

ではありませんということにいくべきではないのと、やりたいことはやればいいんですよ。

放課後、自分でゲームで勉強したいとか、ほかの勉強したいとかいろいろあるわけですから、

強制することが、私はよろしくないと。そして、それがなおかつ教職員の多忙化をきわめる

１つの要素になっているし、いいという先生はいいわけですけれども、ストレスを持ってい

る先生だって必ずいるはずです。やっぱり父兄とのやりとりやら子供のやりとりありますか
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ら、ものすごく深い。ですから、これも考えていくべきじゃないのということを言っている

んです。繰り返しになりますけれども、去年言ったように、現実に自殺者が出ているんです。

それは教職員がかかわった自殺です。ですから、それぐらいの検討をしないといけないんじ

ゃないのという話なんです。私は、やってほしいです、やってくださいと言いたいです。 

  それから、もう一つ、話ずっと戻りますけれども、生徒からの意見の吸収の際に、目安箱

みたいなのをつくったらいいんじゃないのという話をしたけれども、それはいかがですか。

私は、ダイレクトに校長先生しか読まないという箱をつくったら、もう結構挙げてくれる、

先生に関して、担任の先生に関して、それから部活動の先生に関して、それから生徒同士の

ことについて。対外的なこともあるかもしれません。ほかのいじめやら関係ない親との関係

についてとか相談してくれる可能性もものすごくあります。ですから、そういった箱をつく

ること自体はいかがでしょうか、そういった発案は。 

○議長（香取嗣雄君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） 各学校現場の特徴、特色に応じてさまざまな対応をして

いると聞いております。過去には、目安箱的なものを活用した学校もあるように聞いており

ますけれども、これだという方法はないんだと思います。複数さまざまな対応、例えば、今、

やっておりますアンケート調査は月に１回やっておりますが、それで全部わかるとは当然思

っておりませんし、それを集めるときに個人を特定して、その子供の様子をさらに見続けて

チャンス相談をするとか、それから見たという子供についてはその情報を集めるとか、それ

以外にも親からの申し出もありますし、さまざまな複合的な情報を集める中で子供を見てい

ると。 

  それから、一番は、先生方の気づきと先ほど市長から答弁させていただきましたが、やっ

ぱり毎日会っているわけですから、何となく顔色悪いとか元気がないとかというところを見

つけて相談していくということも含めて、子供が不利益をこうむらないようなことを常日ご

ろ努力していただいているというところでございます。以上であります。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 何度も繰り返しになりますけれども、現実的に仙台市で、隣の隣の市

で起きているわけですから真摯に捉えて視野を広げて、やはり塩竈市ではそういったことが

ないよう取り組んでいただきたいと思います。 

  ３つ、まだ２つ終わったところでもう一つ残っているわけですけれども、これについても
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う時間が余りないんですが、じゃあここを簡単に説明いただきたいなと思います。 

  市立病院についてです。平成28年度の収支はもう大方わかっているはずです。ですから、

これがどういう状況だったのか。それから、ことし平成29年度についてはそれを受けてどう

いう形で進んでいるのか、最新情報を教えていただければと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 市立病院についてご質問いただきました。 

  初めに、平成28年度の収支でありますが、残念ながら一般会計から繰り出しを再度お認め

いただいて、何とか平成28年度の２月補正段階で300万円程度の黒字計上をすることができ

たというのが昨年の状況であります。 

  それで、ことしはというご質問でありました。私も担当といいますか病院の関係者には、

平成28年度の反省をぜひ平成29年度には生かしていただきたいということを年頭申し上げさ

せていただいたものでありますが、残念ながら、今の状況でありますが、例えば、病床利用

率93％ぐらいを想定させていただいておりますが、いまだ84％ぐらいということでまだまだ

目標に到達できていないという状況であります。また、外来患者数につきましても、１日当

たり276名という数値目標を掲げさせていただいておりますが、残念ながら230から240名に

とどまっているということでありますので、さらに努力が必要であるという状況にあるもの

と思っております。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 目標達成できていないということですね。病床数、それから外来です

ね。実際、繰り入れを入れて２月現在で約300万円の黒字ということは、とんとんかなとい

うところですよね。そういうあれですが、実際の繰り出しはそうして幾らになるわけですか。

繰り出し幾らを入れてプラス300万円くらいということになるんでしょう。 

○議長（香取嗣雄君） 荒井市立病院事務部長。 

○市立病院事務部長兼医事課長（荒井敏明君） お答え申し上げます。 

  平成28年度の今ちょっと詳しい数字はお持ちしてございませんけれども、平成27年度とほ

ぼ同様に約４億9,000万円ほど、５億円近い繰り入れをいただきながら何とか300万円の黒字

を達成というのが平成28年度の実態です。なお、平成29年度の当初予算上では、４億2,600

万円という繰入金で今予算化してございます。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 
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○市長（佐藤 昭君） 議員のご質問の部分については、今、申し上げましたように、七千数

百万円の追加繰り出しをさせていただいているということでございます。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 私の捉え方として、いわゆる繰り出しなしでプラスマイナスゼロない

しは若干の黒字になるという状況でないと病院経営は健全な経営ではないんじゃないのと、

私から見ればそう考えるわけです。これを今回若干のプラスといえども去年マイナスでした

よね。その前もマイナスで、その前が若干プラスだったんでしたっけ。そういう状況で、こ

れは常に定常化してプラスマイナスゼロないしは若干の黒字になるぐらいの状態でないと健

全ではないなと私は捉えるわけです。 

  そんな意味で、いろいろ策は講じてきて改革もずっと進めてきてもう十何年たつわけです

から、もう手だてはほとんどないんじゃないのというところで毎回言ってはいるんですが、

ないんじゃないかと私は考えるんです。そんな意味で、民営化とか新しく建てかえをすると

か、そういったことしかないのかなと考えているわけです。 

  これでまた論議すると残りの分、時間がなくなるので次の項目に移らせていただきますが、

病院内のトラブル、私たち市民クラブで定例会が終わるごとに２カ所以上報告会を各地で開

催しているんですが、たびたび聞く話なんですが、やっぱり市立病院に関するトラブルがあ

るということをお聞きするわけです。そんな意味で、市立病院内の、ここであえて言いませ

ん、こんなトラブルあってと議会でそういうのを話すことではないのであれですけれども、

ちょっとしたトラブルがあって、それがやっぱり悪い連鎖を生んでしまうわけです。そんな

わけで、そういったところがやはり病床が埋まらない、外来者数が目標より少ないというと

ころにつながってくるのかなと思うんです。 

  実際に、やはり病院内である細かなトラブル、いろいろなトラブルがあるだろうけれども、

具体的な内容は言いませんけれども、そういったトラブルに対しての対応策、どういう対策

をとられているのか。その対策によっては若干かえって病院の評判をよくするということも

あり得るわけですから、どういった対策をとられているのかをお聞きしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） そのようなお話を聞くようなことになってしまって大変申しわけなく

思っております。 

  市立病院、苦情あるいは相談といったようなものが多々あることは事実であります。私も、
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月曜日の朝、短い時間でありますが、おりますと、やはり患者様方からこういったことが大

変心配だと、こういった診察でいいのかというお話をご相談いただきます。それらについて

は相談窓口がありますのでそちらにご案内させていただきまして、逐一話を聞いていただい

た上で正式な回答書という形で提出させていただきます。 

  今、議員からご質問いただきました一般的にはということでありますければ、先ほど、学

校の現場で話をされておりましたが、市立病院につきましては、皆様の声という投書箱を用

意させていただいております。それで、投書箱の中に病院に対する不満、苦情あるいは場合

によってはいい部分等を投書いただきまして、投書いただいたものについては全て張り出し

をして、病院を訪れる方々にごらんいただくという取り組みをいたしております。 

  また、入院されました患者様が退院されますときには、アンケート用紙をお配りさせてい

ただいております。中身については、医療の提供について妥当であったかどうか、あるいは

看護師初め職員の対応がどうであったかとか、さまざまな項目がありますが、そういったも

のを退院される方々お一人一人にお配りさせていただきまして、そのような声を市立病院と

して管理者以下院長あるいは各部長が入る中で検討いただき、必要なものについてはご回答

申し上げるという対応をさせていただいているところでございます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） わかりました。 

  でも、私が今申し上げたいのは、そういった声やらなんやらアンケートやらなんやらで、

退院のときやらどうのこうのということでご説明ありましたが、それはそれでいいとは思う

んですが、でも、それで全部そういったことが吸収できるかと。それはできない分について

は違う部分で、患者さんがそちらこちらで、あそこでこうだったんだよ、こうだったんだよ

ということになると、えらいことになるわけです。それが私の言った負の連鎖になると思う

んです。 

  ですから、それを防ぐための方策がまず必要なのと、なおかつ、そういったミスを起こさ

ないことです。まず、トラブルがどういったところであるかというと、お医者さんとのトラ

ブル、それから看護師さんとのトラブル、それから事務方といいますか、その関係のトラブ

ルと、大きく分ければそんなところかなと思うんですが、患者さんとしては一番心に残って

大変なのは、やっぱりお医者さんと看護師さんのことなんです。ですから、そういったミス
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防止のためのことがきちんと図られているのかなという、例えば、そういった情報が入って、

これでちょっとトラブったよということ、ミスしたよということがあれば、それはどういっ

た形で病院内に映されているんですかという、そこをお聞きしたいわけです。 

○議長（香取嗣雄君） 伊藤市立病院事業管理者。 

○市立病院事業管理者（伊藤喜和君） 私からお答えいたします。 

  患者さんに関しましては、患者さんの訴えが本当に合理的なものもありますし、合理的で

ないものもいろいろございます。我々は、いろいろ相談窓口で受ける場合、あるいは直接も

う看護部に行く、あるいはもう医師に行くと、いろいろな捉え方がございまして、その都度、

やはり丁寧に説明をして、本当は納得していただくように話を進めるということが一番そこ

が大事なところだと思います。 

  それから、看護部で問題あれば看護部長から、看護部長を通して、あるいは私からもきち

っとしたそういう指導もしていくこと。それから、医師に関しても、私もしくは院長から必

ずそういう患者さんからのクレームがあった場合には、必ずそこのところをきちっとして、

今後受けないようにしていくということ。 

  それから、やはり信頼というのが医療の上ではとにかく大事で、信頼がないととにかく医

療はできない。お互いの信頼があると。ですから、常に、やはり我々患者と接するとき、あ

るいは病室で見るときにおいても丁寧に心がけて、常にそういうお互いに息の通じ合った関

係を構築するように、そう心がけてやっています。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 今、信頼という言葉がありましたが、やはりそれが私も大切なことだ

なと思います。その意味では、やっぱり本人が誤解しているところもあるだろうし、丁寧に

ということは言われましたけれども、本人が納得するまで時間をかけてでも説明してあげな

いと、本人が納得しないことには進まないなと思いますので、その辺をしっかりとお願いし

たいと思います。 

  そして、私が先ほどの質問の中でお聞きしたかったのは、例えば、私も仕事柄、いろいろ

危険な仕事もありました、高所作業やらです。そういうのもありますけれども、一番手短な

のではＪＲでドアをちゃんとチェックしていて、ドアチェックよしと言っているかどうかわ

かりませんよ、指差呼称をちゃんとして、そしてスタートさせているんです。あと、そうし

たら、病院でもそれをやれよということではないわけですけれども、今から腕よしとか血管
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よしとか、じゃあ注射何々よしとか作業にならないかもしれないですが、安全はやっぱり本

当に確保しないといけない話だと思うんです、信頼の意味でも。そういった具体策として何

かやっているのかどうか。あとは、危険を予知して、朝、こういう作業があるとかこういう

手術があるとかこういうことがあるということであれば、前もってタッチする人たちで集ま

って、どういう危険が潜んでいるかとかトラブルが潜んでいるかとか、そういう論議をしな

がらスタートすると、それはそういったことは回避することができるんです。そういった具

体的な、トラブルが起きてからの解決じゃなくて、その前のミス防止のための施策といった

ことは何かあるんでしょうか。そういうことをやっていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 伊藤市立病院事業管理者。 

○市立病院事業管理者（伊藤喜和君） 議員おっしゃるとおり、確かに未然に防いでいくのは

大事でございまして、病院には医療安全委員会というのがございます。インシデント、アク

シデント、全てそこに出すようにしています。それから、問題となるいわゆるＫＹ報告とい

いますか、文書でとにかくちょっと異常に感じたことを報告して、それで、その中におきま

して改善策を生み出していくとやっております。 

  議員おっしゃるとおりの指差のこれは大事なところだと思うので、看護部においては、や

はりしっかりと確認するということで、声を出しているかどうかわかりませんが、そういう

心がけてやっています。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） いろいろ検討されて入るようですけれども、それはいわゆる部分的な

少人数、小グループといいますか、そういったタイプなのか、職員がえらいほとんどの人が

そろってのことなのか、その辺お伺いしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 伊藤市立病院事業管理者。 

○市立病院事業管理者（伊藤喜和君） これはやはり大勢の職員に参加していただいてやって

います。きのうも病院でやったばかりでございますが、みんなに周知する、もし出ない人が

いれば現場の人がまた部署に戻って話をするとか、そういう形でやっています。 

○議長（香取嗣雄君） 鎌田議員。 

○13番（鎌田礼二君） 大勢というのは余り効き目がないんです、実は。今はちょっとあれで

すけれども、やはり自分のことではないやと思ってしまうので、本当に数人、３人とか５人

とか小グループだとやっぱり現実味を帯びるので、戻ってからやられるということですけれ
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ども、先ほどそういった説明があったのでそれはいいなとは思うんですが、全体的なあれで

やったという思いでいるというと大きな間違いで、大きなトラブルになってしまうというの

が私も経験しているところなので、その辺に陥らないようにやっていただきたいなと思いま

す。 

  もう時間もないので、これを聞いて終わりだと思うんですが、トラブル防止に対するマニ

ュアルはどうなっていますか。これを聞いて私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 伊藤市立病院事業管理者。 

○市立病院事業管理者（伊藤喜和君） 今もお話ししましたとおり、医療安全の中で医療に対

する安全マニュアルつくっております。あるいは、病院内で緊急事態が発生した場合も、と

にかくどういうマニュアルで対応するかとか、そういうのもしっかり対応してやっておりま

す。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 以上で鎌田礼二議員の一般質問は終了いたしました。 

  ６番阿部かほる君。 

○６番（阿部かほる君）（登壇） 平成29年６月定例会、一般質問の機会をいただきましたオ

ール塩竈の会、阿部かほるでございます。 

  当局におかれましては、市民の皆様にわかりやすく誠意あるご答弁を何とぞよろしくお願

い申し上げます。 

  去る６月11日、本市における総合防災訓練が実施されました。東日本大震災から得た教訓

を風化させないため、さらなる防災体制の確立と防災意識の高揚を図るため、市、防災関係

機関及び地域住民一体となった訓練でありました。特に、市内全域の夜間の停電を想定した

避難行動を再確認した訓練で、市民の皆さんよりこのような体験はとても重要ですとの声も

聞かれました。また、初めて弾道ミサイル発射情報への対処法の説明など市民の皆様に注意

喚起されたことは、安心・安全への意識共有を図られたものと思います。誰もが安心して暮

らせるまちを目指して質問に入ります。 

  １番目に、塩竈市公共施設等総合管理計画についてであります。 

  塩竈市の公共施設の老朽化に伴い塩竈市公共施設等総合管理計画と公共施設白書が作成さ

れました。今年度、総務省により公共施設等適正管理推進事業として公共施設や住宅を中心

部に集めるコンパクトシティー化の推進、耐用年数を過ぎた公共施設の長寿命化にも適用の

予算が計上されております。 
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  本市におきましての公共施設は、これまで防災上重要な拠点施設や多数の市民が利用する

施設等、耐震化を最優先的に進めてきた経緯がありますが、今後の老朽化の状況と対策につ

いて、また社会の変化に伴う市民のニーズを受けての取り組み、事業を進める上での市の財

政状況についてお伺いいたします。 

  ２番目に、水道事業について、水道事業の公益化推進と施設再編計画についてであります。 

  宮城県は、県内の広域上水道と下水道、工業用水の３事業を一体化する官民連携等みやぎ

型管理運営方式の構築に向けて検討されております。本市における水道事業は、平成25年度

から水道料金徴収などの窓口事務が、平成27年度からは梅の宮浄水場の運転管理業務の一部

を民間企業に委託し、業務の外部委託により経営の健全化に努めているところであります。 

  そこで、１番目に県の新方式の概念と本市への影響はどのようなものなのか。また、本市

の今後の水道業務の経営と将来の方向性はどのように見ていられるのか。本市の民間委託は

今後拡充するのか、また縮小するのか。また、その点の課題はどのようなものか。市民の皆

様が一番気にしていることは、今後の料金の改定についてであります。それに関して、どの

ようにお考えなのか。以上、４点お尋ねいたします。 

  ３番目に、介護予防・日常生活支援総合事業についてであります。 

  住みなれた地域でともに助け合い安全に暮らしていける長寿のまち、これは塩竈市高齢者

福祉計画の基本理念であります。平成27年度４月より介護予防・日常生活支援総合事業がス

タートいたしました。この事業は、軽度な介護保険事業について、市町村が中心となって地

域の実情に応じた多様なサービスや単価が決められる制度であります。現行の介護予防事業

との関連、一般介護予防事業の内容等をお伺いいたします。 

  また、本市におきましては、この新たな総合事業を１年前倒しで実施されておりますが、

その事業とサービスの内容、利用状況の現状をお伺いいたします。 

  ４番目、子育て支援施策について。 

  子育て特典カード事業等についてであります。去る４月25日、会派研修にて千歳市に行っ

てまいりました。定住人口増加に向け、人口ビジョン総合戦略を進めておりますが、この中

で注目すべき２点の事業があります。 

  その１点目は、子育て特典カード事業です。子育て中の保護者が地元協賛店舗で買い物の

際、子育て特典カードの提示で商品割引を受けられる制度です。地域全体で子育て家庭を支

える機運の醸成と地域経済活性化に寄与する効果が期待されております。 
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  ２点目は、父子健康手帳発行事業です。これは男性の家事、育児への参加意識の啓発を促

進するため、妊婦に対して発行する母子手帳にあわせて、父親にも父子手帳を交付して自覚

を促し、２人目以降の産みやすい、育てやすい家庭環境づくりを目指しているのであります。 

  この２点は、安心して産み育てられるまちづくりに有効な政策と思いますが、お考えをお

伺いいたします。 

  ５番目、地域安心安全情報について。 

  安心・安全マップについてであります。新入学生も学校生活になれた時期となりました。

通学や課外行動など生活範囲も広がり、保護者の目がとどかない機会もふえてきております。

子供たちを事故や犯罪から守るためには、学校、家庭のみならず地域の方々の協力が不可欠

です。今年度、町内会に中学校から安全・安心マップが届けられました。マップには細やか

に地域の情報が掲載されており、普段気がつかないような死角や時間帯によって注意を要す

る箇所など掲載され、大変よく製作されております。 

  そこで、この安心・安全マップは、市内全学校ごとに作成されているものでしょうか。ま

た、地域の方々との情報を共有し、ご協力をいただくためにも全戸に配付することが必要と

思いますが、お伺いいたします。 

  ６番、離島環境整備についてであります。 

  高齢化の進む島々の環境整備は、年々人手が減少し、草刈りなどの観光につながる遺跡や

そこに至る遊歩道の整備に厳しさがあるようです。例年、島には青山学院大学等学生ボラン

ティアの手助けがあり、島の方々への大きな力になっていただいております。島々への人的

支援として、本年度、ボランティアの方々の予定はいかがでしょうか、お伺いいたします。 

  以上、第１回目の質問といたします。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君）（登壇） 阿部かほる議員から大きく６点にわたり質問をいただきまし

た。 

  初めに、塩竈市公共施設等総合管理計画についてお答えさせていただきます。 

  まず、市の公共施設の老朽化の状況と対策についてのご質問でありました。 

  本市の公共施設につきましては、主に昭和40年から平成10年にかけまして、間を置きなが

ら集中的に整備されてきたものが多くあり、建物の延べ床面積の割合から見ますと、特に学

校教育施設や公営住宅が全体の50％を占めております。また、公共施設の老朽化の状況であ
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りますが、平成26年度時点で既に耐用年数が到来している施設の延べ床面積は全体の15.4％

であります。今後、さらに10年を経過いたしますと、この率が一気に54.5％にまで上昇する

と見込んでおります。 

  このような問題に取り組むため、本市におきましては、公共施設等の維持管理に関して長

期的な視点を持ちまして、更新、統廃合あるいは長寿命化などを計画的に行うため、平成28

年度、塩竈市公共施設等総合管理計画を策定いたしました。今後につきましては、公共施設

マネジメントの視点から、この計画の基本方針をもとに公共施設再配置計画及び個別施設計

画を策定させていただき、本市の公共施設等の最適な配置等を検討させていただきます。 

  次に、社会変化に対応する取り組みについてのご質問でありました。 

  本市の人口につきましては、平成７年の６万3,000人をピークに減少が続き、平成52年推

計では４万2,000人まで減少すると言われております。世代構成から見ますと、年少人口及

び生産年齢人口の割合が減少する一方で、老年人口の割合が増加いたしてまいります。例え

ばでありますが、少子高齢化が進むことで小中学校の空き教室が増加する一方で、ご高齢者

を対象とした保健福祉施設の需要が現在よりもさらに高まるなど、人口の減少と世代構成の

変化により公共施設のニーズが変化するものと予想いたしているところであります。 

  一方で、それに対応する市の財政についての見通しをお伺いいただきました。 

  公共施設等総合管理計画を策定するに当たりまして、現在の公共施設等を維持更新してい

くと想定した場合、財政見通しを推計いたしております。これによりますと、今後30年間で

現在の公共施設等の維持更新に必要な金額が約1,090億円であります。公共施設等の維持管

理に充てることが可能と思われます財源でありますが、現時点では30年間で858億円と見通

しております。差し引き232億円の財源不足が見込まれております。 

  この試算から、公共施設等総合管理計画の基本方針といたしまして、今後の財源不足を補

うためには、やはり公共施設をおおむね24％程度縮減することを目標として掲げております。

今後、市議会や市民の皆様へ十分な情報提供を行いながら、公共施設再配置計画や個別施設

計画の策定を行い、公共施設の最適な配置等を進めてまいります。 

  次に、水道事業についてご質問いただきました。 

  まず、県の水道３事業一体運営の新方式の概要についてのご質問でありました。 

  宮城県の上水道、工業用水道、さらに下水道を一体官民連携運営、いわゆる「みやぎ型管

理運営方式」と呼んでおりますが、平成29年２月に概要が県から公表されております。県は、
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今後、一層厳しさを増す経営環境、先ほど私どもの実情を申し上げましたが、同様のことで

あるかと思います。こういった状況を踏まえ、50年、100年先を見据え、安全で安心な水の

安定供給と持続可能な水道経営の確立という目標を掲げ、水道と工業用水と、さらには下水

道の３事業を統合し、平成32年度運営を一体化して開始するという内容であります。 

  なお、管理運営に当たりましては、官民連携、いわゆるパブリックプライベートパートナ

ーシップの手法の１つであるコンセッション方式、権限委譲といったらよろしいんでしょう

か、コンセッション方式が検討されているようであります。具体的には、県が水利権や施設

などを保有した上で、水道事業経営の認可を受けた民間事業者に運営権を委ねるという内容

であります。その民間事業者が取水、浄水、送水などの運転管理のほか、電気機械設備の更

新等も担っていく内容であります。また、県は、料金設定や管路の更新、災害等の危険管理

については、これまでどおり水道事業供給者として主体的役割を果たしていくものとされて

おります。なお、契約期間としては10年から、最長では30年を想定しているようであります

が、年間10％から20％程度の維持管理費の節減につながるのではないかと期待されているよ

うであります。 

  また、みやぎ型管理運営方式導入後の本市の水道への影響についてのご質問でありました。 

  本市は、年間の総配水量約760万トンに対して、仙南・仙塩広域水道から年間約100万トン

を受水しており、その水量は13％程度でございます。現時点では、みやぎ型管理運営方式導

入の動きは、本市の水道事業に直ちに影響を与えるものではないと認識いたしてはおります

が、あわせて前段申し上げました同方式の導入により広域水道の維持管理経費の抑制が見込

まれますことから、現行料金が維持されることにつながるのではないかといったことを期待

いたしております。 

  次に、市の今後の運営、将来の方向性についてのご質問でありました。 

  塩竈市水道事業基本計画で定めた基本理念であります安全でおいしい水をいつまでも供給

できる水道に基づき、業務委託や職員定数の適正化など経営健全化に努めてまいったところ

であります。これまでの取り組みの効果により、ここ数年の収支は黒字基調で推移いたして

おります。 

  しかし、今後の水道事業を取り巻く経営環境は給水量の減少など厳しさを増してきており

ます。このため、総務省が水道事業体に策定を要請しております中長期的な経営の基本とな

る経営戦略について、水道部内で、現在、策定に向け今年度から着手を始めたところであり
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ます。 

  経営戦略の内容でありますが、今後の投資費用とその財源を試算し、収支ギャップが生じ

る場合には、その解消を図るため、経営健全化に向け取り組んでいくものとなっております。

本市の水道は、極めて歴史が古く老朽化した施設や管路が多いことから、経営戦略の中で施

設の再編やダウンサイジングも視野に入れ、今後の水道事業の運営、将来の方向性を占めし

てまいりたいと思っております。 

  次に、本市の水道事業の民間への拡充と課題についてであります。 

  現在まで、主なるものといたしまして料金徴収などの窓口業務を平成25年度から、梅の宮

浄水場の運転管理業務の一部を平成27年度から委託いたしております。これまで民間のノウ

ハウを生かし適切に事業運営がなされており、利用者からの苦情や危機管理にかかわる事故

も、現在のところはない状況であります。また、財政的効果でありますが、窓口業務が委託

を３年間で約3,700万円のプラスの効果であります。また、浄水場委託につきましては、２

年間で約1,600万円の経営に対してのプラス効果となっているところであります。 

  さらに、現在、浄水場の運転管理について平成30年度からの次期更新に向け、例えば、薬

品類の発注や小規模修繕業務など、委託範囲の拡大を現在検討させていただいており、経費

縮減と浄水作業と連携をとった計画的な業務遂行を目指してまいります。 

  次に、４点目であります。今後の料金改定の考え方についてというご質問であります。 

  水道は、市民社会生活に必要不可欠な大変大切なライフラインであります。このため、料

金改定は、地域や市民生活に多大な影響を及ぼすことを念頭に慎重を期す必要があり、本市

では、平成９年度以降、水道料金の値上げは抑制し続けております。なお、みやぎ型管理運

営方式が導入された場合には、広域水道の料金上昇が抑制されますことから、本市の水道料

金の上昇抑制には一定程度の効果が期待できるものではないのかと判断いたしております。 

  本市の水道料金でありますが、平成28年度時点では、宮城県内の14市中、下から５番目、

いわゆる５位の安さであります。この低廉な料金と安心・安全な水を供給し続けていくこと

が水道事業者の使命であり、市民の皆様方が求めているものと判断し、しっかりと対応して

まいりたい、すなわち水道料金の現行維持にできる限りの努力をいたしてまいりたいと考え

ているところであります。 

  次に、介護予防・日常生活支援総合事業についてご質問いただきました。 

  本市では、少子高齢化が進行していく中で、医療、介護、予防、住まい、生活支援が切れ
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目なく一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築に現在取り組んでおります。このよ

うな中、介護予防・日常生活支援総合事業、いわゆる総合事業につきましては、要支援者等

の高齢者の方々の多様な生活支援のニーズに地域全体として応えていくため、地域の実情に

応じた多様なサービスを提供し、生活支援の充実や高齢者の社会参加あるいは地域全体で支

え合う体制づくりを通じて、介護予防を進める事業と認識いたしております。 

  平成27年度の介護保険制度改正で、平成29年４月までに事業を開始することとされました

が、本市では、１年前倒しで平成28年４月から開始いたしたところであります。この総合事

業では、要支援認定をお持ちの方と、このような認定がなくても基本チェックリストで事業

対象者の要支援相当と判定された方々が利用できる介護予防生活支援サービス事業と、65歳

以上の全ての方々が利用できます一般介護予防事業という２通りの事業であります。このよ

うな事業を多面的に活用し、地域のご高齢者の福祉の向上になお一層頑張ってまいりたいと

思っています。 

  次に、平成28年度から前倒し実施されている事業の内容等についてご質問いただきました。

大変恐縮であります。後ほど、担当からご説明させていただきます。 

  次に、子育て応援事業について何点かご質問いただきました。 

  まず、子育て特典カード事業の推進についてのご質問でありました。 

  北海道の千歳市で独自に行われている事業だと私もお伺いいたしましたが、妊娠中の方や

子育て世帯を応援するために、市内の協賛店でカードを提示いたしますと各種割引や特典サ

ービスを受けられるという内容であります。 

  本市がかかわる同様の取り組みでありますが、宮城県が既に実施いたしておりますみやぎ

っこ応援の店事業というのがございます。県内全域の協賛店を利用することができ、塩竈市

内では24店舗が協賛店として登録いただいております。必要に応じて割引や特典が受けられ

るなどの子育て家庭へのサービスの提供が行われている事業であります。 

  また、同様の取り組みの事業版といたしましては、仙台都市圏広域行政連絡協議会で行わ

れておりますどこでもパスポート事業というものがございます。これは参加しております市

町村全てが役割分担を担っておりますが、例えば、仙台都市圏内の博物館や資料館、記念館

など36カ所の公共施設を無料で小学生が利用することができるという内容であります。塩竈

市内では、２カ所の施設が参加いたしておりますほか、このポスポートの提示で、親と子供

パスポートの発行を行っており、乗船券が無料という形でご活用いただきます。ただし、一
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般会計からその分は補塡させていただいているところであります。 

  今後、このような既存の制度やサービスをＰＲし、さらに活用していただくことで、この

地域で安心して子供さんたちを産み育てることができる環境づくりになお一層取り組んでま

いります。 

  次に、母子手帳に対応する父子健康手帳を発行してはとのご提案をいただきました。 

  核家族化や女性の社会進出が進んでいる中で、父親も積極的に子育てに参加する必要が高

まっているものと認識いたしております。このようなことから、実は、本市におきましては、

母子保健法に基づき交付いたしております母子健康手帳を、本市独自でありますが、親子健

康手帳として交付させていただいております。妊婦健診や乳幼児健診の記録だけではなくて、

父親にも役立つ育児に関する情報を集約してまとめさせていただいております。ぜひ、ご両

親にごらんいただきまして、お父さんに積極的に子育てに参加いただければという思いであ

ります。また、これにあわせまして、妊娠中の妻へのサポートや父親も知っておきたい子育

てに必要な知識をまとめた父親向けのパンフレットも同時に配付させていただいています。 

  このような取り組みにより、育児における役割を知ることで父親となる心構えや準備を整

えますとともに、母親となる妻への理解や支援を深めることができ、出産後の本当に思いや

りにあふれた家庭環境づくりに役立つものと考えているところでございます。 

  次に、地域安全情報についてご質問いただきました。 

  安心・安全マップについてであります。 

  私も一部の小中学校で安心・安全マップを策定しているということについては認識してい

たところでありますが、議員から市内全体として取り組んでおられるのかというご質問であ

りました。 

  マップには、交通安全上または地形上危険な場所、人通りが少なく不審者が出やすい場所

と、教職員の地区巡視や保護者や地域の方々からの情報や市の合同通学路点検に基づき危険

箇所の位置とその危険性についてまとめており、５つの中学校区全部でこのような調査に取

り組んでおります。この５つの中学校区全体を合わせますと、市内全域をカバーすることと

なります。今後は、中学区ごとの情報交換を行い、より精度の高いマップとしていくように

各学校に指導させていただきたいと思っています。 

  また、せっかく貴重なこういう安全マップがあるのであれば、市民の方々とも情報を共有

してはいかがかというご質問でありました。 
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  子供の安全を守るためには、やはり学校と地域が密に連携していく必要がございます。作

成いしたしました危険箇所マップにつきましては、現在、各家庭や各町内会長に配付いたし

ておりますが、今後は防犯協会や交通安全指導員等にも配付を行い、さらに学校と地域の連

携を深め、子供さんたちの安全確保に努めてまいる覚悟でございます。 

  次に、浦戸の遊歩道整備についてご質問いただきました。 

  ご質問の趣旨でありますが、多くの観光客の皆様方の浦戸の手つかずの自然というものを

大変大切にしていただき、県内はもとより県外からも数多くの方々に浦戸を訪れていただい

ております。このような良好な環境をつくるためにでありますが、実は、浦戸地区の遊歩道

の環境整備につきましては、現在、それぞれの４つの区に委託をさせていただいております。

島民の皆様方のご協力のもと、６月から10月まで毎月１回ずつ、計５回、清掃活動を実施い

ただいているところであります。 

  一方では、浦戸島民の方々の高齢化率が年々高まってきております。平成29年５月時点で

は、もう65.5％という状況であります。私もご質問いただくに当たりまして、区長さん方に、

今後、本当に続けていけるのかどうかということについてお問い合わせをいたしたところで

ありました。区長さん方からは、自分たちの地域のことであり、また訪れていただいた観光

客の皆様のためにも遊歩道の管理は自分たちの手でまだまだしっかりやりますという大変温

かいお言葉をいただきました。改めまして、心から感謝を申し上げるところでありますが、

やはり大変な状況かと思います。 

  ことしも夏に青山学院大学の生徒さんたちが浦戸をご訪問いただきます。そういった際で

ありますとか、今時点では大正大学の生徒さんたちも、ぜひ浦戸の振興活性化のお手伝いを

したいというお申し出もいただいておりますので、そういった方々のお力もおかりしながら、

浦戸の環境の美化に我々職員もなお一層努力いたしてまいりたいと思っております。 

  私からは以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 私からは、総合事業の１年前倒しの主な実施状況

についてお答えさせていただきます。 

  総合事業の中の１つ目の介護予防・生活支援サービス事業でございますが、平成28年度か

ら訪問型サービスと通所型サービスのいずれも実施しております。対象者は要支援１、２の

認定の方、そしてチェックリストで該当となった方で、このうち要支援１、２の方は認定更
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新時に介護予防給付から移行しまして、平成28年度の１年間に対象者は順次増加いたしまし

て移行完了してまいります。 

  まず、訪問型サービスの実施状況についてですが、利用者数は平成29年3月末時点で申し

上げます。１番目の訪問介護につきましては、従来の介護予防と同様の基準で実施しており

まして265名の方の利用でございます。訪問型サービスＢ、シルバー人材センターに委託の

軽度生活援助事業は７名の利用です。以上２つは年度当初からの開始でございます。 

  ３番目の訪問型サービスＣ、作業療法士が訪問しまして日常生活動作や体力改善の支援を

するものですが、８月から事業を開始し15名の利用です。続いて、通所型サービスの実施状

況につきまして、訪問介護が従来の介護予防と同様の基準で実施しておりまして410名の利

用でございます。通所型サービスＡ緩和基準により、社会福祉協議会に委託しているいきい

きデイサービス事業は26名の利用です。以上２つについては年度当初からの開始です。 

  通所型サービスＢ、住民主体による体操などの活動と自主的な通いの場として、藤倉地区

において11月から開始し11名の利用です。通所型サービスＣ、作業療法士が体力改善などの

指導をする通所型サービスでございますが、10月から開始しまして18名の利用でございまし

た。 

  続きまして、総合事業の２番目、一般介護予防事業の３つの事業につきまして説明いたし

ます。 

  １つ目の介護予防把握事業につきましては、地域の中の高齢者世帯の中で何らかの支援を

要する方を民生委員さんなどの協力を得まして把握させていただきまして、介護予防活動に

つなげております。平成28年度は104名の方を訪問しております。 

  ２つ目の介護予防普及啓発事業につきましては、認知症予防などの介護予防についての講

話、介護予防運動などの実技指導等を行う出前講座や健康講話、地域での支え合いの講演会

などを実施しておりまして、89回の実施でございました。 

  ３つ目の地域介護予防活動支援事業につきましては、地域健康づくりサークルへの運動指

導や講話などの支援を行っております。84回の実施でございました。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部かほる議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございました。大変丁寧にお答えいただきました。 

  それでは、第２問目の質問といたしまして、初めに、塩竈市公共施設等総合管理計画につ

いて、今、お話しいただきました。それで、建てかえとか、あるいは大規模改修、学校等一
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生懸命毎年毎年進めていらっしゃいますけれども、対象となる施設について、経過年数や劣

化状況といったものを考慮して、対策の優先順位といったものも重要であるかと思いますが、

その点はいかがでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 末永財政課長。 

○市民総務部財政課長（末永量太君） お答えいたします。 

  公共施設等総合管理計画を策定する前に、それの基本的なデータ収集ということで公共施

設白書を作成させていただきました。その中で、各施設の老朽化の状況、耐用年数の計算で

すとか、あとはこれまでに大規模改修等をやったかどうかとか、そういったものを調べまし

て、全ての施設をグラフですとか数値でもってはかっております。一概にどの施設が先かと

か、そういったことはこの場ではまだ申し上げることはできないんですが、白書の中でそう

いった各分野において一番老朽化度が進んでいる施設を中心に、今後残すという判断なので

あればそういった施設から順に進めていくと考えているものでございます。以上でございま

す。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） なかなか優先順位といっても、国のいろいろな補助金や交付金の兼

ね合いもありますし、なかなか難しいところはあるかと思います。 

  次に、人口構造の変化に伴うインフラに対するニーズ、市民の皆さんの高齢化ということ

の絶対数の増加ということがあります。それで、それに対応する近々の課題でありますけれ

ども、インフラのあり方を検討する際には、人口動態というものを丁寧に予測して将来の施

設需要を見きわめることが重要と思っておりますが、その点のお考えがあればお聞かせくだ

さい。 

○議長（香取嗣雄君） 末永財政課長。 

○市民総務部財政課長（末永量太君） お答えいたします。 

  今回の公共施設等総合管理計画を策定するに当たって、人口動態も作成させていただきま

した。基本的に、まち・ひと・しごと創生総合戦略と同じように、社人研側のデータを使い

まして推計させていただきました。 

  内容等については、先ほど市長からも答弁申し上げましたとおり、人口は絶対数としては

減、そして人口構成としては少子化、そして高齢化が進んでいくだろうと見込んでいるとこ

ろでございます。その中で、各施設の優先順位等々についてはきちんと考えていかなければ
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ならないと考えております。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございます。 

  24％縮減ということも目標に置いての予定だということでありますけれども、市の財政状

況というものがやっぱりここにかかわってくるかと思います。公共施設にかけられる財源に

は限度がやっぱりあるかと思います。平成26年度経常収支比率が99.8％という現状において

は、一般財源からはなかなか投資的経費に回せる余裕が乏しい状況にあると記されておりま

した。将来の必要経費を算定する財政に与えるインパクトシミュレーションというのが必要

であるかと思います。また、国の補助制度あるいは地方債制度が将来も現行のまま続くとは

考えられないというか、考えず、より厳しい条件を想定する必要があるのではないかと思い

ますが、その点、お考えをお聞かせください。 

○議長（香取嗣雄君） 末永財政課長。 

○市民総務部財政課長（末永量太君） お答えします。 

  財政シミュレーションに関しましては、まず１つは例年、秋に皆様にお示ししているのは、

今後５年間の収支見通しでございます。そのほかに、今回、30年間の見方の角度を変えた推

計ではあるんですが、そういったことが先ほど市長から答弁申し上げました財政シミュレー

ションの２種類がございます。 

  これからの国の考え方というご質問になるかと思うんですが、やはり国としては地方公共

団体も各施設が老朽化していると。それに対しても、単純に建てかえとか新しい施設をもう

建てなさいとか、そういった方向ではないでしょうと、時代としては。今ある施設を今後の

30年間、先ほど申しました人口動態なんかもひっくるめて、今ある施設をいかに有効に活用

していくか。あとはもういかにコンパクトに、財政負担も当然ありますので、そういったも

のにしていくかという方向に国もシフトしている状況でございます。 

  中には、詳しくはちょっとあれですけれども、地方債制度に関して言いますと、例えば、

今ある施設を解体するとか、もしくは２つある施設を統合して、それぞれの総面積を足し算

すると２つよりも少なくなる場合とか、そういったような統廃合なんかの場合に、多少交付

税措置がある有利な起債制度なんかも準備されています。これを使うためには、条件は公共

施設等総合管理計画を策定すること。あとは、来年以降、策定予定の個別施設計画なんかで

きちんと計画の中に基づいたそういったことをやることと、そういった条件は当然国ではつ
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けておりますけれども、そういった財政制度については現在、スキームとして用意されてい

るというものでございます。 

  残念ながら、維持管理経費に関しては、今のところ国から明確に財政負担をするという話

はございません。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございました。丁寧なご答弁いただきました。 

  どうぞ、塩竈市の財政もなかなか厳しいところありますけれども、公共インフラに取り組

んでいただければと思います。 

  それに引き続きまして、水道事業でございます。 

  塩竈市の水道事業は、これまで黒字を計上することができております。しかし、水道管の

耐用年数が40年を超えて老朽化して、その割合が24.5％ということで、更新事業が増加して

おります。懸念されることは、大倉ダムからの国見分水池までは仙台市と一緒に来ているわ

けですが、国見分水池から梅の宮までの導水管の老朽管更新事業です。 

  私は、何年前でしょうか、水道部の一緒に見学をということでダムからずっと車でいろい

ろご説明を聞きながら来たんですが、一番本当に心にかかったのは、国見から塩竈に来ると

き、もう既に、昔は恐らく田んぼだったり野原だったりしたところが、今はびっちりもう住

宅地になっているということで、これは導水管がこの中を通っているということで大変危惧

したことがありましたけれども、これは県事業との見通しはいかがなものでしょうか。この

辺の導水管の老朽管更新事業というのはどう扱われるのかということ、もしおわかりになれ

ば教えてください。 

○議長（香取嗣雄君） 高橋水道部長。 

○水道部長（高橋敏也君） 先ほど、市長が答弁いたしましたように、今、水道部で新しい経

営戦略というものをつくっているところでございます。塩竈市につきましても、施設老朽化

が進んでおりまして、まず市内の配水管、送水管の問題もございますし、それから梅の宮浄

水場、それから市内の各配水池がございます。それから、今、議員おっしゃいました導水管

というのがございますけれども、今現在、私のほうで一遍にできるものではありませんので、

優先順位をつけながら、今年度は昨年に引き続きまして梅の宮浄水場の配水施設の更新事業

となっております。その後、今度、電気計装関係をやることにしておりまして、導水管につ

きましてはその後の計画と考えております。先ほど言いましたように、今後の収支を見通し
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た上での整備でありますので、どういった優先順位にしていくのかを考えながら整備してい

きたいと考えております。 

  それから、あと県との関係でございますけれども、先ほど言いましたように、本市では大

倉ダム、独自で水源を持っていまして、県水が十七、八％のシェアだったと思いますけれど

も、このあり方につきましても１つの大きな課題だとは考えております。導水管につきまし

ては交換制でございますので、今すぐどうのこうのということではございませんけれども、

長いスパンで考えますとどうしても更新時期にまいりますので、経営戦略の中で30年、40年

先を見た上でどうしていくべきか考えてまいりたいと考えております。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございます。 

  どうぞよろしくお願いいたします。水道の料金の設定については、先ほどご答弁の中で広

域水道、上昇分を抑制されるという見通しだということで安心いたしました。よろしくお願

いしたいと思います。 

  もう一つ、本市独自の事業として平成27年４月から震災復興に取り組んでいられる大口需

要者に対する負担軽減ということで実施しております事業ですけれども、地域経済活性化を

支援するための新事業ということで、こういったことが再編後というのは、このような独自

の事業というのはできるんでしょうか、それともできなくなる予想があるんでしょうか。そ

の辺お聞きしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 高橋水道部長。 

○水道部長（高橋敏也君） 先ほど、塩竈市の水道料金につきまして市長からご説明ありまし

たけれども、市部の中では５番目に安い料金を今維持しているところでございます。この中

には、当然、今現在、運営しております本市の管路の維持管理ですとか、あるいは梅の宮浄

水場の運転管理とか、そういった業務を含めた上に、そのほかに受水している部分のお金が

入ってまいります。広域水道から受水しているところには受水料ということで支出している

わけでございますけれども、そういった総合的なものを加味した上で、料金を必要に応じて

改定も考えなくちゃいけないという状況でございますけれども、当面の間、今現在の推移、

今現在を維持していきたいと考えております。以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございます。 
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  １つの大きな変革といいますか、大きな事業の改変ということになるかと思いますので、

何とぞその辺よろしくお願いしたいと思います。 

  ３番目になります介護予防・日常生活支援総合事業ということで、介護保険制度の改正に

伴いまして介護保険サービスの一部が自治体に移った事業ということで65歳以上の方を対象

に介護保険の認定を受けていなくてもチェックリストというのはありますけれども、一人一

人の生活に合わせたさまざまなサービスが受けられる総合事業と捉えてよろしいんでしょう

か。もう一度確認いたします。 

○議長（香取嗣雄君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 今、議員おっしゃられたように、基本チェックリ

ストで要支援並みにということで該当されればサービスが利用できる制度でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございます。 

  塩竈市は昨年度から前倒しでということで大変ありがたいことだと思っております。高齢

化が進んでおりますので、多くの方たちが助かる事業であるかと思います。その中で、地域

支援事業というところが出ていまして、調べてみました各市や町でも支援事業としてやって

いらっしゃるところ、この中で塩竈市としてはリハビリとか、あと栄養指導とかというのは

ありますけれども、口腔ケアという専門職の方たちに関与する教室などはやっていらっしゃ

るのかどうか、教えていただきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 口腔ケアでございますが、ただいまの口腔ケアは、

私ども出前講座の中の一部としまして、出前講座で、始めましょう介護予防というものをや

ってございます。その中で、長寿社会課が担当している事業メニューでございますが、全般

的な介護予防の話をさせていただきながら、口腔関係、お口の健康が生活習慣病や認知症そ

の他というような部分、病気への関連が大きいことから、そういった内容についても盛り込

みさせていただいてお話しさせている状況がございます。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございます。 

  今、高齢者の方々の注目というのが、口腔ケア、虫歯や歯周病を防ぐだけでなくて全身の

健康、成人80％が罹患していると言われているんですけれども、全身の健康を守るというこ
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とで、歯周病は伊藤先生いらっしゃる前で申しわけございませんが、糖尿病とか肺炎とか、

それから嚥下機能低下による誤嚥性肺炎なども引き起こされると。また、かむことで脳に刺

激を与えて認知症の予防にもなるといった効果的な非常にいい効果をもたらすということが

わかりました。市の健診時に、口腔ケア教室とか、あるいは予防健診の中にこれを入れてい

ただいて実施してはいかがかと思いますけれども、お考えをお聞かせください。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 高齢者の口腔ケアに関する取り組みでございますが、現在、

歯周疾患検診ということで健診の中に取り入れてございます。ただ、これは年齢刻みがござ

いまして、40歳、50歳、60歳、70歳の方対象ということで取り組みをさせていただいており

ます。中身としては、８月１日から１月末まで半年間が受診期間になっておりまして、指定

医療機関で自己負担1,000円でお受けいただくということでございます。 

  今、議員おっしゃるように動脈硬化との関連性であるとかリウマチであるとか、非常に歯

周検診についての注目度が高くなってまいります。残念ながら、今申し上げました歯周検診

ですが、受診率は大変芳しくないものがございまして、これらを向上するために我々も工夫

させていただきたいと考えているところでございます。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございます。 

  年齢刻みになるとなかなか難しいところがあるかなと思いますし、また市の健康診断のと

きに、まず１つの足がかりとしてこういった健康教室、口腔ケア教室なども設けて、そこで

大事なんですよということで啓蒙していくということもとても大事かと思いますので、そう

いったお時間をとっていただけるとよろしいかと、皆さんが足を運ぶ健康診断のときが一番

最適ではないかと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） なかなか口腔ケアの指導をする人材というのも本市にいる中

では限られておりまして、協力機関、具体的に申し上げますと歯科医師会さんとか、そうい

ったところになろうかと思いますけれども、そういったところと協議しながら、なるべく拡

大していくように検討していきたいと思います。ありがとうございます。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございます。どうぞ前向きに検討していただければと思
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います。 

  次に、４番目、子育て応援施策についてでございます。 

  今、ご答弁の中でいろいろやっていらっしゃるということがわかりまして、大変うれしく

存じました。いろいろな宮城県あるいは仙台市圏ということで、地域の子供たちの浦戸に行

くパスポートとか、そういったことは前から存じ上げておりました。子供たちが博物館に行

くとか、あるいは科学館に行くとかというとき、とても便利に使わせていただいた部分があ

ります。 

  それで、親子手帳もいいと思うんですが、実際、お父さんが自分のものとしていただくと

いうところに非常に私も意識が違うなと思ったんです。それで、千歳市さんでとても学んだ

ことは、子育て支援というのが結婚するところから非常に細やかに施策を打っているんです。

結婚活動応援事業などというところから始まりまして、とても感心したのは、千歳市内の男

性と市外の女性の結婚活動応援事業であると。お嫁さんをまちに連れてきてくださいという

お話もございまして、本当に細やかに対策を打っているということを感じました。 

  それから、地域子育て支援センターの拡大ということで、企業などとも連携してプチゼミ

の導入として企業さんの情報とか、あるいは子育てに関する体験活動とか、そういったこと

を組み入れて、子育ての親御さんに対して有益な情報を、非常にそういったことを発信して

いるということもこういった事業の促進する部分かということも思っています。やはり、子

育てしやすいからといって移住されている方も結構いらっしゃるということで、これはやっ

ぱり重要な施策かなと思いますが、この辺はいかがでしょうか。お聞かせください。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 千歳市さんの取り組み、ご質問の中で人口ビジョンの総合戦

略で取り組む１つだという話で、なるほどなとお話を聞いておりました。 

  本市としては、平成20年ごろから宮城県がリードする中で、子育て特典カード事業という

のがスタートされているわけですけれども、今のところ、24店舗といってもコンビニである

とかクリーニング店であるとかスーパーであるとか、そういった大手の企業が取り組んでい

るところでございまして、やはり子育てを地域的に応援する雰囲気というか、そういうもの

の醸成というのは非常に大事なんだろうと思っております。 

  塩竈市、このほかに独自に取り組んでおりますのは、赤ちゃんの駅というのも取り組んで

おりまして、市内の企業には約20カ所ほどご協力を頂戴しておりまして、なお子育てを地域
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を挙げて応援するんだという雰囲気というか、そういったものをどのような手法で、どのよ

うな施策で形づくっていけるかというのはなお検討というか勉強させていただければと思い

ます。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございます。 

  私たちが大変感心しましたのは、特典カード事業の協賛店なんです。パン屋さんであると

か、あるいは子供たちの上履きを買ったりする靴屋さんであるとか、あるいは電気屋さんま

で入っているんです。何で電気屋さんかなと思ったら、妊婦さんは電灯を取りかえたりする

のも高いところに上がれないというんです、やっぱり。お風呂場の電気が切れてしまったと

か、ちょっとした取りかえとか。電気屋さんも入っているということでとても感心しました。

きめ細やかな、やはりそういう生活援助というか、そういったところに非常に配慮された特

典カードでございました。 

  こういったことも、我がまちで子育てを応援するんだというその意識というか、皆さんが

醸成していくという、これは本当に大きな意味で一まとめになっていくのではないかなと思

いますが、その点はいかがでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 本当に妊婦さんから子育てしているお母さん方、やはりどう

しても荷物なんかも大変多くなったりもしますので、先ほど申し上げたコンビニとかクリー

ニング店とか、直接妊婦さんとかかわりがないようなところでもやはりいろいろまちの個々

の商店にご協力いただけると、本当に雰囲気などもよくなるという部分ございますので、拡

大に向けて県とも手を携えながら頑張っていきたいと思います。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございます。ぜひ、よろしくお願い申し上げたいと思い

ます。 

  ５番目に、安心・安全マップについてですけれども、今、いろいろお話をいただきました。 

  マップには、歩道がない車両に注意とか、夜間死角多い注意とか、不審者、それから冬季

凍結注意とか、人の往来少ない注意とか、コンビニ24時間営業、駆け込む場所も記載されて

おります。本当に児童・生徒さんだけではなくて、このマップは高齢者の方々とか地域の方

にも有効ではないでしょうか。若い女性の方たちが夜に帰るときも同じでございます。子供
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たちと同じようにこういった危険箇所というのを認識する、確認するということだけで、や

はり犯罪とかそういったものを未然に防ぐ効果があるような気がいたしますが、その辺のご

意見がありましたらお聞かせください。 

○議長（香取嗣雄君） 安藤危機管理監。 

○市民総務部危機管理監（安藤英治君） ただいま、市長からご説明いたしましたように、今

後、防犯協会や交通指導隊の皆様と連携を図りながら安全なまちに努めてまいりたいと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部議員。 

○６番（阿部かほる君） ありがとうございます。 

  それで、ここで１つ皆さんにお知らせしたいことがございます。学区内で、学校周辺のお

店でしたけれども、生徒さんが帰る時間帯、夜８時までお店に電気をつけ、シャッターを下

ろさずに見守ってくださっているお店もあります。本市におきましては、緊急システムある

いは防犯灯の整備などもしっかりと安全対策に取り組んでいただいております。この安全マ

ップを細やかに、地域全体の安全対策には有効でありますので、何とぞよろしくお願いした

いと思います。 

  それでは、次にまいります。 

  離島の環境整備についてであります。 

  ただいま、市長からお話を伺いました。昨年、私も島に出向いたときに、遊歩道があるん

ですが、狭いんです。両脇が私の背丈ほどの、実は生えていまして、なかなか草刈りが大変

なんだというお話もいただきました。どんどん伸びていくというか、何回やってもなかなか、

４島全ての島々をやるということはなかなか大変なんだなということを実感してまいりまし

た。高齢化も進んでおります。どうぞ学生さんたち、昨年も本当に草刈り一生懸命やってい

ただいたようです。頼りにするということは大変申しわけないんですけれども、私たちとし

ては若い方々の手というものが非常に貴重でございます。 

  そして、ボランティアさん、毎年来ていただいております。ことしは大正大学の生徒さん

も来てくれる、大変うれしいことです。子供たちへの学習支援のみならず、島々の環境整備

に大変に役立っていただけるということ、感謝申し上げたいと思います。塩竈が第二のふる

さととなりますように、私たちもしっかりとお迎えしたいと思います。 

  以上で質問を終わります。ありがとうございました。 
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○議長（香取嗣雄君） 以上で阿部かほる議員の一般質問は終了いたしました。 

  暫時休憩いたします。再開は15時15分といたします。 

   午後３時０２分  休憩 

─────────────────────────────────────────── 

   午後３時１５分  再開 

○副議長（伊藤博章君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  一般質問を続行いたします。１番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君）（登壇） 平成29年６月定例会におきまして、公明党を代表して質問さ

せていただきます。小野幸男です。 

  私の質問は、認知症対策、施設の管理と老朽化対策、そして水道事業についての３点質問

いたします。佐藤市長初め、当局の誠意あるご答弁をよろしくお願いいたします。 

  それでは、通告に従いまして質問をいたします。 

  初めに、認知症対策について２点お伺いいたします。 

  １点目に、認知症初期集中支援チーム設置についてお伺いいたします。 

  厚生労働省の認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）によりますと、我が国の2012

年時点での認知症高齢者の数は462万人と推計されており、高齢化の進展に伴いさらなる超

過が見込まれております。2025年には約700万人、65歳以上の高齢者の５人の１人の割合に

達すると言われております。 

  認知症は、早目の診断や治療が重要であると言われますが、実際には本人が病院に行きた

がらない、どこに相談すればいいかわからないなどの声があります。そこで、早期診断、早

期対応の１つとして期待されているのが、医師や看護師、社会福祉士など医療、介護など複

数の専門職で構成され、相談を受けて認知症が疑われる人などの家庭訪問を行い、症状の把

握に努め医療機関への受診を進めるなど、おおむね６カ月間にわたり集中的にサポートを行

う認知症初期集中支援チームの設置があります。国では、2018年４月には全市区町村に設置

との目標設定をされております。 

  そこでお伺いいたしますが、認知症初期集中支援チームが設置され機能されることにより、

認知症の進行をおくらせ、症状の改善に向けた適切な支援を初期段階から受けられるという

ことは、不安を募らせる本人や家族にとり、心強いと思っております。本市の認知症初期集

中支援チーム設置に向けた具体的な取り組みについてお伺いいたします。 
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  ２点目に、認知症カフェ設置の取り組みについてお尋ねいたします。 

  国の認知症施策推進の中でも、認知症介護対策の１つとしており、認知症の方、またその

家族の支援策として注目されています。認知症高齢者の方や家族の方などが集う認知症カフ

ェは、身近な地域で気軽に立ち寄れることや家族同士の交流を通して早期発見、早期治療に

つながり、症状の進行もおくらせる効果もあることなど、自宅に引きこもりがちな認知症の

ある高齢者が社会とつながる居場所となっております。 

  そこでお聞きいたしますが、認知症カフェは、地域の多くの人が交流し認知症への理解を

深める役割を持っていると言われております。本市においての認知症カフェ設置の状況と今

後の取り組みについて考えをお伺いいたします。 

  ２番目の施設の管理と老朽化対策、３番目の水道事業につきましては、自席にて質問いた

しますのでよろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君）（登壇） ただいま小野幸男議員から３点にわたるご質問いただきまし

た。 

  初めに、認知症対策についてのご質問でありました。 

  塩竈市におきましても、介護認定を受けている方々の約６割ぐらいが認知症の兆候がある

ということを言われておりまして、認知症につきましては地域の大変大切な課題であると認

識いたしております。 

  ご質問の認知症初期集中支援チームでありますが、このことにつきましては、認知症にな

ってもできる限り住みなれた地域で安心してお暮らしいただけますように、認知症専門医と

医療、介護、福祉の専門職がチーム員となり、認知症の早期発見、早期対応を目指して活動

する認知症専門チームであります。 

  このチームの構成でありますが、専門医または認知症サポート医１名と専門職２名以上と

の規定があり、本市では認知症サポート医といたしまして塩竈市立病院からの医師派遣、委

託を予定いたしております。また、専門職につきましては、市職員及び地域包括支援センタ

ーによる２名を予定しており、研修などを進めつつ、年度内の設置を目指してまいります。 

  チームの活動内容でありますが、複数の専門職が家族等からの相談を受けて認知症が疑わ

れる人やその家庭をご訪問し、心身の状況などを確認させていただき、認知症が疑われる場

合には、その方のアセスメントや家族への支援などの初期の支援を６カ月間程度集中的に実
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施いたすものであります。チームによる初期支援は、適切な医療機関の受診を促して医療支

援につなげること。とりもなおさず、初期段階であれば治療というものは十分に可能という

判断をいたしているところであります。また適切な介護サービスの案内、生活環境の改善や

ケアについてのアドバイスあるいはご家族の皆様の負担軽減や健康保持などについてのサポ

ートなど、包括的な内容となっているところであります。 

  次に、認知症カフェ設置の取り組みについてのご質問いただきました。 

  本市における設置状況と今後の取り組みであります。 

  平成28年３月から毎月１回、壱番館内の既存のカフェを活用し、市との共催で認知症カフ

ェしゃべり場壱休庵を開催いたしており、認知症の方や介護者、地域住民が集う語らう場と

して定着しつつあります。 

  今後におきましては、その目的を踏まえ、より身近な地域で参加可能となるように、各地

域でのカフェの開催を支援させていただきたいと考えています。具体的な取り組みといたし

ましては、現在、地域の皆様が集う場等において、参加者の皆様に認知症サポーター養成講

座等の開催を通じ、認知症についての理解を深めていただき、カフェの開催が可能な地域や

場には開催を支援いたしてまいりたいと考えています。ちなみに、平成28年度の認知症サポ

ーター養成講座は38回、498名の方々に受講いただいたところであります。 

  また、現在、地域での認知症カフェの開設に向けて、市内施設で実施している既存のサロ

ンを活用し、７月に一度開催を予定いたしており、その後の月１回程度の定期的な開催を目

指して現在検討を進めているところでございます。 

  以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） ありがとうございます。 

  それで、新聞等でも最近、認知症対策の国家戦略ということで新オレンジプランで掲げて

おります各取り組みの数値目標について引き上げるということで、そういった引き上げ方針

を固めているというお話を聞いております。 

  その中でも、認知症患者が推計で、私も先ほどお話ししましたけれども、高齢者の５人に

１人に当たる約700万人に達する25年を見据えて、早期診断体制や暮らしやすい社会づくり

を加速させていくということで、こういう新聞報道もあったことで、国でもこういった初期

支援、その中でも目玉とされている認知症初期集中支援チームとか、認知症カフェについて



-113- 

は力を入れてくるものと私も考えているわけでございます。 

  それで、今の市長の答弁にもございましたけれども、支援チーム員について、専門医と専

門職で組織されて、そのほかにもいて、最低３人ということで３人以上の方たちで構成され

ていくといったお話を聞いているわけですけれども、先ほど、市の担当職員のかかわりとい

うことでお話も若干あったとは思いますけれども、市の担当職員のかかわりについて、具体

的にどういった方をそこに配置させるのか、そういった点をお聞きしたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 認知症初期集中支援チームのチーム員でございま

すが、今、市長からも説明していただきましたように、チーム員は、医師のほかに２名でご

ざいますが、そのうちの１名につきましては長寿社会課の職員、保健師で研修を受けた者に

当たっていただこうと考えてございます。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  また、認知症集中支援チームと同様に、認知症施策の内容を考えられていくということで、

認知症支援推進委員というものもこの中で、関係性あるので設置していくということもある

わけなんです。それで、こういったところの育成とか、そのほかにも人材の確保等をしてい

かなければいけない部分もあると思いますが、その点についてはどうお考えなのか、お聞き

したいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） ただいま、認知症地域支援推進委員という話がご

ざいました。認知症に係る施策を進める上で、そういった地域の中に推進委員を要請して相

談体制などを構築してくださいというものがございます。 

  本市の場合、私ども長寿社会課で平成28年度中に３名の研修を受けてございます。あと、

各地域包括支援センターでやはり研修を受けていただいて、市からの業務の関係でも１名ず

つ配置していただくということで、地域包括支援センターで認知症の方あるいはご家族の方

の相談などに当たっていただいているという状況がございます。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  それを受けている方３名いらっしゃるということでお話ありましたけれども、今後進んで
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いきまして、こういったチーム員間のそういった情報共有についてはどのように推進される

お考えなのか、お聞きいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 情報の共有でございます。地域包括支援センター

でまず対応が可能なケースにつきましてはそのように対応していただきまして、あとは困難

ケースなどで複数の対応あるいは連携した対応が必要な場合には、ケース会議を開きながら

の対応とさせていただいているところでございます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） そのケース会議というのは、チーム員会議と捉えてよろしいんでしょ

うか。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 初期集中支援チームにつきましては、これから設

立させていただきますので、チームでもチーム会議というものもしますが、今のところはま

だ開設準備中でございますので、現体制の中で必要な場合に情報共有を図っている状況でご

ざいます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  今年度で設置ということで、まだいつというのは決まっていなくて、今、その中で取り組

んでいるとは思いますけれども、認知症集中支援チームというのは家庭訪問をしていくとい

う部分があるわけです。そういった訪問支援の対象者がいるわけですけれども、実施に当た

りましては、厚生労働省から実施要綱が定められていると聞いておりますけれども、こうい

った具体的な内容というのはどのようになっているのか、お聞かせください。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 厚生労働省から示されているところでございます

ね。対象者はまず40歳以上の方、若年性の認知症の方も含むということで、在宅で生活して

いらっしゃって認知症が疑われる方または認知症の方で、さらに医療介護のサービスを受け

ていない方、臨床診断を受けていない方、継続的な医療サービスを受けていない方という方

でございます。認知症初期集中支援チームが整いましたら、そういった方の相談に応じなが

ら対象者を把握して取り組んでまいりたいと考えてございます。 
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○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  今、40歳以上ということで年齢の部分もございましたけれども、今の若年性認知症といい

まして65歳未満でそういったものにかかるというか、それに気づくところもちょっと難しい

というようなこともございます。そうなると、若年性認知症といったところ、まだお勤めに

なっている世代になるわけですけれども、そういったものを発見するというか、そういった

把握というのはどういうことが考えられるのか、お伺いしたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 私も普段は65歳以上の方を対象にということでご

ざいますが、若年性の方の場合は、ご家族なり本人からのご相談などのケースに応じて対応

させていただくようになるのかなと考えてございます。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  そういった家族の情報なり、また地域の情報なりとなってくると思いますけれども、また、

今いろいろ対象者の部分で実施要綱の中でということでお話をいただきましたけれども、そ

ういった支援対象者かどうかという判断は誰がどういった形で行いますか、お伺いいたしま

す。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 初期集中支援チームができましたならば、まず電

話なりなんなりでご連絡いただきましたら、複数のチーム員が訪問させていただきながら、

その状況を確認させていただいて対応を検討させていただくようになります。以上でござい

ます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） 相談とかをいただければということだと思うんですけれども、それは

後でまたあれですけれども、相談で支援対象の該当とならないとかということもあると思う

んですが、そういった場合はそのままで終わるのか、またはその方に対して必要な支援等に

つなげていかれるのか。その辺はどうお考えでしょうか、お聞きいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 現在でも、各地域包括支援センターあるいは当課
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で何かご相談ありましたら、ケースケースに応じまして必要な対応があればいろいろなご紹

介とか、あるいは介護のサービスに結びつけるとか、そういったご相談をさせていただいて

おります。初期集中支援チームの対象となるかどうかというところの判断、あるいはほかで

の対応がいいという場合などがあれば、そちらの対応などをということなどをさせていただ

きながら、そういったご相談なりには答えていきたいと考えてございます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） 認知症集中支援チームというのは、どこに相談したらいいかわからな

いとか、あとはまた相談に来られない方というのがいるわけですけれども、そういった方と

いうのは、やっぱり認知症とか心の病気があって相談に行けないとか、そういう支援を求め

られないというところでそういう状況になっているところがあるんです。こういったところ、

支援員を拒否といったらいいんでしょうか、そういった部分の対策とか仕組みづくりもやっ

ぱり必要なところかなと思うんですが、そういったところは先ほども言いましたように民生

委員とか地域の方の情報とか、そういったところから情報を仕入れるというのがまず基本で

考えられると思うんです。やっぱりそういったところも拒否されたから、いいからと言われ

たからといって、状況的にそれをそのままにしていいのかといったところもあるんですが、

そういったところを粘り強く、やっぱりこちらでどのように対処していかれるのか、その点

確認したいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 今、小野議員のご質問のお答えになるかどうかなんですが、やっぱり

認知症というのは病気なんです。これはそのための専門医もおられるわけでありますから、

やっぱり本来は病院に足を運んでいただいて症状をしっかり確認していただくということが

全ての取り組みのスタートラインになるのではないのかなと思っています。我々も、今後、

行政の中でそういった不安がある方々に対して、行政としてどういった支援ができるかとい

うことについては誠心誠意取り組んでまいりたいと思っておりますが、今、申し上げました

ように、やっぱり病気を治すためには専門の知見がまず何よりも必要でありますので、いち

早くそういったところに取り組んでいただけるような努力をいたしてまいりたいと思ってい

ます。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 
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  今、市長からありましたように、こういったところ、やっぱりかかりつけ医もその方いる

かもわかりませんし、またそういったとき、医療機関との報告または相談または情報共有、

情報交換といったところを今質問ありましたけれども、この方法は大事だと思うんですが、

その意味で連携の方法、周知についてしっかりとこういった場合、塩釜医師会にされるのか

ちょっとわかりませんけれども、その点、ご協力のお願いということでしっかり周知してい

ただきたいと思いますが、この点お聞かせください。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 市長からも言っていただいたように、議員さんか

らご質問のところ、必要な連携の体制など、あとＰＲなどをさせていただきながら取り組ん

でまいりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  認知症集中支援チームが本市でも設置されまして機能されることによりまして、やっぱり

いろいろな家族または当事者の方の安心も出てくるところもありますので、こういったとこ

ろをうまく機能させていただきながら充実されるような取り組みをお願いして、この部分を

終わらせていただきます。 

  次に、認知症カフェの設置の取り組みについてですけれども、いろいろ近隣で見てみます

と、塩竈はデータで開催されているところは２カ所というのが私は聞いているんですけれど

も、多賀城では９カ所、そして松島では１カ所、七ヶ浜で４カ所、利府４カ所ということで

聞いております。 

  多賀城でも９カ所を見てみますと、毎月１回または週１回とか、いろいろな集会所または

マンションのそういったコミュニティセンターとか、地域にあるそういった個人宅でやって

いるところもあるし、そういったところは相手方の要請とかあると思いますが、やっぱりう

ちでは壱番館の既存のカフェとかでやっているということで、本当に人が寄るというか、そ

ういったところに設置１カ所と私も考えていたんですが、壱番館ということで。そのほかに

もやっぱり人が、いろいろな方が気軽に寄れるようなところでの開催も大切だなと思ってい

るところでございます。 

  それで、地域で今後認知症カフェを開きたいとの声も出てくると思うんですけれども、そ

ういったときに、本市としてはどういう支援が考えられるのか、その辺お聞きいたします。 
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○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 地域の方で、もし開きたいという方がいらっしゃ

いましたら、運営の仕方、それから内容などにつきまして、私どもがサポートといいますか

支援をさせていただこうと考えてございます。よろしくお願いします。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  今の話で答弁を聞くのは、開設、運営に対しては、やっぱり継続的な運営となるような支

援が大切なことだと思うんですが、財政的な支援も大切ですし、あくまでも本市では人的支

援という形で考えているんでしょうか、お聞きいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） まず、人的な支援と申しますか、私どもと各地域

包括支援センターの、先ほどもお話出ました認知症の地域支援推進委員が一緒にそういった

運営をしたい方がいましたら、運営などをサポートさせていただければなと考えてございま

す。よろしくお願いします。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  それで、認知症介護研究・研修仙台センターというところで運営上の課題調査というのも

行って、そういったものを見させていただいたんですが、認知症の人が集まらないとか将来

的な継続に不安があるとか、また運営方法に不安があるとか地域の理解が得られていないと

いった回答が多かったという結果が出ております。 

  それで、認知症の方が集まらないというところにおいては、新オレンジプランの中では７

つの柱とあると思いますけれども、介護支援の介護者に対しての支援というのが強いのかな

という感じはしますけれども、こういったところ、介護者と当事者が一緒に参加できるよう

な方向性も必要でありますし、また運営マニュアルの作成とか、そういった認知症カフェな

どの啓発活動とか、やっぱり財政的な支援も、どこで支援できるかはわかりませんけれども、

そういったことも考えていかなければいけないのではないかと思いますが、運営マニュアル

の作成と啓発活動とか、そういったものを含めてお考えをお聞かせください。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 運営マニュアルにつきましては、宮城県で作成し
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ていただいたものがございまして、そういったものなどを活用させていただきながら、ご相

談があった場合には運営の教えなどをさせていただきたいなと考えてございます。 

  今のところは、そのようなところと、あとこういった認知症カフェにつきましては、どち

らでも自主的な運営の方向に向かっていただくところもありまして、飲食代の実費などをい

ただきながらということがございます。そのようなことで長く続くような活動になっていた

だければなと思っておりますので、そのような方向性でご支援させていただければなと思っ

てございます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  それで、やっぱり食べるとかというのは実費での運営というのはわかります。今、実際に

喫茶店とか食堂、コーヒーショップ、ハンバーガーショップで、やっぱり地域の方からも、

地域住民が自由に参加できる場所の開催を望む声があるということで、こういったところも

認知症カフェの理解への啓発になっていくんではないかということで、コーヒーショップと

かハンバーガーショップとか、そういった企業となるんでしょうか、そういったところから

出前または出張で開催したいとか、そういった場合、場所の提供とか講座の依頼とかといっ

たところも広くそういったところに周知していただいて、そういったところも計画されてい

けば、また違った意味でにぎわうのかなというところもあるんですが、そういった点いかが

でしょうか。お伺いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 開催場所につきましては、より身近な地域で参加

可能なところで開いていただければ大変よろしいと思いますので、市の関係施設だけではな

くて地域包括支援センターの関係の協力を得たりとか、あるいは、最近ですとみやぎ生協さ

んと本市も包括的な協定を結んでございますが、その中で、県内では会議室などを開放して

いただいているという事例もありますので、地域の中でそういったところもあればご活用い

ただくような橋渡しなどをしながら行っていければなと思います。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  今から設置される、また拡大してという部分ですので、今、じっくりと考えていただいて

いると思って話を聞いております。 
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  それで、初期集中支援チームと認知症カフェというのは別々の施策という感じではなくて、

本当にこれは連携とかつながっていることなんですが、認知症カフェからの早期受診または

介護ケアとかに結びつくというケースもあると思うんですけれども、そういったところで、

今年度設置される初期集中支援チームと認知症カフェとの連携体制というのは考えておられ

るでしょうか。お聞きいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 鈴木長寿社会課長。 

○健康福祉部長寿社会課長（鈴木宏徳君） 現在、開催していただいています認知症カフェは、

各包括の認知症地域支援推進の方々に入っていただいておりますので、そういった方々と情

報を共有しながら、必要に応じました対応をさせていただきたいと考えております。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  認知症当事者、家族という点もありますけれども、どなたでも参加できるという観点から

いけば、やっぱり高齢者の方も居場所が少ないとおっしゃっている方もおります。また、塩

竈市ではＮＥＷしおナビ100円バス、本当に交通網といったところも充実させてきておりま

すので、そういったところも考えながら、高齢者の方の居場所ともなるよう認知症集中支援

チームと連携体制ごと、予算も限られている中でありますけれども、そういった限られた予

算で効果が得られるような、今後そういった取り組み、これから設置拡大になると思います

が、そういったところも考えながら従事させて機能されるように取り組んでいただくようお

願いしたいと思います。 

  それでは、次に行かせていただきます。 

  次に、施設の管理と老朽化対策として教育施設、保健施設、市営住宅などのトイレ環境と

改善についてお聞きしたいと思います。 

  総務省では、公共施設等の総合かつ計画的管理の推進について計画の策定要請を行い、本

計画についての記載事項、留意事項をまとめた公共施設等総合管理計画に当たっての支援を

地方公共団体に対して通知しております。管理計画を策定することで、施設の老朽化への対

応や維持管理費用の予測ができる。また、それにより施設の修繕、改修、処分、統廃合の計

画が立案できる、予防保全による施設の長寿命化が図られるという点と、将来的な財政負担

軽減とつながってくるということでございます。 

  本市においても、平成28年度に公共施設等総合管理計画を策定されましたけれども、今後
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の維持管理の取り組みをどのように具体化されるのでしょうか。この点も聞いてみたいと思

っております。 

  なお、私は、公共施設の中でも、例えば、１番目に教育施設、また２番目に保健施設、３

番目に市営住宅などの社会的弱者の方が利用する施設を優先すべきと考えておりますが、そ

こで抜本的なそういった改築とか大規模改修ができないまでも、やっぱり社会的弱者の方に

配慮されたトイレの洋式化など改修改善をまず優先して図るべきと考えております。この点、

本市の具体的な方針について、まずお伺いしたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 小野議員から公共施設の今後の維持管理への取り組みについてという

ご質問いただきました。 

  具体的には、公共施設等総合管理計画の中身であります。前段、阿部議員のご質問の際に

もお答えさせていただきましたが、まずは公共施設等総合管理計画を策定というのが第一段

階でありまして、これは今、市が保有する施設の老朽化の度合い、あるいは安全度、さらに

は長寿命化を図るためにどういった問題、課題があるかということについて、まずは抽出さ

せていただいたものだということであります。 

  そういった中から、今後、30年間で維持管理経費としてどれぐらいが必要かということを

算定いたしまして、結果として、現行の財政規模の中で必要額が果たして賄えるかどうかと

いうことを先ほどもるるご説明させていただきました。結果的には、30年間で200億円を超

えるような差額が発生してしまいますと。したがいまして、公共施設をおおむね24％縮減せ

ざるを得ないという塩竈市の現状について、まずは総合管理計画の中でご説明させていただ

いたわけであります。 

  これを受けまして、今度は個別計画といったものをつくっていくわけであります。あるい

は統合計画といったらよろしいんでしょうか。そういったものを今から策定いたします。し

たがいまして、先ほどの財政課長の答弁の中でも、プライオリティーはと聞かれたときに、

こういう手順ですということまではなかなか今整理ができていないというのが実態だと思っ

ています。 

  ただし、少子高齢化をたどってまいります本市の現状を考えますときに、やはり教育施設

でありますとか保健福祉施設、さらには公営住宅といったものの維持管理をまずは適切にや

っていく。さらには、再三ご答弁させていただいておりますが、障害者の方も地域社会の中
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でしっかり安全に暮らせるようなものについては引き続き必要であれば開設していかなけれ

ばならないという覚悟でありますので、まずはそういったものの組み立てを平成29年度から

着手させていただきますが、策定に当たっては、議会の皆様はもちろんでありますが、市民

の方々からも多数の方々のご意見を拝聴しながらまとめてまいりたいということであります。 

  そういった中で、身近な事例として、例えば、トイレとかといったものがどうなのかとい

うお話を頂戴いたしました。学校の現場でもたびたび和式じゃなくてもう洋式であるべきで

はないのかと、子供を入学させるためには、わざわざ和式のトイレの訓練をして入学させる

という父兄も事実おられるということであります。一方では、公園とかあるいは集会施設の

トイレが依然として和式で、ご高齢者の方々が集会所で何か集まりがあっても集会所のトイ

レは使えないという切実なお話等もお伺いいたしております。 

  これらにつきましては、また別途どのような予算を活用できるか、どういったものから優

先的にやらなければならないかといったことにつきましても、前段申し上げましたような計

画策定の際の課題の１つとしてまいりたいと思っております。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） ありがとうございます。 

  公共施設等総合管理計画につきましては、今後、平成29年、アンケートとか市民の方々の

意見とか、また庁内の検討も重ねながら今後でき上がってくると思いますので、こういった

いろいろな、私の前にもお話がございましたけれども、そういったところをしっかり聞いて

といか、いろいろな検討をしていただいて、しっかりとした形で進めていただきたいと思っ

ております。 

  それで、今回、トイレということで、教育施設と保健施設と市営住宅ということで挙げさ

せていただいたわけです。まず、学校ができますと家庭で、今市長の答弁もありましたけれ

ども、洋式トイレが主流になっているということで、市長が言われたような状況等も実際本

当にあるということでございまして、子供さんの中には洋式じゃないのでトイレというのは

自宅まで我慢するという方もいると聞いておりますし、またはやっぱりそういったことにな

ると学業への影響とか便秘などの健康面であるとか、本当に子供さんにも影響を起こしてく

るという状況もあるわけでございます。 

  私も学校とトイレのところを見させていただいた点もございますけれども、本市の整備状

況と今後の予定について、どのような計画というか、どのようなことになっているのか、そ
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の点をお伺いしたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 本田教育総務課長。 

○教育委員会教育部次長兼教育総務課長（本田幹枝君） お答えいたします。 

  市内の小中学校ですけれども、全ての学校で洋式トイレは今設置されてございます。全体

としましては、洋式トイレにつきましては小学校で約66％、中学校では52％になっておりま

して、小中の平均で約60％となりますけれども、これに多目的トイレ等を加えますともう少

し割合は高くなろうかと思ってございます。 

  こちらの学校のトイレ改修につきましては、年次計画によりまして順次改修いたしまして、

一通り平成25年度に実施済みとはなっております。今後の整備につきましてはおっしゃるよ

うに便器については教育的な配慮から一部和式トイレを残しまして、家庭に近づけて洋式ト

イレの採用、それから臭気対策としましては床のウエット式からドライ方式への移行、そし

てまた照度についてはブースにダウンライト等を設置などなどして暗さを解消、それからト

イレの段差を解消するなどバリアフリーを推進としていきたいと考えてございますのでご理

解願います。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  全国の平均を見ましても、全国では43.3％、県では38.4％ということで、本市60％という

ことで上回っているところは、本当に評価というか御礼を申し上げたいと思っております。 

  また、そういった中でも、においのところとか暗さとかバリアフリーとか本市も進めてい

ると思いますが、文部科学省で学校トイレ改善の取り組み事例とか出していて見られている

かと思いますが、そういった中でも快適に、全く本当に床の部分ですが、ドライにしなくて

も本当にきれいに使っていけるような取り組みも書かれたり事例がございますので、コスト

を下げることもできますので、そういったところを踏まえながら今後きちっとした計画を立

ていただきまして、今、温水洗浄とか暖房便座とかといったものも普及されてきまして、従

来の感じの洋式の部分というのもございますので、再度、そういったところも調査していた

だきながら、新たな計画的な取り組みをお願いしたいと思っております。 

  もう１点ですが、学校は災害時は避難所となっているということで、子供、高齢者、体の

不自由な方が利用されるということも洋式化についてはございますが、先ほどあった多目的

トイレも必要と考えておりますが、設置状況と今後の設置の考え方についてお伺いしたいと
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思います。 

○副議長（伊藤博章君） 本田教育総務課長。 

○教育委員会教育部次長兼教育総務課長（本田幹枝君） お答えいたします。 

  多目的トイレにつきましては、全校ではないんですけれども、ほとんどの学校で設置され

ているような状況でございますが、今後さまざまな制度を研究しまして、そういった整備に

ついても検討してまいりたいと考えてございます。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） 全体の予算の中でトイレの洋式化に伴う附帯設備とかもあって、本当

にまた多目的トイレとかの設置とかありまして、いろいろなコスト部分があると思いますけ

れども、そういったところを早目に実施できるような取り組みをお願いしたいと思います。 

  また、時間もありませんけれども、保健センターのトイレの件なんですが、市民の方から

もちょっと使いづらいという点の声もあったんです。私も見させていただきましたけれども、

身障者トイレがございますが、旧式の本当に狭いトイレ、または出入り口がアコーディオン

カーテンだと、また旧式のオストメイト対応であるということで、この点は保健センターで

もありますし、きちんと清潔感あふれるような壁とか床とかのそういったこともあるので、

しっかりと取り組んでいただきたいと思います。こういったところの課題について理解して

いるでしょうか、お伺いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 保健センターですが、今、議員おっしゃられたとおりの状態

でございます。これは保健センターは昭和59年３月に建設されまして、その後、今整備が進

められております多目的トイレの基準ですけれども、宮城県だれもが住みよいまちづくり条

例というもので多目的トイレの構造的なさまざまな基準というのが定められておりまして、

保健センターもそういったトイレの条件を満たすような形でぜひ整備していきたいと考えて

いるところでございます。今後、予算編成の中で内容を確認しながら本市の保健行政をつか

さどるセクションでございますので、それにふさわしいトイレになるように努力していきた

いと思っております。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  トイレのスペースとか配管の物理的な課題もあると見てきましたけれども、そういったと
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ころを優先して取り組んでいただけるようにお願いしたいと思います。 

  また、市営住宅におきましては、和式が桜ヶ丘、東玉川、新浜町、貞山通ということで、

この４カ所だと思っております。以前、決算か予算委員会のときに、市営住宅の段差が１段

高くなっているので本当に整備するのに大変だというところもございますけれども、こうい

ったところ、市営住宅に全てというのは本当に早急には大変だと思うので、市営住宅などに

おける介護保険住宅改修の取り扱いは、この点も利用されているというお話をされておりま

すが、この点どうなっているのかお聞きしたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤建設部長。 

○建設部長（佐藤達也君） 市営住宅のトイレにつきましては、今、議員おっしゃるとおり全

体の市営住宅の管理戸数623戸のうち、200戸の部分が現在和式という形になっています。こ

れについては、やっぱり少し段差がついていたりしまして、あるいは実際住んでいる方の建

物内での改修ということになるので、直すとなるとやっぱり大規模改修とかそういった機会

でないと難しいという状況になります。このために、市営住宅の入居者向けにトイレ改修の

助成制度といったものがございますので、私どもとしてはそういった活用について推奨しな

がら、それぞれのお宅に対応していただくような形をしております。介護保険の助成制度と

かそういったものがございますので、そういったものをご案内さしあげるという形になりま

す。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  介護保険住宅改修の取り扱いということで、しっかりと市でやるものと保険でやるものと、

しっかりとしたそういったものの取り扱いについてつくって進めている自治体もございます

ので、そういったことで、まずは必要とされる人のところからでも整備していただきたいな

と。不公平とかなんとかというお話もございましたが、やっぱり必要とされている方の部分

はまた違う考えではないかなと思っておりますので、その点よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  それでは、次に最後の水道事業についてお伺いいたします。 

  安定的な水の供給確保についてお聞きしたいと思います。 

  国では、昨今の経済成長の恩恵を地方や中小企業に着実に広げていくといたしまして、成

長と分配の好循環の実現のための生活密着型インフラ整備を推進しております。平成29年度
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水道施設整備予算には全国の自治体で老朽化が進み、管路の更新が問題視されている水道設

備の水質安全対策、耐震化対策として355億円計上されておりまして、前年度より20億円の

増額をされております。 

  そこで、本市の平成29年度予算に基づきました水道事業の現状と見通しについて、その点

お伺いしたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） ただいま、平成29年度予算に基づく水道事業の現状と見通しについて

というご質問でありました。 

  初めに、本市の管路の現状でありますが、送水管、配水管、総延長で323.19キロメートル

となっております。そのうち、法定耐用年数の40年を超えている管が79.14キロメートル、

24.5％が法定耐用年数を超えている管というのが塩竈市の現状であります。この数字を一時

も早く圧縮していくというための管路更新が本市の大きな課題であると認識いたしておりま

す。 

  管路の更新を促進するための見通しでありますが、現在は老朽管更新事業、第６次配水管

整備事業、そして災害復旧事業の３事業によりまして更新を促進中であります。今年度の事

業規模でありますが、３つの事業全体の金額が５億185万6,000円、延長は4.29キロメートル

を予定いたしております。また、管路の更新に当たりましては、耐震構造を有した長寿命管

を採用し、ライフサイクルコストの縮減といったことにも努めているところであります。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  ちょっと時間もありませんので、管路の本市の更新率と、あと国でも鉛管早期にゼロを目

指すということで方針が出ているわけでございますが、そういったところの更新状況につい

てお話を伺いたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 高橋水道部長。 

○水道部長（高橋敏也君） 管路の更新率でございますけれども、平成27年度では1.32％とな

ってございます。それから、鉛管の関係でございますけれども、平成28年度末時点で国道部

分の使用状況が2,921件となっております。以前、管路の調査をいたしました平成13年度時

点では5,211件となっておりまして、平成28年度末での更新率が43％となってございます。 
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  解消の取り組みとしましては、老朽管布設替工事にあわせての入れかえを行っております。

また、宅地内では家屋の改修や下水道の宅内排水工事などにあわせて鉛管の布設がえについ

て指導いたしております。さらに、鉛管解消を効率的に進められるよう、時期や地域を調整

しながら解消を図っておりまして、今年度は小松崎地区で昨年度から引き続き工事を行って

おります。以上です。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  本市においても、水道施設の老朽化が進んでいることを危惧しているところでございます

けれども、昨今の熊本地震でも、耐震化の必要性も表面化されてきているところでございま

す。老朽化対策、耐震化対策は今後どのように進められるのか、また耐震化率についてはど

うなっているのか、お伺いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 高橋水道部長。 

○水道部長（高橋敏也君） まず、耐震化の率でございますけれども、私どもでは梅の宮浄水

場から配水池までの送水管、あるいは避難所等の重要施設への配水管を最優先の耐震化路線

と位置づけて耐震化を図っておりまして、その路線では、現在28年度末、60％の耐震化率で

ございまして、平成29年度は67％を目標といたしております。 

  管路更新に当たりましては、先ほど市長申しましたように３事業メーンにやっております

けれども、第６次配水管と、それから老朽管更新事業につきましては、平成30年度までの計

画期間になっておりまして、平成31年度以降の整備計画を、今後、優先順位をつけながら策

定いたしまして、なお一層管路の更新をアップしてまいりたいと考えております。以上です。 

○副議長（伊藤博章君） １番小野幸男議員。 

○１番（小野幸男君） わかりました。 

  水道事業につきましても、今後、いろいろな審議の中でいろいろなことも聞いていきたい

と思いますのでよろしくお願いしたいと思います。水道施設につきましては、今後も中長期

的な見通しのもと、事業の健全経営に取り組んでいただくようお願いいたしまして、私の質

問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○副議長（伊藤博章君） 以上で小野幸男議員の一般質問は終了いたしました。 

  15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君）（登壇） つなぐ会の土見大介です。本日は、会派を代表いたしまして
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一般質問をさせていただきます。 

  本日、質問の機会を与えていただきました先輩、同僚議員の皆様、感謝を申し上げたいと思

います。また、今回の質問を組み立てるに当たり、ご協力いただきました議員の皆様、そして

市役所の皆様、さらには関係各所の皆様に感謝を申し上げます。より充実した時間となります

よう一生懸命取り組んでまいります。 

  一般質問とは、議員が市政全般にわたって市長を初めとする執行機関の皆様に疑問点を質問

し、答弁を求め、その過程を通して執行機関の政治姿勢を明らかにするものと認識しておりま

す。そして、今回もいらっしゃるように傍聴の皆様やインターネット中継、テレビ放映などに

より、多くの市民の皆様または塩竈に関心を持たれている皆様に届けられていることを踏まえ、

質疑の内容がよりわかりやすくなるよう、そして市役所、議会、市民が一丸となってよりより

塩竈の実現に向かっていけるよう研さんを努めてまいりたいと考えております。 

  それでは、通告に従い一問一答方式により質問を行ってまいります。 

  震災から６年が経過し、震災復旧関連の工事も終盤に差しかかってまいりました。一方、

震災関連で建設した建物を含め、市内にあるさまざまな公共施設や歴史的建造物、文化、人

などの地域資源を生かし、市民に対してどのようにすばらしいサービスを提供していくか。

それがこれからの塩竈市に課せられた課題だと考えております。 

  このような観点から、今回は、水産加工業労働者の安定的な確保について、地域資源の保

護・管理・活用について、公共施設のあり方と指定管理者の選定について、以上３点につい

て質問させていただきたいと考えております。 

  まず初めに、水産加工業労働者の安定的な確保についてです。 

  新しい魚市場の完成をこの秋に控え、塩竈市または関係各所においては、より多くの水産

物が水揚げされるように入港する船の誘致にご尽力されていることと思います。一方、水揚

げされた水産物を加工し付加価値をつけて販売するための水産加工業の現場においては、慢

性的な労働力不足があり、それを現在では外国人実習生の力をかりて補っているのが現状で

す。 

  まず初めに質問させていただきたいのは、塩竈市における外国人実習生の受入状況はどの

ようなものになっているか、お伺いいたします。 

  以上で、登壇しての質問は終了させていただきます。以上、よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 
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○市長（佐藤 昭君）（登壇） ただいま土見議員からは東日本大震災からの復旧・復興後の

塩竈のあり方についてということで、３点についてご質問いただきました。 

  初めに、水産加工業労働者の安定的な確保のうち、塩竈市における外国人技能実習生、以

下実習生という名前で省略させていただきますが、この受入状況についてご質問いただきま

した。 

  平成28年４月に、本市では独自にアンケート調査を実施いたしております。調査では、

105社中55社から回答いただいており、そのうち16社で155名の実習生の受け入れをしている

との回答を得ております。実数はこれを超える人数の実習生がいるものと推測いたしており

ます。なお、155名の国別の内訳といたしましては、中国から12社で68名、ベトナムから10

社で62名、そのほかにもインドネシアやミャンマーからの実習生が２社で25名という状況で

ありました。 

  現在、本市は、宮城県沿岸部外国人技能実習生受入れ特区の認定を受け、国の認可を受け

た企業に限りますが、実習生の受入人数を拡大できる等の緩和措置も受けております。以上

でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ご答弁ありがとうございます。 

  少なくともアンケートの結果では155名、実際はそれ以上の実習生の方々が水産加工業の

現場にて働いていらっしゃるということを確認いたしました。 

  また、私、東塩釜駅の近くに事務所を構えているんですが、東塩釜駅を早朝もしくは昼の

時間に観察していると、多くの外国人の若者が東塩釜駅で下り、そして水産加工の工場のあ

る新浜町に向かっているということが確認されます。私として、実際にヒアリングをしてみ

たり、もしくは仙台にある日本語学校にアンケート調査を行うなどして、一体彼らは何者な

のかというところの調査を行わせていただきました。具体的に、まだ３割ほどしか日本語学

校からは回答はいただいていないんですけれども、その多くは外国人留学生であるというこ

とは把握しております。アンケート、３割ほどのデータではありますが、既に、それでいて

も130名以上の留学生の方が塩竈に働きに来ているということが確認できています。 

  この状況も踏まえ、先ほどの155名の実習生の方々、そして私のデータになるんですけれ

ども、130名以上の留学生の方々、その方々も含めた外国人の労働者の方々が水産加工業の

現場に、要するに昼間の水産加工業に実際どの程度いらっしゃるのか。ここについて、もし
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把握していらっしゃいましたらご回答願いたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） ただいま土見議員から外国人の水産加工業従事者の実態把握の中で、

留学生のアルバイトがいるのではないかというご質問でありました。なおかつ、130名を超

えるというお話をいただきました。 

  担当課で数社に確認させていただきましたところ、派遣会社を通じて留学生を受け入れし

ている企業はありましたが、ただ、直接アルバイトとして留学生を雇用している企業につい

ては確認が残念ながらできなかったところであります。留学生の派遣を受けている企業とし

ても、派遣会社に対して派遣人数と勤務時間を提示して要請しておりますが、要請の中では、

特に外国人留学生という指定は行っていないそうでありますが、結果的には、派遣要請して

いる13人がほぼ留学生であったということは会社に確認できたところであります。以上でご

ざいます。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  私のとったアンケートでは、実際に塩竈に働きに来ていらっしゃる留学生の方々の人数の

ほかに、どのような方法で塩竈での働き口を探したのかというところに関しても調査してお

ります。その結果、主なものとしましては、やはり日本語学校内にある、例えば掲示板であ

りますとか、そこの学校からの紹介、あとは口コミというものが多いというところの回答を

いただいております。 

  先ほど、実習生の数155名、そして今回130名のアルバイトの方々、留学生の方々がいらっ

しゃるわけですが、実習生とアルバイトでは実際に働いている勤務時間というのも違うので

実際に足し算という形にはいかないかとは思いますが、トータルで285名以上の外国人の労

働者の方々がいらっしゃるという現状があります。この285名という数、塩竈における水産

加工業の従事者の間ではどの程度の割合になるんでしょうか。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） お答えさせていただきます。 

  根拠としましてですけれども、平成26年度に実施されました工業統計調査におけます食品

製造業の一応従事者数というものをベースにお答えさせていただきます。 

  この食品製造業の従事者数、平成26年度では2,693名ということになっておりますので、
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今、議員にご質問いただきました285名と仮にいたしますと、１割を超える部分に相当する

のかなというところでございます。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  １割程度、実際にはもっと実習生の方もしくは留学生の方も、アンケートもしくは調査が

進めばふえてくるものと考えております。全従事者のうちの１割程度というと非常に大きな

数だと私としては把握しております。そのため、今後も外国人の労働者の方々というものを

まず安定的に確保することが、塩竈の水産加工業においては重要なことなのではないかと考

えております。 

  一方、世界の情勢を見ましても、人材不足というのは喫緊の課題になってきていると。今

後、５年、10年先のことを考えると、今、塩竈に来ていらっしゃるような留学生の方々もし

くは実習生の方々もほかの国との奪い合いになってしまうのではないかということが懸念さ

れ、国内においてどれだけ人材を確保できるかというのも重要な課題になっています。 

  以上を踏まえまして、これ以降は外国人労働者をどのようにまず安定的に確保していくか。

そして、その次に国内労働者を同じように、どのように安定確保していくか。この２点につ

いて質問していきたいと思いますが、まず外国人労働者について、塩竈市で行っている確保

策をお教え願います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 外国人労働者の皆様方に安心して塩竈で働いていただける環境づくり

というご質問であったかと思います。 

  まず、ハード面といたしましては、水産加工業従業員宿舎整備事業補助金という制度がご

ざいます。これは、実は宮城県で実施している事業でありますが、その事業に本市でも宮城

県と同額を助成させていただき、水産加工業界の方々が、例えば、外国人留学生の方々の宿

舎というものを確保し、安定した職場環境をつくるということでは、一定の役割を果たして

いるのではないのかということで、本市も独自にこのような支援をさせていただいていると

ころであります。これまで、５件の事業者に対して補助金を交付させていただいているとこ

ろであります。 

  もう一つでありますが、やはり外国人の方々がこの地域で本当に安定的に我々市民と同様

の暮らし向きができるという環境を創出していくということが、実は一番大切なことではな



-132- 

いのかなと思っています。これまで実習生の受け入れについては、出入国管理及び難民認定

法といったような法律でありますとか、あるいは出入国管理及び難民認定法第７条第１項第

２号の基準を定める省令といったようなものによって運用されてきております。 

  ただ、残念ながら、なかなか安定した状況で外国人実習生の方々に腰を落ちつけてこの地

域でお暮らしいただけるということについては、さまざまな問題、課題があるということに

ついては重々理解いたしております。特に、お国柄といいますか、それぞれの出身国が違い

ます。そういった習慣等をこの地域でしっかり受け入れできるかということになりますと、

そちらにも問題があるということについては、私も同様の認識をいたしております。 

  このようなことを踏まえまして、本年11月１日からになりますが、外国人の技能実習の適

正な実施及び技能実習生の保護に関する法律、いわゆる技能実習法と呼んでおりますが、こ

れが施行されることとなっております。内容でありますが、外国人技能実習生の適正な実施

及び技能実習生の保護を図るための基本理念でありますとか、国の責任を明らかにし、管理

団体を許可制とするそうであります。また、技能実習計画を認定制とするなど、厳格な制度

運用が行われるようであります。これはとりもなおさず、地域がしっかりとそういった実習

生をサポートできるような体制を構築できるかどうかということが問われるものと思ってお

ります。 

  この法律の中で、関係機関でありますとか地方公共団体などで構成される地域協議会とい

ったようなものを新たに設置することが求められております。また、実習生の方々の地域社

会との共生を図ることなどが細かく規定されているところであります。市としても、関係機

関と連携させていただきながら、よりよい実習生の方々の環境づくりの一翼を塩竈市もしっ

かりと担ってまいりたいと考えているところでございます。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  ぜひ、実習生の方々の労働環境もしくは生活の環境の安定化にご尽力されたいと考えてお

ります。 

  では、今回、今述べられたものとしては、実際の労働環境や生活環境の向上というところ

が１つ着眼点にあったんですけれども、では、そういう環境を整えました。そうしたらば、

外国人の労働者、実習生の方々に来てもらうためのＰＲ、アピール方法としましてはどのよ

うなものを行っているのか、もしくはどのようなものを今考えて計画しているのか。もし、
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アイデアがありましたらお教え願います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 現状の実態を正直にお話しさせていただければ、こういった外国人実

習生をあっせんされる業者の方々がおられまして、そういった方々を通じてそれぞれの関係

企業が現地をご訪問されて、面接の上に外国人実習生の方々にお越しいただくというのが今

の実態ではないかと把握いたしております。今後、その中に塩竈市がどのような形でＰＲに

参加できるかということについては、お時間をおかりして少し研究をさせていただきたいと

思っております。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  ぜひ、１人でも多くの実習生の方々に塩竈で働きたいねと言っていただけるように、環境

の整備と含めてＰＲも行っていただきたいなと思います。 

  今回、外国人の労働者といったときに、実習生とともに留学生というのも相当数いるとい

うことが徐々に明らかになってきております。留学生の方々に対してのＰＲ方法としては、

塩竈で働くきっかけというのが学校内の掲示板であったり学校の紹介と、もしくは口コミで

あるという話がありましたが、実際、日本語学校と連携を組んで、積極的に留学生の方々を

塩竈の水産加工業に来ていただけるようにアピールしていくということも１つ有効な策とし

てあるのではないかなと考えております。また、実際、留学されている方々、母国の大学な

どで、もし水産関係をとっている場合、こちらでの実際のそういう労働に対する実務が単位

として評価されるというような仕組みもあるそうです。 

  こういう面も含めて、ぜひ日本語学校に積極的にＰＲをしていってもいいのではないかな

と感じますが、その点についてはいかがでしょうか。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 先ほど来、ご説明させていただいておりますとおりに、外国人の技能

実習生については、法律に基づく身分でお越しいただいております。したがいまして、年数

なんかについても３年でありますとか期限が明確になっているわけであります。このことに

ついては私も不勉強でありますが、今、土見議員からご質問いただいております外国語学校

の生徒というのは、あくまでもアルバイトという形で、そういう身分で私は塩竈市に来られ

ているのではないのかと。したがいまして、外国人実習生と同じ身分でということはなかな
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か難しいのかなと思いますが、アルバイトという形のものを今後どういう形で受け入れして

いくかということについては、やっぱりアルバイト法とかいろいろございますので、今度は

法律条文に違反しないような受け入れというものをやっていかなければならないのではない

のかということを今考えております。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  もちろん法に反することはできませんから、ぜひ確認しながら一歩ずつ、もしうまく適用

できるのであれば留学生の方々というのも活用しながら、活用という言い方がいいかわかり

ませんが、ぜひ力になっていただきながら安定的な人材確保に向けて活動していってほしい

と考えます。 

  また、一方、介護の分野におきますと、日本語学校に留学されている方々に介護の現場で

実際にアルバイトをしていただき、そのまま母国に帰って卒業した後に、また日本に来て就

職していただくという取り組みも行われ始めているようです。さらには、日本語学校と介護

施設とかで連携を図って、日本の施設で就職として何年間か働くことにより、じゃあ学費を

免除するとか無償にするという働きもあるように伺っております。 

  このようなシステムを、介護の分野で行われているものですけれども、ぜひ水産加工の場

においても適用したら、彼ら外国人留学生が帰った後も日本に来て、さらに安定的に人材を

確保するきっかけとなるのではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 今、土見議員からご質問いただいた介護の分野については、介護の担

い手が非常に少なくなってきているということで、一定の資格を有する介護従事者を外国か

らも受け入れをするということの法律改正がなされたということについては重々理解いたし

ております。それと今の話というものは、なかなかラップしにくいのかなと。 

  具体的に申し上げれば、先ほど来、申し上げておりますとおり、水産加工業については外

国人の技能実習生という制度に基づいて入ってきていただいている。先ほど、私もアルバイ

トのときにご説明させていただきましたが、該当する企業からは人材派遣についてお願いし

たいということで、特に外国人ということの縛りはないそうであります。その中で、実際お

越しいただいている13人が実は全て外国人であるということは、企業から私もお伺いしたと

ころでありますが、そういった方々を水産加工業の中にどういった形で組み入れられるかと
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いうことについては、やはり１つはあくまでも法律がございますので、そういったものがど

うやったらクリアできるかということにつきましては、今後、我々も勉強させていただけれ

ばと思っています。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  ぜひ、いろいろな可能性を検討しながら確保に努めていただきたいと思います。 

  今、派遣の人たちがたまたまといいますか、13名が皆、留学生だったという話があります

が、要するに、なかなか日本人が集まりづらいというのが現状だと思います。手元に宮城県

が行いました働きやすい水産加工業場づくりアンケートというものがあるんですけれども、

その中で高校生に対するアンケートが載っています。実際に高校生たちが卒業した後、水産

加工業で働きたいかという問いに対して、非常に厳しいんですけれども、86％の方が思わな

い、またはどちらかといえば思わないというアンケート結果を出しております。 

  一方、悲観するだけではなくて、その思わないという方々の多くが、60％が実際には水産

加工業の工場を見学したことはないということも言っており、見学した工場の数が１社、２

社、３社とふえていくにつれて、実は働きたいと思わないという方々が、働きたい、どちら

かといえばいいとか思うのほうにシフトしているという傾向も見られています。 

  また、今度は一般の就職活動をされている方々に関してのアンケートもありまして、こち

らはさらにより厳しくて、92％が思わない、どちらかといえば思わないという結果が出てい

ます。主に、就活の方ということなんですけれども、このアンケートの中では女性が７割ほ

どを占めているので、また年齢層から見ても、お子さんを持っているようなお母さんたちと

か、もしくはお父さんの収入の足しにしたいと思っているような、ある程度年齢のいかれた

女性の方というものを想定しておりますが、アンケートの内容を見ると、体力的にきつそう

とか経験・資格を生かせない、もしくは魚がにおいも含めて嫌いだと、あとは職場の人間関

係が複雑そうとかいうようなアンケート結果というものが挙がっています。 

  済みません、説明が長くなるんですが、じゃあ実際に働いた方々に、その後どうですかと、

働く前と後ではどうですかという質問がされていますが、そうすると、おおむねマイナスイ

メージというものは払しょくされていると。特に、労働環境が厳しいとか賃金が安い、にお

いが気になるというところは大幅に減となっていることから、実は先入観というものが大分

就職活動に大きく影響しているということが見て伺えます。 
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  そのため、昔から３Ｋのイメージなんていう話もありますが、ある意味偏見で水産加工業

を見るという状況を打破していくことが必要と思われますが、この点について、市としては

どのような活動を行っていらっしゃるでしょうか。お答え願います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） まず、私自身でありますが、議長ともども市内の水産加工業界、決し

て水産加工だけではないんですが、市内の各企業をご訪問させていただきまして、毎年、新

卒高校生をぜひご採用いただきたいということのお願いに上がっています。各企業とも、ぜ

ひ地元に就職いただきたい、結果としてそういった方々が地域に定着するということが定住

促進につながっていくということで大きなご理解をいただきながら、我々はそういったご訪

問の結果を持って学校に上がります。学校にも、ぜひ地元のこういった企業に新卒高校生の

方々に試験を受けていただきたいというお話をいたしますが、残念ながら、今申し上げたと

おりであります。空振りが非常に多いということであります。二次募集、三次募集までかけ

させていただいて、やっと数名ぐらいが地元の水産加工業界に入社いただくという実態では

ないのかなと思っております。理由は、もう土見議員もおっしゃられたとおりだと思ってお

ります。 

  そういったことを打開するために、例えば、商工会議所、それからハローワーク、そして

塩竈市も一定程度参画させていただいておりますが、例えば、水産加工業者の方々の合同採

用説明会は体育館で開催されています。たしか、昨年は30社近い企業の方々にご参加いただ

いたかと思います。そういった場所に私ももちろん足を運んでおりますが、かなりの生徒さ

んたちが来ておられます。ですから、私もぜひ塩竈にということをＰＲさせていただいてお

りますが、実際、そういった方々が採用試験までなかなかつながっていかないという実績で

あります。 

  中学校の時代には、子供さんたちが水産加工業界でありますとかそういったところに職場

体験ということで行かれるんですが、それが高校生になるともうはたととまってしまうとい

う現実もございます。 

  やっぱり、もちろん我々もそうでありますが、学校でも地元の企業に目を向けていただく

ためのそういった体験活動等も展開していただきたいということをお願いしていかなければ

ならないのかなといったことも今考えているところであります。ぜひ、議員の皆様にも、塩

竈市内に就職するようにということをＰＲいただければ大変ありがたいと思っております。
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よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  今、市長もおっしゃられたように、なかなか就職活動のときの選択肢に上がらないという

現状があり、市長もおっしゃられたように高校での実は工場見学というものは意外とイメー

ジ改善のための大きな役割というものを果たすんじゃないかと思っております。 

  また、一方、工場見学のほかに石巻の企業になるんですけれども、出前授業なんていうの

をやって、一緒にじゃあタラコをつくってみましょうなんていうことをやったり、その都度、

そのときに、じゃあうちの会社はこんなにクリーンなんですよということをＰＲするなど、

水産加工業に対するイメージを積極的に自分から出かけて払しょくするという活動をされて

いるところもあります。 

  また、各企業ごとにブランドイメージの向上などを図るような活動もしていると思うんで

すけれども、塩竈における水産加工、水産業もしくは魚というものは、実は労働者の確保だ

けではなくて地域教育もしくは魚食普及というところとも関連してくる部分であると考えて

おります。 

  この点からすると、実は、労働者をふやしていくような活動というのは、今、水産の産業

部のセクションだけではなくて、例えば、教育委員会ですとか全体として取り組んでいかな

きゃいけないものだと考えておりますが、その点についてはいかがお考えでしょうか。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 本当に、水産業、水産加工業は塩竈の基幹産業であります。こういっ

たところに多くの方々からぜひ関心を持ち入社していただくということは、やっぱり市民ぐ

るみで盛り上げていかなければならないことではないのかなと思っております。 

  例えば、塩竈市の小中学校は、現在、給食は自校方式であります。私からももう地元の食

材を100％と言いたいところでありますが、せめて50％を超える量は地元の食材から、特に

魚をというお願いをさせていただいております。学校給食でも、そういった分野に目を向け

ていただきまして、魚食ということについて取り組みはいただいております。 

  ただ、残念ながら、骨があるから食べられないとか、そういった話が実は大変多くて、

我々も推進していく上で、やっぱり今度は生産者の方々にも何かそういったところの工夫を

していただきながら、官民挙げてそういった取り組みをしていかないと、やっぱり定着でき
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ないのかなということを今感じているところであります。 

  また、先ほど申し上げました中学校なんかにおきましては、職場体験ということで夏休み

期間を活用してさまざまな職種のところに出向いていただいております。今後も、そういっ

た根強い活動を継続しながら、やはり将来、塩竈の水産なり水産加工業を担っていただく人

材が輩出されるよう、我々も努力いたしてまいりたいと思っております。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。ぜひ、進めていっていただきたいと思ってお

ります。 

  この質問だけで時間を使うわけにもいかないので、そのほかの要望としましては、今回は

高校生に着目して話をしましたが、例えば、子育て中のお母様方もしくは一線を退かれたご

年配の方々と、さまざまな方々の生活のスタイルに合わせて、ぜひその方々にとって水産加

工で働いてもらうためにはどうしたらいいのかというところを一人一人考えながら対応して

いっていただきたいと思っております。 

  そして、次に移らせていただきます。 

  塩竈市内の地域資源の保護・管理・活用についてです。 

  12月定例会では、塩竈市議会としましては勝画楼保存に向けての決議というものを提出さ

せていただきました。塩竈の勝画楼は、ここから見た千賀ノ浦の眺めは「画にも勝る」と言

われたことから名づけられた名前だと伺っております。この勝画楼、今後どのように保護、

活用していくかという点なんですけれども、先日、学術的な価値にかかわる調査が入ったと

お伺いいたしました。その学術的な価値の調査を踏まえて、まず内容の報告と、市としては

調査結果を踏まえて勝画楼の価値とはどんなものなのか、また、今後どのように管理、活用

していきたいのか、その点についてご回答願えればと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 地域資源の保護・管理・活用についての一環として、勝画楼の学術的

価値に係る調査の進捗状況等と、これからの保存についての本市の取り組みについてという

ご質問でありました。 

  ご案内のとおり、昨年９月ぐらいでありました。鹽竈神社の総代の方々が私のところにま

いりまして、勝画楼を解体しますというお話を頂戴いたしました。私からは、大変貴重な文

化財でありますと、したがいましてお時間をおかりできないかということをご要請させてい
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ただきました。その後、我々として文化財的な価値という部分をどうするかということで庁

内で議論させていただいたところであります。 

  ただ、その後、12月でありましたか、学術的な調査をぜひさせていただきたいということ

を神社ご当局にお願いに上がりましたときに、やはり９月にお越しいただきましたときは解

体いたしますという申し入れでありましたが、12月にまいりましたときに、ちょっと言葉が

難しいんですが、わかりましたと、解体から「ほごさせていただきます」と表現が変わって

まいりました。当初は、はっきり言えばもう重機械等でばたばた壊しますという話でありま

したが、神社におかれては、その後の活用ということを一定程度考慮されたのかなと思いま

す。 

  我々は、じゃあ手間暇をかけて「ほごします」と、使える材料は使える材料、使えない材

料は使えない材料ということで分けるというところまでは神社で検討させていただきますと

いうところになりました。その折に、議会で12月定例会におきまして勝画楼の保存に向けて

の決議というものをいただきました。これは我々にとりましても大変大きな後押しになった

と思っております。 

  その後、早速、神社には、神社当局の御了解をいただきまして東北歴史博物館からご指導

いただきながら、本年３月から学術的価値を適切に判断するための文化財調査をさせていた

だきました。 

  そういたしましたところ、まだ中間報告であります、これまでの中間報告では、勝画楼の

玄関部分にある広間でありますが、これは仙台藩主が塩竈を訪れた際に逗留した御成之間で

はないかというお話をいただきました。もともと、あの場所に３つの広間があったんだとい

うことであります。一之間、次之間というんですか、そして御成之間という３つの建物があ

ったはずであります。そのうち２つが火災で焼失したんですが、恐らく御成之間だけが火災

から免れたのではないかという報告をいただいております。御成之間の玄関口に今の向拝を

設置されて、こちらから出入りができるようなことがその時期に始まったのではないのかと。

したがいまして、本市にとっては大変貴重な歴史的な建造物でありますということを中間報

告としていただきました。 

  このことを受けまして、神社当局には、今後の取り扱いについてご相談させていただいて

おります。実は、鍵宮司と私も直接お話をさせていただく機会がありましたが、鍵宮司から

も、勝画楼という名前はあの場所にあるから勝画楼なんでしょうねと。もし、壊していただ
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いた後に、例えば、材料を使って我々が別の場所に再構築したとしても、果たしてそれが勝

画楼という名前にふさわしいのかという意味のお話であったかと思います。前段、私どもも、

ぜひ今の場所を使わせていただきたいということを宮司さんにお話ししたときに、そのよう

なお話をいただいたところであります。 

  その後、私どもの副市長が再三、神社に足を運ばせていただきまして、今の方向性であり

ます。これはまだ決定ではありません。そこはぜひご理解いただきたいと思いますが、勝画

楼そのものを本市に帰属してはという話し合いが今なされているところであります。そうな

れば、我々の今後の手続でありますが、残念ながら今の状況では全く文化財としての指定が

されていないわけであります。塩竈市の文化財の指定も受けていないという状況であります

ので、今後の我々の課題としては、この建物がどういった意味合いで文化財的な価値がある

かということをしっかりと証明していかなければならないと思っております。 

  そういった証明の後に、できますれば、我々としてはせっかく宮城県仙台市、多賀城市、

塩竈市、そして松島が入りますが、日本遺産として認定いただきました。ご案内のとおり、

政宗が育んだ伊達な文化というものがメーンのテーマになっているわけでありますので、

我々としてはぜひ、このことについて国の文化財指定が受けられるよう、今後努力させてい

ただきたいと思っています。このことにつきましても、先日、村井知事にお会いいたしまし

て、我々の思いをお話しさせていただきました。知事からは、金銭的な支援はできないけれ

ども、文化財登録ということであれば宮城県も一生懸命、市長、頑張らせていただきますと

いうありがたいお話を頂戴してまいったところであります。 

  ただ、今、申し上げましたようにまだ途中経過でありますので、今後、こういった方向で

最終的な協議を一生懸命進めてまいりたいと思っております。なお、最終結果が４月に予定

されておりますので、そういった報告書がまとまりましたら、早速、議会の皆様方にもご説

明させていただきたいと思っております。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  塩竈市議会としましても、決議を出したということもありその思いを十分に受けとめてい

ただいたこと、非常に感謝申し上げております。中間報告という段階でぬか喜びはできない

状況ではありますが、非常にうれしい現状というものに感謝申し上げるとともに、結論に至

るまでにご苦労された役所の皆様もしくは神社の方々に感謝申し上げ、そして議員の皆様方
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または市民の皆様とともに、ぬか喜びはできませんが、まずは喜びを分かち合いたいなと思

っております。 

  勝画楼に関してはここで一旦閉じまして、勝画楼をあそこで今後保存していくということ

が見えてきた段階において、重要になってくるのは、じゃあ今後どのように管理、そして活

用していくかという観点になってきます。 

  勝画楼を含めまして、マリンゲートから鹽竈神社までわずか２キロ足らずのエリアの中に

数多くの歴史的な建造物があることは役所の皆さんもご存じだと思います。そして、都市マ

スタープランの中でも、景観重要地区として指定され、さらには長期総合計画の中でも海・

港と歴史を活かすまちという形でうたわれているということです。この歴史的、文化的な価

値が色濃く残る地域というものを観光や地域教育に生かさない手は全くないと私も考えてお

ります。その中で、長期総合計画の中でうたっているようなものでもありますが、海・港と

歴史を活かすまちを現在どのような体制で実施していくのか。現在の体制についてお伺いし

たいと思っております。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 土見議員からは、歴史的文化財・建造物などの保護・管理・活用体制

についてというご質問であったかと思います。 

  前段、勝画楼でも申し上げましたが、やはりこういった価値を明確にするためには、例え

ば、国の指定文化財登録をいただくでありますとか、県の指定文化財、さらには本市の指定

文化財といったような取り組みを明確にした上で、その結果として、これは保存すべきもの

でありますということに移っていくのかと思っています。 

  指定された文化財をどのように管理していくのかということでありますが、管理主体があ

るわけであります。例えば、鹽竈神社様であれば、そういった方々が適切な管理を進めてい

かれる。あるいは、その他のものにつきましても、例えば、ＮＰＯでありますとか、さらに

は本市が主体的に管理するといったようなものもあるわけであります。そういった役割分担

を明確にしながら、今、土見議員がおっしゃられておりますのは、こういった文化財をめぐ

るネットワーク的なものを拡大していくべきではないのかと。一つ一つということではなく

て、塩竈市千数百年の歴史を誇るまちであります。こういったまちでありますからこそ、こ

のような歴史でありますとか文化をご堪能いただけるような回遊というものができるという

まちづくりを進めていくべきではないのかというご質問であったかと思います。我々も全く
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同じ思いであります。我々の足下にいっぱい泉があるわけであります。そういった泉を見過

ごすことなく一つ一つ磨きをかけながら、このまちの魅力として一つ一つを大切に保存して

いくということではないのかと思っております。 

  ただ、例えば、文化財を保存するための職員ということになりますと、なかなか数が少な

いというのも実態であります。今後は、こういった文化財をしっかりと守りながら、運営管

理を適切に行えるような職員の育成といったようなことも本市にとりましては大変大きな課

題であるという認識をいたしているところであります。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  今、市長からも文化財としての指定だったりとか、もしくは管理に関していえば、もちろ

ん市の持ち物もあるけれども、行政以外、民間であったり法人であったりというようなもの

の管理もあるとおっしゃっていました。塩竈はさまざま文化的な価値のある建物というのは

ありますが、その方々から聞いてみると、やはり維持するにはそれなりのお金がかかったり

とか、あとはご苦労というのもいろいろお伺いしております。今回、神社さんが一度解体し

ようという話になったのも、実は何かしらのご苦労があったからだと私としては考えており

ますが、市として地域、エリアとして大切な土地を守るためには、所有されている方々のそ

ういうご苦労に寄り添い、そこをうまくサポートしていくことが市全体としての景観を維持

し、価値を維持していくことにつながると考えております。 

  その中で、それぞれの文化財に対して、文化財の価値に光を当て、または適切に管理方針

を示し、またはアピールしてうまく各民間の方もしくは法人の方々に使って、少しでも維持

管理の負担というものを減らすためには、実はそれなり相応の見識を持った方々というのが

必要になってきます。 

  今、塩竈におきましては、杉村惇美術館を見れば学芸員の方というのもいらっしゃるのは

わかるんですけれども、その他の市内の文化財、文化財とまだ言っていいかどうかわかりま

せんが、歴史的な建造物に対してを見ることができる学芸員の方々というのはいらっしゃる

のでしょうか。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） まず、前段、ご質問いただきました維持管理するというのが大変大切

であり大変だという思いであります。修繕等の際には、国や県の補助事業はもちろんであり
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ますが、本市独自のメニューであります塩竈市文化財保護補助金交付要綱というものがござ

いまして、ただ上限額がありまして、今、たしか500万円かと思いますが、そういった中で

塩竈市も文化財の保護のために必要な経費の一端を負担できる制度があります。 

  次に、学芸員ということでありますが、前段、私もご説明させていただきましたが、主た

る部署としては教育委員会になるのかと思います。生涯学習課でありますとか、そういった

ところに本来は学芸員を配置するということになるわけでありますが、現在は宮城県からそ

ういった職をされていた方を、割愛を受けまして１名配置させていただいているという実態

であります。ただ、所有する文化財から考えますと、もっともっと本来は恐らく教育長なん

かは必要だと言われるのかと思いますが、また、今は１名を配置させていただいているとい

う状況でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 議事の都合により、あらかじめ会議時間の延長をいたします。 

  15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  文化財の保護という観点からすると、人材はなかなか市の財政で割くというところも今厳

しい状況にあるとありましたが、文化財、今回、私、この質問のタイトルとして保護・管

理・活用ととらせていただきました。文化財を保護するということ、もしくは管理するとい

うことは、実は活用までちゃんと見通して初めてできるものだと私は思っております。でな

ければ、文化財の保護というのは未来に対する大きな負担だけになってしまう。そうではな

くて、ちゃんと商業的にも見て活用というのをどのようにやっていくか。これはなかなか教

育委員会だけでは難しい話じゃないかと考えており、教育委員会もしくは産業環境部、トー

タルでチームをつくって保護、維持、活用に対して体制を組んでいかなきゃいけないのでは

ないかと考えておりますが、いかがでしょうか。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 今、学芸員の配置状況については、教育委員会だけで１名であります

というご報告をさせていただきましたが、こういった文化財的な価値があるものの保存につ

きましては、部局横断という形で、例えば、工事的なものが伴う場合につきましては、建設

部の定住促進課でもそういったお手伝いをさせていただくでありますとか、あるいはＰＲと

いうことになりますれば、産業環境部に観光交流課が前面に出てまいりましてＰＲ活動に従

事させていただくでありますとか、今申し上げましたように部局横断型でそういった取り組
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みは既にさせていただいているものと思っておりますが、なおそのような努力を続けてまい

りたいと思っています。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  部局横断型をさらに１つ進化させまして、どうしても今部局横断型というと、それぞれが

それぞれに与えられた役割をこなすだけとなってしまいがちだと思います。また、教育委員

会で保護するというところの観点から見て、保護するときに、じゃあ産業環境部の活用とい

うものを見通した上でできるのかと言われれば、やはり非常に今の段階では厳しいのかなと

思います。その中で、縦割りの行政というものを考えずに、横口を通すというよりむしろみ

んなで集まってプロジェクトチームというか実行体制をつくって、そこに対して予算権限を

与えていくというのはある意味重要なことなんじゃないのかなと思っております。 

  時間がだんだんあと５分ちょいになってしまったので次に行かせていただきたいんですが、

その前に、今、市長からも日本遺産にという話もございました。ぜひ、私、すごくいいこと

だなと思っております。最近のニュースとしましては、多賀城跡の南門を復元しようという

ような計画が立っていると、まだ実際の実行には移っていませんが、計画もあります。また、

先ほどおっしゃられたような日本遺産というものもあり、塩竈市だけではなくて広く仙台か

ら東松島までトータルで見た観光というものが、実は実現できるのかなと思っております。

昔の人々の暮らしに、いろいろなところをめぐりながら思いをはせることによって、より魅

力的な観光のルートというものができていく。今、その材料がそろいつつあるという段階だ

と私も思っておりますので、ぜひその一部を担っていただけるようお願い申し上げまして、

次の最後の質問に移ります。 

  公共施設のあり方と指定管理者選定についてです。 

  公共施設の現状というものは、先ほど阿部議員もしくは小野議員の話の中にもありました

ので割愛させていただきますが、公共施設、今、施設管理計画という話がありましたが、実

はこの公共施設、今後としましては、施設ではなくて市長もしくは市役所が掲げる施政方針

を実現する、もしくは市民のニーズを満たすための機能として見ていかなきゃいけないので

はないかなと思っています。どのような施設を維持する、もしくは捨てる、拡充する、そう

いうことではなくて、どの機能を今後もっとふやしていくのかと、拡充していくのかという

ことを考えていかなきゃいけないんじゃないのかなと思っております。 
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  その中で、塩竈の公共施設においても指定管理者制度をとっているところは多数あります

が、指定管理者たちの働きというものも１つ大きなポイントになってきます。状況把握とい

うことで、現在、市内公共施設の指定管理者制度をとっている施設と指定管理者、またはそ

の更新時期というものはどうなっているか、お教えください。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 現在、指定管理者制度を導入している公共施設でありますが、塩釜ガ

ス体育館と温水プールは、１つの指定管理者がいます。それから、マリンゲート塩釜、塩竈

市障害児通園事業施設ひまわり園は、藤倉保育所の中に併設されている施設であります。そ

れから、市内の集会所29カ所が指定管理に移行いたしております。それから、杉村惇美術館

及び公民館本町分室も一体であります。そして、今年度から新たに導入いたしました藤倉児

童館及び放課後児童クラブ。以上６つの施設でございます。 

  また、各施設の更新時期についてご質問いただきました 

  塩釜ガス体育館及び温水プール、ひまわり園が平成30年３月であります。それから、マリ

ンゲート塩釜が平成31年３月。市内集会所が平成31年８月。杉村惇美術館及び公民館本町分

室、そして藤倉児童館及び放課後児童クラブにつきましては、平成32年３月となっておりま

す。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  そうすると、一番目下更新が行われるものしましては、ガス体育館もしくはプールという

ところも１つ挙げられるのかなと思っております。なので、近々のところを１つ題材に今後

話を進めていきたいと思っております。 

  塩釜ガス体育館、現在、どのような方々が利用され、どれほどの利用者数もしくは利用団

体数、または利用の目的というものがあるのか、現況をお教え願います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 塩釜ガス体育館の利用状況についてのご質問でありました。 

  ガス体育館の管理運営につきましては、平成18年度から民間事業者のノウハウを活用した

スポーツ振興とサービスの向上ということで指定管理者制度を導入させていただいておりま

す。 

  これまでの指定管理でありますが、少子高齢化などの社会情勢を踏まえまして、例えば、
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子供向けの親子ふれあいスポーツ教室、幼児スポーツ教室等を取り組みいたしております。

また、主に高齢者向けのということでありますと、シニアスポーツ教室、３Ｂ体操教室、そ

して障害者のためのスポーツ教室など、さまざまな事業を開催しながら、健康や体力の増進

を図ってきております。また、ノルディックウオーキング、スロージョギング、そして昨年

度取り組みましたアジャタなどの新たなスポーツの講習会等の開催でありますとか、プロス

ポーツ団体を初めとする各種団体への貸館事業を通じて、市民がさまざまなスポーツを体験、

観戦いただく機会を創出することによりまして、スポーツの普及や振興を図ってきておりま

す。 

  このような取り組みを通して、塩釜ガス体育館における利用者、各種イベントの貸し切り

の利用者等であります。平成27年度、平成28年度におきましては、いずれも14万人を超えて

おり、それまでの利用者数が12万人台でありましたことからも指定管理者による企画力、営

業活動の成果があらわれたものではないのかと認識いたしているところでございます。以上

でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  14万人、塩竈の人口が今５万四千何がしというところなので、およそ３倍程度の方々がい

らっしゃるということなんですけれども、中には市外の方というのもいらっしゃると思うん

ですけれども、利用者の中で同じ人が何度も利用しているということは大いに考えられます

が、実際、重複を除くと利用者数というのはどの程度になるんでしょうか。 

○副議長（伊藤博章君） 阿部教育部長。 

○教育委員会教育部長（阿部光浩君） お答えします。 

  発券の枚数でカウントしますので、重複者というのは把握し切れないところなんです。以

上です。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  というのをお聞きしたのも、体育館のホームページを見させていただくと、各さまざまな

主催プログラムというのがされているんですけれども、それぞれの募集人数が数十人程度と

いうことがあり、例えば、市で取り組むような子供たちのスポーツ振興とか、もしくは高齢

者に対する体力づくりというか生涯スポーツとか、そういうものと捉えたとしても、かなり
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実際に恩恵を受けている人の数というのは少ないんじゃないのかなと考えており、これが本

当の市全体のための施政方針にのっとった活動をちゃんと十分に行えているのではないんじ

ゃないかと私としては捉えております。 

  特に、例えば、じゃあ高齢者向けのスポーツということであれば、塩竈市の高齢者の方々、

三十何％といえば１万数千人は軽くいらっしゃるわけでありまして、今後、今、平成30年度

に指定管理というものが更新されると考えると、その１万何がしの方々に対して、どの程度

の方々を塩竈のスポーツ施設であるガス体育館に来ていただいて健康増進を図っていただく

ことができるのか、もしくはやっていきたいのかというところの考えがおありでしたら、お

答え願います。 

○副議長（伊藤博章君） 阿部教育部長。 

○教育委員会教育部長（阿部光浩君） 現在の施設の状況で急激な増加を期待することはなか

なか難しい部分はあるんですけれども、第５期と指定管理を念頭に置きながら、利用者の需

要やニーズを把握して、明確な目標設定を検討して住民、利用者のサービスにつなげていき

たいと考えております。以上です。 

○副議長（伊藤博章君） 15番土見大介議員。 

○15番（土見大介君） ありがとうございます。 

  ぜひ、すばらしいプログラムをたくさんされているということだと思いますので、このプ

ログラムをぜひ多くの方々に実施していただくと、そういうことによって初めて公共施設と

しての意味合いというのが出てくるんじゃないのかなと考えております。 

  あと、指定管理についてでありますが、私、先ほど水道事業でも指定管理というのがあっ

て、そちらで市長が経費削減という言葉もありました。経費削減、確かに水道事業に関して

はいいかもしれないんですけれども、こちらの指定管理というと、民間を入れるからには民

間の優良企業レベルのサービスというのを提供してもらわないと困るというところがあると

思います。 

  そのために、じゃあどの程度の市民に対して優良なサービスを提供するかという数も、実

は今後の指定管理をとる上で重要な指標になってくるのではないか。または、それぞれのじ

ゃあ事業プログラムをちゃんと達成できるような事業者なのかというところも必要な観点と

なってきています。そういう面を含めて、今後、平成30年で指定管理者を更新する際に、ど

のような評価指標というのを指定管理者の選定の際に導入していこうとお考えでしょうか。 
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○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 平成30年に新たに指定管理者を募集いたします。公募でありますので

何社でも参加いただけるということになります。前回はたしか２社だったと思いますが、そ

れぞれご参加いただいた企業からはプレゼンテーションをいただくことになっています。プ

レゼンテーションの項目の中に、評価項目の詳細が入っておりまして、それぞれの評価項目

ごとに持ち点を決めながら、トータルとしてそれぞれ参加いただいた企業の方々がどれぐら

いの獲得点数があったかということで評価させていただくということであります。 

  ただし、今の基準でいきますと、70点を超えないものについては全て失格という形になる

ということ等も設けさせていただいておりますが、その評価項目の審査については、職員だ

けではなくてそういった専門的なスポーツ知見を有する方々等にもお入りいただきながら、

塩竈市体育館が目指す方向性に沿った形での評価をさせていただいているということでござ

います。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 以上で土見大介議員の一般質問は終了いたしました。 

  お諮りいたします。本日はこれで会議を閉じ、明23日定刻再開したいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（香取嗣雄君） 異議なしと認め、本日はこれで会議を閉じ、明23日定刻再開することに

決定いたしました。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでした。 

   午後５時１８分  散会 
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   午後１時  開議 

○議長（香取嗣雄君） ただいまから６月定例会３日目の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、日程第３号記載のとおりであります。 

  傍聴人の方に申し上げます。携帯電話等を持参されている方は、電源を切るようにお願いを

いたします。 

───────────────────── ◇ ───────────────────── 

   日程第１  会議録署名議員の指名 

○議長（香取嗣雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員には、２番菅原善幸議員、３番浅野敏江議員を指名をいたします。 

───────────────────── ◇ ───────────────────── 

   日程第２  一般質問 

○議長（香取嗣雄君） 日程第２、一般質問を行います。 

  質問の通告がありますので、順次発言を許可いたします。 

  なお、本日の一般質問は、全て一問一答方式にて行います。 

  10番志賀勝利議員。 

○10番（志賀勝利君）（登壇） 市民クラブの志賀でございます。 

  きょうは、会派の仲間の菊地 進議員より質問の機会を譲っていただいたことに感謝申し上

げますとともに、しっかりと役割を果たしていきたいと思います。 

  先月、都市マスタープランという題名の全137ページにわたるフルカラー印刷のＡ４版の小

冊子が議員に配付されました。これでございます。この中身は、2017年から2036年まで20年

間の今後の塩竈市のまちづくりプランが記載されております。経費的には１冊2,500円程度、

300冊つくり70万円ちょっとの経費をかけているところでございます。 

  本年２月定例会の市長の施政方針に対する私の質問の際、まちなか居住について触れたおり

に、都市マスタープランなるものを作成中であり、その中に将来の都市像と示すことになっ

ているとの佐藤市長の答弁があったことを記憶していました。 

  私は、期待に胸を膨らませ、この本を熟読させていただきましたが、残念ながら私の思い描

いていた中身とはほど遠く、従来どおりの耳ざわりのよい文字が並んではおりますが、目新

しいビジョンはなく、具体的な構想やタイムスケジュールもない、今日まで言い続けられて

いることを文字にあらわしただけの内容のように私は感じました。 
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  バブル崩壊して既に二十数年がたっておりますが、日本経済のＧＤＰはこの20年間で限りな

くゼロに近い成長率、一方我がまち塩竈は水産加工業は1,250億円あったものが今現在500億

円を切らんとしている。そして商工業販売額も2,200億円あったものが1,100億円を切らんと

している。このような中で、今回示された都市マスタープランは、非常に塩竈市にとっては

重要な役割を果たしているのかなと私は考えております。 

  そこで、このマスタープランを読ませていただいて、疑問を感じたところについて質問させ

ていただきたいと思います。 

  １つ目は、都市基盤の課題と目標として、歴史遺産の保護と美しく住みやすい都市とありま

すが、歴史遺産の保護についての具体策と、美しく住みやすい都市とはどのようなことを指

すのかをお伺いいたします。 

  そして２点目として、将来都市構想の中で、20年後には人口が４万5,000人と予測値が示さ

れております。そのとき、この塩竈市内の町並みはどう変わっていくのか、どうなっている

のか、その点についてお伺いいたします。 

  そして北浜沢乙線の沿道を商業地として位置づけるとありますが、具体的にどのようなまち

づくり、商店街をイメージされているのかお示しいただきたいと思います。 

  瓦れき処理問題については、自席より質問させていただきます。市民の皆様がわかりやすい

平易な言葉での回答をお願いいたします。 

  以上、第１回の質問といたします。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君）（登壇） ただいま、志賀議員から塩竈市都市マスタープランについての

ご質問をいただきました。 

  まず、都市基盤の諸課題と目標の具体的内容についてのご質問であったかと思います。ご案

内のとおり、都市マスタープランでありますが、おおむね20年先の都市像の実現に向け、土

地利用でありますとか道路を初めとすると施設の基盤の方針と、まちづくりの方向性を示す

ものでございます。したがいまして、事業を具体化する場合には、それぞれ個別に計画を策

定の上、実施をしていくこととなります。 

  都市基盤の課題についてでありますが、土地利用、市街地整備あるいは交通施設整備、自然

環境保全及び緑地整備、そして都市防災、景観形成の６つの分野におきまして、それぞれ現

状を踏まえた課題として整理をいたしております。例えば、土地利用の主な課題といたしま
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しては、地形的な制約による市街地の拡大が見込めないということから、都市機能を一層集

積高度化していく必要があるといったようなことを挙げさせていただいております。また、

交通基盤整備では、三陸縦貫自動車道インターチェンジへのアクセス道路がいまだ整備をさ

れていないということや、市内循環バスの走行ルートの道路が狭隘であることを挙げさせて

いただいております。これらの課題を克服し、将来都市像を実現するための具体的な取り組

みといたしまして、１つはコンパクトで持続可能な都市であります。２つ目は美しく住みや

すい都市であります。３つ目でありますが、魅力とにぎわいのある都市の３つの都市基盤の

整備目標を掲げさせていただいております。 

  次に、歴史遺産の保護についてであります。この課題につきましては、３章都市基盤の分野

別方針の景観形成の方針において、歴史的風紀維持向上計画の検討を進め、歴史上重要な建

造物や周辺の市街地と人の営みが一体となった市街地の環境を持続向上させ、後世に継承す

ることといたしております。本市にはご案内のとおり鹽竈神社や特別名勝松島などの国の指

定文化財、また、伊達家歴代藩主奉納糸巻太刀や、鹽竈神社藻塩焼神事などの県の指定文化

財のほか、志波彦神社などの市の指定文化財などが数多く存在いたします。また、鹽竈神社

の門前町を象徴する町屋づくりの老舗店舗、邸宅、岩蔵などの歴史的建造物が市内に点在を

いたしておりますので、これらを本市の貴重な財産と位置づけて今後継承を促進いたしてま

いります。 

  また、美しく住みやすい都市とは具体的にというご質問でありました。具体的には、門前町

の風情やいにしえより受け継いだ鹽竈神社からの眺望あるいは丘陵部の緑や稜線が織りなす

特有の市街地景観、そして浦戸諸島の豊かな自然など、本市特有の歴史文化、景観を保持し

つつ、一方では災害に強く、日常生活を営む上で必要な医療、福祉、商業等の施設や公共交

通機関の機能が徒歩圏内に配置されている都市という、閑静、機能を融合したまちづくりを

総称させていただいたものであります。 

  次に、将来都市構造、人口４万5,000人になった場合の都市のイメージについてのご質問で

ありました。将来人口の４万5,000人は、塩竈市まち・ひと・しごと創生総合戦略の中で示さ

れております将来展望人口より推計をいたしたものであります。当プランにおきましては、

都市基盤の基本目標であるさらにコンパクトで持続可能な都市として、人口減少に対応した

適切な市街地の形成や、都市基盤整備を維持し、持続可能な都市づくりを目指すものといた

しております。具体的には、本塩釜駅周辺を中心として中心市街地におきましては、再開発
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事業等により商業、業務施設や子育て支援、福祉、医療施設等の都市機能の集積を図るとと

もに、土地の高度利用により中高層化を促進し、それにあわせましてオープンスペースの確

保を図り、よって人口減少に対応いたしていくという内容であります。具体的な事例として、

その資料の中にも入っておりますが、徒歩圏というのは800メートルだそうでありますが、享

受できる市民の割合というものを県内各都市で比較をさせていただいています。その、市民

が利活用いただく施設でありますが、医療、福祉、商業及び基幹的交通路線というようなも

のであります。今現在、徒歩圏内で市民の方々が充足できるという割合が、仙台市では

66.6％であります。塩竈市が49.7％、多賀城市が37.4％、松島町が37.6％という状況であり

まして、塩竈市は２番目に今のところ位置づけられております。このような800メートルで享

受できるさまざまな施設の存在といったようなものも、人口の減少に伴いまして大切な課題

として取り組んでまいりたいと思っています。 

  また、北浜沢乙線の沿道等を商業地として位置づけるとあるが、具体的にはどのように考え

ているのかというご質問でありました。統計学の地域別構想におきまして、北浜沢乙線は北

浜の保健所前から赤坂交差点までの区間をあらわしておりますが、現時点におきましてこの

路線の用途別土地利用でありますが、住居系が約４割であります。商業系が約６割と既に一

定の商業系施設の集積が図られているところであります。昨年７月には、大規模小売店舗が

開店をいたしておりますが、引き続き市内中心部の利便性の向上を強めることが必要なエリ

アとして考えております。また、本町・西町エリアに関しましては、道そのものが博物館を

テーマに、鹽竈海道として景観整備を行ってまいりました。その鹽竈海道を鹽竈神社の門前

町の軸として、沿道にあります町屋づくりの老舗、邸宅、岩蔵などの歴史的観光資源と結び

つけ、空き店舗や空きスペースを有効活用しながら門前町一体を観光拠点として整備を進め

てまいりたいという取り組みをさせていただきたいと思っています。 

  以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（香取嗣雄君） 10番志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） ありがとうございます。 

  まず、最初、確認しておきたいことが２点ほどありまして、今回のマスタープランには、日

本一住みたいまちというフレーズが見当たらないんですが、このフレーズがなくなったのは

どうしてなのかなと。住みたいまちというものが実現できたからなのか、それともここで諦

めて別のまちづくりを目指していくのかというところを、ちょっと佐藤市長からお聞きした
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いと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） ご案内のとおり、都市マスタープランにつきましては、長期総合計画の

下位計画として位置づけさせていただいております。したがいまして、都市マスタープラン

の目指す都市像といたしましては、長期総合計画の都市像であります「おいしさと笑顔がつ

どうみなとまち塩竈」を掲載をさせていただいたところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） それでは、私がお聞きした日本一住みたいまちというのはこれからもま

た継続していかれるんですか。それとも、そこはもうこういったフレーズをお使いにならな

いんですか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） これからも、市民の皆様方に日本で一番住みたいまちと言っていただけ

るようなさまざまな取り組みを、誠心誠意努力をいたしてまいりたいと思っております。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） ありがとうございます。 

  それと、きのう、土見議員の質問の中で、文化財保護関連の予算が年間500万円あるという

ような市長からお話がありましたけれども、そんなにあったのかと思ったんですが、この予

算というのは、今までにどのような形で使われたのかお聞きしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 私がご答弁申し上げましたのは、文化財の維持管理に必要なものにつき

ましては、上限を500万円として塩竈市でも補助をさせていただいておりますというお話をさ

せていただいたところであります。今後、こういった予算が必要な場合には、申請をいただ

き、審査をさせていただきながら、できる限り文化財の保護に活用していただきたいという

思いでございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） その予算の500万円というのは、いつから設定されているんでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 
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○市長（佐藤 昭君） 要項をきちっと定めておりますが、今、私、いつからということについ

ては手元には持参をしておりませんので、改めまして確認をさせていただいて、ご答弁をさ

せていただきます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 市長ご存じなくてもほかの方どなたかご存じでしょう。こういう大事な

予算を。ありますって、きのう胸を張って市長言われたわけですから、それがどうなのかと

いうことを、私はお聞きしたいなと思ったんですが。 

  それで、今、いつからかということをまたお聞きします。いつからかということは今まで全

然使ったとことがないということだと思うんですよね、わからないということは。まず、そ

れはそれで、わかったら教えていただきたいと思います。それと、きのうの質問の中で、文

化財認定の可能性を求めて仙台市内の伝統建築研究所に調査を依頼したということが、一応、

私、きのうよく聞き取れなかったんですけれども、けさの新聞に詳しく書いてありまして、

塩竈の建築保存に意欲というタイトルで県内の方々にこれを知らしめたわけです。新聞の持

論なんかには、市外の方が勝画楼は保存すべきだというコメントも寄せておりますし、やっ

ぱり市外の方でもその存在価値というもの認めていらっしゃる方もいるわけですから、当然

こういった方向にいくのが妥当なのかなと私は昨日の市長のお答えを聞いて感じたわけです

けれども、ただ、ちょっと疑問に思ったのが、こういう研究所がありましたと、だったら市

長なられてからもう14年たっているわけですし、じゃあこの間、その勝画楼の保存というこ

とに対して何も検討されていなかったのか、その辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） ご案内のとおり、この施設そのものは今現在も鹽竈神社様の所有であり

ます。あくまでも、所有者がおられるという建物であります。私どもがこの建物を解体いた

しますというお話を聞いたのが昨年の９月ごろでありますということについては、昨日もご

答弁をさせていただいております。しからば、全く手をこまねいてきたのかということであ

りますが、市内のＮＰＯボランティアの方々が今日までもこの勝画楼保存のために市民発想

という形でさまざまな活動を展開をいただきました。例えば、草刈りでありますとかあるい

は内部の一部修繕的なことまで取り組んでいただいたところでありますが、所有者のほうか

ら余り中のほうには踏み込まないでいただきたいというようなお話等も寄せられまして、そ
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の後はそういった活動が今中断しているという状況であると認識をいたしております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 私がお聞きしたのは、塩竈市はどうかかわったのかということを聞いて

いる、市民活動の方々がそういうことでやっているということは存じております。そのやっ

ていることに対して、塩竈市がどれだけバックアップしたんですかということをお聞きして

いるだけのことですよ。結局は、いろいろな方から聞いていると、なかなかその辺ができて

いないんだというようなお話だったんですね。それと、私は過去この議会で二、三回勝画楼

のことについて質問させていただきました。そのときは残念ながらお金がかかり過ぎてでき

ないんだみたいな返答で、結局全然保存するというような意向が全く見えていなかった。例

えば、たしか去年でしたか、ことしの議会運営委員会のときの議案の説明の中でも、副市長

に勝画楼のことを市で買ったらどうなのっていう話、買ったらじゃないんだ、市で金出して

改築したらというところで話をしたら、結局、宗教団体の持ち物なのでそれはできないんだ

という、できないという理由を並べられたので、私は譲ってもらえばできるんでしょうとい

うお話をしたわけですね。そういう、結局、どうやったらできるかということの検討を真剣

にしようという気持ちがないから、今日までこういう形で来て、去年の12月の定例会で西村

議員が勝画楼保存のことについていろいろ質問されました、そうしたら私のときとは打って

変わって保存に前向きなお話が市長から出たものですから、質問者によって随分答え方違う

なというふうに思ったわけです。それで喜んでいたんです、実際、市長動いていただけたん

だなと。そうしたら翌日か翌々日の新聞に出ていた記事では、鹽竈神社がもう解体しますと、

それで市長がそれはやむなしというようなコメントをしたように記事に載っていたので、

我々議員としては何だったんだと、12月の西村議員に対する答えはという思いで、やはり決

議を出させていただいたわけですね、保存のね。それによって、もう一回、幾らか振り出し

に戻っていただいたのかなと。我々議員も現地に行って中を見学させていただいてというよ

うな経緯がありましたので。ですから、私心配するのは、きのう市長がおっしゃったことが

この12月の定例会のように翌々日にはほごにされるようなことではなくて、確実に前に進め

ていただけるのかどうかだけ確認したいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 議員に申し上げます。この施設の所有者というは今いるわけであります。
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当然我々そこにずかずか入っていくわけにはいかないわけであります。当然のことながら、

まず所有者の意思を確認をさせていただいた上で、塩竈市の希望を申し上げるというのが手

順ではないのかなと。これは当たり前の話だと思っております。当然ですよね。（不規則発

言あり）だからそういったことを受けまして、我々もまずは最善の策としてはこの建物を残

していただくということでお話はさせていただいたつもりであります。神社の意向は、やは

り解体をさせていただきますということで、なかなか平行線の状況になりましたが、その後

に、きのうも申し上げましたが、議会の皆様方からも保存の決議をしていただきました。そ

ういったことを受けまして再度神社のほうにお邪魔をしたということは、きのうもご説明さ

せていただいたところでありますが、そういった中から場合によっては塩竈市のほうの希望

を責任役員の方々初め総代の方々にお伝えしながら、塩竈市の意向は伝えてまいりますとい

うお話をいただきましたので、きのうの議会の答弁ではこういう方向に今動きつつあります

というご説明をさせていただいたところでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 阿部教育部長。 

○教育委員会教育部長（阿部光浩君） 先ほど、要綱のほういつ定めたかというお話あったんで

すけれども、平成24年に上限を500万円というふうに定めさせていただいております。そして、

鹽竈神社の改修を行っておりますけれども、この際に500万円を、平成26年ですけれども市の

ほうから出しております。あと、先ほど勝画楼に対して市のほうで何も取り組みしてこなか

ったんではないかというお話あったんですけれども、実は10年ほど前に、市の若手職員が集

まって、企画員制度というものがありました。その際に、その企画員の中で、そのときは特

に保存とかそういった話も起こってはいなかったんですけれども、企画員の中であそこら辺

のまちづくりを考えたときに、勝画楼を復元して何とかまちの活性化につなげられないかと

いうことを考えまして、それで市民団体の皆様にも呼びかけて、皆様勝画楼に入っていただ

いたときに、障子全部張ってあったと思いますけれども、あれはそのときに、要するに10年

前に市民の皆さんと障子張り大会というふうにして張り直したものでした。それで当時、あ

の建物の中、いろいろな古いテレビとか冷蔵庫とか20台ぐらいあったり、障子も全て壊れて

いる状態であったんですけれども、皆さんとそういった形で修復をして、窓ガラスも皆壊れ

ていましたけれども、窓ガラスもガラスを入れて、そういった結果が今まで建物を保存する

ことができたんではないかと。今回こういった形で、議会の皆さんからもいろいろ応援いた

だいて、復元のほうにつながることになったということで、本当に感謝申し上げたいと思い
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ます。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） わかりました。それとちょっと、質問したことでまた確認……等々あり

ます。市長が残さなければと思ったのはいつなんですかという質問に対して、何かはっきり

お答えいただいていなかったようなので、そこだけちょっと。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 何度もご説明させていただいているつもりでありますが、スタート時点

では神社当局では解体いたしますというお話でありました。解体以外はもう考えられないと

いうようなことを再三再四お伝えをいただきましたので、じゃあ、次善の策として何ができ

るかということを議論を始めさせていただいたと。でありますから、正式には昨年の９月が

神社当局から解体をしますという申し出をいただいたわけでありますので、それらについて

はもう少し時間をかしていただきたいということは申し上げさせていただき、その後12月に

なりましてから、再度何とか現地に残せないかというお話をさせていただいたときに、これ

も昨日のご答弁で申し上げているんですが、解体ということではなくて建物をほぐすという

ところまで神社当局からは若干歩み寄りをいただいたと私は思っておりますが、そのことも

きのうお話をさせていただいたところであります。その後に、議会のほうでも決議をいただ

いた、市民の方々もさまざまな活動をされているということで、私どもも何かできないかと

いうときに、まず一つはこの勝画楼がどれだけの文化財的な価値があるのかというのが、実

はまだ正式には調査をやってこなかったということでありましたので、先ほどお話いただき

ましたように県の東北歴史博物館のほうにお邪魔をして、そういった専門の業者をご紹介い

ただきまして、つい先日ようやく中間報告という形で上がってまいったと、そういうことを

踏まえまして、再度やっぱり現在地に何とか残させていただきたいというお話し合いを、今、

させていただいているというところでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 私が質問の仕方が悪かったんでしょうか。要は、市長になられたときに、

市長ご自身はまちの、この塩竈市の歴史的遺産を、これは残しておかなきゃいけないよなと

いうふうに思われていたか思われていなかったかと。残すべきものだよなと思っていたか思

っていなかったかということをお聞きしたかっただけなんです。ただ、今のお話聞いている
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と、何か、そういうことは考えていらっしゃらなかったようですので、いいです。 

  それと、こういう文化財の保護について教育委員会で担当しているということであります。

ただ、このいろいろな塩竈市内の歴史的な建物について、継続的にきちっと管理できている

のかというと、多分そうではないんじゃないかと。やはりここにたらい回し人事の、やっぱ

りウイークポイントが潜んでいるんじゃないだろうかと。２年、３年で職員がころころかわ

っていく、そうすると、引継ぎされてはいるんですけれども、そういったものが、ここにこ

ういったもの、こういうものあってチェックしておかなきゃいけないよって申し渡しがない

と、結局が貴重な建物がどんどん壊されていくと。直近で言えば本町の旅館さんですかね。

これもつい最近になって壊された。これも非常に塩竈としては文化的、歴史的に価値のある

建物ではなかったかなと私は思っています。日光江戸村に行くと、おいらん道中が１日何回

かあって、結構それがやっぱり一つにぎわいを、イベントになっていますし、そういう文化

があるわけですから、それはそれとして何か観光面に生かしていくとかということを考えて

いかないと、本当の意味でのまちづくり、にぎわいというものを形成できないんじゃないか

なと私は常々考えております。ですから、新しくまちづくりするにしても、やはり全く模様

がえしていくんじゃなくて、お伊勢さんのおかげ横丁のように古い町並みをきちっと整えて

そこに癒やしの空間を備えたところが、今、観光地としてにぎわっているわけですから、や

はり私は塩竈市が目指すところはそこでしかないんでないかなと。先ほど門前町の風情とい

うお話しされましたけれども、あれが門前町の風情だと私は思います。塩竈のあそこ見て、

門前町の風情感じられますか、市長。お答えください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） あそこを見てと言われても、どこかわからないんですが、塩竈市内には

例えば市の指定文化財として、名前を挙げるのは恐縮でありますので、名前は挙げませんが、

そういった建物を市の指定文化財として保存をさせていただいてきているところであります

し、これから先も東日本大震災等で残念ながらそういった貴重な歴史遺産、文化遺産が数が

少なくなってきておりますので、そういったものをしっかりと保存できますよう、なお努力

をいたしてまいります。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） これ以上話しても、押し問答にしかならないので、一応この件はこれで
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打ち切りたいと思います。 

  それから、４万5,000人都市の町並みですね、西町ですか、これも結局先ほど住居が40％そ

れから商業施設が60％というお話ありました。じゃあ、あそこを本当に本気で市長は商業と

して居続けられると、あそこで商売が活性化できると思っていらっしゃるんであれば、その

活性方法をどうやってやっていくのか教えてください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 前段、ご説明させていただきましたとおり、これは目指す都市像であり

ます。こういうまちづくりをやってまいりますよと。具体的な取り組みにつきましては、実

施計画を策定させていただき、また議員の皆様方にもご説明をさせていただきながら取り組

んでまいりますということを、前段でご説明させていただいたものと思っています。とくに、

商業施設等については、なかなか市が先導的にということについては難しいかと思います。

そういったこともございまして、例えばシャッターオープン事業でありますとかそういった

制度を活用しながら、商業施設の誘致といったようなことに努めていると思っておりますし、

これからもまたさまざまな手法を活用して、目的が達成されますように努力をいたしてまい

ります。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） そうやって10年、20年過ぎて、だんだんだんだん衰退していくのかなと

思いますので。これからだ、これからだという、これからおばけが出るわけで何でもないで

すしね。やっぱりきちっと、タイムスケジュールを明確にして、まちづくりというものは目

指していかないと、結局やります、やります、そのときになったら検討しますって言ってい

るうちに10年、20年すぐ過ぎてしまいますよ。そうすると、４万5,000人どころか４万人切る

ことになるかもしれませんよ。だけどそのころはもう市長、30年先は多分、まだお元気でい

らっしゃるかどうかわかりませんけれども、私なんかはとっくにあの世に行っているのかな

と思いますがね。そういう先のことを考えて、やっぱり自分たちの子孫に対してもっといい

まちを残したいと思うから、そういうことをきちっとした上で、示して、やっていただきた

いなと私はいつもお話ししているわけですが、その辺の具体的なお考えがないようですので、

できるだけしっかりとまちづくりを進めていただければなと思います。 

  それと、都市基盤の課題ということについて、塩竈らしさの向上というような文言も使われ
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ております。非常に塩竈らしさという言葉がお好きなようですが、その塩竈らしさの向上と

いうのは、磨いていくことが求められる、どういうふうに磨いていくのかちょっと教えてく

ださい。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 前段、申し上げますが、これはもちろん最終的にまとめた責任者は私で

あります。ただ、この計画を策定するために、例えば都市マスタープラン改訂有識者懇談会

という10名の方々の委員会をたびたび開催をさせていただいておりますし、地域懇談会とい

うことで東西南北プラス浦戸地区の方々にもご説明をさせていただいている。また、各種団

体の方々がご参加をいただくまちづくり懇談会というのも開催をさせていただいております。

さらには、塩竈の未来のまちづくりを考える会ということで、20歳代から30歳代の皆様方二

十数名でもたびたび会議を開催していただいております。そのほか、塩釜高校からみらいま

ちづくりワークショップということで、高校の生徒さん方もこのマスタープランの策定のた

めにご参加をいただいております。庁内では都市マスタープラン策定委員会というものを組

織をいたしておりますし、さらには庁内のワーキンググループということで20名ぐらいの職

員がこの計画をまとめるのに汗を流していただいております。そういった方々が、まとめて

いただいたものがこの資料であります。たびたび、私は、と聞きますが、そういったものを、

もちろんこういう形で発行しておりますから、私がということについては当然のことながら、

最終的な責任があるということは重々理解をいたしております。そういった中で、先ほどお

申し出をいただいた本市の産業活性化ということについては、この計画の中でもさまざまな

取り組みについて、一つ一つ明記をさせていただいております。それらを市民の方々のお力

をお借りしながら、目標達成に向けてこれから今スタートをするということになるわけであ

ります。当然、進行管理もしっかりやってまいりますし、また、先ほどご質問いただきまし

て具体的にどうやっていくのかということにつきましては、あらあら20年間で、例えば450億

円ぐらいの事業費がかかるということについても、今までの話し合いの中で試算値としては

持っておりますが、それをもう少し具体化した上で、皆様方にお示しをさせていただきたい

というふうに考えているところでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） わかりました。ただ、もう20年、30年前から同じテンポでずっとやって
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いるわけですよ。それの解決策が簡単に言えばいまだに見つかっていないと。言葉でこうや

って出してもこれから見つからなかったら、ちょっと今のご答弁ですとなかなか期待しがた

いものもあるのかなというふうにも思いますから、とりあえず頑張っていただければと思い

ます。 

  それと、ちょっと気になったのが、マスタープランの中に、歴史的建造物の中で勝画楼が入

ってないんですね。これは、松亀園と亀井邸は入っているんですが。勝画楼が入ってないと

いうことは、やはり人の財産だから勝手にできないからという配慮のもとに省かれたわけで

すか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 今、ご紹介いただきました施設につきましては、それぞれ歴史的価値、

文化財的な価値につきましてはさまざまな学識経験者等活用させていただきながら、一定程

度の成果がまとまっているものであります。勝画楼につきましては、再三繰り返しをさせて

いただきますが、歴史的価値を学術的に検証したという事例が、検証したことが今までにな

かったわけであります。そのために詳細な調査をようやく発注をさせていただきまして、６

月に中間報告をいただきましたので、我々も改めて歴史的価値について認識を新たにしなが

ら、７月まで報告書がまとまりますので、また議会のほうにもご報告をさせていただきなが

ら、今後はそういった中身を踏まえまして、まずは塩竈市の指定文化財といったような登録

を進めていくことになるのかなと、今は思っているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 言葉遊びに終わらないように、ひとつぜひ頑張っていただければと思い

ます。 

  あと、時間も大分なくなってきましたので、「おいしさと笑顔がつどうみなとまち塩竈」と

いうフレーズがありますが、どういうことをイメージしてこういった文言を使われているの

か教えてください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 「おいしさと笑顔がつどうみなとまち塩竈」についてのご質問でありま

した。ご案内のとおり、今、第５次長期総合計画が既にスタートをいたしております。この

長期総合計画策定のために２カ年間、市民の代表の方々でありますとか学識経験者の方々、
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あるいは各町内会、青年会議所、そういった方々を交えながら、この塩竈市が策定をいたし

ます長期総合計画の都市像、目指す都市像をどうしたらいいのかということで議論をさせて

いただきました。たしか、市民の方々からも募集をさせていただきました。目指す都市像と

して、市民の方々がどういったものがよろしいでしょうかというようなことで、募集をさせ

ていただきました。かなりの募集件数があったと記憶をいたしておりますが、そういった集

まりましたものを、委員の方々で評価をしていただきまして、その中で最優秀というものが

「おいしさと笑顔がつどうみなとまち塩竈」でありました。これは塩竈の、例えばまちづく

りでありますとか、産業でありますとか、そこにお住まいをいただく市民の方々の日常の生

活、生業でありますと、そういったものを総称した都市像ということで「おいしさと笑顔が

つどうみなとまち塩竈」ということでございますので、ぜひご理解いただければと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） そうするとこの、おいしさと笑顔がつどうというフレーズは、これは一

般募集した結果こういうのが選ばれたということで、おいしさというのは何がおいしさとい

うのか、魚市場の魚ということなんですか。笑顔というのは誰の笑顔なのかなと、ちょっと

私考えたものですから、あと、質問としては、終わらさせていただきます。 

  それで、最後の質問に入りたいと思いますけれども、瓦れきの問題ですね、これちょっとい

ろいろお聞きしたいと思います。平成27年の８月に、委員長報告をさせていただきました。

その中で、幾つかの当局に対する検討事項というものを述べたわけですが、２年がたってい

ますけれども、結局その後一向にその話の進展がないようなんですが、改めてどうなってい

るかお聞きしたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 瓦れき処理問題についてということでご質問いただきました。たしか、

委員長報告として、11項目でありましたか、こういったものについてということの提言とい

いますか、そういったものをいただいておるということについては認識をいたしております。

このことにつきましては、平成28年２月定例会でも志賀議員からご質問いただいております。

その際のご答弁に重複するかと思いますが、ご答弁を申し上げます。100条委員会の調査権に

基づき提出された資料でありますが、市議会が告発したことを受けまして、平成27年８月３

日の臨時会終了後、資料の提出を警察から求められております。現在も、返還されていない

ために、我々は閲覧できる状況にはございません。また、押収された資料は、100条委員会の
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調査権により提出された資料であります。その後、例えば我々が閲覧ということになります

れば、各資料の所有者の了承をいただかなければならないものと考えております。なお、こ

の件につきましては、現在警察署による調査が行われていると認識をいたしておりますこと

から、市においてさらに調査をすることは差し控えさせていただきたいと思っております。

また、一方で、瓦れき処理問題については、不当利得返還請求懈怠違法確認請求として住民

訴訟の対象にもなっておりますので、いずれ司法の場で明らかになるものと考えております。

従いまして、警察による捜査の状況や裁判による判断がいずれ示されると思いますので、そ

の際にはまずは議会に報告させていただきますとともに市民の皆様にもしっかりとその内容

を説明をさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 業者の方も、書類については100条委員会に提出されたものだから市が

直接見られないと。ですから、塩竈市が、市長が、連絡協議会の役員さんたちにもう一回資

料を出してくださいと言えば、それで済むわけでしょう。そうじゃないんですか。それすら

やってないんですか。それとも断られたんですか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） これは、特別委員会なり100条委員会でもご説明をさせていただいてお

りますが、私どもは発注者であります。事業者の方は受注者であります。請負約款あるいは

建設業法の中では、発注者と受注者というのは基本的には対等の立場であります。したがい

まして、私どもが工事を進める上で、必要な書類については当然提出を求めさせていただき

ますが、その範囲を超えるものについては基本的には行政の権限ということではないという

ことをご理解いただければと思います。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 同じような事件が各地、ほかの地区でもあるわけですね。そこはちゃん

と行政がちゃんとやっているわけですよ。結局塩竈市だけが何でそれができないのかという

のが不思議でならないんです。結局、やる気がないから結局はそういうああだこうだ理屈つ

けてやらないだけだというふうに、私は解釈させてもらいます。というのは、請求承認書が

何でも、何度も言います、連絡協議会のほうは全部パソコンに入っているデータです。です
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から、市長がみずからちゃんと出してくれと言えば、彼らはお友達でしょう、出してくれる

でしょう。だからそこのところどうなんですかというふうに言っているわけですよ。それが

なぜか、それぞれの立場を守ろうということが先に立って、そういうことで何かさっぱり先

が進まないというような気がしてならないんですが、間違っていますでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 今の、お友達の発言というのはどういう意味なんでしょうか。我々は、

発注者と受注者ということについて今、説明しましたよ。今、議員は、お友達でしょうとい

う発言をされておりますが、これは我々にとっては大変ゆゆしき発言であります。なぜお友

達なんですか。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 私的にお友達でしょうというという話をすればいいんですね。そこのと

ころだけ訂正しておきます。それと、そういうことを議論していても時間がないんで、先に

進めますけれども、まず、もう一回確認したいことがあります。というのは、まず、瓦れき

収集運搬で積み込みしていないものがトラックで運ばれたという事実がありました。それは

証人喚問のときに担当者が間違いましたという言葉で終わらせたわけですけれども、どうい

う間違いだったのかということが一切我々に伝わってきていない。それと、言い訳としては

入札して金額が決められているから全部残った分を払ったんだという見解を示していてそし

て、今回定例会前に共産党議員の方がこれについての文書質問出しましたら、結局は環境省

からオーケーが出たからというような話がありましたので、環境省のどこ、担当者の名前誰

だったのか、ちょっと教えていただきたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） ご確認をさせていただければと思うんですが、何とお尋ねした

らいいんでしょうか、今回、定例会前に文書質問を頂戴しておりましてそれの回答というの

が議運のときにお配りされているかと思います。その中で、撤去委託の数値の訂正の部分と

いうことでご質問いただいてご回答申し上げているんですが、それを国のほうに修正をいた

しましたということで文書回答させていただいていますが、そのことについてのということ

でよろしいでしょうか。大変恐縮ではございますが、環境省側の担当者のお名前までは、今

のこの時点ではちょっと把握しておりませんし、議会で申し述べることかどうかちょっと判

断させていただければと思います。以上でございます。 
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○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） じゃあ、調べて連絡いただけますでしょうか。どうですか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 公務上のことということにはなりますが、一担当者の名前、氏

名、所属そういったものにかかわりますので、情報公開等に相当するのかどうか、そういっ

た部分につきまして判断させていただきましてお答え申し上げたいと思います。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 私、２回も環境省の担当課に行っているんです。だから電話で聞けばわ

かるんです。いいです、あとちゃんと調べてください。 

  それと、疑問なのは、これは出来高払いということでたしかやっていたはずなんですよね。

それで、そのために入札をしたと。それは、入札の金額というのはどこまでも上限であって、

これを出てはだめですよというところだと思うんです。ところが、下限の場合は、余った場

合はそれは返さなきゃいけないというものだったはずだと私は理解しているんです。でなけ

ればわざわざ毎月、毎月、１日、１日何ぼ瓦れき手積みして、機械で積んで、トラックで運

びましたなんて、日報そのものが必要ないはずなんです。それをどうやったのかということ

を環境省に了解とったからって我々には一切それが示されていない。おかしいと思いますよ。

そこはどうなんですか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） 先ほどお答えをいたしました文書質問にございました内容とい

うことでありますと、こちらは単価契約ではなくて確定契約ということでそもそも締結させ

ていただいているという内容だと。ただ、請負側の事業を実施していくに当たりまして、資

金繰りとかそういったものもありまして、本来であれば確定契約でございますので全ての業

務が終わった後に一括してお支払いをするべきものということになりますが、それを協議さ

せていただきまして、毎月ごとの出来高によりましてお支払いをしていただくという内容で

執行させていただいたということだと思います。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） だとすると、１社しかこれ見積もりしていないはずですよね。問題があ

るんじゃないですか。公共事業ということに対して。そこのところだけ指摘しておきます。
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それと、例えば、瓦れきの一時管理仮置き場の日報、月報提出していただきました。それで、

これについては担当者が毎朝チェックしていましたって言っていました。だけど多分、でき

るはずないんですね。私も、もう一回再精査してみました。そうしましたら、連絡協議会か

ら塩竈市に対する請求金額と、連絡協議会が下請けから受け取った請求金額に７月、８月、

９月、10月、この４カ月間で1,560万円の差額がありました。これが連絡協議会の懐に入って

いるわけです。そして、11月には、請求書が１億4,000万円の下請け業者からの請求金額があ

るにもかかわらず、連絡協議会から塩竈市に対する請求は3,480万円しかなかったと。まこと

に不可解な数字であります。先が見えてこの辺で調整始めたのかなというふうにも私は感じ

ますけれども、その事実はわかりません。それと、人員配置表、市当局から資料を出してい

ただきました。この仕事というのは、作業員が全然いなくても成り立つ仕事だったのかどう

かお聞きします。要するに、重機オペレーターだけで仕事が全部済んだのかどうか。お答え

ください。菊池前環境課長、お答えください。 

○議長（香取嗣雄君） 内形副市長。 

○副市長（内形繁夫君） 済みません、議員、大変申しわけないんですが、我々手元に資料がな

い中での議論になりますので、なかなかかみ合わない部分がございます。できますならば、

こういうところで議論する場合、できれば事前通告というかそういったような部分でお知ら

せいただければ、かみ合う議論をさせていただけると思っています。ぜひよろしくお願いい

たします。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 私は見解を聞いているんですよ。数字を聞いているんじゃないんですよ。

作業員を使っていなくてもできる仕事だったんですかと。重機のオペレーターだけでできた

仕事だったんですかって聞いているんです。あの仮置き場の仕事が。 

○議長（香取嗣雄君） 内形副市長。 

○副市長（内形繁夫君） 議員、大変申しわけない、今、そのどうなんですかと言われても、そ

の中身がわからない、数字がどうなんだかこうだと聞かれても、我々はどういったものがど

うだっていうのを見た上でお答えしなくちゃいけないものですので、先ほど申し上げました、

ぜひこういった議論する場合は、ぜひこういう部分ということで、事前通告いただければお

話させていただきたいと思います。 

  以上でございます。 
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○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） だって、仮置き場の作業というのは、皆ご存じでしょう、どういう仕事

されていたか。日々の日報上がってたんでしょう。知らないってわけないでしょう。日報は

結局中身もチェックしない、何もしないでお金払っているからそういうことになるんであっ

て、結局作業員を１人も使っていないのに、請求金額は３億7,000万円も上がっているんです

よ、数字言うとね。それについてはどうこうと今答えは求めません。ただ、考え方として、

あの仮置き場の仕事が重機のオペレーターだけでできた仕事なのかどうかということを私に

教えてください。世話役もいない、運転手もいない、作業員もいない、そういった中で仕事

ができたんですか。普通考えたらできないですよ。そのできないはずの請求書がさっき言っ

た３億7,000万円上がっているわけですから、資料がないからできないというんじゃなくて、

塩竈市はそういうこと私が提言しているわけですから、ちゃんと調べてください。資料をお

貸ししますよ。それで、ちゃんと適正なる処置をとっていただきたい思うんですがいかがで

しょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） このことについては、議会の皆様方にも特別委員会を設置をしていただ

きまして、いろいろな角度からご審議をいただいたものと思っています。さらには、100条委

員会を開催をいたしまして、今のような疑問点については当然その委員会なり100条委員会の

中でしっかりと議論をさせていただいたものと、私も全て出席をいたしておりませんから、

と思っておりますが、ここで今再度ご質問いただくということについては、特別委員会なり

100条委員会のときは、そのことを確かめなかったということでよろしいんでしょうか。お伺

いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 確かめていません。確かめるまで時間がありませんでした。残念ながら

ね。正直言って。それから、我々は、委員長報告の中でこの事件を継続してほしいと、委員

会として継続してほしいという文言を委員長報告に載っけたわけです。ところが残念ながら、

平成27年の８月の改選で、新たな議員がいらして、反対する方々がずっと半分近くいらっし

ゃいましたので、そういった中で、委員会の再設置というのは否決されたと。だからやりよ

うがなかったんですよ。だから今、こうやって質問しているわけです。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 
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○市長（佐藤 昭君） たしか、２年近い時間をかけて、皆様方に慎重にご審査をいただいたも

のと、我々は判断をいたしておりますが、なお、その残余の部分がありましたら、我々も具

体的にどの場所かということについては、書類が戻りましたら確認をさせていただきたいと

思います。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 100条委員会ができてから、改選まで６カ月です。資料を要求してもな

かなか出てこない。５月ですよ、ああだこうだ言って出てきたのが。だから私は連休中に毎

日事務局に来て、資料づくりしました。そういった中で、結局時間的に漏れたところもあり

ます。だから、委員長報告にその旨を載っけたわけです、こうやって市としても調べてくだ

さいよと。だけど全く無視しているじゃないですか。議会のあれは全会一致ですよ。全会一

致で委員長報告をしたのにもかかわらず、それをずっと無視し続けているんですよ。今の塩

竈市の態度というのはそういう態度でしょう。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） きょう、ご質問いただきましたときに、状況については詳しくご説明を

させていただいているものと思っております。今、言われた資料等が塩竈市では閲覧できな

い状況にあるわけでありますので、そういったところをもう一度ご確認をいただければと思

います。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） そこのところは、なかなか話し合いがつかないようです。また、先ほど

ちょっと、警察のほうも調べているというお話もありました。多分そういうことをやってい

ると思います。それで、例えばこれで逮捕者が出ました、市長は常々市長の責任ですという

ことをおっしゃっているわけですけれども、じゃあどういった形で責任の取り方をあらわし

ていただけるんでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 仮定のご質問には、大変恐縮でありますがお答えを控えさせていただき

ます。 

  以上でございます。 
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○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 都合悪くなると、ればたらの話だからできない、今回の定例会で補正予

算四百何十万出ました、それが減額補正されました、理由を聞いたら国から許可もらえなか

った、補助金の。これ、ればたらでしょう、完全な。もらえれば、許可されればこの事業を

やりますよと。議会に出してもらっているわけでしょう。その前もありました、マルシェの

件ですね。これも、あのときも予算出して申請したら、委員会で、議会で通したらその後却

下されたって。それが形を変えて今回のＩＣＴ事業という形で出てきている。出てきてはい

るわけですけれども。たから、都合が悪くなるとそういう、ればたら、ればたらって言うん

ですけれども、ればたらですよ、全部やっていること。例えば、予算執行についたって、こ

のまま順調に行けばでしょう。発注が順調に行けば、ればたらですよ。事故が起きなければ、

これもればたらですよ。だからればたらっていうのはこれはある意味、危機管理の面も含ん

でいるわけですから、そういったことを想定して、きちっと対処をしていくというのが、私

は一般的なあれじゃないかなと思いますよ。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 当初予算の考え方につきましては、２月定例会のときもこれ議論してい

るんですよ。じゃあ、国の予算が決まらなかったら、当初予算計上できないのかって。全国

の自治体、もう仕事とまってしまいますよ。そうではなくて、４月から必要な予算等もあり

ますからこそ、ればたらって想定でこういったものを要求していますと、ぜひこれは頑張っ

て予算をつけていただきます努力をいたしてまいりますという前提で、予算を上げさせてい

ただく、それはつかなかったら市長の責任か、私の責任の部分もあるかもしれませんが、そ

れは相手がある話でありますよ。当然、国が全体の予算の枠内でどこの自治体にどれだけの

予算を張りつけるかということについては、これは我々は予測の範囲を超えるわけでありま

す。したがいまして、我々は当初予算ででき得る限りスタート時点から市民の皆様方に必要

なものは予算を計上させていただくということを２月定例会でも申し上げさせていただいて

おりますよ。それが、予算がつかなかったら市長の責任かと言われればそれはもう結構でご

ざいます。 

○議長（香取嗣雄君） 志賀議員。 

○10番（志賀勝利君） 私の問いにちゃんと答えていない。私は誰が補正予算が減額になったか

ら市長の責任だと一言でも言いましたか。言っていないじゃないですか。ればらたでしょう
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ってただ言っているだけですよ。ればたらだから答えないっていうのはおかしいんだって言

っているだけです。ただそれだけです。 

○議長（香取嗣雄君） 先ほどの、志賀議員の質問に対して、答弁漏れがございましたので、そ

の部分を阿部教育部長からお願いをいたします。阿部教育部長。 

○教育委員会教育部長（阿部光浩君） 先ほど、私のほうから回答させていただいた要綱の件だ

ったんですけれども、平成24年に改正しているんですけれども、500万円という金額に定まっ

たのは昭和62年ということですので、訂正させていただきます。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 以上で、志賀勝利議員の一般質問は終了いたします。 

  続きまして、４番西村勝男議員。 

○４番（西村勝男君）（登壇） オール塩竈の会の西村勝男でございます。質問の機会を与えて

いただきました同僚議員に対して、心より感謝申し上げます。 

  通告に従い、順次質問させていただきます。 

  壇上では安全に暮らせるまちづくりについて、２項目について質問させていただきます。ど

うぞ誠意ある回答をよろしくお願い申し上げます。 

  では、初めに塩竈市内の犯罪発生件数が増加傾向にある状況についてお伺いします。 

  市内の犯罪発生件数が、平成26年度から28年度までに100件ほど増加しており、特に自転車

の盗難、窃盗が多く発生しております。平成26年度328件、窃盗犯227件。平成27年度345件、

窃盗犯241件。平成28年度430件、プラス85件で、窃盗犯が315件となっております。最近市内

ではドラッグストア、コンビニエンスストアなどで強盗事件も発生し、いまだに解決を見て

いないようでございます。塩釜警察署、市内防犯協会など、取り締まりや啓発活動にご尽力

をいただいておりますが、市民の安全のためにも、また犯罪を起こさない抑止力として、防

犯カメラの設置が望まれていますが、市長のお考えをお示しください。 

  次に、空き家の現状調査以降の対応と、その対策、その結果についてお伺いします。 

  昨年12月定例会一般質問でもお伺いいたしましたが、もう一度確認させていただきます。初

めに、平成26年度に行われた各町内会の調査に基づき、平成27年度市民安全課、定住促進課

が老朽化などで危険と思われる51件を対象に実地調査を行い、18件が特に危険度が高いと確

認されていました。特定空き家に該当する51件に対し、改善要請も行われていたと言われて

います。そこでお伺いします。平成28年度中に特定空き家51件に対し、どれだけの対応をさ
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れたのか。また、危険度の高い18件は何件ぐらい改善や撤去勧告がされたのかお示しいただ

ければ幸いです。 

  以上、２問、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君）（登壇） 西村議員から、６点に渡るご質問をいただきます。 

  初めに、安全に暮らせるまちづくりについてのご質問にお答えいたします。 

  まず、塩竈市内の犯罪発生件数でありますが、残念ながら増加傾向にございます。ご質問に

もありましたとおり、平成28年では430件と増加の一途をたどっています。また、犯罪の種類

でありますが、自転車の窃盗や万引き等の窃盗犯の占める割合が非常に高く、平成28年では

全体の７割を超えている状況にあります。特に自転車の盗難による被害者の約３割が、残念

ながら鍵をかけていない状況で盗難に遭っておりますことから、本市では各防犯協会のご協

力で毎月２回自転車盗難抑止活動を展開をいたしておるところであります。 

  次に、防犯対策の一つとして防犯カメラの設置はというご質問でありました。 

  宮城県が今年の２月に防犯カメラの設置及び運用に関するガイドラインを策定をいたしまい

た。このガイドラインでは、防犯カメラの有効性とプライバシー保護との調和を図り、適正

な設置運用に努めるよう求められております。今後防犯カメラを設置する場合には、このガ

イドラインに基づき、設置運用規定を作成することとされております。このことを受けまし

て、本市では、防犯カメラの設置について本年度地域安全まちづくり推進会議の中で検討を

行っていただき、市民の方々の多くのご意見を伺った上で、設置についての検討を進めてま

いります。 

  次に、空き家の現状調査の結果と今後の対応についてというご質問でありました。平成27年

度に老朽化などで建物上危険で周囲に対して危険と思われる空き家51件を対象として調査を

させていただきました。その結果でありますが、二十数件の空き家、危険空き家が前年なが

ら積み残されたところであります。なかなか改善要請に対し改善等に向けて進展しない空き

家や多数ございますことから、平成28年度、新たに地域から相談がありました空き家の63件

について再度調査を行いましたところ、危険性がなかった空き家が17件、改善要請や文書に

よる指導により解体された空き家が３件、樹木の伐採でありますとか、住宅の補修等により

解決、改善に至った空き家が19件、調査継続が４件であります。この結果、なお改善に至ら

なかった空き家が20件ございますので、早速、空き家カルテを作成し、市民安全課と定住促
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進課で実施調査を行いましたところ、比較的危険度が低い空き家が５件、危険度が高いと確

認された空き家が４件、危険度が将来的に高くなる恐れのある空き家11件でございました。

これらの所有者に対しまして、文書による現状の改善要請を行わせていただいたところでご

ざいます。 

  以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（香取嗣雄君） ４番西村議員。 

○４番（西村勝男君） ご回答ありがとうございました。 

  まず、安全に暮らせるまちづくりということで、犯罪件数が多くなってきていると。防犯協

会の皆さん方にも大変ご努力をいただきまして、いろいろな活動をさせていただいておりま

す。また、警察関係の方にも、犯罪に対して努力されて、いろいろ犯罪の減少に向けてやっ

ています。なかなか市のほうで何かという場合には、やはり防犯カメラが一番効力があるの

かなと。犯罪の抑止力といいますか、起こさない、罪を起こさせないという部分もありまし

た、やはり市内４つの駅全てに防犯カメラを設置していただいて、ちょっと借りますとか、

ちょっとということでお使いになる、犯罪という意識がないままにやられる方もいらっしゃ

います。それを抑止する上でも防犯カメラはぜひとも必要だと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 時期はちょっと失念いたしておりますが、防犯カメラ設置について前に

も議会で議論させていただいたことがあったかと思いますが、やはり懸念されますのが個人

情報保護の関係でございます。個人情報保護をこの防犯カメラの設置がどのような形で対応

ができるかということについては、我々もまだ手探りの部分があります。そういった中で、

今年２月に宮城県が防犯カメラの設置及び運用に関するガイドラインというものを定めたと

いうことを先ほどご答弁申し上げました。この内容を精査した上で、塩竈の地域安全のため

にどのような防犯カメラの設置ということができるかということについて、再度のご答弁に

なりますが、まちづくり推進会議の中で今、さまざまな角度からご検討いただいているとこ

ろであります。そういった検討内容を踏まえた上でまた対処させていただきたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） 市長のお話、十分に理解できますしわかりますが、最終的に子供たちが
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被害に遭ったりという部分が多くなってきております。つまり通学路での事故、狭隘道路で

の事故も含めて、やはりそれも抑止する部分で防犯カメラが必要ではないかと。前は、録画

機能も持って専用サーバーを持たないとできないという防犯カメラが普通でしたが、今、ク

ラウド、私もちょっと頭がついていかない部分もありますが、クラウドで全て管理しながら、

肖像セキュリティーをきちっとしながら、今パソコンでも携帯電話でもその情報が見えると

いう中で、東京都内の学校、小中学校では防犯カメラを設置し、子供たちの安全・安心のた

めに、今市長お話になった個人情報云々じゃなくて、市民を守るため、子供たちを守るため

にもう設置が始まっていると。教育長もご存じと思いますが、小中学校、全国では４割ほど

学校に対して防犯カメラが設置されております。そこでちょっと、教育長にお伺いします。

第一中学校、第二中学校ではもう防犯カメラが設置されたと聞いております。設置されるま

での経緯と、今の状況についてちょっとお知らせください。 

○議長（香取嗣雄君） 本田教育総務課長。 

○教育委員会教育部次長兼教育総務課長（本田幹枝君） お答えいたします。今、どのような経

過でという形だったと思いますけれども、第二中学校へ確かに防犯カメラ設置をさせていた

だいてございます。その部分につきましては、昨年第二中学校において校舎の窓ガラス等を

割られるという被害は発生しておりましたものでしたので、その都度警察へ被害届を提出し、

夜間を含めた巡回をお願いしておりましたが、しかしながら、被害がおさまらないことから

昨年12月に防犯カメラを設置いたしました。以降は、破損等の被害はなくなったというふう

に報告を受けてございます。ただ、小中学校において、必要に応じて設置しておりますけれ

ども、これ以上の整備状況につきましては、恐れ入りますがセキュリティー上控えさせてい

ただきたいと思いますので、どうぞご理解いただきたいと思います。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） わかりました。ただ、防犯カメラを学校にということも含めまして、通

学路にも今防犯カメラ設置が進んでおります。通学路で、教育委員会のほうからも不審者の

情報についてということで、さまざまな情報が流れてきております。これは子供たちの安

全・安心のために地域でどうしてもこういう防げない部分は皆さんで守ってほしいというこ

とで、通報されているんでしょうけれども、やはりそれも含めて防犯カメラ、個人情報とか

云々じゃなくて、地域に住んでいる子供たちを守るために、ぜひとも必要ではないかと。そ

の個人情報云々を初め、それはわかりますが、やはりこういう時代ですから、子供たちの安
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全・安心のためにもそういう部分でのセキュリティーを考えてみることはできないでしょう

か。また、今、全国で40％の学校が防犯カメラ設置しているということですから、せめて市

内でもある程度、事件が起きてからではなくて起きる前にそういうものを設置するというこ

とは可能なのか、ちょっとお聞かせください。 

○議長（香取嗣雄君） 本田教育総務課長。 

○教育委員会教育部次長兼教育総務課長（本田幹枝君） お答えいたします。通学路の安全確保

についてのご質問だったかと思います。今、防犯カメラについての議論に及んでおりますけ

れども、いかにして通学路の安全を確保するかにつきましては、防犯カメラのみに頼らない

ということがございます。現在も、スクールガードリーダーさんですとか子供安全サポータ

ー等地域の方々、そして保護者のご協力をいただきながら、市全体で取り組んでおるところ

でございます。防犯カメラにつきましては、先ほど来、ガイドライン等の市長答弁にもござ

いますように、教育委員会といたしましても今後市全体の運用の方針ですとか、仕組みの中

で整理してまいりたいと考えておりますので、ご理解願います。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） ありがとうございます。検討されるということで、納得はしないんです

が、いつまでにどこまで整備されるのかを改めてまた別の機会でお聞きしますので、それま

でにきちっと決定していただければ幸いですが、よろしくお願いします。 

  次に、空き家の現状と調査以降の対応ということでお聞きします。 

  先ほど、市長のほうから大分空き家対策が進んでおるということがお話にありました。ただ、

昨年12月私は一般質問で空き家に対してこれから予備軍としてひとり暮らしの高齢は何世帯

ありますか、3,600世帯です。二人暮らしの高齢者は約2,900世帯、5,800人の方がいらっしゃ

いますというお話をいただきました。高齢者、65歳以上ですから、失礼ですがあと20年、30

年すればそれが全て空き家になると。ただ、住宅再建率、全国平均では９％と言われていま

す。10件に１件は住宅が再建されている。それを加味してもこれから相当数の空き家がふえ

てくるんではないかと。ですから、前にもお話ししましたけれども、空き家対策条例、やっ

ぱり市ですぐできる、ふやす前に新たな利用法だったり危険家屋を解体したりということで

進める手段として、前回質問をしましたけれども、空き家条例は空き家特別措置法があるか

ら塩竈市では必要ないというお話でしたけれども、これからそれだけでは済まないような気

がしますが、市長、条例についてはどうお考えでしょうか。 
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○議長（香取嗣雄君） 小山市民総務部長。 

○市民総務部長兼政策調整監（小山浩幸君） 空き家対策についてご質問を頂戴しました。ご存

じのとおり、平成26年に空き家等対策の推進に関する特別措置法、特措法が制定されており

まして、それの運用で一定程度の対応はできるということで、まずは認識をしているという

ところではございます。ただ、この法律の中で、あくまでも努力義務ということではありま

すけれども、空き家対策の計画というものはぜひ作成するべきだということがございます。

空き家対策というのは、空き家にそもそもならないような予防から始まりまして、空き家に

なった場合の流通ですとか活用、それ以降管理が行き届かない場合の空き家の防止ですとか

解消、あるいは除去、最終的には活用という、今お話ございましたけれども、そういったこ

とまでございます。そういったまず、基本的な考え方、市の対応については、条例というこ

とではなくてそういった計画づくりというものはする必要があるのかなということで、そう

いった方向では担当部局と検討していきたいなと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） 今、空き家対策、対策計画に関することということでお話がありました。

県内では、空き家等対策計画策定済みの市町村ということで、仙台市、白石市、登米市、加

美町、涌谷町ということで出ております。当市としましても、この計画策定ということで進

んでいるということでよろしいんでしょうか。また検討中なのか、どちらなのかちょっとお

知らせください。 

○議長（香取嗣雄君） 小山市民総務部長。 

○市民総務部長兼政策調整監（小山浩幸君） 今、ご紹介ありました５市町以外にも、平成29年

度以降もいろいろな市でつくっているという動きもございます。塩竈市としてもやっぱりつ

くっていく方向で考えていきたいと思っております。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） ありがとうございます。いつまでにつくられるのか、そういうこと、や

はり目的を時期を決めて、担当部署がどこなのか、はっきり決めていただければ、また６カ

月後には質問する機会もありますので、確認させていただきます。どうぞよろしくお願いし

ます。 

  その空き家等対策計画なんですけれども、済みが20％、予定が65％、全体で、対策を立てて
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いるところが20％、全国で、予定が65％ということで、前向きに皆さん、各自治体が検討さ

れているということでご理解いただければ幸いです。また、一つ、余りいいにくいことなん

ですけれどもご報告がございます。以前、空き家で植栽が伸びてきて切ってくれということ

で私が預かりまして、市民安全課のほうに持ち込みました。それで、固定資産税の情報の中

から調べていただきまして、注意勧告なり指導はされたと思います。それで、今月18日、町

内会の会合がありまして、北部交通安全協会です、その時にある町内会さんのほうから話が

ありまして、以前私に伐採について相談されたその方が亡くなりましたと。昨年の４月か５

月だそうです、73歳でひとり住まいの方だったんですけれども。元気のいい老人だったみた

いなので、自分で伐採されてたらしいんですね。残念ながら亡くなってしまったということ

で。ただ、市の責任とか、私が受けた責任とかということではなくて、こういうものを早く

やっていただければ、対応が早ければ、もっともっといいものができるんじゃないですかと

いう話を承りまして、その日からちょっと気が滅入っていまして、私も受けた側とましては、

今後やっぱり行政側に対し、早目に、これから高齢化社会の中で対応できるもの、指示でき

るもの、是正できるものは指示していただいて対応していただければ、こういうこともなか

ったのかなという私の反省でもありますが、行政側としてもやっていただければと思います

ので、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（香取嗣雄君） 小山市民総務部長。 

○市民総務部長兼政策調整監（小山浩幸君） ただいま、西村議員からご紹介いただいた件につ

いては、詳細は承知はしておりませんけれども、先ほど申し上げた計画の策定というのはま

だ塩竈市でやっておりませんが、市長ご答弁申し上げたとおり町内会等々からご指摘をいた

だきましたそういった空き家ですね、特定空き家等と言われる、衛生面とか環境面に問題が

ある空き家に対しては、市の職員のほうで出向いてカルテ等をつくって、先ほどご紹介いた

だいたように持ち主の方への対応ということをさせていただいておるところでございます。

そういった中で、今のようなお話があったということで、ということかとはございますけれ

ども、引き続きそういった対応のほうは速やかにさせていただきたいと思います。以上でご

ざいます。 

○議長（香取嗣雄君） ４番西村議員。 

○４番（西村勝男君） 与えられた環境の中で、精一杯担当職員の方は頑張っていらっしゃると

いう、大変忙しかったという話も聞いていました。ただ、ここに来て、ごく１週間ぐらい前
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にそういう話を聞いたものですから、やはりもっともっときちっと整理しながら、伝えてい

くものは伝えていきながら、対応できるものは対応していただいてやっていかなければなら

ないのかなという気がしましたので、よろしくお願いします。 

  次に、公共用施設の電力契約の見直しについてお伺いします。 

  電力自由化に伴う現在の状況と今後の見通しについてお伺いします。電力自由化により、平

成28年４月から消費者が電力会社を自由に選択できるようになりました。塩竈市も昨年11月

から一般競争入札を行い、公共施設と新電力事業者との契約が成立し、スタートしています。

浦戸小学校を除く各小中学校、玉川グラウンドの照明、ふれあいエスプ、また環境課施設で

は清掃工場、中倉処分場、下水道施設では藤倉排水機場、また藤倉、越ノ浦、牛生中央ポン

プ場20カ所がその対象となって、新たな契約を結んでいると聞いております。年に337万

2,045キロワットアワー、電力料金としまして8,760万円余りということで、資料にありまし

た。消費削減効効果目標として、電力料金の10％を削減したいとありましたが、半年が経過

し年間に換算して電力料金がどの程度削減されたのかお知らせください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 年間に換算しまして、13.7％の削減効果が図られているところでありま

す。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） 金額ベースでどのくらいか、ちょっとお話していただけますか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 前段、新電力に切りかえた市の施設がというご質問でありましたが、高

圧受電契約を行っている施設であります。現在、32施設がございますが、そのうち20施設に

つきましては平成28年11月から新電力会社に切りかえをいたしております。切りかえた20施

設におきます従前の電気料金の支払い総額、私の手元では9,070万円でありましたが、切りか

え後の支払い総額がおよそ7,830万円となる見込みであり、あくまでも見込みということでご

理解いただきたいと思いますが、年間推計で約1,240万円、率にいたしまして13.7％の削減効

果が見込まれるところでございます。 

  以上です。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 
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○４番（西村勝男君） ありがとうございます。なかなか、補助金にしても1,200万円もらうこ

とも大変な時期に、みずからの手で事務事業だけでそれだけの削減効果があらわれたという

ことは、すばらしいことだと思っております。また、実際32施設ということでありましたけ

れども、20施設が契約されていると。今後の見通しとして、今後どうその契約変更について

はどうお考えなのか、お知らせください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 今後の見通しということのご質問でありました。６年３カ月前の東日本

大震災のときでありますが、庁舎の電力も全て使えなくなりました。パソコンそれからコピ

ー機も使えないという大変な状況が続いたわけでありますが、その中で、東北電力さんから

敷地の中に発電車というものを持ってきていただきました。それで、発電をしていただきま

して、最小限のテレビ情報でありますとかあるいは会議の際には発電いただいた電力を活用

して防災会議を開催したという記憶がございますし、今でも本当に心から感謝を申し上げる

ところであります。また、浦戸につきましては一番遅れて５月の連休明けに電力が復旧した

わけでありますが、その間につきましては、同じく東北電力さんが野蒜のところに発電車を

常備していただきまして、その間の発電については全て東北電力さんのそういうご支援の中

で、我々何とか急場をしのげたというようなことをいまだに記憶をいたしております。これ

から先につきましても、当然新電力という検討もさせていただきますが、一方ではやはり主

要な部分につきましては引き続き東北電力さんのほうから供給、ご支援いただいていくとい

うことにつきましても、我々にとりましては大変大切なことではないかと、私は理解いたし

ているところであります。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） 市長のお話はいろいろな形でお聞きしておりました。東北電力さん、地

元の電力会社でありますから、大きな冷蔵庫、冷凍庫ある方々が一回シャットダウンします

とその技術者でないと上げられないと。ですから、地元の電力会社でなければできない部分

もあるし、また今回の震災でも大分お世話になったので、東北電力さんということでお話も

承っております。ただ、私たちの血税であります。税金であります。できれば省力化し、経

費節減のためになるべく動いてほしいなと思っております。そこで、同じテーブルに東北電

力さんも上がっていただいて、優先的に交渉されるということは考えらえませんでしょうか。
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ただそのまま続けるのではなく、同じ電力業者、一般の株式会社の電力会社や、大手商社さ

んといろいろな部分あると思いますが、それも含めて最優先的に東北電力さんにはお話をし

ていただいて、やはり幾らかでもコストカットをする上で、お話し相手としては、市長、そ

ういう交渉はできませんでしょうか。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 先ほどご説明させていただきました新電力導入の際には、競争入札にさ

せていただいております。一番安価な価格を提示いただいた方を採用とさせていただいたと

ころであります。これから先ということで、西村議員のほうからは同じテーブルでという話

でありましたが、なかなかそれは難しい部分があるのではないのかなと。あくまでも競争で

いくということであれば、競争の原理を貫かなければならないわけでありますが、一方では

万万が一今回のようなことがあったときに果たして新電力会社の方々が適切な対応をしてい

ただけるかということになりますと、そのような起電車とかそういったものはなかなか常備

できなのではないかなということを不安視をさせていただいておりまして、それにつきまし

ては、今後東北電力さんとどういったサービスがご提供できるかということについては、私

のほうからも直接お話を聞かせていただくつもりではありますが、全てをということでない

という理由についてご説明させていただいたつもりでございますので、よろしくご理解をお

願をいたします。 

○議長（香取嗣雄君） ４番西村議員。 

○４番（西村勝男君） 十分に、今までの経緯もありまして、なかなか強く言い出せない部分も

あるのも事実あるのはあるんですが、ただ、基本的には税金ですので、経費節減という部分

も含めて検討いただければ幸いです。また、今回新魚市場が10月にオープンします。電力量

も相当、大分使うといいますか、使用料もアップすると思います。やはりその部分について

も、どう考えていらっしゃるのかちょっとお話いただければ幸いです。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤産業環境部長。 

○産業環境部長（佐藤俊幸君） お答えさせていただきます。 

  新魚市場完成後の電力ということでございます。現在は、ご案内のとおり東棟それから南棟、

中央棟を供用しているといことで、今、東北電力さんのほうから電力を供給していただいて

いるという状況にございます。完成後の施設といたしましては、まず一つ節電の対策としま

して太陽光パネルを導入させていただきます。全面的にさせられるほどではございませんが、
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そういったところでまずやらせていただく。それから場内の照明器具についてもＬＥＤ化を

して省エネに尽力していくということをまず施設的には対応させていただいているというこ

とになります。電力の供給会社という部分につきましては、これは先ほど市長からもご答弁

申し上げましたとおり、やはり市場も地方卸売市場という使命がございますので、何かあっ

た際にそれが機能がとまってしまうということは極力避けなければならないと。ですからコ

ストもさることながら、やはりそういう停電時等の電力供給の体制、そういったものも加味

しながら検討をさせていただければと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） わかりました。あと、もう一つ気がかりなのは、先ほど申しましたよう

に水産業界等、凍結施設をお持ちの工場がたくさんあります。私の知っている会社で年間

3,000万円だと、電気料が。おそらく１割下がれば300万円、行って来いですと600万円下がる

という話も聞いて、本当にさまざまな助成をいただいて工場を建てられ、経営努力をされ、

順調にということでやらさせていただいているんだが、一番コストでかかるのが固定資産税

で、２番目に電気料と、人件費が３番目あたりに来るんだというお話を受けています。やは

り、一番電力、水産業界では大体15億とか20億円とも言われています、電気料の総量が。そ

れの１割、２億、３億円のお金が業界全体に回るとすれば、地域の活性化にもつながります

し、それは行政が指導云々じゃなくて、そういうことが今やられることが、ある程度情報と

して出されて、今後どう判断するかは各企業にお任せしながら、やはり業界全体の底上げに

つながればという思いがありますので、どうぞよろしくと言っていいのかどうかわかりませ

んが、ご検討していただければ幸いですので、どうぞよろしくお願いします。 

  次に、ハード面の整備からソフト面の充実ということで３点について確認させていただきま

す。 

  新魚市場完成後の卸売機関の一元化を踏まえた運営についてということです。ことし10月に

は新魚市場としてフルオープンを控えています。長年にわたり市長を初め卸売機関関係者に

よる一元化に向けた努力も、現在は旧魚市場と変わらないものとなっております。開設者と

してもう諦められたとは思わないんですが、どういうお考えなのか、どういう認識でいるの

かよろしければお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 
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○市長（佐藤 昭君） ご案内のとおり、塩竈市魚市場には、２つの卸売機関があります。一つ

は株式会社、一つは水産業協同組合法に基づく漁業協同組合でありますが、いずれも卸売免

許を取得をされております。このことについては、たびたび議会でもご質問をいただきます

し、私も市長の使命としてこのことを達成しなければならないという思いで、今現在も話し

合いを継続させていただいているものと思っております。残念ながら、卸売機関の事務所に

ついては、間にパネルを立てまして、別々にということでスタートされております。私ども

はできればそのパネルを取り払っていただいて、一つの組織としてということを今でも申し

上げさせていただいておりますが、卸売機関の社長も組合長も我々の意については十二分に

ご理解いただいているものを思っております。今、それぞれの機関の役員の方々を説得する

ための努力を、お二人とも先頭に立って取り組んでいただいております。もう大変感謝を申

し上げるところであります。間もなくといいますか、10月にはいよいよグランドオープンと

いうことになりますので、やはり行政として卸売機関の一元化の最後の機会ではないのかな

というふうに私は思っておりますので、なお関係者の方々との話し合いをさせていただきた

いと思っております。以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） ありがとうございます。どうしても見た目で私も判断してしまいまして、

もう終わりなのかと思ったものですから、質問させていただきました。ただ、他魚市場との

競争力または事務事業の省力化などさまざまな、一元化することによって生まれるメリット

があります。今後とも努力されまして、一元化に向けてよろしくお願い申し上げます。ただ、

一つだけ、これからの人材育成のために高卒、大卒の若手職員の採用がこれから望まれます

が、今の状態ではなかなか難しいのかなと。やっぱり職場環境の充実も図りながら、次の時

代を担う職員の養成といいますか、私、二、三年前、小名浜のほうの漁港に行きましたら、

放射能で試験操業ですが、毎年１人は高校生を採用しているというようなお話も承りました。

持続可能なといいますか、これからの将来にわたって魚市場が繁栄していくためにも人材育

成は大変必要なものでございますので、その辺も含めてご指導のほどよろしくお願いします。 

  次に、災害公営住宅建設後のコミュニティー再生についてお伺いします。ことし３月20日、

北浜災害公営住宅が完成し、全てが終了しました。入居者の高齢化率は被災３県の中でも塩

竈市が一番高く、55.6％になっております。なれない環境でこれからの生活に不安をお持ち

の方が多いと聞いております。そこでお伺いします。入居者と地域住民との交流を促すコミ
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ュニティーづくりについては、どのように支えているのかお伺いします。また、孤独死防止

のため、見守り活動についてもどのように対処されているのか教えてください。よろしくお

願いします。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 災害公営住宅完成後の新たなコミュニティーについてであります。本市

のほうからは、大きくは２つの方向性を示させていただいております。一つは、災害公営住

宅が所在する既存の町内会へ加入をいただければということであります。これは、伊保石の

ほうの戸建ての災害公営住宅の皆様方が、既に清水沢伊保石町内会でありますか、そちらの

ほうに加入されて、相互に施設を活用しながらさまざまな活動を行っていただいているよう

であります。もう一つは、独自に新たな町内会を立ち上げるという仕組みではないのかなと

思っております。例えば、清水沢東では、最終的には103棟170戸の皆様方が入居されること

になります。例えば清水沢東という災害公営住宅でも町内会という組織を設立することはで

きます。既に市営住宅で町内会を設立をされているケースもございますので、まずは居住い

ただく皆様方にどういった方向を期待されるのかというようなことを、今、聞き取りをさせ

ていただいているところであります。また、このような活動とあわせまして、先ほど申し上

げました伊保石災害公営住宅では、既存の町内会の方々とカラオケ教室でありますとか、ダ

ンベル体操、それぞれ相互に場所をかえながら、日常的に行っていただいているということ

でございます。また、清水沢につきましては５月上旬から毎日入居者同士が触れ合う機会と

いうことで、ラジオ体操等も行われているというふうなこともお伺いをいたしました。さら

には、ＵＲ都市再生機構が実は立ち上げていただいたんですが、集会所を活用してその災害

公営住宅にお住まいいただく方はもちろんでありますが、周辺の町内会の方々も一緒に参加

をいただきながら、地域全体のまちづくりのテーマ、課題等について、さまざまな角度から

ご議論いただいているところであります。なお、清水沢東の集会所には、老人憩いの家を併

設をさせていただいております。こちらにつきましても入居者はもちろんでありますが、周

辺の町内会の方々にもぜひご活用いただきながら、くれぐれも孤立するようなことがないよ

うにというような呼びかけをさせていただいているところであります。孤立した高齢者等へ

の支援状況であります。現在も地域包括支援センターによる高齢者の相談、あるいは要支援

者に対する訪問や、社会福祉協議会ふれあいサポートセンターによる見守り訪問等を定期的

に実施をさせていただき、お悩み事、あるいは健康の問題等々についてお聞き取りをさせて
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いただきながら、場合によってはお手伝いもさせていただいているところでございます。引

き続きこういった活動を継続をさせていただきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） ありがとうございます。何か孤独死の方が15人ぐらいいらっしゃった、

塩竈市はなかったんですけれども、ほかの災害公営住宅の中でもそういう方が出ていらっし

ゃるということなので、行政側としてもきちっと見守り体制を整えていただきまして地域と

の連携を図りながらよろしくお願いをします。 

  次に、各ポンプ場の中央集中管理システムについてお伺いします。 

  市民の安全のために市内、津波、大雨対策として各ポンプ場、約460億円で建設、補修され

ました。災害時に職員の安全確保のためにも、施設に出向くのではなくて、庁舎及び建設部

の中で円滑操作で各ポンプ場を管理するシステムがるのかどうか、ちょっと教えてください。

よろしくお願いします。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 議員の皆様方から地域の大切な課題であります雨水対策、下水道対策等

につきまして、さまざまなご要望を頂戴いたしました。そういったものを一つ一つ着実に取

り組んだつもりでおりますが、成果でありますが、現在汚水と雨水合わせて89カ所のポンプ

施設がございます。建設中の中央第二ポンプ場及び越の浦ポンプ場が今年度中に完成をいた

しますと、90カ所を超える施設を今後管理運営しなければならないという状況になります。

これらの施設につきましては、原則は設定水位でポンプが自動的に始動し排水する仕組みと

なっております。したがいまして、自動運転ということでありますので、点検等については

基本的には必要がないということでありますが、なお日常の管理で施設の点検、清掃などを

行い、万が一に備えて万全を期しているところであります。 

  次に、これらについて遠隔操作という意味でありますか、遠隔操作等により対応できないの

かというご質問でありました。今、申し上げました91カ所のポンプにつきましては、異常通

報装置というものがございまして、中の島にあります中央ポンプ場へ通報が入る仕組みとな

っております。そういった際には、早速職員が現場に出向きまして、異常状態の解消を図ら

せていただいているところであります。加えまして、比較的規模の大きい施設、今８カ所で

ありますが、につきましては、中央ポンプ場だけではなくて壱番館にあります下水道課内に



-188- 

遠方監視システムを構築し、水位やポンプの運転状況をリアルタイムで把握できる状況が構

築をされております。これも異常が発生しましたら、職員がこちらのほうからも出向きまし

て、現場で早速作業させていただき、万全を期してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） わかりました。ありがとうございます。できれば中央ポンプ場と２カ所

という話でしたけれども、１カ所に集中されまして、目一つでそのポンプが動いているかど

うか確認をされる、また管理もできるというような形にしていただければ幸いですので、ど

うぞよろしくお願いします。 

  ちょっと、時間が大分なくなってきましたので進めてまいります。 

  豊かな心を培うまちづくり、図書館の利用状況と今後の方向性についてお伺いします。 

  昨年新しく多賀城市立図書館がオープンしました。目新しさもあり、多くの来館者年間150

万人となっております。利用者の内訳は、アンケートでは多賀城市３分の１、10万人、３分

の２は仙台市、塩竈市などの近隣市町村となっています。施設は多賀城駅前また分室として

２カ所、３カ所で営業、開館されています。そこでお伺いします。塩竈市民図書館の利用客

数について、どの程度の影響が出ているのかお知らせください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） ご質問の趣旨は、多賀城市立図書館がオープンをし、塩竈市民図書館の

利用者数が減ったのではないかという趣旨のご質問であったかと思います。残念ながら、そ

のような影響が出てきていることは事実であります。平成28年度末の利用登録者数は３万

9,505人で、依然として上昇傾向にあります。ただしでありますが、平成28年度の貸し出し者

数でありますが４万5,734人でありまして、前年度と比較をいたしますと15.5％、残念ながら

減少しているという状況であります。原因はやはり隣接市に新たに複合型の図書館が開館し

たということも要因であるものと捉えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） わかりました。どうしてもそういった外的要因といいますか、環境が変

われば図書館の利用者数も減ってくると。ただ、同じものを同じようにやっていただきたい

ということではありませんで、できれば塩竈市の市民図書館として何か新たな目標を持って、
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図書活動をされたらどうでしょうかと。塩竈市の市の中心でもありますし。ちょっと調べま

したら、八戸のブックセンターというところがありまして、行政側が本を図書館でお売りに

なっていると、そういうところもあります。それが、本を読みたい方をふやしたい、また本

を書きたい方をふやしたい、また本に興味を持つ方をふやしたいということで、市のトップ

の市長がそういう形で図書館を使ってのまちづくりをしているという事例もあります。新た

な方法も、一つの方法だと思いますので、新たな展開を考えて出るべきではないかと思いま

すので、どうぞよろしくお願いします。また、一つだけ、移動図書館がまだやっていらっし

ゃいます。大分たつと思います。今、果たして移動図書館が今の時代に合うのかどうか。今

後見直されて新たな展開も一つ考えるべきではないかと思いますが、それについてお考えを

お示しください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） まず、図書館の機能でありますが、確かに多賀城図書館のような運営管

理の方法もあるのかと思います。若干負け惜しみになるかもしれませんが、塩竈は塩竈の図

書館のよさというものは多くの市民の方々からご評価はいただいていると思います。今後も

そういった、塩竈市民図書館のいい部分をどんどん活用しながらも、一方では時代に合った

改革をどのような部分でやらなければならないかということにつきましても、特に若い利用

者の方々のお力もおかりしながら検討させていただきたいと思っています。そういった一環

で、移動図書館については役割を終わったのではないかということでしょうか。いや、やは

り、移動図書館ならではのよさというのがあるのではないのかなと、これは本当にそう思っ

ております。平成28年度貸し出し者数が2,000人を超えております。貸し出し冊数であります

が１万4,449冊であります。市民の方々の中には、移動図書館を待っている市民の方々もおら

れます。そういった方々の期待に背くようなことではなくて、ただ、運営方式がまた新たな

ニーズに応えるべきものがございましたら、図書館同様にこれからの運営方式については検

討させていただきますが、私はぜひ移動図書館につきましても今後とも活用させていただき

たいと考えているところでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） 市長の思い入れは十分にわかります。ただ、お年寄りがうちから出なく

なってしまう、ちょっと負荷をかけないとこれから長生きさせていただけないという部分も

あります。できれば本をかりに来た時点で、100円バスの100円なり図書券なりを渡しながら
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出ていただきながら健康管理をしていただくなり、趣味の本を見ていただくような方法も一

つということでお考えいただければ、全てパーフェクトにそういう方々のための努力をされ

るのも結構でございますが、今後そういうものも一考していただいて、検討していただけれ

ば幸いですので、どうぞよろしくお願いします。 

  次に、環境にやさしいまちづくりについてお伺いします。今後のごみ処理計画についてお伺

いします。オール塩竈の会でことし４月に北海道、羊蹄山の麓、倶知安町中心に７町村で連

絡協議会をつくり、平成27年度から焼却炉を使わない、持たない、新たなごみの処理施設に

ついて視察してまいりました。この内容は、７町村でごみの量が7,400トン、塩竈市の約３分

の１、可燃ごみは燃やさず固形燃料化へ、そして生活の生ごみに対しましては肥料化にする、

そして肥料化した部分は町民に配布する。つまり、焼却しないため二酸化炭素、ダイオキシ

ン、ＰＭ2.5など有害物質を発生しない、つまりゼロ、リサイクル率は79.48％、焼却しない

ため、最終埋め立て処分量はごみ全体量の５％から６％、大分少なくなるということになっ

ています。そこでお伺いします。これから、東部衛生処理組合さんのほうに加入ということ

を前提にお話が進んでいるようでございますが、建設費で100億円を超える、つまり建設する

場所の問題もありますし、これから建設費もかかります。年間補修費が建設費の約５％が毎

年かかってくる。また、老朽化すればまたふえてくると。数年に１度の設備更新、10億円前

後かかるのではないかと言われています。人口減少社会の中、今後塩竈市が抱える経費、20

年後、30年後払い続けることができるのか心配です。どのように考えているのかお知らせく

ださい。また、人口動態調査によりますと、先ほども人口の件は出ていましたけれども、人

口減少の推移としましては2020年度には５万441人、2040年度には３万6,700人という厚生労

働省の人口動態調査では出ております。2040年、二十数年後、つまり今の炉が40年経過して

いますが、その中でずっと払い続けると、炉をつくれば、そういう中で今後、人口減少社会

の中で今後そういう負担ができるのかと。確固たるものができるのかということも含めて、

この新しいごみ処理についてはどうお考えなのかを教えてください。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 本市のごみ処理についての今後の方向性についてでありますが、たびた

び議会のほうでもこのことに関するご質問をいただいてまいりました。私は、将来は東部衛

生処理組合に加入をしまして、塩釜地区二市三町一体として取り組んでいくということをお

願いをさせていただいておりますということについては、議会の皆様方にもご説明させてい
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ただいたところであります。基本的な認識でありますが、ごみ処理の広域化によりまして、

結果として二市三町単体の負担の軽減ということには間違いなくつながるというふうに私は

考えております。したがいまして、塩竈市単独で、例えば同様の施設を建設することに比べ

れば、東部衛生処理組合に加入しまして今40年たっている塩竈市の焼却施設、それから後数

年で満杯なるであろうと言われております安定型処分場の今後の対応策ということになるの

ではないのかなというふうに考えておるところであります。ただ、正式にまだ認めるとか認

めないとかいうお話ではないわけであります。新たに東部衛生処理組合で焼却場及び最終処

分場の建設に取り組む際に、塩竈市にも一緒に入りませんかというお誘いをいただくものと

思っております。したがいまして、今、議員のほうから百数十億というお話をいただきまし

たが、その数字の妥当性についてはちょっと私からはご容赦をいただきたいと思います。 

  次に、そういったことを考えたときに、やはり可燃ごみの固形燃料化、コンポストっていう

んですか、ということのご提案であったかと思います。今、申し上げましたように、我々が

処理する施設はあと数年単位であります。もう10年というスパンはないんだと思います。し

たがいまして、繰り返しになりますが、東部衛生処理組合に加入した場合に、改めてそちら

の地区で今後の安定的なごみ処理をどうするのかという方針が組合で議論されるものと思っ

ております。規模、性能、構造等につきましても、そういった中から決定されていくものと

思っております。私もこの固形燃料については改めて勉強させていただきたいと思います。

以上でございます。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） 長年の二市三町の中での立場といいますか、そういう十分に分かってお

ります。ただ、これから循環型の社会の中で自分たちのごみを燃やさず、二酸化炭素、ダイ

オキシンその他有害物質を出さないで固形燃料化し、それを各ボイラー設備とかそういうと

ころに燃料としてお売りになり、なるべくコストかからないようにすると。ここ２年ぐらい

羊蹄山のほうと倶知安町では経過しております。本当に炉をつくったほうがいいのか、改め

て工場をつくってそういう処理をしたほうがいいのか、工場の場合はなぜいいか、縮められ

ます、人口減少によって処理能力が少なくなれば。炉は一度つくればそれをずっと維持管理

していかなければならない。人口が減ろうが量がふえようがへろうが。ただ、そういう部分

を含めて今回、自然に優しい循環型社会の中でどう取り入れていくかということも、一つ案

としてあるということだけはお聞き取りいただきまして、やはり塩竈市のイメージアップ、
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魚と社のまちプラス自然に優しいまちづくりをしている町だということも一つの売りになる

のではないかという思いもあります。ですから、一緒にやるということも大事なのですが、

やはりここでそういう姿勢を示すことも、やはりこれからの循環型社会の一番いい方法では

ないかと思って見てきましたので、どうぞご検討いただければ幸いです。よろしくお願いい

たします。 

  最後になります。主要な施策の成果についてということでお伺いします。 

  事業の新設、拡充、廃止、縮小についてお伺いします。次回の９月定例会は平成28年度の決

算審査が行われ、主要な施策の成果に関する説明書が資料として配付されます。事業項目が

190項目ぐらいあり、事業ごとに予算、目的、実績、成果、現況と課題そして評価が記載され

ています。そこで現況と課題の項目が通年同じ文章と内容になっているのを見かけました。

課題解決がなっていなければ次の課題に項目が変更されるのではないかと思っています。つ

まり、与えられた施策の目標達成指標が明確にされないまま、計画、実施、事業評価が行わ

れ、新年度の予算審議に続いていくのではないかと思われます。目標達成指標、数値が出に

くい施策もあります。まち・ひと・しごと総合戦略のように市民の意識アンケートをとりな

がら、目標値を設定され達成度を管理し、事業の新設、拡充、縮小、廃止ができないか、こ

ういう選択がないものかお伺いします。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（香取嗣雄君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 本市が取り組んでおりますさまざまな事務事業についての評価について

のご質問であったかと思います。代表的な仕様としてでき得る限り実施計画の中では数値目

標を設定し、議員の皆様方のみならず多くの市民の皆様から客観的なご評価がいただけるよ

うにという取り組みをさせていただいているつもりであります。主要な施策の成果やミッシ

ョンチャレンジの取り組みあるいは年に１回、進度報告会というものを開催をさせていただ

き、いわゆるＰＤＣＡサイクルに基づく事業検証を行わさせていただいております。具体的

には長期総合計画に基づき、国、県の動向や、本市が抱える行政課題、財政見通しなどと踏

まえながら実施計画を作成させていただいております。今、毎年同じようなというお話であ

りましたが、毎年変わらない課題というのもございますので、そういったものがないという

ことは申し上げません。あります。私も確認をいたしておりますが、理由を聞くとなるほど

なということをご理解をいただけると思っております。また、これから事業をどんどんふや

していく段階ではないということについては、総合管理計画の中でもご説明させていただい
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ております。職員には、新しい事業を一つ立ち上げるときには、やっぱりスクラップを２つ

つくっていかないとなかなか本来の総合管理計画というのは実行できないだろうというよう

なことも、職員とは打ち合わせをさせていただいているところであります。スクラップ・ス

クラップアンドビルドというような名称で呼んでおりますが、そういったものを西村議員か

らは、そのスクラップすることについても市民の方々のご意見等を拝聴すべきではないのか

ということでございました。我々、例えば市内でありますと東西南北の町内会代表者会議の

ところに出向きまして、今のような話をたびたびさせていただいております。そういった中

で、主に会長さんになりますが、会長さん方から、「いや、こういったものはぜひやめない

でくれ」とかというようなお話も頂戴いたします。また、「そのかわりこういったものをぜ

ひやっていただきたい」というようなやりとりがあることも事実であります。できる限り今

後も地域住民の方々のお話に耳を傾けますよう努力をいたしてまいります。以上でございま

す。 

○議長（香取嗣雄君） 西村議員。 

○４番（西村勝男君） ありがとうございました。ちょうど時間もなくなってまいりました。 

  最後に一つだけ、お願いがございます。子育て環境の満足度調査が、まち・ひと・しごと創

生総合戦略の中でやられました。それで、満足している、どちらかというと満足していると

いう部分で47.7％、やはりこういう数字目標を、これからいろいろな事業をなされまして、

２年後には55％まで上げますよ、60％まで上げます、その結果の評価はアンケート調査でそ

ういうものを決定していただいて、何が、どこが悪かったのかという検証もされると次につ

ながっていくのかと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。以上で質問を終わ

ります。 

○議長（香取嗣雄君） 以上で、西村勝男議員の一般質問は終了いたしました。 

  暫時休憩をいたします。再開は15時25分といたします。 

   午後３時１２分  休憩 

──────────────────────────────────────────── 

   午後３時２５分  再開 

○副議長（伊藤博章君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  一般質問を続行いたします。 

  14番志子田吉晃議員。 
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○14番（志子田吉晃君）（登壇） 市民クラブの志子田吉晃です。６月定例会において一般質問

の機会を与えてくださいました関係各位の皆様に感謝申し上げます。 

  本日の質問は、国保事業ほか介護予防、公共施設管理計画、道路の拡充、パークゴルフ場の

設置、住居表示の６項目ですが、一問一答方式に沿うよう初めに国民健康保険事業について

をお聞きし、残りの質問は自席にてお伺いいたします。 

  まず初めに、国民健康保険事業についてお伺いします。 

  平成29年２月と５月の民生常任委員協議会で、国保制度の概要について資料をいただきまし

た。質問の１点目は、平成29年度の事業内容と、平成30年度以降の事業について。平成30年

度からの国保の都道府県単位化に向けて、宮城県国保運営方針案が県内市町村に示されたと

のことですが、今後の見通しや方向性をお示し願います。 

  次に、質問の２点目は、国保税の引き下げの可能性について伺います。現在塩竈市では国保

税調定額１人当たり９万3,653円で、県内35市町村の16番目の金額となっております。また、

塩竈市の国保税は、平成24年度3.88％、平成26年度に3.22％、平成27年度に3.33％、平成28

年度6.05％と５年間で４回の引き下げを行いましたが、年間所得200万円のモデル世帯で年額

38万3,000円となり、所得に占める割合は19.2％と依然高い状態にあります。なお、ことし２

月の予算特別委員会の資料によれば、塩竈市の国民健康保険事業の財政調整基金残高が14億

円ほどにふえております。そこで、適正な財政調整基金の額はどの程度に考えているか、安

定的な事業運営のために取り組んできた方策は、収納率向上の原因は何か、中間所得層への

引き下げの可能性は考えられるか、それぞれどのようにお考えでいるかお聞きします。 

  以上で、壇上からの質問を終わります。誠意ある回答を期待いたします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君）（登壇） 志子田議員のご質問にお答えいたします。 

  国民健康保険事業の今後であります。具体的には、県単位化がなされた場合にどのように変

わるのかというご質問でありました。平成30年度以降の事業内容につきましては、市町村国

保は財政上都道府県単位化がされますと保険給付や特定検診はもちろん人間ドック、脳ドッ

ク等の本市独自の事業、さらには被保険者証の交付の資格管理や、国保税の賦課徴収等の窓

口業務につきましてもこれまでどおり塩竈市が担当いたすことになります。一方、宮城県の

役割でありますが、国保の運営方針を定め、市町村ごとに標準保険税率を算定公表し、特別

会計を新たに設けて運営に必要な費用を市町村から集約し、市町村が保険給付に必要な費用
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を全額支払うということになります。このような取り組みの中で、志子田議員から今、財政

調整基金が14億円を超えていると、今後の財政調整基金の使い道についてはということで、

今定例会でも何人かの議員の皆様方からご質問いただきました。我々が目標としております

適正な基金については、担当課長からご答弁申し上げましたとおり最低５％ということを目

標にさせていただいております。そういった財源を活用して今後国保税の引き下げはという

ご質問でありました。先ほど、志子田議員にも触れていただきましたが、平成28年度、平成

29年度につきましては6.05％の引き下げということで、既に取り組みをいたしております。

ほかの議員からご質問もいただいきましたときも同様のご答弁をさせていただきました。一

つは、県単位化によって本市としてどれだけの費用が必要になるかということであります。

もう一つは、いずれこの14億円につきましては、国保加入者の方々に積み立てていただいた

ものでありますので、当然将来を見通しましたときに国保基金の使い道につきましても加入

者の方々に還元されていくということは当然であるかと思っております。ただし、現状でど

のような税の仕組みにするか、具体的に申し上げれば比較的今までは低所得層の方々に手厚

いという対応をさせていただいてまいりましたが、一方では今、志子田議員からもご質問い

ただきましたが、標準世帯の方々はいまだ重い税という意識をお持ちだというお話も頂戴は

いたしております。この負担の公平性ということから、今後どういったことができるかとい

ったことにつきましても、今後の検討課題とさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） では、２回目以降の質問に入らせていただきます。 

  今、市長のほうからはまず最初の国民健康保険税の県運営への一本化についてでございます

が、窓口はこれまでどおり塩竈の分は塩竈でだということをお聞きしましたので、市民の方

はこれまでどおり取り扱ってくれるということで安心したのではないかと思います。それと、

保険料のほうがもう県の一本化だということでお聞きしました。それと、もう一点のほうの、

そちらのほうは、もし塩竈市として対応があるとすれば、それに向けた塩竈市の取り組みで

すか、当局のほうの、たしかいただいた資料によりますと今後のスケジュールとしては６月

から10月にかけて市町村の意見聴取をされるということでございますが、そういうときに塩

竈市の実情とかあるいは希望、この辺を県のほうへ伝えていただきたいなと思うですけれど

も、塩竈市としてはどのようなことをこの意見聴取の期間中、一本化に向けてどのようなこ
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とを要望されるのか、その辺のところをお聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） 市町村に対する意見聴取に対して、塩竈市がどんな

姿勢、意見で臨むかというお話でございます。この宮城県のいわゆるパブリックコメントの

募集というのは６月７日に宮城県のほうから実施されておりまして、塩竈市のほうには６月

15日に照会の文書が届いたばかりでございます。この文書の内容につきましては、パブリッ

クコメントの宮城県のホームページに公表されております都道府県の国保の運営方針案がそ

のまま来ているという状況がございます。この内容につきまして、15日に到着したばかりで

ございますので、この内容を本市といたしまして精査した上で、内容については回答させて

いただきたいという方針で考えております。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございます。結構ガード固いですね。だからどう伝

えるのかっていうんですけれども、これを見てからと言われると、何か私質問したかいがな

いような気がしますけれども。そんなにうんと難しいあれではないんだと思うんですけれど

も、いろいろな事情をね、ですからね、例えばですよ、私が聞いてもらいたいというのは、

その次の国保税の引き下げの可能性のところで触れたいと思うんですけれども、県のほうで

も国保税の、言葉ちょっと該当するかどうかわかりませんが、税額の設定、料金設定という

のか、そのときにどのような決め方、例えば塩竈市だったら２割削減、５割削減、７割軽減

とかあるんですけれども、そういうことは考えているんですかとか、同じように行くんです

かとか、この辺のところはもうちょっとこういうふうにしてもらえませんかとかそういうの

が、塩竈市の実情からして県に一本化になったときもそのようになるんでしょうかとか、そ

ういうところをやっぱり市から、そういうことを意見聴取のときに言うんじゃないかなと私

は期待したんですけれども、その辺のようなことは塩竈市のほうから県のほうに要望出すよ

うなことは何もないのでしょうか。 

○副議長（伊藤博章君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） この都道府県一本化に際しては、当然本市としての

意見というのは表明する予定でございます。一般論でございますけれども、塩竈市の場合に

は医療費はご承知のとおり県内では高いほうに属しておるという傾向があります。県一本化

に際しこの医療費を全て反映しますと、塩竈市としては負担が重くなりますので、当然軽い
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ほうがいいということになります。要望としてはそういった形で要望を出せば本市としての

利害関係としてはそれで終了するんですけれども、これは宮城県単位で統一するということ

になります。逆を言えば重くなる団体もございますので、本市としてはそういったことも踏

まえまして意見表明させてもらいますが、その内容を踏まえて県のほうで後に、総合的に判

断するという流れになっておりますので、ご承知おきお願いしたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございます。よろしくお願いします。 

  それから、国保税の引き下げの可能性についてということで、市長からことしの既に予算特

別委員会の時点で、財政調整基金の残高が相当高いので、これは加入者の預かり金ですから、

５億円ぐらいが安定運営のためにはあればそれで充分ではないかというような、その当時２

月ごろには、そのように市長が言われたと思います。そしてきょうはもっと少な目で５％と

言われますと、５億円よりも５％と言われると、たしか国保税の運営は年間58億円だとする

と２億9,000万円ぐらいあればいいのかなというふうな計算になると思うんですけれども、ち

ょっと財政調整基金の残し方が、ことしの２月から言われたよりももうちょっと減ってとい

うような感じがするんですけれども、そういうことで市長が言われたから、そういうことで

大体塩竈市としてはそのくらいあれば十分だというふうに感じているのか、もう一度確認の

ためにお聞きします。 

○副議長（伊藤博章君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） 先ほど市長が答弁させていただきました５％は最低

５％というご答弁させていただきました。あくまで最低５％ということでございますので。

あと、もう一点につきましては、今後、先ほどから出ております平成30年の都道府県統合に

際しまして、いかほどの納付金の水準になるかというのが、まだ未定の部分がございます。

こういった不明な点も類推しまして基金の残高については、なおご回答させていただきたい

というふうに考えております。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございます。納付金のことも、それを聞かないとど

のぐらい残していいかわからないということでしょうが。それでそちらのほうの納期の話の

ほうはまだ来ていないから答えようがないんでしょうが、大体そのくらいだっていう想像は

大体つくような感じになったと思うんです。それでそのくらいの、今、課長が言われたよう
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にそのくらいの財政調整基金を残して、残りのところを加入者の預かり金だから、少しずつ

加入者のほうに返していくような方向で運営していくんだというふうに、私は受けとめまし

た。それで、いろいろ、なぜこんなに財政調整基金がいっぱいふえたのかっていうことなん

ですけれども、ふえたのが悪いとは言っていないんです、ふえたからうんといいことだと思

うんですけれども、私も壇上でいいましたけれども、ここ５年間毎回毎回値下げしたにもか

かわらず逆にここ五、六年ぐらいの間に財政調整基金残高が５億円台から急激に上昇してふ

えてきているという状態であります。これは、税を引き下げたにもかかわらず結果的に財政

調整基金がいっぱいふえているということは、相当な取り組み、収納率の改善のためとか、

そういうところがあったり、いろいろ保険の、国保の運用がうまくいったので、それで結果

的に財政調整基金がいっぱいふえたと思うんですよね。その辺のところ、今までやられた努

力のところで、そういうことで急激に14億円ほどに財政調整基金がふえたんだっていうとこ

ろをちょっとお聞かせ願いたいと思います。14億円というのは相当な金額だと思います。塩

竈市の一般会計のほうの全体の財政調整基金からの額から比べても国保だけで14億円という

ことですから、相当なパーセンテージだと思うので、この今までふえたようなところの、や

られた施策なんかを、なぜ、安定的な事業運営に取り組んできた、今までのその結果だとい

うところを、どのように原因はお考えなのかをお聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） 基金の残高が増加していった要因でございます。説

明させていただきますが、まず第１点目は、今ご指摘ありましたとおり収納率の上昇という

部分がございます。約10年前は80％台前半であったものが、昨年では89％まで上昇している

という経緯もあります。加えて滞納分につきましもこの収納率というものが上昇しておりま

して、こちらにつきましてはやはり相談窓口を増強したことあるいは納めやすさ、例えばコ

ンビニエンスストアでの納付を可能としたこと、あるいは提案いただきました納期を12期、

１月ごとに分けたということも、負担感という意味ではそういった意味で納めやすさという

環境も整ってきたのかなと。これは議会の皆さん並びに納税者の皆様のご努力の結果、この

ような形で基金はふえていったという経緯がございます。加えまして、国の制度といたしま

して、例えばですけれども、平成27年度から市町村国保の、平たく言うと足腰を増強しよう

ということも踏まえまして１人当たり5,000円、平均ですけれども、5,000円の交付がふえる

と、来るお金がふえるということがございまして、本市に例えますと大体7,000万円程度の交
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付額が増加したという経緯もございます。こういったさまざまな要素がかみ合いまして、現

在の、ご指摘ありましたとおりの14億円を超える基金残高を造成するにいたったという経緯

がございます。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございます。そういうことで頑張られたのね。それ

から一番は収納率が向上されたということだと思います。それで、収納率向上のためにもい

ろいろなことで努力された、その結果なんだということです。あと、それで、この財政調整

基金を使って、もし国保税の値下げをするとすると、１回目の答弁で市長からも言われまし

たけれども、中間所得層への引き下げのところも検討しなきゃないんでないかという答弁い

ただきましたので、その辺のところちょっと確認するために、一つ質問させてもらいたいと

思います。それで、私も、以前に滞納世帯の所得階層分布表ということで、決算とか予算の

ときにいつも質問しています。それで、今、私持っているのは、ことしの２月の予算特別委

員会の時に出された国保税滞納世帯の所得階層別分布ということで、金額が100万円未満の方、

100万円から200万円、200万円から300万円、300万円から400万円、400万円から500万円、500

万円以上ということで、そういうふうに所得金額から見た国保税の滞納世帯数と滞納割合の

ところの表を見て今質問したんですけれども、一番滞納率というか、多いというか、納めに

くいと思われているところが100万円未満の人じゃないんですね。収入が少ないから国保税が

なかなか納められないんだということよりも、それよりも、ある程度の収入ある人のほうが

国保税の負担感があってなかなか納められないんだっていうのが、これが実情としてこの所

得階層別分布の表に現れているんでないかなと思って、私も何回か聞いたことあるんですけ

れども。それで、特に多いのが300万円から400万円未満のところの世帯数で25％の方が滞納

世帯数だと。25％ですよ、25％滞納世帯といったら相当ですよね。そのくらい、やはりこの

辺のところが一番重税感があるんじゃないかと思うんです。それから、200万円から300万円

未満のところで22％、その次多いのが400万円から500万円未満で17.7％、その次が100万円か

ら200万円で14.9％、100万円未満の方の滞納割合が9.7％だし、500万円以上の人は8.6％なん

だと。ということは、そのところが実際に生活していて収入があったところの所得に対して

払う国保税の負担金額が多目になっているところだから、このように滞納世帯数が多いと私

は思うので、その辺のところの納めやすくするような制度にしていただきますと、ますます

収納率が上がって最終的にいい数字になるんじゃないかと思うので、その辺のところ検討し
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てもらいたいと思うんですが、そういうことは、この次の保険税の税額を決めるときにそう

いうところを検討してもらえるのかどうか。どのような方向性で進められるのか、その辺の

ところをお聞きしたいのでよろしくお願いします。 

○副議長（伊藤博章君） 志野保険年金課長。 

○健康福祉部保険年金課長（志野英朗君） 中間所得層の方々に対する軽減措置でございますけ

れども、先ほど議員ご指摘のとおり７割、５割、２割という軽減には低所得者層の方々につ

いてはあるんですが、中間所得層はご承知のとおり、ないということで、平成28年度の国保

税の減税に際しましては、医療分の所得割を7.7％から7.2％に、0.5％引き下げいたしました。

この0.5％は7.7％で割り返しますと6.5％の減税と、所得割だけを捉えればなりますが、約

6.5％の減税になります。例えば、４人家族の方で、世帯割と均等割を含みまして、そういっ

た一定の所得の方々については、年間で約３万円強の減税になったかと思われます。収入が

変わらなければということになりますが。これは納期で割りますと月々3,000円を少し下回る

ぐらいの引き下げになったのではないかと私どものほうでは試算をしているところです。引

き続き、次期、平成30年以降どのようになるかということですけれども、まずどのような税

率にするかといういわゆる標準税率というのが宮城県から示される見通しであるんですが、

これが現段階でまだ示されていないという状況がございます。したがいまして、平成30年度

以降の対応につきましては、宮城県からそういうような数値が提示されたことを踏まえまし

て、当市としても、現段階でですけれども、示された上で検討させていただければというふ

うに考えております。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございます。その辺のところ、検討していただいて、

そちらのほうの税制にしていただきたいと思います。 

  では、次の２番目の介護予防対策事業についてお聞きします。 

  この介護予防対策についてですが、私からは４点お聞きしたいと思います。 

  １つ目は一般介護予防事業の事業内容と取り組み方針について。 

  それから、２点目は介護予防・日常生活支援総合事業について。 

  それから、３点目は認知症高齢者対策の事業内容と取り組み方針について。 

  ４点目は、福祉バスいきいきシルバー号の新車入れかえについての４点。 

  いきいきシルバー号の新車入れかえがこの介護予防に該当するのかどうかは考え方でしょう
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が、この４点について全般的な事業内容と、こういう塩竈市では特徴的な、例えばですが、

日常生活支援総合事業ではこういうものが特徴的なものがあるとか、生活支援サービス事業

ではこのような新しいものがあるとか、そういうものがありましたら、事業の特徴のある塩

竈市の介護予防対策についてお聞かせ願いたいと思います。よろしくお願いします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 介護予防事業についてのご質問でありました。 

  まず、初めに一般介護予防事業の事業内容と取り組み方針についてのご質問でありました。 

  介護予防・日常生活総合支援事業の一部として、平成28年４月から開始したこの事業の取り

組みでありますが、65歳以上の高齢者全てを対象に従来の介護予防の心身機能の改善などに

とどまらず、日常生活動作の向上や社会活動への参加あるいはいきがいづくりなどを目指す

内容となっています。３つの事業を本市では実施をしてまいりたいと思います。 

  １点目でありますが、介護予防把握事業であります。民生委員や地域包括支援センターと連

携して、支援の必要な方を調査し、介護予防につなげてまいります。 

  ２点目でありますが、介護予防普及啓発事業であります。介護予防などの予防運動などの実

技指導等を行う出前講座や、健康講話を開催いたしてまいります。 

  次に、3点目でありますが、地域介護予防活動支援事業であります。地域のご高齢者が主体

的な活動、例えば町内会や老人クラブなどでの運動、ものづくりなどの活動の育成支援等を

進めてまいります。 

  次に、介護予防・日常生活支援総合事業の内容についてのご質問をいただきました。大きく

は一般介護予防事業と、介護予防生活支援サービス事業の２つで構成されることになります。

介護予防生活支援サービス事業は、従来の介護予防給付の要支援１及び２の訪問通所介護が

移行したもので、地域の実情に応じて多様な主体が参画するサービスの展開が求められてお

ります。本市の事業での多様な主体によるサービスでありますが、訪問事業では軽度生活援

助員、作業療法士による体力改善等の訪問指導を実施をいたしております。また、通所事業

では、いきいきデイサービス事業、生活改善と運動機能向上の教室を実施をさせていただい

ているところであります。 

  次に、認知症高齢者対策の事業内容と取り組みについてというご質問でありました。４つの

事業を中核として、総合的に推進をいたしております。 

  １点目の事業でありますが、認知症普及啓発相談体制の強化事業であります。これは、認知
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症地域支援推進員を各地域包括支援センターに配置をいたしまして、啓発活動、医療、介護

及び地域の支援機関との連携や相談支援体制を充実をいたしてまいります。 

  ２点目でありますが、早期発見、早期診断の体制整備事業では、身近な地域包括支援センタ

ーに相談窓口と設置をすることで、認知症の早期発見、早期対応につなげてまいります。 

  ３点目の事業でありますが、認知症発症予防の推進事業であります。認知症予防の講話や研

修会を開催をさせていただいております。 

  ４つ目でありますが、認知症に優しいまちづくりの促進事業であります。認知症に対する理

解を深めさせていただきますとともに、支援の普及啓発のため、サポーター養成講座等を実

施をいたしてまいります。また、認知症施策総合推進事業以外の取り組みといたしまして、

今年度の新規事業である被災者支援総合交付金を活用した脳と身体の健康づくり事業にも新

たに取り組みをいたしてまいります。 

  次に、いきいきシルバー号についてのご質問でありました。 

  現状は、平成28年度でありますが、年間90回、延べ1,842人、１回当たりでは約20人の方々

にご利用をいただいております。運行状況を見ますと、春は５月と６月、秋は10月と11月に

利用が集中しており、連日稼働となっている状況でもございます。このような取り組みによ

りまして、ご高齢者の方々の外出支援に大いにご活用いただいているところであります。議

員のほうからは、このような状況であるが、現行のいきいきシルバー号が大分老朽化をして

いるのではないかというご質問であったかと思います。平成12年10月からこのいきいきシル

バー号が稼働いたしておりますので、既に十七、八年経過をいたしております。新車の入れ

かえの計画はというご質問でありました。このいきいきシルバー号運行事業でありますが、

総合事業の枠組みの中で運行させていただいております。総合事業は、予防給付費等の全体

額と、75歳以上の人口から算出とされますが、平成29年度では、約２億3,000万円が上限とい

う状況であります。一方、シルバー号の運行でありますが、現在年額で約250万円の経費がか

かっております。例えば、これを車両更新をいたしますと、経費が370万円ということで、

120万円程度増加いたします。まだ始まったばかりの総合事業でのサービス給付の動向がまだ

明確になっておりませんが、他の事業との関連性等も含めて総合的に判断をさせていただき

たいと考えているところでございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 



-203- 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございます。 

  いきいきシルバー号の新車入れかえについては、総合的に判断ということで。近い将来期待

しております。 

  それから、いろいろな介護予防のために市として相当いろいろな事業をされて、それから被

災者のための脳と身体の健康づくり事業にも相当な予算をつけて入っております。そこのと

ころの、そこだけ１カ所、ほかの方も質問して認知症対策について聞いていますので、私も

ちょっと認知症の始まりでないかというぐらいちょっともあっとしているところありますの

で、この予防のためにどういう、被災者ばかりでなくても、そういうのが必要だと思うんで、

特に被災者の方は、清水沢東住宅のほうでは集中的に楽しい事業をやられるみたいですが、

その辺のところの事業のご案内だけひとつよろしくお願いします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 先ほどのご説明の中で、塩竈市独自の事業として認知症施策総合推進事

業というものをご報告させていただきました。今定例会でも具体的にどういったことをやる

のかということについては、るるご説明をさせていただいたところであります。昨日の小野

議員のご質問にもお答えをさえていただきましたが、認知症は病気であります。ということ

は、早期に治療すれば治るということであります。放置することによってどんどん認知症の

症状が深まっていってしまうということであります。本市におきましては、できる限り早く

認知症ということに気づきをしていただきまして、早期にまずは治療していただくと。あわ

せまして、さまざまな取り組みを行うことによって、認知症の予防というであります。実は、

つい先日でありますが、川島隆太先生、この認知症対策では大変有名な方であります、シン

ポジウムに私もパネリストとして出席をさせていただきました。なぜ私が選ばれたのかとい

うことでありますが、恐らく県内の自治体の首長で一番高齢が私だから選ばれたものと思っ

ておりますが、その中でこういった話がございました。川島先生のほうから、認知症の予防

のためには、お酒はだめです、それからたばこもだめですというようなものが川島先生のほ

うからお話がございました。で、ある方から質問が出まして、少しはだめなんですかという

ようなお話でありました。ところが川島先生はだめですと。認知症になりたくなかったらや

めてくださいと言われました。私からは、私も75年間ほぼお酒もたばこも飲まないできまし

たが、やはり記憶力は年々衰えていきますがということをお話をさせていただきましたが、

やっぱり訓練をしなければ、どんどん記憶というのは衰えていくと。特にここを気をつけて
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いただきたいということでお話があったので、テレビをごらんの方々にもあわせてご紹介を

させていただきますが、昔の記憶が飛んでいるということについては、これは余り心配する

必要がない。ただ、けさあるいはきのうの晩御飯で何を食べたかが忘れるようになったら、

やっぱり一人一人がそういったことのご心配をされて早目にまずは診察を受けられ、治療方

法ということをご紹介をいただきましたので、あわせて志子田議員にもそういったことがな

いかどうか、ご報告をさせていただきます。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございます。そうですね、私も認知症の始まりだと

いうふうに、まだ自覚しているうちは大丈夫だというふうにも。だから忘れたことまで忘れ

てしまうと本当の認知症だというところで、「ああ、忘れ物した」ということはよくあるの

で、そろそろ、予備軍でしょうかね。それで病気なんだということであればやっぱりそうい

うものの、酒、たばこはだめだと言われたけれども、脳細胞のほうに入っていく微粒な粒子

がやっぱり関係するから、ですから、それで栄養的に言えば油の性質を変えないと脳のほう

の細胞とかの、そういうところの健康づくりだと思うんでね、そういうのは積極的にいっぱ

いいろいろな講座を開いていただいて、そして皆さん元気に活躍される、塩竈に行ったら元

気な人ばっかりいるよというような、そういうまちづくりをお願いしたいと思って聞いてい

ました。そこのところ終わります。 

  その次に、公共施設等総合管理計画についてお聞きします。 

  それで、ここの項目では、公共施設等総合管理計画についてことしの５月に公共施設白書と

管理計画が各常任委員協議会に出されました。そして、そういうことですので、これ３点お

聞きしたいんですが。公共施設等の管理に関する基本的な考えと公共施設建築物の管理計画

について、それから公共施設の管理の課題と今後の取り組みについてということで、全体的

な総合管理計画について、塩竈市ではどのように進められるのかお聞かせ願いたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 公共施設等管理計画についてのご質問でありました。特に、どのように

今後進めていくのかというご質問であったかと思いますが、その部分に絞ってお答えをさせ

ていただきたいと思います。 

  公共施設等総合管理計画というのは、本市の現在の公共施設の状況をまずはお示しをしたと
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ころであります。これから先は、施設の管理や運営方針につきましては、公共施設再配置計

画及び個別施設計画というものを具体的に作成をしていくことになります。その中で、例え

ば学校の施設については、こういったものについては今後このような取り扱いをさせていた

だきますというような方針でありますとか、あるいは施設の点検、診断等を今後どのような

形でやっていくかという具体的なものをつぶさに盛り込まさせていただき、市民の方々にも

総合的にご判断をいただくようなことで取り組んでまいりたいと思っております。公共施設

30年間の計画であります。再三申し上げますとおり、おおむね24％を縮減するということで

ないと、なかなか運営が困難になってくるということでございますので、その道筋を明らか

にさせていただきたいと思っています。 

  以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございます。全体的な公共施設等総合管理計画の本

当の全体像を答えていただきました。それで私は、一つ気になっていること、建物のことと

建物以外の事でも、ちょっと気になるところがあるのでお聞きしたいと思います。その計画

の中には当然ここの塩竈市役所の本庁舎とか全体的な、市役所はどうあるべきなのかという、

全体の施設が当然含まれていると思いますので、その辺のところを計画に入れて、どのよう

に方向性的にはどのようにしていかれるのか、一つ心配なところです。それからもう一つは、

市立病院の病院棟ですね。古くなった病院棟をどのようにされていくのか。これが大きな２

つの施設のこれからの、頭が悩むところじゃないかと思います。それと、ここには該当する

かわかりませんが、塩竈市内の至るところにある公園、これなかなか木が大きくなるといろ

いろ経費がかかるんですよね、そういうことで公園全体、そういのも計画されているのか。

この市役所の本庁舎と市立病院の病院棟と公園について、これからどのようにされるのか、

考えがあるのかどうか、どういう方針なのかだけ、３点をお願いします。 

○副議長（伊藤博章君） 末永財政課長。 

○市民総務部財政課長（末永量太君） お答えいたします。 

  まず、先ほど市長から答弁ございましたとおり、今年度以降策定予定の再配置計画、それと

各分野ごとに作成します個別施設計画、その中で具体的な方向性等について決めていきたい

と考えております。つまり、平成28年度に作成しました公共施設等総合管理計画と白書につ

いては基本的な方向性、理念のものを定めた内容になっております。今、お話のありました
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本庁舎、病院につきましては、当然公共施設でございますので、その中で今後方向性を決め

ていきたいと思います。もちろん、病院はまず一つ置いておいて、本庁舎に関しては、じゃ

あ本庁舎なくしていいのかと、当然そういう議論にはなりませんので、本庁舎のあり方等に

ついての議論というのは今後進めていかなければならないと考えております。 

  それと、公園に関しましても、公共施設の一つではあるんですが、あくまで箱物、建物とい

うのを一つ基準として管理計画というのは進めておりますので、公園のあり方、同じ中での

議論は当然必要になってくるかとは思うんですが、公園をなくすとかもしくはふやすとか、

そういった部分、ちょっと、議論については、ベクトルが違う内容になってくるのかなとい

うふうには考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございました。公園のところはここの管理計画には

該当しないということはわかりました。公園の中にある建物といっても相当狭いものですか

らね。わかりました。それで、これからいろいろ市民へのアンケートとか、議会への中間報

告とか、平成30年には公共施設再配置、今度は計画の具体的な策定をしなきゃないという流

れにはなっているので、そのようなところでいろいろ意見も取り入れて、塩竈の将来の公共

物を保全していただきたいと思います。ただ単に縮小するだけのイメージしか持てなくなっ

てくるんですが、ですから統合するときに困らないところ、新しいものをつくって統合とい

うような形でやっていかないと、住民の利便性だけで、ただつぶしていくだけっていうこと

ではないと思うので、その辺のところならないように、その辺のところの考えだけちょっと。

ひとつお聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 末永財政課長。 

○市民総務部財政課長（末永量太君） お答えいたします。 

  24％の削減目標という形を提示させていただいたんですが、その24％がひとり歩きするのが

非常に怖い部分がございます。24％というのは、今後、今ある施設を同じような状態で30年

後キープし続けた場合、それとこれまで今ある施設に対してコストをかけてきましたけれど

も、それは今後どのくらいかけられるコスト、その比較をしたときの財源の不足分、それが

24％削減、単純に面積を24％削減すればその差が埋まりますよというのが一つの考え方でご

ざいました。この24％、当然単純に面積を24％減らせば一つ均衡することにはなるんですが、
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一方で歳入のほうも注目、ぜひしていただきたいのが、歳入の確保策ですね、例えばアウト

ソーシング等々含めまして、もしそのコスト削減ができれば、もしくは今議員がおっしゃっ

たように施設を統合することによって維持管理費を一定程度削減することができれば、そう

いうするとお金が今度浮くわけですから、今度24％の縮減率がもっと圧縮できるということ

になるということになります。つまり、施設を減らすもしくは歳入、要は財源を浮かす、両

方の面から考えてこういった24％の縮減分というは検討していかなければならないものとい

うふうには考えております。いろいろとこれから１年間、苦労することもございます。機会

を見ながら各議員さん方のほうにも情報提供はさせていただきたいと思いますし、もちろん

利用者の方々、市民の方々のご意見等も積極的に伺っていきたいと思います。その中で当然、

じゃあ何が必要で何が必要じゃないかなんて議論というのは、当然もめることですし、必要

だからこそあるんだろうという話は当然出てくるかと思いますので、その辺も勘案しながら

今後決めていきたいと考えております。よろしくお願いします。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございます。あと、質問が３項目ほど残っているの

で急いで聞きたいと思います。 

  その次の、道路路線の拡充等についてということで、３点お尋ねします。 

  まず越の浦春日線のルート延長について、これは２月定例会で市民クラブ鎌田議員のほうか

らも聞いていますけれども、その後どのように２期工事に向けてどのように取り組みされて

いくのか、取り組み状況をお聞かせ願いたいと思います。 

  それから、２つ目には、混雑交差点の解消に向けた取り組み、いろいろやられていると思う

んですが、こういうところ混んでいるというときについては、市のほうだけではできないか

もしれません、いろいろなところに相談されて、市としてはどのように混雑交差点の解消に

向けた取り組みをされているか、その辺のところをお聞かせ願いたいと思います。 

  それから、３点目は、道路のほうで今度は通学路の交通安全対策について、これもいろいろ

カラー舗装とかされて、あるいはいろいろな学校の協力隊の方とか交通安全対策やられてお

ります。そういう意味で、その辺のところの、道路にかかわるこの３つの項目について、ま

とめてお聞かせ願えればと思います。 

  よろしくお願いします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 
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○市長（佐藤 昭君） はじめに、越の浦春日線のルート延長についてであります。多くの議員

の皆様方から１期工事だけではなくて２期工事を早期に着工できるようにというご要望、数

多くいただきました。国土交通大臣でありますとか復興大臣がお越しいただくたびに、私か

らもこのご要望をさせていただき続けております。ご案内のとおり、越の浦春日線というの

は県事業であります。基本的には事業主体が県でありますので、県のほうにも足を運びまし

て、ぜひ県のほうで１期２期を分けないで１区間として全体を立ち上げてもらいたいとも再

三申し上げてまいりました。ただ、県のほうでも予算的な制約とそれから復興交付金を既に

この第１期分に活用、投入いたしておりますので、現状ではまず第１期工事を、当初は平成

29年と言ってまいりましたが昨今どうも平成30年に足を出すようでありますが、まずは１期

工事が完成した後の第２期工事ということで理解をしてもらいたいというような状況で推移

をいたしております。 

  次に、混雑交差点の解消についてということであります。恐らくは、議員、宮城県渋滞対策

連絡協議会が出されたデータをごらんいただいているものと思っております。県内全域の重

点ポイント調査を行われております。本市関係分でありますが、国道45号線の旭町から北浜

四丁目までの区間で６カ所であります。それから県道仙台塩釜線の中の島交差点から築港大

通線の付近までの区間で２カ所、それから県道泉塩釜線の塩釜駅周辺の２カ所、計10カ所が

監視箇所に位置づけられております。今後県と連動しながら、渋滞解消のためのさまざまな

検討を行いながら、例えばでありますが、渋滞緩和策として、右折車線の設置でありますと

かあるいは車線の増幅でありますとか、そういったことに取り組むような予算措置が認めら

れますよう、単に渋滞ポイントの調査で終わらないよう、我々も誠心誠意努力をいたしてま

いりたいと思っております。 

  道路関係の３点目でありましが、通学路の交通安全対策であります。一定程度の10メートル

前後の道路につきましては、昨今歩道設置というものが結構進められてきているのかなと思

っておりますが、問題は５メートル未満の狭小な道路であります。なおかつ２車線という使

い、往復交通という使い方をされておりますので、車の通行帯だけで少なくとも２メートル

四、五十は片っぽで１車線が２メートル25センチでありますから、４メートル50センチにな

ってしまうわけであります。５メートル道路でありますと、25センチ、25センチしか残らな

いという状況が本市の至るところで発生をいたしております。そういった対応策として、路

側帯のカラー化というものを本市独自の取り組みとして進めさせていただいております。こ
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れまで、４キロメートル区間のカラー化が進められております。ただし、カラー化をやった

から児童生徒の安全が守れるかということになりますと、決してそういう状況ではございま

せん。やはり、車が飛び込んでくるといったような心配もまだまだ残されているわけであり

ますので、抜本的な解消策が、解決策が必要な路線につきましては、今後引き続き道路改良

事業あるいは交通安全施設整備事業等を活用させていただきながら対応をいたしてまいりま

す。 

  以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございます。いろいろ取り組んでいただいているの

は重々知っております。そういうことで、引き続きやっていただきたいと思います。越の浦

春日線の件ね。それから、交通混雑交差点の取り組みについても、いろいろ要望していただ

きたいなと思います。 

  それでですが、その中で、塩釜駅周辺の県道の件なんですけれども、どのようにいろいろな

信号機をつけてもこうやってもなかなかあそこは構造上混むようなところだと。立体交差す

るのも難しいというような場所でございますが、一つの方策として面積があればですが、ロ

ータリー化の交差点にすれば、どこからでも何本入ろうがくるっと回るということでござい

ますので、そういう方策だと解消するんじゃないかと、素人の考えでございますが、そうい

うことは検討されたことはあるのか、現実的なことなのか、その辺のところがありましたら

お答え願いたいと思います。よろしくお願いします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤建設部長。 

○建設部長（佐藤達也君） 塩釜駅周辺の混雑解消策としてというふうなことになりますけれど

も、今、議員おっしゃるケースは環状型の交差点というような形態になろうかなと思います。

ラウンドアバウトというような形で言われているやつなんですけれども、この導入について

は平成26年６月に道路交通法の改正に伴って９月１日に環状交差点の交通方法、そういった

ものが施行されております。環状交差点の特徴としては、信号機の制御方式によらない円形

の道路施設のため、交差箇所の削減による安全性でありますとかあるいは信号停止の解消に

よる円滑性、待ち時間の解消によるＣＯ₂削減の環境性、そういったそれぞれの導入効果が期

待されております。一方で、環状交差点の適用条件として、１日当たりの総流入交通量とい

うものがあります。１万台未満の道路というような形になるんですけれども、ご指摘のあり
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ましたＪＲ塩釜駅周辺なんですけれども、現状で２万台を超えるような状況もあって、この

導入は残念ながら難しいというふうなことになります。前段ありましたように、こういった

状況がありますので、これまでどおり県とかあるいは隣接する市町村、そういった方々と連

携しながら渋滞解消に取り組んでまいります。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございました。いろいろ取り組んでもらいたいと思

います。あと２問残っているので、次の質問は、パークゴルフ場の新設について、市内公園

にパークゴルフ場を新設するための考え方をお答えくださいということでございます。ここ

十数年来、パークゴルフを楽しむ愛好者がふえ続けておりまして、愛好者の人口は120万人を

超えたんじゃないかと言われております。このパークゴルフというのは、結構子供の人から

年寄りの人まで年齢制限なくほかのスポーツと比べて余り体力も使わないものですから、三

世代スポーツと言われて、今急激に親しまれているところでございます。そういう意味で、

塩竈市内にパークゴルフ場をつくっていただきたいということでの質問なんでございますが、

塩竈市内にパークゴルフ場を新設するためには何かこういう制約とか、こういうことでだめ

だとか、市は関係ないとか、これは民間ならいいけれどもと、そういうゴルフ場新設するた

めの考えがあったら、新設をする案だということでひとつ検討してもらいたい、その踏台に

してもらいたいと思うんですが、そのような考え方についてお答え願えればと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤建設部長。 

○建設部長（佐藤達也君） パークゴルフ場の新設案ということでのお尋ねになりますけれども、

市内での、例えばパークゴルフ場の新設するための考えについてということになりますけれ

ども、公益社団法人日本パークゴルフ協会の設置基準によりますと、パークゴルフ場は公園、

河川敷、その他の遊休地を活用あるいは造成等を行って平坦で障害物が少ない条件の土地に、

２万平米ぐらいの土地が必要だということなんですけれども、市内で最も広い伊保石公園、

現状の地形そのままを生かしてというのはなかなか難しいかなと思っております。それから、

今後、整備を予定しております、例えば２期工区、そこにつきましても、都市計画で決定さ

れた施設、そういったものもございますので、例えば野球場とかそういった部分の計画がさ

れておりますから、パークゴルフ場のように用途を限定して使ってしまうということになっ

てしまうと、いろいろな調整等があって難しいのかなというふうに思っております。今後の
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対応ということになりますと、市内で遊休地として今言ったような２万平米以上のそういっ

た土地、まとまっての土地があれば、そういったような活用も含めて今後の課題というふう

な形にさせていただきたいなと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 14番志子田吉晃議員。 

○14番（志子田吉晃君） どうもありがとうございます。２万平米必要だというのだけれども、

それはゆったりととった場合はそのくらいかもしれませんが、パークゴルフ場は大体18ホー

ルで普通のゴルフみたいなんですけれども、最長の長さが、１ホールの長さが100メートル以

内と決まっていますし、９ホール合計で450メートル以内と決まっているんです。そうすると、

それを延長すると18ホールを計算して、私は２万平方じゃなくて大体縦横300メートル掛ける

300メートルぐらいあれば十分18ホールはつくれると考えているんで、そんなまではいらない

んではないかと。それと、もし塩竈市内にそういうところがつくるとすれば伊保石公園かあ

るいは浦戸の桂島の浜辺というんですか、建物建てちゃだめだというところ。そのくらいか

なと思うんですけれども、そういうところにあると、今、パークゴルフの人口がふえていま

すし、それから家族連れで来て、料金も余りかからないし、それから18ホール回るのに２時

ぐらいでできるので、午前中だけやるとか午後だけやるとか、そういうことで結構旅行のパ

ック料金でもパークゴルフ場のパックというがふえているそうなので観光誘致にもなるとい

うことで、そういうことを検討してもらうと、塩竈市の観光誘致にもなるんでないかと。な

ぜ塩竈でないとだめなのかっていうことですけれども、塩竈市より北のほうは結構パークゴ

ルフ場設けているところはあるんですが、冬になるとクローズなんです。１、２、３月と。

そういうことで塩竈市では雪が積もらないので、年中できるので、そういう時にパークゴル

フの好きな人は北のほうから塩竈市に来てやってくださいというような観光誘致ができるん

ではないかと思って提案させていただいたわけです。いろいろな厳しい条件があると思うん

ですが、そういうことも考えて、できるところがあるんでしたらぜひ、その課題を前のほう

へ進めていただきたいと思います。それについては答えはないでしょうけれども、そういう

ところがあればよろしくお願いしたいと思います。 

  最後に、住居表示についてということでございます。住居表示の変更のために必要な条件。

私のうちは今宮町なんですけれども、隣のうちも、その隣も同じ住居表示で、後ろはという

と別の住居表示で同じものが何軒か続いているとこういうところでございまして、何年か前

のときはそういうふうに、今は１軒ずつ違うところが多いんですけれども。そういうところ
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の住居表示を別々にしたいという場合は、どのようにされたら変更が可能なのか、可能でな

いのか、その辺のところについて、方法についてお教え願いたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤建設部長。 

○建設部長（佐藤達也君） 住居表示変更のための必要な手続等についてでございますが、地域

の中で住居の建築事情等によって、整然と並んだ住居表示の番号になっていると、必ずしも

そういった形ではないという場合も生じております。複数の住居が同一の番号になってしま

って、郵便物の誤配、そういったものが問題が生じているということも伺っております。こ

の問題を解消するために、街区全体で新たに付番を実施することは可能でありますが、その

場合若干条件がございます。それは、街区全体の全員の方がそのことを了承していただいて、

その同意が得られれば申し出によって住居表示を変えるということが可能となります。新た

な住居番号の付番により、住居表示が変更となった際には、対象となった方全員の住所登録

の移動の手続を初めとして、健康保険証、運転免許証等の各種住所変更の手続も必要となり

ます。変更の申し出をいただく際にはこれらの点も踏まえて行っていただくことになります

ので、後は私どものほうに相談いただければと思います。（「どうもありがとうございまし

た」の声あり） 

○副議長（伊藤博章君） 以上で、志子田吉晃議員の一般質問は終了いたしました。 

  18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君）（登壇） 日本共産党塩釜市議団を代表しまして、一般質問をいたします。

通告している質問項目は地域経済の問題、子育て支援について、教育問題についての３点で

ございます。ご答弁をよろしくお願いいたします。 

  初めに、地域経済についてでございます。 

  震災から６年が経過いたしました。塩竈市は長期総合計画と震災復興計画を両輪で定住と産

業振興を柱にこの間取り組まれております。こうした取り組みの一方で、市民だけでなく水

産業、製造業、建設業など、一体塩竈はどうなっていくのか、先が見えないという声があち

こちで聞かれます。なぜなんだろうかと私に聞いてくる方もあります。これまで取り組んで

きたさまざまな事業や予算、市民生活、地域経済がどのような効果をもたらしてきているの

か、この現状を明らかにしていくためにお伺いするものであります。 

  ことし４月に宮城県が平成13年度から平成26年度まで、13年間でありますが、地域経済活動
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別市町村内総生産を公表いたしました。これはインターネットで見ることができますが、こ

の市町村内総生産をもとにして、塩竈の地域経済がどうなっているのかについて伺うもので

あります。 

  まず一つは、震災がございましたので、平成23年度から平成26年度までどうなのか。もう一

つは、さっき申し上げました平成13年度から平成26年度の13年間でどのようになっているの

かと伺いたいと思います。まず塩竈の総生産の状況でございます。それについては金額、伸

び率についてもご答弁いただければと思います。 

  もう一つは、産業別に見てみたいと思います。産業は、11の業種がございますが、塩竈市の

基幹産業と言われる水産業、製造業、建設業、卸小売でどうなっているかについてお伺いし

たいと思います。 

  ３つ目は、市町村民所得でございます。この点についてどのような変化があるのか、ぜひご

答弁いただければと思います。 

  以上で、第１回目の質問を終わります。２回目からは自席での質問を行います。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君）（登壇） ただいま、曽我議員から地域経済についてのご質問をいただき

ました。初めに、本市の地域経済の状況ついてでありますが、議員のほうからもお話いただ

きましたが、宮城県が公表いたしております本市の経済活動別市町村内総生産の平成13年度

から平成26年度の推移を見ますと、本市の平成26年度の総生産額は1,608億9,300万円で、平

成13年度の1,922億6,100万円と比較をいたしますと16.3％の減少となっております。また、

平成26年度の前年度比で見ますと、県全体でありますが、4.1％の増という状況でありますが、

本市は9.3％の増という状況であります。 

  次に、産業別についてのご質問でありました。産業別に見ますと、水産業を初めとする第１

次産業が55.9％の減少、卸売小売業などの第３次産業が23.1％の減少となっている一方で、

製造業、建設業などの第２次産業は減少はしているものの若干の数字でとどまっているとこ

ろであります。これは、復興需要を背景とする建設業が122.4％の増加ということが原因では

ないかと考えております。また、震災前の平成22年度の総生産額でありますが、1,474億

9,100万円であります。平成26年度は9.1％増加をしているというような内容でありました。

産業別では第１次、第３次産業が減少している中で、建設業は復興需要により約４倍の生産
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額となっており、仙台市を除きます沿岸市町では大体同様の傾向であります。 

  次に、本市の市民所得についてのご質問でありました。平成26年度が1,350億2,300万円で、

平成13年度の1,581億3,500万円と比較をいたしますと14.6％の減少という状況であります。

平成26年度の前年度比で見ますと、県全体では2.0％の増でありますが、本市は4.8％増とい

う状況であります。また、市民１人当たりの市民所得を見ますと、平成13年度が258億6,000

万円、平成26年度が247億3,000万円であり、4.4％の減少という状況であります。震災前の22

年度との比較でありますが、震災前の22年度が222万2,000円という状況でありますので、本

市では11.3％の増加という状況であります。ただ、全体的に見ますと、まだまだ産業界厳し

い環境であり、課題解決に行政としてさらなる努力が必要であると判断をいたすところでご

ざいます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） 今、市長から答弁いただきましたように、震災前との比較でも水産業も

製造業も卸小売業ではまだもとに戻っていないという状況にあるということです。それから、

平成13年からの対比でも、全体としてはどの業種も減っているということが出ていると思い

ます。ただ、建設業で、被災前は65億円程度だったと思うんですが、これが401％、198億円

もプラスになったと。今、市長も言われましたように、これは震災復興需要の関係だろうと

いうふうに述べていますが、ただ、塩竈市内で建設がいろいろ復興で取り組まれたというこ

とは皆さん肌で感じていると思いますが、この伸びが全部、全て、塩竈の市内に効果として

上がるかといえば、計算方法があるようでございまして、これを見ますと、建設投資見通し

あるいは建設総合統計、建設工事施工統計調査とか、いろいろルールがあって、これで計算

されたものですから、この伸びが全部地元につながったかということは、別途検討する必要

があるだろうと考えています。それから、市民所得も、１人当たりでは11万円も減っている

という状況で考えております。ですから、なかなか所得もふえない、一生懸命頑張っている

んだけれども暮らしがよくならないということが、先ほど申し上げましたようにどんどん狭

まっていく、先が見えない、こういう状況に市民の皆さんは思っているんだろうと思います。 

  それで、次にお伺いしますが、県内35自治体があります。この35自治体で震災前の年と平成

26年度の伸び率ではどういう状況になっているのか、わかっていればお伺いしたいと思いま

す。 
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○副議長（伊藤博章君） 相澤政策課長。 

○市民総務部政策課長（相澤和広君） 平成13年度と平成26年度というご質問でございましたが、

ちょっとその数字は把握してございませんが、平成26年度を基準にしまして平成25年度、前

年度と比較しました県内35市町村の総生産としての順位でございますが、本市は12番目とい

うことでございますのでよろしくお願いしたします。伸び率として12番目ということでござ

いますのでよろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） それで、こちらでいろいろちょっと計算を、全部の市町村のやつが出て

いますので計算しているわけですけれども、平成13年度から平成26年度まで比較しますと、

女川が最下位です、61％。その次が下から２番目の美里町、その次が塩竈になるんですよ。

つまり、平成22年、震災前から26年度では県内では21番目なんですけれども、13年間のスパ

ンで見ると35市町村のうち下から３番目の位置にあると。こういう状況だというふうに思っ

ています。それで、じゃあ、塩竈の事業所数とか従業者数はどうなっているかと、この点は

つかんでいますか。 

○副議長（伊藤博章君） 相澤政策課長。 

○市民総務部政策課長（相澤和広君） ちょっと今、資料を確認しましてお答えしたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） 時間がないので、この同じ、先ほど言った宮城県が出しているここの下

のほうに市民税のことが書いてありまして、別のほうに経済センサス、こういうものも出て

います。県が出しております。これで言いますと、これは平成21年と平成26年の比較ですけ

れども、事業所数は492事業所減少です、塩竈で。それから従業者数は、1,020人減少してい

ます。そして二市三町もこの下に書いてございますが、二市三町では1,021事業所がなくなっ

たことになりますが、1,021事業所のうち塩竈で492事業所ですから、半分が塩竈だというこ

とになるんですね。従業員数は、先ほど言ったように、5,517人が塩釜地区二市三町で減って

いると、塩竈ではどうかというと1,020人ですから、５分の１が塩竈で従業者数が減っている

と。だから、一生懸命毎年毎年こういうふうに施政方針でさまざまな事業をいっぱいやって

おります。私もそれは認めます。だけどこういう事業が、地域経済に波及効果をもたらして

いるのかということが考えなきゃないことなんだろうと思います。それで、そのことをこれ
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から、今回の議会だけでも全部済ますということはないけれども、いずれこういうずっと13

年間のスパンでどんどん事業所も減る、従業員数も減る、もちろん人口もですけれども、こ

ういう状況の中で、この先塩竈はどうするのかということが、私たちこの先どうなっていく

んだと、どうするんだと、このままでいいのかということが、それは業種問わずみんな思っ

ているんですよ。その返りが、やっぱり当局もそうですけれども我々議会も本当に考えてい

かなかったら、「予算がございません、削減です」と、さっきも志子田議員も言われました

ように削減だけでなるかということになるのではないかと思っているんで、その辺はやっぱ

り客観的に、塩竈が今どういう事態になっているんだということをよくみんなで検討しなが

ら進めることが必要なのかなと思います。その辺でもし市長が何かあれば、まずお伺いした

いと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 先ほど申し上げましたとおり、地域経済というのはまだまだ厳しい環境

であるというふうに申し上げさせていただきました。曽我議員がいろいろご発言いただいた

部分と関連するのかなと思いますが、例えば、基幹産業が塩竈の場合は水産業であり、水産

加工業であり、そしてもう一つは港湾に依存をしてきたわけであります。例えば、港湾であ

りますと、ご案内のとおり新産業都市の建設及び工業整備特別地域の時代には、臨海型の工

業団地というもので生産額をかさ上げしてきたわけでありますが、現在の国内の港湾につき

ましては、生産拠点というよりは流通拠点としての性格がかなり強くなっていきているとい

うことは間違いない事実ではないのかなと思っています。したがいまして、事業所数が減っ

てきているということについては、そういった関連性かと思います。また、水産につきまし

ても200海里問題以降、我が国の水産が大きく変貌を遂げてまいりました。そういった影響を

残念ながら水産都市というものは受けてきたということは一方では事実ではないのかなと思

っております。我々は、そこに安住するということではなくて、今後そういった分野を、し

からばどういった方向転換を図っていくかということが極めて大切な課題であるということ

については重々認識をさせていただいておりますし、また、今後そういった対策につきまし

ても折に触れてご説明をさせていただきたいと思っております。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） まず、市長の見解だけ受けておきますが、先ほど言いましたようにいろ

いろな角度から検討していかなきゃないことがいっぱい問題あるんだなと思います。 



-217- 

  それで、これは「新・みやぎ建設業振興プラン」、概要版が出ています。この中で書いてい

るのは震災復興後の公共建設投資の見通しということで、県工事建設投資の推移とその見通

しについては、県工事建設投資は震災復興需要を背景に震災前の2011年度の約1,120億円と比

較すると７倍伸びたと。7,168億円まで今伸びているんですと。今後、県工事建設投資の見通

しは、震災前の水準まで激減する見込みであると言っています。つまりこれからはもう、こ

ういう事業はなくなるよと、もちろん復興が終わればそうだというのはみんな誰もが感じて

いるところでございますが、その裏に、震災復興後の建設投資の大幅減少で、まず受注競争

の激化が始まる、経営環境の悪化が始まる、雇用の削減、さらなる若年の有職者の減少、高

齢化の進行、技術力の低下、将来的な品質確保の懸念が心配されるということが書いていま

す。地域社会の維持とか、安全・安心の確保及び今後の大規模災害時の迅速な対応が困難に

なるのではないかということも書かれてございます。こういった県の概要版でございますが、

こういったことも建設業者の方々が非常に心配しておりまして、この県で言う建設業での総

生産、これが震災前ですね、そこまで2010年に戻るとなれば、これは結局総生産で見ますと

13％に落ち込むということになります、総生産のですね。そういうことで、やっぱり建設の

方々とこの間いろいろお話を聞きましたが、震災後には仕事がどうなるかということが大き

な不安を持っているというのが全て業者でした。ある建設の方は、今地元に仕事がなくて、

この間ずっと福島に行って仕事をさせてもらっていると。でも恐らくオリンピックというこ

とになれば、福島はもちろんだけれども、被災３県でも仕事がなくなるだろうと言っていま

す。塩竈の土木建設需要が大きく変わってきているということで、多賀城との差もうんとあ

ると感じているとこの業者の方は言っていました。やっぱり地元事業所から寂れていく一方

で不安の声が寄せられていると。実は、建設業だけではなくて、観光業に携わる人も心配し

ています。いろいろインバウンドだとか、さまざまな取り組みで少しはことしから上向き加

減ではあるけれども、やっぱり浦戸の観光をどうするのかということも見えてこないし、市

内の小売業者もなかなかよくならないと、こういう声が聞かれます。私は、塩竈市というの

は、今までも何度も言いましたけれども、大企業はありません。全て地域での中小企業者で

成り立っています。だからここに光を当てて、地域が循環するような施策をかけなければい

けないのではないかと。そのために何するかといういと、今、私前段でお話ししましたよう

に、各関係事業所との、業界との話をまず聞いてどうなのかということを聞いて、いろいろ

な一つ一つ意見を寄せ集めて、どうすればいいかということを考えるべきだと思いますが、



-218- 

この件で何かあればお願いしたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 今の曽我議員のご質問は、建設についてということでのご質問なんでし

ょうか（「全体的に」の声あり）今、質問通告があります部分の、地域経済の③の部分なん

ですかね。地元が大切だという思いは、もちろん職員全員が持ち続けておると思います。で

きる限り地元の企業に光を当てるということについては、我々の大切な役割だと思っており

ます。そういった視点、観点から、例えば水産業界、水産加工業界、あるいは建設業界、養

殖漁業に従事をいただく方々に対しまして、さまざまな制度を、用意をさせていただいてお

りますほか、そういった制度をどうご活用いただくかということについての打ち合わせ等も

頻繁にさせていただいているものと思っております。ただ、ご指摘のとおり、まだまだ足ら

ないということで我々も思っておりますので、今後も地元の方々の、企業の方々のお悩み、

お困り事、あるいは相談事等をできる限り耳を傾ける努力をさせていただきながら、まずは

地元が元気にならないと、この塩竈というものは元気にならないということは当然でありま

すので、さまざまな努力をさせていただきたいと思っております。ただ、議員ぜひ、ここは

お聞きいただきたいんですが、我々も例えば震災復興復旧関係の仕事をたびたび地元向けで

発注をさせていただいておりますが、残念ながら不落、不調というような状況、あるいは入

札に応じていただけないという状況が年間数十件発生をいたしているわけであります。そう

いったことも一方にはございますということを議員の皆様方にもご理解を賜ながら、なお、

今後とも地元の方にぜひお取り組みをいただくような努力をさせていただきたいと思ってお

ります。以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） 私、建設関係よくわからないので、入札なんかもよく聞くんですが、あ

んまり熟達していないんですが、やっぱり地元の業者の方々が言っているのは、公共工事で

最低制限価格とかいろいろなことがあるんでしょうけれども、やっぱりその金額ではとって

もやれないよと。そして今特に事業所の人たちは全て社会保険に入らなければだめだとか、

新たなことも出ているようです。そういう点で、なかなか、それでも、ざっくばらんに言う

と、多賀城市は割と地元を優先して大事にしてくれると。あんたらも多賀城に来たらいいん

ではないかという声も言われるから、何がそんなに違うのかなと。やっぱりその辺の、丁寧

なというか、何がほかと違うのか、それらもよく研究して、市長が言われたように地元に循
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環させて、やっぱり暮らしがよくなると、建設業がもうかれば買い物のお店屋さんももうか

ると、循環型になっていくということをよく深めてほしいということが一つと、それから私、

何度も取り上げてきましたが、全国で中小企業振興を図る上で、一番地元経済を潤すという

のが住宅リフォームと商店リフォームなんですよ。これ、全国の自治体でやり始めています。

これでもう、秋田県が県挙げてやっています。それで投資額に対してもっと何倍も何十倍も

の効果を上げているという、金額的にも数字が出ています。塩竈市は中小企業者のまちだと、

技術者も育てていかなきゃもう次の仕事ができなくて廃業してしまうから、今こそそういっ

た中小企業の振興条例があるんですから、小規模事業者さんの住宅リフォーム、耐震化で十

何件って言ってましたか、十何件ぐらいで済ませるのではなく、24件ですか、木造耐震診断、

年間、去年で24件、改修したのは８件と、これでは地域になかなか回りませんよね。だから

住宅リフォーム制度なんかもやっていただければいいなと思っていますし、この間、私取り

上げた商店リフォームまでいかないけれども、小規模事業者の持続化補助金というのができ

たと、中小企業庁が。これ商工会議所を窓口にしてやっていただきますと。新聞を見ました

ら、塩竈は結構これを利用している人が多いと。この新聞で見ますと、平成25年度から８回

実施されてきて、これまで26件の採択を受けていますと。この採択率は50％だということで

した。こういう、先ほど市長も言われましたように、さまざまな取り組みもやっていただき

ながら、ぜひ本当にこの13年間落ち込んでいる地域経済を１つでも２つでも拾い上げて、地

域の人たちが元気でやっていただくように、改めてここでお願いしておきます。 

  それから、続きまして、子育て支援について伺います。 

  子どもの貧困対策法、平成25年の６月に成立いたしました。子供などに対する教育の支援と

か、生活の支援、就労の支援などの施策を講じて、貧困の実態調査、こういうことをやろう

ということを言っているわけですが、私はこういう施策をやる上でも、実態調査をやる必要

があるのではないかと考えますが、この点についてどう考えているのかお伺いします。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 子供の貧困対策についてのご質問でありました。本市の新のびのび塩竈

っ子プランでありますが、基本理念を「生命の誕生と子育ての感動を分かちあい、子どもた

ち一人ひとりが光輝くまち しおがま」とさせていただいております。このことから、どの

子供さんも生まれ育った環境に左右されることなく、健やかに成長できる環境づくりの推進

が喫緊の課題であるということで考えておりますし、貧困の世代間連鎖を断ち切ることに市
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が率先して取り組むべきではないかという課題と理解をいたしております。国におきまして

は、平成26年１月に「子どもの貧困対策の推進に関する法律」が施行されましたが、この中

では、都道府県におきましては、子供の貧困対策の計画策定に努めるという規定があり、宮

城県では平成28年３月に「宮城県子どもの貧困対策計画」を策定をされております。本市に

おきましては、法律にある地方公共団体は国と協力しつつ、当該地域の状況に応じた施策を

策定及び実施する義務を有するという規定を踏まえまして、県の計画の推進施策に準じまし

て、子供さんたちやその親に対する教育の支援、経済的支援さらには生活の支援などに関す

る施策に取り組んでいるところであります。なお、アンケート調査ということでありますが、

塩竈市におきまして、どのようなアンケート調査を実施をしたかということにつきましては、

担当のほうからご答弁いたさせます。 

  よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 今、議員おっしゃいました「子どもの貧困対策の推進に関する

法律」に基づく調査ではございませんけれども、平成28年度から、塩竈アフタースクール事

業ということで取り組むことがございまして、そのニーズ調査の中で、平成28年度に小学校

の各世帯を対象に2,419名の保護者の方を対象に、さまざまな世帯の収入の状況であるとか、

その世帯の収入の状況と放課後の過ごし方、それからどんなふうな子供の預かりをご希望な

さっているか、そういったことがわかるような、世帯収入との関連づけの中で我々施策を見

出していくためのアンケートというものを実施させていただいております。 

  以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） 国が出している子どもの貧困対策法ではないけれども、こういった調査

をしたと。これを生かせるんですか、どうなんですか、今後の取り組みとして。 

○副議長（伊藤博章君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 特に、この平成29年度につきましては、いわゆる準要保護世帯

等の子供さんに対しては、教育委員会のほうでもチャレンジスクール等で実施をいたします。

なお、健康福祉部のほうでも学習支援ということで低所得者層の世帯の子供を対象に実施を

すると。それから、アフタースクール事業ということで、さまざまな状況の家庭のお子さん

の受け皿として、福祉的な受け皿として事業を展開するというふうな予定で考えております。 
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  以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） まだまだ、ちょっとこのイメージがよくわからないですね。子どもの貧

困対策法というのができたと、教育支援、生活の支援、就労の支援だと言っているんですが、

さまざま学校とか福祉とか、生活関係であれば福祉とかってなるんでしょうけれども、これ

らがよくわかるように、担当の民生常任委員会でもいいですし、その都度、この関係とどう

なるのかということを教えていただきたいと。それから、そのアンケートや分析の結果につ

いては、それらも示していただけるのですね。 

○副議長（伊藤博章君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 非常に多岐にわたるアンケートを実施してございますので、抜

粋したものについて、分析等も含めて、担当の委員会のほうにはご報告をさせていただきた

いと思います。それから、今後展開する予定の事業についても同様にご説明をさせていただ

きたいと思います。 

  以上です。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） それでは次に、小学校入学準備支援事業及び就学援助制度についてお伺

いいたします。小学校入学準備支援事業は、当初は65名と見込んでいたということでしたが、

これが具体的にどう取り組まれたのかということをまずお伺いします。 

○副議長（伊藤博章君） 阿部健康福祉部長。 

○健康福祉部長（阿部徳和君） 小学校入学準備支援金事業及び就学援助制度に係る支給方法の

改善策についてということでございますが、５月時点で塩竈市内に住所を有する保護者の方

というふうになっております。これが宮城県が今年度から創設をいたしました宮城県小学校

入学準備金支援事業補助金交付制度というものを活用してのものでございますので、この事

業の内容が５月１日時点で塩竈市内に住所を有する保護者の方としておりまして、５月１日

から31日までの間に学校を通じて申請を受け付けをいたしまして、これは第３子以降のお子

様を対象にしておりますけれども、二、三週間後に支給を実施をいたしました。なお、県内

ほかの市町村においても同様の状況だということは聞いております。 

  以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 
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○18番（曽我ミヨ君） わかりました。これからはできるだけその時期に合わせるような支給を

ぜひやっていただきたいということを申し上げておきます。 

  それから就学援助制度ですが、この間文科省からこの就学援助についても、これまでは時期

を過ぎてから支給していたんだけれども、きちんと趣旨を踏まえて対応されたいという通知

が来ているようであります。議員にも配られました。国庫補助金をちゃんと出しているよと

いうことなんですが、これらの絡みとその取り組みについてどうなっているのかお伺いしま

す。 

○副議長（伊藤博章君） 議事の都合により、あらかじめ会議時間の延長をいたします。 

  答弁をお願いします。佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 就学援助制度についてのご質問でありました。 

  義務教育の円滑な実施と教育の機会均等を図ることを目的として取り組んでいるものであり

ます。これらの支給の額につきましては、塩竈市児童生徒就学援助費支給要項第８条に文部

科学省から示された予算単価に基づいて定めるとされており、平成29年３月31日付で文科省

が発出をいたしました「平成29年度要保護児童生徒援助費補助金について」により予算単価

等の見直しと、国庫補助対象となる補助時期に関連した要項改正について通知がなされたと

ころであります。本市でも新入学用品費につきましては、国が示した予算単価に基づいて増

額を行い、４月の第１回目の支給日に支給をさせていただきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） ４月と言いました。だからもう時期がずれてくるわけですが、ちょっと、

一つだけ、全国のやつ見ているんですが、その時期に支給できない根拠として、所得が確定

しないということがあるようであります。これを問題にして、何とか入学時期に間に合わせ

るようにということで取り組んでいるのが、東京の八王子市ではこの所得判定について前々

年度の所得を基準にしてまず支給してやるという取り組みをしているようであります。ほか

の市町村でもそのことで、やっぱり多分その支給時期を早めてほしいという声もたくさん出

ているはずですから、それぞれいろいろな工夫をされていると思いますので、ぜひ検討して

引き続き一層早目に支給できるように、これは要望だけしておきます。 

  次に、保育所の整備について伺いたいと思います。 

  当市議団が５月19日に新浜町保育所の施設を視察させていただきました。廊下に沿って各ク
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ラスの部屋がありますが、廊下と部屋の床に段差が生じているために、子供たちがけがをし

ないように板で補強しているんですね、スロープといいますか。廊下と部屋の床に段差が生

じているために、今度は戸が倒れてくるんですよ、敷居からこう、低いものですから。そこ

の上に接ぎ木をして、宛てがって、子供たちがそこで保育を受けていると。もう一つ、ホー

ルに行ってみました。ホールにいったら隅と隅が下がっているんだと思うんですが、床が円

形しているんですよ、ぐうっと。そこにずっとしばらく立っていますと、だんだん船酔いみ

たいにぐあい悪くなってくるんですね。毎日そこに通っている保育士さん、子供たちにとっ

ては、この環境このままさせておくわけにはいかないなというふうに思ったわけであります。

それで、新浜町とか東部なんかの耐用年数からして建てかえるべきだいうこと求めてきたわ

けですけれども、今回現場を見まして改めて新浜町の保育所を建てかえるべきだと考えるわ

けですが、それでこの間も国の補助金がないと、私立にはあるけれども公立の保育所には国

の支援がなきゃとっても市単独では建てられないということでありました。きのうわかった

んですが、公立の保育所に対する補助金はありません。しかし公立保育所に限るもので、次

世代育成支援制度施設整備交付金があることがわかりました。この制度は、建てかえに要し

た費用に対して対象経費の実質支出額の２分の１を補助するということですが、50％は国が

交付税で措置していきます。10年間で、市町村に借りて起債の分を入れていくということを

言っているようでありますが、こういったものがあるということがわかりました。残りの半

分の起債は、80％で20％分が一般財源になると。でも先ほど言った新浜町の保育所の現状を

見たときに、こういったものを活用して、やっぱり建てかえるべきではないかと考えている

んです。それで、これを使ったところはあるのかと聞きましたら、大崎市、栗原市志波姫が

この制度を活用して新しい保育所をつくったと。ことしから開所していると。ぜひこれらも

いろいろ調べていただいて、建てかえるべきだと考えますので、よろしくお願いしたいんで

すが、いかがでしょうか。 

○副議長（伊藤博章君） 佐藤市長。 

○市長（佐藤 昭君） 新浜町保育所に足を運んでいただきましてありがとうございました。 

  先ほど来のびのび塩竈っこプランの平成27年度までの計画内容についてはご説明させていた

だいてまいったかと思いますが、新浜町保育所は廃止、それから香津保育所については民営

化というような大きな方針を持ってまいりました。恐らく現状をごらんいただいたからおわ

かりかと思いますが、本来は60人の保育でありますが、実質的には40名ぐらいの受け入れし
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かできない状況であります。先ほど曽我議員からお話いただきました床の段差につきまして

も、実は東日本大震災以降、議会の皆様方からご理解をいただきまして500万円の費用をかけ

て直しております。ただ、なかなかもう小手先の修繕ということだけでは難しいのかなとい

うようなことも考慮いたしまして、今、その40人分について海岸通１番２番地区の計画の中

で受け入れをさせていただきたいというご提案をさせていただいておりますことについては

ご理解をいただいているものと思っております。また、建てかえのことについて、るるご説

明をいただきました。基本的に補助金というのはないという状況であります。なおかつ地方

交付税交付金等々についても一定額は措置されるということではありますが、国の基準は以

内ということであります。例えば、40％以内とかそういった書き方をされまして、実際活用

させていただきますときにはさらに低い率でしか対象になっておらないはずであります。恐

らくは、大崎市その他でも同じような扱いであったかと思います。我々塩竈市といたしまし

ては、新浜町の40人分を海岸通１番地区に整備を進めさせていただきたいというご要望を出

しております施設でありますと、ほとんど国費で対応できるということになりますので、よ

りよい保育環境を創出できるのではないかと考えているところでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） 私どもは、共産党市議団はのびのび塩竈っこプランで香津町保育所、新

浜町保育所を民営化の見直しについては、議会でもその議案を出されているわけではありま

せんし、当局はそういう方針だと言うけれども、それを議会で認めた覚えはないんです。の

びのび塩竈っこプランはそれはつくったでしょう。だけれども、このプランの中にも何て書

いてあるかと、子供の数が減少しているものの、保育ニーズは高い状況にあると。東日本大

震災以降の生活再建のための就労や家族のひとり親家庭の増加で、これもやっぱり保育を必

要とする子供はどんどんふえていくと書いているんですよ。それで保育時間の延長、休日保

育、夜間保育などを望む声もあらわれていると。４つ目には、女性の就労の増大に伴い育休、

産休のスムーズな職場復帰を可能にするよう、保育体制を整えていく必要があると。就学前

の保育ニーズの伸びは小学児童の保育にもあらわれ、放課後児童クラブの必要性も高くなっ

ている。これがのびのび塩竈っこプランの計画ですよ。これなのに、何で統廃合や廃止にな

るのかが私にはさっぱり見えない。本当に安心して、若い人たちが塩竈に住んで子供を預け

て働けると、こういう状況をつくることこそが求められているんじゃないかと。新浜町の、
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60人定員だけれども入っていないと。私何度も言いますが、じゃあゼロ歳児ふやしてごらん

なさい、必ずふえますから。兄弟での条件とか合わないために入れない待機児童というのは、

鎌田議員の質問に答えましたけれども、その実態に合わせて考えるべきだと思うんですね。

その点で、凍結、廃止、見直し、民営化などというのは、全く現実に合わないことを申し上

げておきたいと思います。 

  それで次に、教育問題に入りたいと思います。当市議団は、新年度の予算で組まれた心のケ

アとそれから図書整備の関係で、市内の４カ所、６月６日、７日学校の先生、サポーターに

お会いしていろいろな意見を聞いてまいりました。どんなご苦労をされているのかなと思っ

てお話を伺ってまいりました。それで、要するに、全ての学校にいるかどうかは、これは全

部学校回ったわけではありませんが、全体として今どうなっているのか、まずお伺いします。 

○副議長（伊藤博章君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） 全ての学校に１人ずつ配置をしております。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） 心のケアサポートルームを利用する子供さんの実態はどうなのかという

ことです。 

○副議長（伊藤博章君） 髙橋教育長。 

○教育委員会教育長（髙橋睦麿君） 現在、学び・適応サポートルームを利用している子供は、

全体で32名利用しております。小学校では各校平均が2.3人、中学校では平均4.5人が活用し

ておるところであります。以上です。 

○副議長（伊藤博章君） 18番曽我ミヨ議員。 

○18番（曽我ミヨ君） いわゆる発達障害児童生徒、今言われたように小学校では2.3人、中学

校では4.5人いらっしゃるということでありました。それでやっぱり、いろいろ落ちつかない

子、気分がすぐれない、でもその部屋があることによって非常に子供さんが学校に行きやす

くなったということになっているようです。だからそれはどうしても必要な部屋だというふ

うに思いますし、サポーターさんもよくやってくれると。ところがその人数が、 

○副議長（伊藤博章君） 曽我議員、時間が終了いたしました。 

○18番（曽我ミヨ君） ちょっとだけ。不足しているところがあるようですので、よろしくその

辺は対応の方よろしくお願いしたいと思います。 

○副議長（伊藤博章君） よろしいですね。以上で、曽我ミヨ議員の一般質問は終了いたしまし
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た。 

  お諮りいたします。本日はこれで会議を閉じ、明24日から26日までを議会運営委員会開催の

ため休会とし、27日、定刻再開したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（伊藤博章君） 異議なしと認め、本日はこれで会議を閉じ、明24日から26日を議会運

営委員会開催のため休会とし、27日、定刻再開することに決定いたしました。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

   午後５時２３分  散会 

─────────────────────────────────────────── 

  地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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   午後１時  開議 

○議長（香取嗣雄君） ただいまから６月定例会４日目の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、日程第４号記載のとおりであります。 

───────────────────── ◇ ───────────────────── 

   日程第１  会議録署名議員の指名 

○議長（香取嗣雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員には、４番西村勝男議員、５番阿部眞喜議員を指名いたします。 

───────────────────── ◇ ───────────────────── 

   日程第２  議案第４２号ないし第４９号（各常任委員会委員長議案審査報告） 

○議長（香取嗣雄君） 日程第２、議案第42号ないし第49号を議題といたします。 

  去る６月15日の会議において、各常任委員会に付託しておりました各号議案の審査の経過と

その結果について、それぞれの委員長の報告を求めます。 

  まず、総務教育常任委員長の報告を求めます。14番志子田吉晃議員。 

○総務教育常任委員会委員長（志子田吉晃君）（登壇） ご報告いたします。 

  今期定例会において総務教育常任委員会に付託されました関係議案について、６月19日に委

員会を開催し、当局より関係者の出席を求め、慎重に審査をいたしましたので、その審査の

結果についてご報告いたします。 

  まず、議案第42号「塩竈市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の

一部を改正する条例」については、復興産業集積区域（復興特区）において、対象施設等を

新設または増設した事業者等に対する固定資産税の課税免除の適用期限を１年延長するため、

所要の改正を行うものであり、質疑・採決の結果、原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

  次に、議案第45号「平成29年度塩竈市一般会計補正予算」については、歳出において、コミ

ュニティ助成事業や学校現場における業務改善加速事業等が計上され、また、債務負担行為

において、塩竈市市税等収納事務業務委託及び住民情報システム賃貸借が追加され、質疑・

採決の結果、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  なお、審査に当たりまして、各委員より述べられました要望・意見の主なるものを申し上げ

ます。 

  １．港町地区津波防災拠点施設備品等整備事業については、港町地区に建設している津波防
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災拠点施設において、災害時における避難施設及び通常時における震災伝承施設としての利

用に必要な展示物の製作・設置及び施設備品、防災備蓄品等の整備を行うものであるが、津

波発生時における一時避難場所としての必要な飲食料品や簡易トイレ等の備品の備蓄を行い、

また、市営汽船運休時には、帰島ができなくなった島民の方々が仮眠をとりながら待機でき

るよう、運航再開待機スペースに簡易ベッド等の整備を行うなど、十分な施設整備に努めら

れたい。 

  １．中学校部活動備品等整備事業については、寄附金の活用により、市内中学校の吹奏楽部

活動において使用する楽器の整備を行うものであるが、今後も部活動の備品等については、

各校の実態を把握し、十分な予算化を行うなど計画的な整備に努められ、部活動環境の向上

を図られたい。 

  次に、議案第48号及び議案第49号は「工事請負契約の一部変更について」の案件であり、い

ずれも、議会の議決に付すべき契約に関する条例第２条の規定に基づき提案されたものであ

ります。 

  まず、議案第48号については、26－復・交 越の浦雨水ポンプ場（土木・建築）築造工事に

ついて提案されたものであり、質疑・採決の結果、原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

  次に、議案第49号については、28－復・交 越の浦雨水ポンプ場放流渠築造工事について提

案されたものであり、質疑・採決の結果、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上が本委員会で審査をした案件の経過と結果の大要であります。よろしくご審議ください

ますようお願い申し上げ、ご報告といたします。 

                           総務教育常任委員長 志子田吉晃 

○議長（香取嗣雄君） 次に、民生常任委員長の報告を求めます。３番浅野敏江議員。 

○民生常任委員会委員長（浅野敏江君）（登壇） ご報告いたします。 

  今期定例会において民生常任委員会に付託されました関係議案について、６月20日に委員会

を開催し、当局より関係者の出席を求め、慎重に審査をいたしましたので、その審査の結果

についてご報告いたします。 

  まず、議案第43号「東日本大震災による被災者に対する国民健康保険税の減免に関する条例

の一部を改正する条例」については、原子力発電所の事故により避難等を行った被災者に対

し、平成29年度分の国民健康保険税の減免を行うため所要の改正を行うものであり、質疑・
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採決の結果、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  なお、審査に当たりまして、各委員より述べられました要望・意見の主なるものを申し上げ

ます。 

  １．当該条例による国民健康保険税の減免について、本市へ新たに転入された方に対し、申

請手続や制度の説明を適切にされるよう努められたい。 

  次に、議案第44号「塩竈市障がい者福祉推進委員会設置条例」については、障がい者プラン

及び障がい者の福祉に関する重要事項を審議する附属機関として、塩竈市障がい者福祉推進

委員会を設置するため、新たな条例を制定しようとするものであり、質疑・採決の結果、原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  なお、審査に当たりまして、各委員より述べられました要望・意見の主なるものを申し上げ

ます。 

  １．塩竈市障害がい者福祉推進委員会の構成にあたっては、通常学級内の発達障がいを抱え

た児童・生徒に配慮されるよう、発達障がい者の支援に見識のある支援団体や保護者等の参

加について検討されたい。 

  また、障がい者プランの策定においては、障がい者が住みなれた地域で安定した生活を送る

ことができるよう、バリアフリー化に努められ、さらに宮城東部地域自立支援協議会などの

関係団体と連携し、より一層充実したものとなるよう取り組まれたい。 

  次に、議案第45号「平成29年度塩竈市一般会計補正予算」については、歳出において脳と身

体の健康づくり事業や介護保険事業特別会計繰出金が計上され、質疑・採決の結果、原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  なお、審査に当たりまして、各委員より述べられました要望・意見の主なるものを申し上げ

ます。 

  １．脳と身体の健康づくり事業については、企業東北応援助成金を活用し、事業の充実を図

るものであるが、参加者からのアンケート結果を分析するなど、事業の効果を検証し、今後、

本事業がさらに充実し、効果的なものになるよう展開されたい。 

  次に、議案第46号「平成29年度塩竈市国民健康保険事業特別会計補正予算」については、歳

出において、一般被保険者療養給付費が計上され、また債務負担行為において、塩竈市国保

税等収納事務業務委託が追加され、質疑・採決の結果、原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 
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  次に、議案第47号「平成29年度塩竈市介護保険事業特別会計補正予算」については、歳出に

おいて、一般管理費や居宅介護サービス等給付費等が計上され、質疑・採決の結果、原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  以上が本委員会で審査をした案件の経過と結果の大要であります。よろしくご審議ください

ますようお願い申し上げ、ご報告といたします。 

                              民生常任委員長 浅野敏江 

○議長（香取嗣雄君） 次に、産業建設常任委員長の報告を求めます。10番志賀勝利議員。 

○産業建設常任委員会委員長（志賀勝利君）（登壇） ご報告いたします。 

  今期定例会において産業建設常任委員会に付託されました関係議案について、６月21日に委

員会を開催し、当局より関係者の出席を求め、慎重に審査をいたしましたので、その審査の

結果についてご報告いたします。 

  議案第45号「平成29年度塩竈市一般会計補正予算」は、歳出において、漁船乗組員救急救命

推進事業、割増商品券事業及び災害公営住宅整備事業などが計上され、質疑・採決の結果、

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  なお、審査に当たりまして、各委員から述べられた要望・意見の主なるものを申し上げます。 

  １．塩竈市新魚市場落成記念式典事業については、本市の復興のシンボルとなる高度衛生管

理型の新魚市場を関係者に披露する式典を開催するものであるが、県外から漁業協同組合の

組合長と34組合を招待するにあたり、旅費等を本市が負担することから、その支出根拠につ

いては、適法手続に基づき執行されたい。 

  また、高度衛生管理に対応できる備品等の充実を図り、新魚市場から出荷される水産物等を

買いつける企業等へ、広く宣伝する機会としての取り組みを行われたい。 

  １．新浜地区漁業集落防災機能強化事業については、新浜町七号線が塩釜水産物仲卸市場に

通ずる基幹道路の性格を有することからも、特に年末年始の繁忙期に交通渋滞が生じないよ

う、工事施行に当たっては十分に配慮されたい。 

  １．海岸通地区道路整備事業について、港町地区津波防災拠点施設整備事業地区と海岸通１

番２番地区第一種市街地再開発事業地区を結ぶ重要な地区の道路整備事業であることから工

事施行にあたっては、当該地区の住民の生活や事業活動に支障が生じないよう、十分に留意

されたい。 

  １．地域間交流事業については、週末や長期休暇中に居住とは別の場所で過ごす「二地域居
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住」を実践する方々を誘致する取り組みが加えられたが、単年度にとどまることなく「住ん

でみたいまち塩竈」の情報を継続的に宣伝し、滞在時間拡大と交流人口の増加に努められた

い。 

  また、実践的な調査により実態を把握されるとともに、その事業効果については、データを

提示し、議会へ報告されたい。 

  以上が本委員会で審査した案件の経過と結果の大要であります。よろしくご審議くださいま

すようお願い申し上げ、ご報告といたします。 

                            産業建設常任委員長 志賀勝利 

○議長（香取嗣雄君） 以上で委員長報告は終了いたしました。 

  これより委員長報告に対する質疑を行います。（「なし」の声あり） 

  これをもって質疑を終結することにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（香取嗣雄君） 異議なしと認め、委員長報告に対する質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  議案第42号ないし第49号について採決いたします。 

  議案第42号ないし第49号については、委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めま

す。 

   〔賛成者起立〕 

○議長（香取嗣雄君） 起立全員であります。よって、議案第42号ないし第49号については、委

員長報告のとおり決しました。 

───────────────────── ◇ ───────────────────── 

   日程第３  請願第５号及び第６号（民生常任委員会委員長請願審査報告） 

○議長（香取嗣雄君） 日程第３、請願第５号及び第６号を議題といたします。 

  去る６月15日の会議において所管の常任委員会に付託しておりました請願審査の経過とその

結果について、委員長の報告を求めます。 

  それでは、民生常任委員長の報告を求めます。 

  ３番浅野敏江議員。 
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○民生常任委員会委員長（浅野敏江君）（登壇） ご報告いたします。 

  今期定例会において民生常任委員会に付託されました請願について、６月20日に委員会を開

催し、紹介議員及び市当局関係者の出席を求め、慎重に審査をいたしましたので、その審査

結果についてご報告いたします。 

  まず、請願第５号「国保財政調整基金を使って、国民健康保険税の大幅引き下げの決議を求

める請願」については、今後さらに時間をかけて慎重に審査すべきとの意見が大勢を占め、

採決の結果、閉会中の継続審査の取り扱いにすべきものと決しました。 

  次に、請願第６号「宮城県国民健康保険運営方針に係る意見書の提出を求める請願」につい

ては、質疑・採決の結果、願意妥当と認め、採択すべきものと決しました。 

  以上、よろしくご審議くださるようお願い申し上げ、ご報告といたします。 

民生常任委員長 浅野敏江  

○議長（香取嗣雄君） 以上で常任委員長の報告は終了いたしました。 

  これより、委員長報告に対する質疑を行います。（「なし」の声あり） 

  これをもって委員長報告に対する質疑を終結することにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（香取嗣雄君） 異議なしと認め、委員長報告に対する質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

  採決いたします。採決は分割して行います。 

  まず、請願第５号「国保財政調整基金を使って、国民健康保険税の大幅引き下げの決議を求

める請願」について、採決いたします。 

  請願第５号については、委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

   〔賛成者起立〕 

○議長（香取嗣雄君） 起立全員であります。よって、請願第５号については、委員長報告のと

おり決しました。 

  次に、請願第６号「宮城県国民健康保険運営方針に係る意見書の提出を求める請願」につい

て、採決いたします。 

  請願第６号については、委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

   〔賛成者起立〕 
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○議長（香取嗣雄君） 起立全員であります。よって、請願第６号については、委員長報告のと

おり決しました。 

───────────────────── ◇ ───────────────────── 

   日程第４  議員提出議案第３号及び第４号 

○議長（香取嗣雄君） 日程第４、議員提出議案第３号及び第４号を議題といたします。 

  議案の朗読は省略いたします。 

  初めに、議員提出議案第３号「「共謀罪」と同趣旨の「テロ等組織犯罪準備罪」を含んだ

「改正組織犯罪処罰法」に反対する意見書」について、提出者の代表から趣旨の説明を求め

ます。 

  ８番山本 進議員。 

○８番（山本 進君）（登壇） ８番山本 進であります。 

  ただいま議題に供されました議員提出議案第３号につきまして、提出者を代表いたしまして、

議案の趣旨説明を行います。 

  まず、事実上の「共謀罪」を新設する「改正組織犯罪処罰法」は、さきの通常国会の参議院

におきまして憲政の常道に反する審議未了のまま中間報告のみをもって採決に持ち込み、自

民、公明、維新の賛成多数で可決されました。これに先立つ衆議院における審議・採決も終

始答弁の不統一、解釈が二転三転した上での強行採決と、異常な国会運営の中での成立であ

ったと言わざるを得ません。このことは国会みずから憲法で定める三権分立の原則を放棄し

た、民主主義を完全否定する暴挙以外の何物でもありません。憲法で保障する国民の基本的

人権である「思想及び良心の自由」憲法第19条「表現の自由」憲法第21条など国家権力から

の国民の自由権保障を完全に否定し、全ての国民を国家、つまり警察権力の監視・監督下に

置き、外形的な犯罪行為の端緒が確認されるまでもないまま、まさに一網打尽に拘束し精神

的かつ肉体的にも、二度と国家に反するような個人的な思想の発現を封じ込めようとするも

のであります。これは戦前の国家・国民が一丸となって戦争国家へと突き進むため、制定運

用されたいわゆる治安維持法の再来でもあります。 

  今回法律改正の理由として2020年の東京オリンピック、パラリンピック開催のため、テロ防

止に必要な法律改正であるとの理由が示されておりましたが、既にテロ犯罪防止のための国

際条約が批准され、関係国内法が全て改正済みであります。さらに何が不十分なのでしょう

か。さらに、改正の理由として1995年、平成７年３月に発生いたしましたオウム真理教によ
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る地下鉄サリン事件について、「共謀罪」があればこの悲惨な事件は事前に摘発することが

できたと主張しておりました。この事件は当時、公安調査庁の管轄権、捜査権の中で秘密裏

に進められており、その情報は一切警察当局と共有されておりませんでした。つまり、公安

調査庁と警察権力との組織的連携の欠如がその主たる原因であり、「共謀罪」の有無が当該

事件発生の原因とは言えません。 

  一方、国連プライバシー権に関する特別報告者の方から政府に対し、「共謀罪」が個人の表

現の自由を脅かす危険性があるとの指摘を踏まえ、詳細な説明を求める書簡が送られてまい

りましたが、政府は見当違いであるとの理由にならない理由で反論するなど、国際的に何ら

納得が得られる対応はとられておりません。これまでの国会審議から見えてきたことは、担

当大臣である法務大臣が当該法案の構成要件、つまりいかなる行為が「改正組織犯罪処罰

法」つまり「共謀罪」に該当するか、わからない。あまつさえその施行日も知らない、さら

に法務当局も解釈が二転三転、そして委員会の中間報告に対し強行採決し、そのまま成立し

たのが今回の法律であります。そして今、警察当局に丸投げされようとしております、構成

要件が明確にされないままに。このことは刑事罰関連法律の大原則である罪刑法定主義に大

きく反する法律であります。いかなる行為がどのようにどこで誰と何を企図して、そして当

該行為に構成要件該当性が存在するか否かなどが明らかにされることが、何かよからぬこと

を相談しているの一事をもって、とりあえず拘束しようとする法律が今回の共謀罪であり、

断固反対するものであります。今回の「改正法」、「共謀罪」の運用について監視していく

とともに、その法律施行がいかに国民の基本的人権を蹂躙する法律であるかの主張を続けて

まいります。 

  以上のことから、お手元にご配付のとおり地方自治法第99条により、意見書を提出しようと

するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げまして、提案の趣旨説明とさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（香取嗣雄君） 次に、議員提出議案第４号「核兵器禁止条約（草案）の締結に向けての

取り組みを求める意見書」について提出者の代表から趣旨の説明を求めます。 

  17番小高 洋議員。 

○17番（小高 洋君）（登壇） ただいま議題に供されました議員提出議案第４号について、提

出者を代表いたしまして、提案の趣旨説明を行います。 
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  本年３月27日、ニューヨークの国連本部で、史上初めて核兵器禁止条約を主題とした第１会

期「国連会議」が開催され、核兵器禁止条約交渉においては115カ国の参加・討論が行われて

きました。 

  この交渉を踏まえ５月22日、国連会議エレン・ホワイト議長が６月15日から７月７日まで開

催される第２会期「国連会議」に当たって、核兵器禁止条約草案を発表いたしました。 

  草案では、条約前文で、「核兵器のあらゆる使用がもたらす人道上の破滅的な結果」や「核

兵器使用の被害者（ヒバクシャ）及び核実験被害者の苦難に留意」をうたっています。さら

に、「核兵器完全廃絶の呼びかけのような、人道原則を推進するための市民的良心の役割を

強調し、その目的のための国連、赤十字国際委員会、多数の非政府組織及びヒバクシャの取

り組み」を高く評価しています。 

  また、その条文において、核兵器の法的禁止の内容として、核兵器の「開発、生産、製造、

取得、所有、貯蔵、移転、使用、実験爆発」などを禁止し、締約国はその領域で核兵器の配

置、設置、展開などを禁止・防止する義務を負うこととしています。これらは核兵器の法的

禁止の主要な要素を包括的に規定したものとなっています。 

  さらに、草案は「自国の核兵器を廃棄した国のための措置」を盛り込み、全ての国に条約の

批准、受諾、承認、加盟を促し、核兵器保有国にも条約参加の道を開いています。 

  そして、この草案が各締約国に「核兵器の使用、または実験によって影響を受けた諸個人」

に対する「支援を十分に提供」することを義務づけていることは、長年にわたって被爆者援

護を求めてきた被爆者の切望に応えるものであります。 

  これまでのこの核兵器禁止条約の議論においては、核保有国や核の傘に依存する国々は禁止

条約は世界を危険にさらし不安定化させると批判しました。核兵器や弾道ミサイルを開発を

続ける北朝鮮のような国があるから核抑止力は手放せないという言い分であります。もちろ

ん、国際合意や国連安全保障理事会のたび重なる決議を無視する北朝鮮の行動は、到底許さ

れるものではありません。強く非難されるべきものであります。 

  一方、大国が安全のためと称し、核兵器を持ち続け、その矛先を敵視する国々に向けてきた

ことが自衛のための核開発の大義名分を与え、核兵器の拡散を誘発してきたことも事実です。

自衛のための抑止力を唱える北朝鮮に対して、核保有国の主張が説得力を持たないことは明

白であります。条約採択に当たり、仮に最初は核保有国の参加が得られなかったとしても、

国連加盟国の大多数の政府の賛成によって核兵器禁止条約を締結することができれば、核兵
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器は人類史上初めて違法化され、あらゆる兵器の中で最も残虐かつ凄惨な破壊をもたらすこ

の兵器に悪の烙印が押されることとなります。そのことにより核兵器を保有し使おうとする

国は、政治的・道義的責任を大きく問われることになります。国連加盟国の圧倒的多数の諸

国が求めている核兵器禁止条約に核保有大国の協力を迫ることこそ、被爆国である日本政府

のなすべきことではないでしょうか。 

  以上のことから６月15日から７月７日まで開催される、第２会期「国連会議」における核兵

器禁止条約交渉に参加し、その採択に向けて尽力されること。この旨、意見書を提出しよう

とするものであります。 

  ６月９日、宮城県の村井嘉浩知事は県原爆被害者の会の求めに応じ、核兵器の廃絶を求めた

被爆者国際署名に署名をされました。この署名はその趣旨の中で、被爆者は核兵器を禁止し

廃絶する条約を結ぶことを全ての国に求めますと訴えられております。村井知事はこの署名

の際に、皆さんと力を合わせて核兵器廃絶のために汗を流していきたいと述べられたそうで

あります。この思いに私たち塩竈市議会も、ぜひ応えていこうではありませんか。 

  昭和61年９月19日、今からおよそ31年前のことであります。塩竈市議会は核兵器廃絶平和都

市宣言を議決、同日に施行をされました。 

  核兵器廃絶平和都市宣言 

  「荘厳な森に抱かれた社 青い海に浮かぶ緑の島々 盛り上がる陸と海の祭り 生意溢れる

賑わいの港 私たちの街 塩竈 核兵器の一瞬の光と熱風は、この街を 人を 森を焼尽く

し 陽の光さえも奪ってしまう 私たちはいまここに 核兵器の廃絶を 世界の人々に呼び

かけます 子供たちの豊かな未来と地球の平和を守るために」 

  今ここに、塩竈市民の願いをこめて平和都市とすることを宣言する。 

  先輩議員、同僚議員の皆様、今こそこの宣言に立ち返り、核兵器廃絶への新たな一歩をここ

塩竈市から踏み出そうではありませんか。 

  最後にこのことを呼びかけ、そしてこれまで述べてきた以上のことからお手元にご配付のと

おり、地方自治法第99条により意見書を提出しようとするものであります。 

  よろしくご審議の上、ご賛同賜りますようにお願いを申し上げまして、提案の趣旨説明とさ

せていただきます。以上であります。 

○議長（香取嗣雄君） これより質疑に入ります。（「なし」の声あり） 

  これをもって質疑を終結することにご異議ありませんか。 



-239- 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（香取嗣雄君） ご異議なしと認め、質疑を終結いたします。 

  ただいま上程中の議員提出議案第３号及び第４号については、会議規則第37条第３項の規定

により委員会付託を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（香取嗣雄君） 異議なしと認め、議員提出議案第３号及び第４号についてはさよう取り

計らうことに決しました。 

  これより討論に入ります。 

  討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

  採決いたします。採決は分割して行います。 

  まず、議員提出議案第３号「共謀罪」と同趣旨の「テロ等組織犯罪準備罪」を含んだ「改正

組織犯罪処罰法」に反対する意見書について採決いたします。 

  議員提出議案第３号については、原案のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

   〔賛成者起立〕 

○議長（香取嗣雄君） 起立少数であります。よって、議員提出議案第３号については否決され

ました。 

  次に、議員提出議案第４号核兵器禁止条約（草案）の締結に向けての取り組みを求める意見

書について、採決いたします。 

  議員提出議案第４号については、原案のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

   〔賛成者起立〕 

○議長（香取嗣雄君） 起立少数であります。よって、議員提出議案第４号については否決され

ました。 

  暫時休憩いたします。 

   午後１時４１分  休憩 

──────────────────────────────────────────── 

   午後１時４２分  再開 

○議長（香取嗣雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  お諮りいたします。 

  ただいま１番小野幸男議員外16名から、議員提出議案第５号「宮城県国民健康保険運営方針
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案に係る意見書」が提出されました。これを日程に追加し、追加日程第１として議題にした

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（香取嗣雄君） 異議なしと認め、議員提出議案第５号を日程に追加し、追加日程第１と

して議題とすることに決定しました。 

───────────────────── ◇ ───────────────────── 

   追加日程第１  議員提出議案第５号 

○議長（香取嗣雄君） 追加日程第１、議員提出議案第５号を議題といたします。 

  議案の朗読は省略いたします。 

  議員提出議案第５号「宮城県国民健康保険運営方針案に係る意見書」について、提出者の代

表から趣旨の説明を求めます。 

  17番小高 洋議員。 

○17番（小高 洋君）（登壇） ただいま議題に供されました議員提出議案第５号について、提

出者を代表いたしまして、お手元にご配付の同議案別紙を朗読し、提案の趣旨説明にかえさ

せていただきます。 

    宮城県国民健康保険運営方針案に係る意見書 

  国が示した平成30年４月からの国民健康保険財政運営責任の都道府県への移行に伴い、宮城

県においても制度設計の検討が進められている。本年４月に示された宮城県国民健康保険運

営方針案では、標準的な保険料（税）算定方式や将来的な保険料（税）水準の統一、収納率

目標の設定などについて明らかにされた。 

  しかし、厚生労働省が作成した国保事業費納付金等算定標準システム（簡易版）により県が

試算した国保事業費納付金及び標準保険料率については明らかにされておらず、本年12月末

に予定されている国による係数確定を経た後、公表することとされている。 

  保険料（税）がどのように設定されるかということは、被保険者にとって暮らしを左右する

大変重要な問題であり、同時に各市町村においても来年度予算の編成に大きな影響を及ぼす

ものである。 

  よって、宮城県は国民健康保険の納付金及び標準的な保険料（税）の試算結果について、早

急に明らかにされるよう強く求めるものである。 

  以上、地方自治法第 99 条により意見書を提出します。 
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  以上であります。よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（香取嗣雄君） これより質疑に入ります。（「なし」の声あり） 

  これをもって質疑を終結することにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（香取嗣雄君） 異議なしと認め、質疑を終結いたします。 

  ただいま上程中の議員提出議案第５号については、会議規則第37条第３項の規定により委員

会付託を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（香取嗣雄君） 異議なしと認め、議員提出議案第５号についてはさよう取り計らうこと

に決しました。 

  これより討論に入ります。 

  討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  議員提出議案第５号「宮城県国民健康保険運営方針案に係る意見書」については、原案のと

おり決するに賛成の方の起立を求めます。 

   〔賛成者起立〕 

○議長（香取嗣雄君） 起立全員であります。よって、議員提出議案第５号については原案のと

おり可決されました。 

○議長（香取嗣雄君） 以上をもって、本定例会の全日程は終了いたしました。よって、本日の

会議を閉じ、本定例会を閉会といたします。 

   午後１時４８分  閉会 
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  地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

   平成２９年６月２７日 

 

        塩竈市議会議長  香 取 嗣 雄 

 

        塩竈市議会議長  西 村 勝 男 

 

        塩竈市議会議員  阿 部 眞 喜 
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